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        ※この物語にはインセスト・タブーが書かれています。また、読者によっては暴力的だと感じる可能性があります。

        　

        ※エンディングが二つあるため、話が途中で分岐します。

        　

        ※この物語はフィクションです。実在する人物・団体・名称等とは関係ありません。

    


    
        １．出発

        　

        　

        　光みつ希きは浴室から出てきた男を見て、あぁアルファだな、と改めて感じた。

        　アルファの久く我が山やま岳がくと関係を持つようになって一年だが、光みつ希きは未だにその姿に見惚れてしまう。

        　スラリと高い背。適度についた筋肉はバランスが良く、足も長い。尻はきゅっと上がっていた。顔も男らしく格好が良く、ほとんど崩れることのない精悍なその顔立ちは、寡黙な大人の雰囲気を醸し出している。まだ大学四年生だと聞いているが、その落ち着いた様は、とても学生には見えなかった。

        　くっきりとした二重の目や高い鼻は、少し日本人離れしているが、しつこい顔立ちではなく清涼であった。

        　綺麗だな、と素直に思う。初めて見たときからそうであったのかは思い出せないが、見とれるような美しさがこの男にはあった。

        「何考えている」

        　久我山が光みつ希きの視線に気がついて、低い声で聞いてきた。それに光希は、何も、と答えて笑う。

        　久我山が微かに笑った。光希は、あぁやっぱり綺麗だなと思った。

        　久我山はベッドに寝転がっている光希の上に覆い被さってくると、キスをしてくる。舌を絡め、そっと口内を撫でられると、それだけで光希は下半身が熱くなるのを感じた。

        　光希は少しだけオメガのフェロモンを出した。

        　その瞬間、久我山が自らを落ち着かせるためか大きく息を吐き出したが、それも効果が無かったのか、すぐに息が荒くなっていったのが分かった。

        「もう濡れてきた」

        　久我山が光希の後孔を探ってくる。そこがじっとりと濡れていることを確認すると、久我山は満足そうに笑った。

        　久我山が指を入れてくる。それに、ゾクリとした悦楽が体を駆け抜けていくのと同時に、緊張で体がこわばった。

        　光希は久我山と一週間に一度会うとき以外は、他の男とセックスをすることは勿論、自分で指を入れたこともない。それは、自分一人で欲情するなど浅ましいと思っているためで、自慰をしたいと思ったこともなかった。

        　そのため、いくら濡れているといえども、この行為にはいつも緊張をした。指が入ってくる瞬間は期待と少しの不安に襲われるのだ。

        　それでも長い指が光希の内部を探っていくと、その不安はすぐに払ふつ拭しよくされていく。入り口付近を探られ、光希は体をびくりと揺らした。

        　そして光希は、ゆっくりと自分を解放していく。アルファの匂いが光希を煽り、さらに光希はフェロモンを放出していくのだ。

        「あ……気持ちいい」

        　小さく声を漏らすと、たまらないといったように久我山が光希の後孔を舐めてきた。舌の感触は指ほど刺激的ではなかったが、ぬるりと舐められる感触は指とは違った感触を生み出し、たまらず光希は嬌声を上げる。

        「や、久我山さ……ん、それ、やだ」

        「どこが？」

        　久我山が腹まで勃ち上がった光希のペニスをゆっくりとかくと、光希の体はますます熱くなっていく。

        「やぁ、すご……もうだめ」

        　ペニスを擦こすられながら、後ろを舐められ、同時に指を入れられた。中でぐるぐると指を動かされ、ぐちゃぐちゃという卑猥な音が部屋の中に響いていく。

        「もうイクっ！」

        　光希は嬌声と同時に射精をするが、久我山は容赦なく光希のしっとりと濡れた体を責め立てた。

        「お願い……もう入れて」

        　久我山は光希の懇願に頷うなずくと、己を光希の後ろに当て、一気に突き上げた。

        「あぁっ！」

        　光希はそれにまた吐精した。

        　止めどなく後ろが濡れていくのが分かる。久我山との情交に体が喜んでいるのだ。光希は己を抑えず完全に解放をしたが、それでもこれ以上フェロモンを出すことはしなかった。それをするのは卑怯だと思ったのだ。

        　オメガのフェロモンで久我山を誘惑したくない。

        　計画的にそれを出して久我山をセックスに夢中にさせているのに、アルファが我を忘れてセックスに夢中になる「ヒート」を起こさせるほどのフェロモンを放出したくないと思ってしまうのだ。中途半端でくだらぬプライドだが、それでも、それが光希にとっての譲れない一線であった。

        　久我山にはセックス前の冷静な顔はすでにない。快楽に顔を歪めてただ光希を求めている。それが光希にはこの上なく嬉しい。

        　長く続く情交は、光希の身も心もただのオメガにした。普段、こんな風になることは決してない。発情期をもたない新型オメガの光希は、自分が望んだときだけ、自身の欲情を引き出すことができるからだ。

        　そしてこの男といるときが、その望んだときである。光希は、この男といるときだけ己を解放する。久我山は光希にとって世界の全てであった。

        　何度も何度も光希を穿うがっていた久我山が、ようやく射精をした。長く続く射精に、腹の奥がじんわりと熱くなってくる気がしたが、しかしコンドームを装着している久我山の精液が、己の腹に注ぎ込まれることはない。

        　光希は息を荒くしながら、ベッドにドサリと横になった。体の奥に溜まった熱がまだ冷めない。しかし、もう一回しようとは言えなかった。

        　久我山にとって光希はただの男娼だ。自分からこの男を求めることなど許されない。

        「大丈夫か。もう帰る時間だろ」

        　久我山はベッドに腰かけると、時計を見てそう言った。

        　予想していた反応だ。しかし、光希はそれに首を振る。

        「今日は大丈夫」

        「母親に怒られるぞ」

        「ううん。俺、明日から父親と一緒に住むんだ」

        　それに久我山は驚いた顔を一瞬したが、すぐにいつもの冷静な顔に戻った。

        「そうか。よかったな」

        　久我山はそれだけ言うと、光希の首元をつっと指で撫でた。

        「どこに住むんだ」

        「埼玉」

        「近いようで遠い」

        　久我山はそう言うと、光希の頬を撫でてくる。大きな手は心地良かった。

        　そういえば初めて会ったとき、この手で同じように頬を撫でられたのだと思い出す。

        　あのとき、あの手にどれだけ慰められたか。今にして思えば、あのときから久我山は自分にとって全てだったのだろうと思う。

        「今日はもう、帰らなくても関係ないから。もし久我山さんがいいならだけど……俺なんかが言っちゃ駄目だって分かってるけど、だけど、よかったらもう少しだけさ……」

        　久我山は光希の唇に軽いキスをしてきた。

        「母親と最後の夜だろ」

        「いや、だからこそ帰りたくない。下手したら殺されるかも」

        　冗談めかして言うが、内心であり得ると思っていた。今まで彼女にされてきたことを思えば当然だ。

        　それは久我山にも分かっているのだろう。久我山はそうか、と呟くと、光希の体に覆い被さってくる。

        　久我山の股間を見ると、それはまた勃ち上がっていた。それに光希は嬉しくなるのと同時に、アルファの久我山が一回で満足するはずなどなく、いつも光希を思って一度で終わらせてくれていたのだと知った。

        　それが嬉しくて、少し悲しい。

        　結局その日は朝まで久我山と交わった。これで最後なのだという思いが光希の心の中にあり、それが余計に光希を燃えさせたが、しかし久我山はどうなのかは、最後まで聞くことはできなかった。

        　

        　

        　朝になり目を覚ますと、久我山は身支度をしていた。光希が目を覚ましたことに気がつくと、頬にキスをしてくれる。

        「用事があるから先に出る。チェックアウトは十時だから、ゆっくりできるならゆっくりしていくといい」

        「あ、うん」

        　光希は上半身を起こすと、久我山が着替えている様子をぼうっと見ていた。

        「これ」

        　久我山が財布から金を出して渡してくる。それに光希は首を振った。

        「今までよくしてくれたから、最後はいいよ」

        「いや、そういうわけにはいかない」

        「でも、受け取りたくない」

        　思わず本音が光希の口から出た。最後の最後くらい、金銭など挟まない情事であったと思いたい。

        　今まで散々この男相手に売春行為をしておきながら、勝手なものだと自身でも思った。

        「お父さんは優しい人？」

        　久我山は無理矢理に金を渡してくることはなく、ベッドに腰かけると、優しい口調で話しかけてきた。

        「多分。優しそうだった」

        「そうか。兄弟や姉妹は？　確か双子だと言ってた」

        「うん。兄さんと、二卵性の双子の弟がいる。二人にはまだ会ってないけど、でも父さんは歓迎してくれているって言ってた。覚えているかぎりでは、二人とは仲が良かったと思う」

        　久我山は右手で光希の頭をぐっと自分に寄せると、抱きしめてくれた。

        「そうか。でも人生そんなに甘くない。嫌って程、君は知ってるはずだ。だから金はいくら持っていてもいい。何かあったときに、金がなければ何もできない」

        　優しいその行為とは真逆のその発言に、光希は心が痛むのと、確かにそうだという思いが湧いてくる。

        　そうだ。久我山の言うとおりだ。甘い考えはするな。期待すれば、その分立ち直ることができない。

        　世の中は辛く厳しいのだ。そんなことは嫌というほど知っていたはずなのに、何を期待していたのだろかと、光希は自分を叱咤した。

        「はい、これ」

        　久我山が再度金を渡してきた。光希は、今度はその手から金を受け取るが、いつもより多いと思い数を数える。

        　一万円札が三十枚あった。一回三万円が二人の間での約束だ。それでも多いくらいだと思っていたのに、こんな金額は受け取れない。光希は慌ててそれを返そうとした。

        「今まで稼いだ金も、生活費に消えて貯金なんてほとんどないんだろ。いいから取っておいて」

        「でも……」

        「それと、困ったことがあったらすぐに電話するんだ。いいね、約束だ」

        　光希は返すべきかどうか迷ったが、久我山の鋭く真剣な目におされ、結局受け取った。

        「寂しくなる」

        　そう言って久我山は光希の額にキスをした。

        「久我山さん、もし……」

        「何？」

        　言いかけてやめた。

        　もし、久我山さんが引き留めてくれたら、俺は父親の所にはいかない。そんな言葉、久我山に言ってどうなるのだ。

        　久我山には過去に二度も人生を救われた。これ以上迷惑はかけられない。

        「ううん。なんでもない。元気で。今まで本当にありがとうございます」

        「それはこっちの台詞だ。高校生に手を出すような男には二度と捕まるなよ」

        　久我山はそう言って光希をぎゅっと抱きしめると、幸せになれと耳元で囁いた。それに光希は頷うなずく。しかし一方で、この男といる以上の幸せなどあるのだろうかとも思った。

        　結局自分の思いは何一つ伝えられぬまま、そして久我山の本心を聞くこともできぬまま、光希は久我山とは別れた。

        　これでいい。

        　光希はそう思う。久我山は良家の長男だ。アルファに恥じぬ頭脳とその器量で、さらに家の事業を拡大していき、成功を収めるだろう。

        　自分とのことはただの汚点にすぎぬ。光希はそう思いながらホテルのチェックアウトをすると、家に帰った。

        「ただいま」

        　玄関を開けると、母親が酒を飲んで寝ていた。テーブルには眠剤が置かれている。

        　酒と眠剤は最悪の組み合わせだ。母は起きる気配もなく、布団に入らずいびきをかいて寝ていた。

        　最後の最後に母には挨拶をすべきかと思ったが、それはかなわぬようだ。しかし心のどこかでそれに安堵する自分がいる。

        　母は男にだらしなく、父と結婚した後も男漁りを続けたような女だった。それでも父は子どものために離婚はしなかったという。

        　しかし母は、光希が五歳になった頃、他の男と結婚すると言って離婚届を父に突きつけ、半ば誘拐するように光希を連れて家を出たのだった。

        　もっとも光希がそれを知ったのは父と再会してからだ。

        　母は父親の不貞で家を出て行ったと話しており、光希は子どもの頃から聞かされていたそれを疑ったことはなかった。

        　それでも気性が激しく、すぐに恋に落ちては冷めるを繰り返す母は、光希にとっては尊敬の対象ではなかった。

        　暴言を吐かれるのは日常だった。時には暴力をふるわれることもある。ほとんど働きもせずに遊び歩いている母と一緒にいたのは、ただ情があったからであった。

        　父が言うには、どこに住んでいるかの居場所を知らされぬまま、かなりの額の養育費を送金していたらしい。面会もできない子のために父は送ってくれていたのだろう。

        　そんな父が光希の行方を突き止め、一緒に住もうと言ってくれたのが一か月前で、光希はそれに了承するしかなかった。

        　このまま彼女といても搾取され続けるだけだ。現に高校は中退させられ、朝から晩まで働き、生活費を稼いでいた。

        　生活が苦しいと言われ仕方がないと思っていたが、しかし父から多額の養育費を貰っていたとするならば話は別だ。

        　もはや光希には母に対する情さえもなくなり、ただ彼女と一緒にいたくないという思いだけで父と住むことを選択した。

        　それでも、久我山が自分を求めてくれるのなら、母と住む地獄にも耐えることができただろうが、結局それもなくなったのだ。もはや、光希には父の元へ行くという選択肢以外残されていなかった。

        　光希はだらしなく寝ている母親の顔をじっと見降ろす。歳は、いくつであったか。確か四十代前半であったはずだ。

        　母は非常に綺麗な女性であった。アルファ遺伝子とオメガ遺伝子を両方持っているからか、オメガの妖艶さとアルファの美しさを兼ね備えている。

        　未だ寄ってくる男は多いのだろう。そしてそんな母親の息子だから自分も、同じように淫乱なのだろうかと考える。

        　久我山が欲しくてたまらない。朝まで交わっていたのに、今すぐにでも彼に抱かれたい。

        　それでも光希は、久我山以外の男とセックスしたいとは思わない分、母よりはまだマシなのだと自分に言い聞かせた。

        　そんなことを漠然と考えていると、玄関のチャイムが鳴る。時計を見ると十時四十五分だ。父親が着いたのだろう。光希が玄関を開けると、思った通りにそこには父親がいた。

        　父親の鳥と羽ば達たつ臣おみは、四十代後半のがっちりとした体型の、背の高い男であった。

        　もっともアルファは平均して背が高いため、特別に大きいわけではないだろう。しかし、まっすぐ伸びた背筋と、丁寧で柔らかな口調が社長としての貫禄を醸し出していた。

        　その一方で、もうすぐ五十代になろうというのにあまりにも若々しいその容姿が、その貫録の足を引っ張っているとも思った。

        「おはようございます」

        　光希が、家族というにはあまりにも堅苦しい様子で挨拶をしてお辞儀をすると、達臣たつおみは苦笑した。

        「おはよう。荷物は？」

        「これだけです」

        　背負ったリュックを見せると、達臣たつおみは再度苦笑した。

        「いいんだよ、もっと持ってきても」

        「いえ、本当にこれだけなんです」

        　鳥羽の家に前もって送った荷物は、段ボール一つ分だ。それに加えて遊びに行くようなリュック一つでは、あまりにも荷物が少ないと思ったのだろう。

        「そうか、これだけか」

        　達臣はぽつりと呟くと、何を思ったのか光希の頭を撫でてくる。温かな手であった。記憶の中でこんな風に頭を撫でてくれたのは久我山だけである。そのとき、人の手はとても温かで穏やかなのだと思ったのだ。

        　達臣の手は、久我山の大きい手に少し似ている。いや、誰の手でも同じなのかもしれない。久我山の手以外を知らないのだから、他と違うのかさえ知らないのだ。

        「下に車を停めている。行こう。お母さんとは挨拶を済ませたかい」

        「はい」

        　説明するのが面倒で嘘をついた。

        　部屋から出てこない母を不審に思ったのか、達臣は部屋の中をちらりと見たが、すぐに光希の肩に手を置いて、さぁ行こうかと言った。

        　外には、白いベンツが停まっていた。車に全く詳しくない光希でも、それがどれほどのものかは分かる。

        　どうしていいのか分からず戸惑っていると、車からは運転手が出てきて、後ろのドアを開けてくれた。資産家だろうとは思っていたが、運転手がいるほどなのかと面食らう。

        「さぁ、乗って」

        　光希は達臣が言うのに頷うなずくと、車に乗るために身をかがめる。すると、後部座席に誰かが座っているのが見えた。

        「君の兄の、慶太けいただよ。どうしても今日来たいっていうから」

        　十二年ぶりに会う兄の慶けい太たに光希がお辞儀をすると、慶けい太たも同じようにぺこりとお辞儀をしてきた。

        　父親の達臣に似ている。優しそうな顔は、おおらかそうで、どこかゆったりしている。ハンサムであるが近寄りがたさはまるでなく、お日様のようだと光希は思った。

        　記憶にある面影はまるであてにならない。記憶の中の兄は痩せていて、もっと神経質な顔つきをしていたが、ここにいる男はそれとはまるで違う。

        　光希はそんなことを考えながら、お邪魔しますと言って、慶太の隣に座った。

        「私は助手席でいいよ。若い二人の方がいいだろう」

        　それに慶太が笑った。

        「なんかお見合いみたい」

        「そうだね」

        　そういって達臣も笑った。

        「緊張してるよね」

        　身をこわばらせている光希に、慶太が聞いてきた。それに光希は頷うなずいた。

        「俺は光希の兄の慶太だよ。今大学二年生。光希とは三歳違いだ」

        「はい、覚えています」

        　慶太は、かなり大人びていた子どもだった。今思うと三つしか違わないのだが、いつも仕事でいない父に代わり、母から兄弟を守ってくれていたのだ。

        　気に入らないことがあるとヒステリーを起こす母の矢面に立ってくれたのはいつも慶太であった。まだ小さいその体で、弟二人を守っていてくれたのだ。

        「いつも、母から守ってくれてた」

        　それに慶太はきょとんとした顔をした後、笑った。

        「いや、そんなつもりはないよ。俺、どん臭かったから」

        　それに光希は首を振った。

        「お礼、ずっと言えませんでした。ありがとうございます」

        　慶太はまたきょとんとした顔をした後、今度は光希の頭を自分の方に寄せ、ぎゅっと抱きしめてきた。

        　アルファの匂いがする。今朝、こうやって久我山に抱きしめられたのを否が応でも思い出す。温かなその手が急に辛いと思った。

        「可愛いな。本当に、光希は可愛い」

        　会ったばかりで何を言うのだと思っていると、慶太は光希を離し、正面から覗いてきた。

        「ゆっくりでいい。離れていた分の家族の時間、取り戻そうな」

        　そう言って笑った顔に、あぁ慶太はどことなく久我山に似ていると思った。冷たい印象を与えるあの美しい男とは真逆のおおらかさを持った兄は、それでもどこか久我山を彷彿とさせた。

        　しかしそれが何故だかは分からなかった。

        


    

    
        ２．新たな生活

        　

        　

        　出された朝食を、光希はじっと見つめていた。食卓には、テレビで見るような和食の朝食が並べられている。

        　炊きたての白米からはホカホカと湯気が立ちのぼり、玉ねぎとジャガイモの入った味噌汁の匂いは食欲を刺激する。脂の乗ったアジの開きと、綺麗に巻かれただし巻き卵。納豆に海苔、キャベツのお新香とひじきの煮物まである。こんな朝食は旅館か、漫画やドラマだけのものだと思っていた。

        　昨日鳥羽家に着いてから、光希には驚くことばかりだった。まず驚いたのは、その家の広さだ。

        　日本家屋の平屋は、何坪だとか何平米だとかは分からなかったが、とにかくでかいと思った。庭は大きな日本庭園で、落ち着いた雰囲気が漂っている。

        　家の中に入ると、大きな玄関で使用人が迎えてくれた。使用人は五人いるという。部屋の数は聞かなかったが、光希に部屋を与えてもまだ余っているようであった。

        　居間は広く、モダンにリフォームされていた。ソファと掘りごたつがうまく配置され、大きなテレビが違和感なく壁際に鎮座している。

        　家族での時間を大切にする家庭なのだろうということは、その部屋に入っただけで分かった。ここは温かく安心できる場所であり、きっと自然と人が集まるような場所なのだろう。

        　そして居間の横に続いているダイニングキッチンも使いやすくリフォームされており、海外ドラマで見るような大きなキッチンと、六人掛けのテーブルが置かれていた。そのキッチンで料理をするのは、大抵は慶太だという。

        「掃除とかは無理だけど、料理だけは作りたいんだ。家族の体を形成するものだからね」

        　そう言って慶太は、作った朝食を食卓に並べて、ニコニコ笑ったのだった。

        　その言葉さえも光希には驚きであった。　家族のために食事を作る。そんな当たり前のことでさえも、光希にとってはドラマの台詞のようだと思ったのだ。

        「どうしたの、食べないの？」

        　しかし光希は、ご馳走ともいえるそれに手をつけることはしなかった。光希はただじっとそれを見たまま、動くことができないでいる。

        「嫌いな物、ある？」

        　慶太が心配して聞いてくる。それに光希は、お腹すいてないからと、小さな声で答えた。

        「そっか。でも昨日の昼も夜も、そう言ってほとんど食べなかったよね。緊張してるから？」

        　それに光希は頷うなずいた。

        　慶太は光希の目の前から白米と味噌汁を下げると、パンを出して聞いてくる。

        「パン、焼こうか。ベーコンも焼いてあげるから、乗せて食べる？」

        　光希はそれに小さく頷うなずいた。

        「兄さん、いいよ。人の出した物に文句つけるなっていうのが、うちの方針だろ。甘やかすなよ」

        　光希の隣に座っていた晃希こうきが、不機嫌そうにそう言った。

        　晃希こうきは光希の双子の弟だ。一卵性双生児ではないから、顔はまるで似ていない。晃希こうきもアルファであるからか、慶太ほどではなくとも背が高く、顔は父親に似ていた。しかし慶太ほど似ているわけではなく、絶妙に母親の容姿も混じっている。

        　そのため、おおらかで明るい印象を受ける慶太とは違い、どこか冷めたような、世間に対して斜に構えているような、そんな雰囲気をまとっていた。

        　そして晃希は、光希と再会した瞬間から光希に対して敵意を向けている。光希が最初に家に入ったとき、居間で待っていた晃希は一瞬だけ嬉しそうな、照れくさそうな顔をしたが、光希が晃希の前まで歩み寄ると、眉根を寄せ、体をすっと引いたのだ。

        「俺、晃希です」

        　晃希はそれだけ言うと、さっさと自分の部屋に行ってしまった。それを見た慶太は、あんなに楽しみにしていたのに照れてるのかな、と呟いた。

        　光希はそう思おうとしたが、しかし今日も態度が変わらない晃希に、嫌われているのだと理解する。その理由は分かっていた。

        　オメガである光希は匂いに敏感だ。それはオメガがアルファに対して、相性の良い悪いを匂いで嗅ぎ分けることができるからなのだが、光希は今まで大抵のアルファの匂いを良い匂いだと感じており、特に相性が悪いと思ったことはない。特に久我山の匂いはずっと嗅いでいたいと思えるくらいに好きであった。

        　しかし、晃希の匂いは他のアルファとは違い、酷く鼻についたのだ。臭いというわけではない。不快というのとも違う。ただ、酷く落ち着かなくする匂いだった。

        　ただ単に相性が合わないのだろう。光希は本能でそう感じていた。

        　恐らく晃希もそれは同様で、オメガのように匂いは分からなくても、なんとなく自分を気に入らないのだろうと、そう思った。

        「急に環境が変わったんだから、仕方ないだろ。食べ慣れた物を食べればいいんだよ」

        　慶太は晃希にそう言うと、チーズと焼いたベーコンを、焼いたパンに挟んでくれ、それを光希に出してくれた。

        「すいません」

        　光希はそう言うと、いただきますと言ってそれを口にした。

        「美味しい」

        　そう呟くと、慶太は嬉しそうに笑った。

        　食事を終えると、慶太がさて、と言って光希の正面に座り、光希の顔をじっと見てくる。

        「せっかくの日曜日だ。どこに行きたい？　東京にもすぐに出れるし、観光でもしようか」

        　それに光希は首を振った。

        「ありがとうございます。でもバイト、早く探さないと、家にお金入れられないです」

        　光希の言葉に、慶太は一瞬真顔になって、晃希と顔を見合わせた。そしてテーブルに置かれた光希の手に、自分の手を重ねてくる。

        「金なんて入れなくていいんだよ。俺たちは家族だろ。学生の間は金なんて入れなくていいし、小遣いだってあげるから」

        「でも、父から貰ってた養育費も使ってしまったみたいだし、それなのに高校も辞めてしまって金をドブに捨ててしまった。せめてその金だけでも返さないと」

        「馬鹿言うな」

        　慶太はそう言うと、重ねている手に少し力を入れた。

        「高校、編入試験を受けて、もう一度行けばいい。瑞みず穂ほ学園はどうだ？　知ってる？」

        　光希はそれに、少しだけ愛想笑いを浮かべた。

        「えぇ、知ってます。東京の有名進学校ですよね。俺には無理ですよ。編入自体が難しいって聞くのに、瑞穂だなんて……」

        「光希なら大丈夫だよ。二年生をもう一度することになるけど、一から入学よりもいいだろ。晃希が今通ってる高校だ。俺も通ってたけど、いい学校だよ。うちの親戚が理事を務めているから編入は認められるよ。試験に受からないといけないけど、今は十一月だから三月に試験を設定してもらえば、今から勉強しても間に合うはずだ」

        　それに今まで聞いていただけの晃希が、え、と小さな声を上げた。

        「どうした、晃希」

        「うちの生徒はほとんどアルファだ。進学校だし、オメガが入学なんて聞いたことない」

        　晃希は、オメガの光希では能力が足りないと言いたいのだろう。その言葉に慶太の顔色が一瞬で変わったのが見えた。

        　慶太は椅子から立ち上がり何か言おうとしたが、しかし、それよりも早く光希が言葉を口にした。

        「確かに、俺の頭では無理かもしれません。だけど、オメガだからと言うのはやめてください」

        　光希がぽつりと呟く。

        「大抵のオメガはアルファの遺伝子を受け継いでいます。ただ違うのは性染色体だけだ。それなのにオメガが劣るなんて、何故言えるんですか。オメガに能力がないとしたら、それはオメガだということで教育に差をつけたからに過ぎない。俺はそう思います」

        　光希が晃希の顔をじっと見ると、晃希は慌てたようにすっと視線をそらした。

        「そりゃ発情期があるので、その分どうしても劣ってしまう。でも今はいい抑制剤がある。今後は優秀なオメガだって増えてくるはずです」

        「その通りだ。現に光希の通っていた高校はレベルが高い高校だ。オメガだというくだらない理由で光希を侮辱するなら、俺が許さない」

        　慶太の優しく柔らかな表情が、怒りに変わっていた。

        　それに光希は驚くが、晃希は全く気にしていない様子で立ち上がると、荒々しく扉を閉めて部屋から出て行ってしまった。

        「ごめん。あいつ、世間知らずだから」

        「あ、いえ」

        　光希がそう言うと、慶太の顔からは怒りが消え、いつもの優しい顔に戻っていた。

        　しばらく沈黙が続いた。

        　光希は慶太の視線から逃れるように顔を伏せていたが、その沈黙が酷く居心地悪い。

        「俺の通っていた高校、知ってるんですか」

        「うん。父さんが色々と調べてくれたから、色々と知ってるよ。頭が良くて、さすが俺の子だって父さん喜んでた。それに凄く綺麗で、写真を見たとき俺、驚いたよ。透明感があってさ、それなのに意志の強そうな、忘れられないような強い目をしている。こんな子初めて見たと思った。晃希なんて、こんな綺麗な子が俺の双子で、これから一緒に住むなんて信じられないって、凄く喜んでたんだ」

        　無邪気にニコニコと笑う慶太に、もし自分が馬鹿で、顔が醜ければ引き取らなかったのだろうかと光希は考える。

        　所詮この人たちはアルファだ。それも飛びきり優秀なアルファの一族なのだ。それも仕方がないと思いながら、本心を隠して、ありがとうございますと呟いた。

        「瑞穂への編入は確かに難しいけど、俺も勉強を教えるし、晃希もなんだかんだ言いながらも手伝うと思うよ。一緒に頑張ろう」

        　光希はそれに答えなかった。それ以外の選択肢などないのだと心の中で分かっていても、答えることができなかったのだ。

        　そもそも、光希は勉強が好きではない。しかし成績は良かった。それは、成績が良ければ誰かが褒めてくれるからだった。

        　母ではない。彼女は光希の成績などどうでもよかったのか、全く興味をしめさなかった。

        　光希を褒めたのは、特別な繋がりもない教師であり、クラスメイトであったが、そのわずかな賞賛が欲しくて勉強をした。浅ましいようだが、承認欲求を満たすためにはそれしかなかったのだ。

        　そして久我山に会ってからは、久我山に褒められるためだけに、ただ勉強をした。

        　定期試験の結果を何気なく聞いてきた久我山に結果を言うと、久我山は「凄いね。頑張ったな」と言って頭を撫でてくれたのだが、それが嬉しくて光希はさらに勉強を頑張るようになった。

        　久我山はテストが終わる度、点数や順位を聞いてきては褒めてくれる。恐らく久我山にしてみれば光希の成績など大したことなかったのだろうが、そんな様子は微塵も見せずに、ただ単純に光希を褒めてくれたのだ。

        　久我山は母親に見てもらったことのない通知表にも目を通してくれ、頑張ったなと言って頭を撫でてくれた。とにかくそれが嬉しくて、学校とバイトの隙間を縫い、懸命に勉強をした。

        　そんな久我山には、三か月前に学校を辞めたことは言っていない。恥ずかしさと、久我山を悲しませたくないという思いがそうさせた。

        　何故、久我山が悲しむと思ったのかは分からないが、光希は確かにそう思い、久我山に何か言うことはしなかったのだ。

        　久我山は光希が高校を辞めてから一度だけ、中間試験どうだったのかと聞いてきたが、光希が言葉を濁したのでそれ以上は聞いてこなかった。光希は高校を中退したことよりも、久我山の「凄いね。頑張ったな」という言葉が貰えないことの方が悲しかった。

        　そして今更高校に行こうとも、久我山の言葉を聞くことはできない。今更勉強をして高校に行ったからといって、なんになるのだという気持ちが光希にはあった。

        「進化論とか、好きなの？」

        　突然慶太に尋ねられ、どう答えていいか分からずに苦笑した。

        「何故そんなこと聞くんですか」

        「光希の少ない持ち物の中に、『種の起源』があったから。あんなの読む高校生なんて、渋過ぎる」

        　それに光希は苦笑いをした。

        「中二病っぽいですか」

        「いや、凄いなって」

        「好きです。どうやって俺たちが進化したのか、なんでアルファやオメガがいるのか、分かるといいなって思います」

        　言いながら、何度も何度も目を通した「種の起源」を思い出す。正しくは「種の起源」の解説書だ。

        　それを買ってくれたのは久我山だ。「快楽の園」という男女の裸が描かれた美しい絵が表紙になっている。

        　光希への誕生日プレゼントだった。実際に全てを理解できたわけではなかったが、それでもその本を読んでいるときは、生命の片鱗に触れている気分になれ、また、久我山の愛情の欠片を手にしている気分にもなれた。

        「生き残る種とは、最も強いものではない。最も知的なものでもない。それは、変化に最もよく適応したものである。だっけ？　有名だよね。人間、変わらないと駄目ってことだよね」

        　それに光希は、さすがアルファだと思って苦笑する。

        「そうですね。でも、それちょっと違います。自然淘汰は努力なんて説いていない。たまたま今の環境と、その生物が適応しているかどうかなんです。ここでいう変化とは、突然変異だとかそういうレベルで、努力なんか意味はないんです。俺たちアルファやオメガはその突然変異がしやすいから優秀だって説がありますよね。結局人間なんかがする努力は必要ないんです。なんだか残酷ですよね」

        「セントラルドグマだね。遺伝子が体を形作るけど、その逆はないってやつだ。でも、それでも努力すれば自分は変えられる。進化だとか適応だとかそんな大きな話じゃなくてね」

        「えぇ、そうですね」

        「大学に行って、研究がしたい？」

        「え？」

        　慶太に問われたことに、光希は一瞬頭が真っ白になる。

        「本を読んでいるだけじゃつまらない。きちんとした大学に行けば、もっと学べるよ。そのためにも、高校にはきちんと行かないと」

        　光希は突然開かれた未来に、酷く動揺した。今まで考えたことなどなかった。大学に行くなどと、自分の未来には決してない道であった。

        「俺が、大学？」

        「そう」

        「……行きたい」

        　光希は呟いた。

        　このとき光希は初めて、久我山以外の希望を見つけた気がして、素直にそれを口にした。

        「行って、もっと色々と知りたい。自分がどこから来たのか、何故存在するのか、知りたい」

        　それに慶太は、光希の頭をぐしゃりと撫でた。

        　

        ＊

        　

        　夕飯はハンバーグだ。チーズがたっぷりかかった大きなハンバーグに、新鮮な野菜で作ったサラダ。慶太のお手製のコーンスープ、にんじんのグラッセ、マッシュポテト。綺麗にお皿に盛られ、お店みたいだと光希は思った。

        「ハンバーグは好き？　食べれる？」

        　慶太が聞いてくる。それに光希は好きとも嫌いとも答えず、ただ下を向いていた。

        「好き嫌いが多いのかな。それともアレルギー？」

        　優しい声で聞いてくる慶太に、いえ、としか答えられなかった。

        「ほっとけよ、兄さん。せっかく兄さんが食べれそうな物考えて、一生懸命に作ってくれた物、こんな風に無視するやつに食べられたくない」

        　晃希が言うのに、そのとおりだと光希は思った。

        「何か食べれない理由、あるの？　怒らないし、理解するようにするから、話して」

        　慶太は怒らなかった。ただ優しい口調で聞いてくる慶太の様子に、光希はゴクリと唾を飲み込むと、小さな声で言った。

        「箸が、うまく使えないんです」

        「え、箸？」　

        　光希はこくりと頷うなずく。

        　光希は小さな頃、箸を使うようなまともな食事をしていなかった。いつもコンビニエンスストアのパンやおにぎりだ。

        　多分、五歳までは使えていたのだろうが、一人で食事をとることも多かったため、わざわざきちんとした持ち方などをせずに、箸を握って食べるのが習慣になっていたのだ。

        　小学校でも中学校でも高校でも、その持ち方をからかわれたことがあったが、しかしそれでも気にはしていなかった。クラスに二人くらいは箸の持ち方がおかしい人間がいたためと、たかが食事だという気持ちがあったのだ。

        　そんな光希が自分の箸の持ち方が恥ずかしいと思ったのは、久我山と初めて食事をしたときであった。

        　中華料理屋で、出てきたラーメンを向かい合って食べた。ふと視線を感じて久我山の方を見ると、久我山の視線は自分の手にある。

        　光希は同じように久我山の手を見た。そこには長く美しい指で、優雅に箸を操る手があった。

        　急に光希は恥ずかしくなった。初めて自分の無作法を恥じて箸を置くと、それ以上ラーメンを食べることができなくなったが、そんな光希に久我山は何も言わず、出ようかと言って店を出てくれた。

        　その後も、セックスの前に食事に誘われることもあったが、決して誘いに乗ることはしなかった。恥ずかしくて、一緒に食事などできないと思ったのだ。

        　久我山はそんな光希に気づいていたのだろう。断り続ける光希を食事に誘うことはなくなり、その代わりにホテルにいつも何かを買ってきてくれた。

        　初めはパンであった。

        　そのパンは光希が知っているコンビニエンスストアのパンとは違い、美味しそうな肉や野菜が挟まれ、食べると見た目以上にとても美味しかった。柔らかくて、パンを噛んでいると自然な甘みがしてくる。夢中でそれを食べた。

        　それからも、久我山は何かを買ってきては光希に食べさせてくれた。箸を使わずにスプーンで食べられる親子丼や中華丼。その他、光希が知らないような丼をテイクアウトしてきてくれたのだ。

        　チェーン店ではないお店のハンバーガーは肉汁が溢れて、その美味しさに驚いた。そして夢中で食べている自分が恥ずかしくて、食べている途中にいつもチラリと久我山を見るのだが、久我山は美味いか、と聞いてきて、美味しいと答えると、ほとんど表情を変えずに、しかし満足そうに笑うのであった。

        「そっか。箸の使い方、教えてもらえなかったんだね」

        　慶太が優しく笑う。

        「何それ。教えてもらえなくても、恥ずかしいと思った時点で努力すればいいじゃん。それもしないで、飯食わずに、パンちょうだい、ってなんなんだよ。それに朝さ、オメガだって教育されればアルファと一緒だって言ったよな。違うじゃん。アルファは人一倍努力してるんだよ。努力できるのがアルファだ。光希は結局努力もしない、できない人間だってことだろ。それがオメガってこと？」

        　晃希の言葉に、そのとおりだと思って光希は頷うなずいた。

        「晃希！」

        　慶太の怒声が響く。晃希は、今度は部屋を出て行くことなく慶太の顔を正面から見据えていた。

        　今にも兄弟喧嘩が始まりそうであった。こんなくだらない理由で、それはしてほしくない。光希は小さな声で言った。

        「そのとおりだ。晃希君の言うとおりだよ。俺はできないことが恥ずかしいと思いながら、変わる努力をしなかった。それこそが恥じるべきことだよね」

        　慶太と晃希が光希の顔を見てくる。

        「そうだよ。練習しろよ。瑞穂の人間で、箸が使えない人間なんていねぇよ。入学したいなら、色々と変わる必要があるんじゃねぇの。俺も兄さんも笑ったりしない。だから、努力しろよ」

        　晃希の言葉に、光希は頷うなずいた。

        「それに、晃希君、じゃない。晃希、だ。俺たち、双子だろ」

        　光希はその言葉に、晃希の顔を見た。晃希は相変わらず不機嫌そうな顔をしていたが、少しは歩み寄ってくれようとしているのだろう。

        　慶太も晃希の言葉に頷うなずく。

        「そうだね。晃希の言うとおりだ。それに俺も、丁寧な言葉遣いもやめてほしいな」

        「できるか分かりませんが、頑張ります」

        　それに慶太は笑った。

        　なんとか夕食を終えると、晃希はさっさと自分の部屋にこもってしまう。光希はどうしていいか分からず、食卓に座ったまま、身動きできずにいた。

        「父さんは？」

        「ゴルフ。仕事の付き合いのね。大変だよね、色々と」

        「兄さんは父さんの会社の跡を継ぐんですか」

        「ほら、ため口で話さないと。やり直し」

        　柔らかく笑いながら冗談めかして言う慶太に、光希は頷うなずいた。

        「兄さんは父さんの跡継ぐの？」

        　それに慶太は、よく言えましたと言って光希の頭を撫でた。

        「どうだろうね。父さんは血筋だけで後継者を選ぶような人間じゃないから。何千人もの生活を、能力のない人間に任せるほど愚か者じゃない」

        「兄さんは跡を継ぎたい？」

        「そうだね。今インターンとして父さんの会社で働いているけど、跡を継ぐかどうかは別にして、仕事は楽しそうだ。やりがいがある。ゆくゆくは父さんのサポートをしたいと思ってる」

        　慶太の目には、穏やかな表情や口調とは裏腹の、意志の強い光があることに気がついた。

        　アルファのこういうところが好きだ。光希はアルファのことを嫌悪しながらも、何よりも憧れている。そしてそんな自分にも気がついていて、それゆえに、オメガである自分をさらに恨めしいと思うのだ。

        「お風呂、沸いたから入る？」

        「俺は最後でいいです」

        「なんで？」

        　なんでって、居候のようなものだしと思ったが、それを言ったら否定されるのが分かっていたので口をつぐんだ。

        「じゃあ、一緒に入ろうか」

        「え？」

        「そうだ、一緒に入ろう。家族で風呂なんて久しぶりだ。晃希も呼んでさ。うちの風呂広いから三人でも平気だよ」

        　ニコニコと笑う慶太に、光希は戸惑った。

        「いや、でも……」

        「男同士だしいいだろ」

        　そう言って慶太はどこかに電話をかけた。

        「ねぇ、たまには一緒に風呂入ろうよ。光希も一緒にさ……え、やだ？　なんで？」

        　電話の向こうの相手は、晃希だろう。断られている様子が伝わってきた。

        「分かった。じゃあ今度温泉にでも行こうね」

        　慶太はしょぼんといった感じで電話を切った。

        「晃希は嫌だってさ。仕方ないから二人で入ろうか」

        「いや、でも、俺、男っていってもオメガだし……」

        「でも肉親にはフェロモンきかないっていうし、そもそも光希は新型だからフェロモン出ないんだよね。だったら大丈夫。俺、基本的に女の子にしか欲情しないから」

        　光希はそれに苦笑した。ここまではっきりと言われたら断れない。計算してやっているのかいないのか、慶太は光希の退路を断つのが上手いと思った。

        　考えてみればこの家に来てからずっとそうだ。学校に食事にそして風呂。慶太の思うとおりに運んでいる。しかし、それが嫌かといえばそれほど嫌ではなかった。

        　それは慶太の持つ独特の雰囲気が、強引さを伴わずに光希を導いてくれているからで、何よりも光希のためを思ってのことだと分かっていたからだ。

        「パジャマ、持ってきます」

        「うん」　

        　光希がパジャマを持って風呂場の脱衣場に行くと、そこにはすでに裸になっている慶太がいた。その裸を見て、光希は思わず目をそらした。

        　似ている。光希は思った。顔はまるで違うが、背丈や体つきが久我山にそっくりなのだと気がつき、その体を見ていることができなかった。

        「背中、流しっこしようね」

        　慶太はそんな光希の様子に気がつかないのか、子どもがわくわくしているような顔を見せてそう言った。

        　光希はゆっくりと服を脱いでいく。先に浴室に入っていればいいのに、何故か慶太は光希が服を脱ぐのを待っている。脱衣場は広いが、それでもここで待っている必要はないと慶太を見た。

        「先に入っててください」

        「うん、そうだね」

        　そう言いながらも、何故か慶太は光希の体をじっと見ていた。それは性的な視線とは明らかに違っていたが、それでも何故なのか全く理由が分からない。

        　慶太に比べると随分と貧相な体を晒すのが恥ずかしかったが、ようやく服を脱ぐと、無意識に慶太から背を向けた。

        「これ、どうしたの？」

        　背中を向けている光希に、慶太が呟いた。

        　これってなんだろうと考え、一昨日久我山と行ったセックスを思い出す。

        　横を向いて鏡を見ると、そこには体中に生々しい情事の跡を残している自分の姿があった。

        「あ、これは……その」

        　何か言わなければと思っていると、慶太がそれを遮った。

        「それ、火傷だよね。母親あいつにやられたの？」

        　火傷と言われ一瞬頭が混乱したが、すぐにそれが、煙草を押しつけられたときにできた腰の火傷のことを言っているのだと気がつく。

        　何も答えずにいると、腕をぐいっと引っ張られた。

        「ここにもある……」

        　左腕には三カ所、火傷の痕がある。咄嗟に光希は腕を引いた。

        「ごめんな」

        　慶太がぽつりと呟いた。

        「え？」

        「本当は長男の俺が、あいつと一緒に行かないといけなかった。なのにお前を行かせたから、だからこんな……」

        　慶太の言葉は相変わらず柔らかいが、しかしその目は怒りに震えていた。慶太が一緒に風呂に入ろうと言ったのも、光希が服を脱ぐのを待っていたのも、恐らく虐待の痕を見るためだったのだろう。

        「別に兄さんのせいなんかじゃないよ」

        「でも、あいつ、光希がオメガだからって光希を連れて行ったんだ。オメガってだけで連れて行きやがった。オメガのほうが大人しくて利用価値があるって、そう言ったんだ」

        　その言葉に、オメガを差別した晃希に怒いかった慶太を思い出す。それを光希は、ただの偽善か、あるいは強い者の憐憫かと思っていたが、慶太は本当に怒っていたのだ。

        「大丈夫。確かに母さんは激しい人だったけど、優しいときも沢山あった。悪い思い出ばかりじゃない。兄さんが思うほど、悪い生活じゃなかったから」

        　そう言うと、慶太は寂しそうに笑い、光希の頭をぐしゃりと撫でてきた。

        　浴室に入ると、慶太が光希の頭を洗うと言って、光希を椅子に座らせた。この家の風呂は大きい。慶太の言うとおり三人入っても余裕がある。檜の風呂釜も大きく、湯がゆったりと張られていた。

        　慶太が光希の頭にシャンプーをつけて、わしゃわしゃと洗っていく。人に頭を洗ってもらうのは気持ちが良い。

        　光希はその手に、久我山を思い出していた。久我山もこうしてよく、光希の頭を洗ってくれたのだ。

        　光希は閉じていた目を少し開けた。正面に膝立ちをし、髪を洗ってくれている慶太の股間がチラリと見える。それに急に自身の中に欲望がもたげてくるのを感じた。

        　そんなことには気がつかずに、慶太は優しく光希の髪を洗う。シャンプーをシャワーで流し終えた慶太が、トリートメントをしようと光希に触れてきたが、光希は思わずその手を払った。

        　光希は体を丸め、自分の変化を隠しながら言った。

        「ごめんなさい。出て行ってください」

        「え？」

        「家族でも無理です。オメガなんです。俺は、オメガだ」

        「知ってるよ。でも、家族だ」

        「そうです。でも、無理です。兄さんは、俺の好きな人に凄く似ている。だから、無理なんです」

        　言葉にしたことで、光希はこみ上げてくる涙を抑えることができなくなった。

        　慶太に見られないように体を丸め、顔を伏せる。

        「分かった。ごめん」

        　慶太はそう言って、シャワーを壁にかけた。

        　光希はほっとする。さすがに慶太もそこまで無神経ではないようだ。慶太の立ち上がる気配に、早くここから出て行ってくれと思った。

        　しかし慶太はすぐには出て行かなかった。光希の体を後ろから抱きしめると、小さな声で呟く。

        「可哀想な光希。悲しいんだね。でも大丈夫。俺たち家族が支えるから」

        　慶太の体は大きくて、その感触も久我山に似ている。もうやめてくれと思ったが、それを振り払うと自身の変化に気づかれてしまうためできなかった。

        「今まで苦しんだ分、楽しいこといっぱいしよう。どんなことからも守るよ。光希を傷つけるものは、全力で排除する。俺たち家族が、ずっと守るから。だから、その男のこともすぐに忘れられるよ。大丈夫、大丈夫だから」

        　光希はますます泣きたくなったが、ぐっと耐えた。

        　慶太はそれだけ言うと、浴室から出て行く。光希は静まりかえった空間で、体内から湧き上がる欲望の音を聞いていた。

        　我慢ができなかった。我慢ができずに勃ち上がった己のペニスに手を伸ばす。

        　匂いが発せられないように細心の注意をしながら、そこを擦こする。目を瞑って久我山の手を思い出していた。

        　光希は今まで自慰をしたことがなかった。自分は発情期のないオメガだ。欲望は自分で制御できる。そう信じていたからだ。

        　それはオメガである光希の意地でもあった。自身の数少ない矜恃でもあった。しかし今それが音を立てて崩れていく。

        　我慢などできず、ただ一人欲望を貪った。それは光希にとって浅ましく、しかしとても魅惑的な行為でもあった。

        　会いたい。もう会えない。忘れたい。いや忘れたくない。

        　様々な考えが頭の中を巡っていく。しかしそれも、せり上がってくる射精感に消えていった。

        「久我山さん、久我山さん……」

        　光希は久我山の名前を呼びながら果てた。そして欲望が引いた体に襲ってくる虚無感に、また泣きたくなる。

        　時がたてば忘れるのか。できることなら、そうなればいい。しかし忘れることができなければどうするのだ。こうやってただ一人、欲望を吐き出すしかないのか。

        　いや、ならば会えばいい。今のような何もない人間ではなく、胸を張れる人間になって会えばいいのだ。

        　恋人でなくても、友人でなくてもいい。ただ会って、頑張ったなと頭を撫でてもらえればそれでいい。しかし、それさえも欲深いと思った。一方でそれくらいは許してほしいとも思った。

        　そして今まで、逃げる口実だけを探していたことに光希は気がつく。母親に蔑まれ、利用され、オメガという性を嫌悪しながらも、それでもオメガという性の正当性を証明したくて、躍起になっていた。またその一方で、遺伝子を理由に逃げようとしている。努力など意味がない、所詮オメガという事実からは逃れられないのだと自分を納得させていた。

        　慶太の言うとおり、結局はどうでもいい話なのだ。自分が変わればそれでいい。そのためには自分のために力をつけ、欲しいものを獲得をしていくしかない。

        　光希は掌にこびりつく精液を流すと、顔に冷たいシャワーを当てた。頭を冷やしたかった。

        　それでも久我山の影は、光希の頭から消え去ることはなかった。

        　

        ＊

        　

        　光希は猛勉強を始めた。もとから頭は悪くないが、得意科目に偏りがあり、理系は得意だが、文系はまるで駄目であった。

        「家庭教師、つけようか？」

        　慶太はそう言ってくれたが、光希はそれを断った。

        「いいです。そこまでして、入学したいわけじゃないし、家庭教師もアルファですよね。ついていけないです」

        　内心で、これ以上アルファと接触したくないというのがあった。慣れない環境で、アルファの家族に囲まれている。オメガ性を気にする方がおかしいとは思っていたが、それでも、毎日のように彼らの優秀さや考え方の違いに、戸惑い疲れてきていた。それは多分オメガだからだけではなく育ちの違いもあるのだろう。

        　彼らに、特に同じ歳の晃希にできることが、光希にはできない。常識も違う。その度に責めるようなことをいう晃希にも疲れていた。そして恐らく、自分がおかしいのだろうことも分かっており、だからこそ、湧き出てくる違和感や鬱憤を飲み込むしかなかった。

        　慶太は大学に行かない日が多く、よく顔を合わせた。インターンとして働いていた達臣の会社は、光希が一人にならないように辞めたようだ。

        　一方、晃希と顔を合わせるのは食事のときくらいであった。晃希は食事を終えるとすぐに部屋に閉じこもってしまう。光希と顔を合わせたくないのだろう。また、光希は夕食の準備を手伝ったりしたが、晃希は部活で遅くに帰ってくるのでそういったこともない。

        　それでも、たとえ晃希が光希のことを嫌っていたとしても、家族であり双子でもあるのでなるべく一緒にいるべきだと思い、光希は晃希が食事をするときに合わせて食事をするようにしていた。意識しなければ一日顔を合わせないこともあり得るので、光希なりの気遣いでもあった。

        「先に飯、食ってていいのに」

        　晃希はいつもふてくされたような顔でそう言う。

        「せっかく一緒に住むんだから、食事くらい一緒に食べたい」

        　そう言うと、晃希は何とも言えない表情を浮かべる。その度に光希は、自分と食事をするのが嫌なのかもしれないと思い、少し気分が沈んでしまう。

        「……一日、何してんの？」

        　その日、珍しく晃希が話しかけてきたので、光希は少し嬉しいと思って答えた。

        「勉強だよ。学校辞めてから、勉強する癖がなくなったから、それも軌道修正しないと」

        「そんなに勉強ばっかりして、楽しいの？」

        　光希は晃希の言葉に頷うなずいた。

        「楽しいかどうか分からないけど、自分だけの時間が貰えるなんて、俺は凄く幸運だと思う」

        　晃希は光希の言っていることが分からないといった顔をする。それを見て、また自分は変なことを言ったのだと思った。

        「自分の時間があるなら、俺ならもっと遊んでるけど。学校行ってないなら、もっと沢山遊べるじゃん」

        「俺の頭じゃ、そんなことできないよ」

        「オメガだもんな」

        　晃希がそう言った瞬間、慶太の顔色が変わった。

        「ごめん。口が滑った」

        　まるで悪いと思っていない晃希に、光希は、別にいいよと答えた。

        「でも、高校に行く必要あるの？ 高校に行かずに家庭学習をするオメガがほとんどだろ。金のある家ならなおさらそうだ。オメガが社会に出てもリスクが高いよ。光希も同じようにそうすればいいのに」

        　光希はそれに苦笑する。傲ごう慢まんな考えだが、一般的なアルファの考え方なのだろう。晃希を責める気にはならなかった。

        「俺も前は、高校はどうでもいいって思ってたけど、社会には出るためには行った方がいいとは思う」

        「だから、社会に出るリスクが高いのに、なんで出るんだよ」

        「番を探して生きろって言ってる？　そんな生き方、俺は嫌だ。アルファに従って一生を送るなんて、ごめんだから」

        　それでも、せめてもの反抗心でそう言うと、晃希はまた何とも言えない表情を浮かべる。

        「別に番なんて作らないでいいよ。作らずに、ずっとここで一緒に住めばいい。光希は新型オメガだから苦しい発情期は無いんだろ。番なんか作らないでも生きていけるし、ずっとここにいられる。外に出れば、アルファに襲われる心配があるんだから、高校、行かなくてもいいんじゃない」

        「え？」

        「無理することない。ずっと家にいればいいのに」

        「晃希、違うよ。俺は社会に出て自分の力で生きたいんだ。引きこもって外に出ないってことは、オメガじゃなくても庇護者とか主人が必要になるってことだろ。それは嫌だ」

        　晃希の言っていることが理解できぬまま、光希はそう言った。

        「俺がなるから平気」

        「え？」

        「俺たちは双子だ。番だとかそんなの関係なく、ずっと一緒にいればいい。俺が光希の庇護者になるよ。だったらいいだろ」

        　光希は晃希の言葉をやはり理解することはできずに、余計に混乱をしていくのを感じた。晃希は自分を嫌っているはずなのに、何故そんなことを言いだすのか。理解ができないのはオメガだからなのか。アルファは使命として、たとえ嫌いな相手でも、オメガの庇護をするという本能でもあるのか。

        「いい加減にしろ、晃希」

        　聞いていただけの慶太が、低い声で晃希を諫いさめた。慶太には光希の言いたいことが分かっているのだろう。

        「はいはい」

        　慶太の顔が再度変わったのに気がついたのか、晃希はさっさと席を立って部屋に戻ってしまった。

        「ごめんな、光希」

        「なんで兄さんが謝るの」

        「いや、なんとなく。でも、あぁ見えても、晃希は晃希なりに、光希のこと、凄く気にかけてるんだ」

        　そうは見えないけど、と思いながら、光希は自分も部屋に戻った。

        　机に向かって勉強をしていると、ノックの音がする。

        「晃希だけど、入っていい？」

        　光希がそれに返事をすると、扉が開いた。

        　晃希が部屋に入ってくるのは初めてだ。考えてみれば光希も晃希の部屋には行ったことがない。双子で同じ歳なのにあまり接触がなく、好きなことも好きな物もお互い知らないのだ。

        　晃希が光希の近くに来ると、光希は晃希から匂ってくる香りから離れるように、無意識に体を仰け反らせた。それに晃希は一瞬だけ目を見開き、すぐに不機嫌そうな顔をした。

        　悪いことをしたかなと思ったが、晃希も光希の匂いを好いてはいないだろう。ならば無理をすることもないと思った。

        「何もないな」

        「そう？」

        「パソコンかタブレットくらい、買ってもらいなよ」

        　光希はそれに苦笑いをした。

        「別に必要ないよ。スマホは持ってるし」

        「でも、いくらなんでもこれじゃ……」

        「いずれ買えるようになったらね」

        「自分で買わなくても、パソコンとかなら父さんお金くれると思うよ。一緒に言ってあげようか」

        「いいよ。自分で稼いだ金で買うから」

        　晃希は、光希が言っていることが理解できないという顔をする。いつも見る顔だ。また自分の常識は通じないのだろうかと思っていると、晃希がどさりと光希のベッドに座って光希の顔をじっと見てきた。

        「なんでそんなこと言うんだよ。家族だろ」

        「うん、そうだね。父さんには感謝してる。働けるようになったら、恩返ししないとね」

        「何言ってんの？」

        　晃希には光希の言っていることが、やはり理解できないようだ。

        「恩返しって、光希、ずっと母親の所にいて、大変だったんだろ。むしろ父さんが光希に色々としてやらないと駄目なんじゃないの」

        「父さんはちゃんと養育費払ってたし、離婚だって、母さんが一方的に出て行っただけだから」

        「だから何？」

        「だから何って……まぁ、あと、俺にはこんな生活はちょっと贅沢過ぎる。慣れるのが怖い」

        「だから、それがなんだよ。慣れて何が悪いの」

        　光希はまた苦笑いをすると、それ以上は何も言わなかった。

        「いつも、そうやって言いたいことを言わないよな。そもそも光希はさ、俺たちを信頼してないんだよね。アルファが嫌い？」

        「そんなことないよ」

        　心の中を隠しながら、光希はそう言った。

        「もうこの家の子どもだろ。ずっと一緒にいるんだ。むしろ、早く慣れなよ」

        「……そうだね」

        　流すように返事をすると、晃希は苛立った様子で、少し声を荒らげた。

        「まるで、そのうち出て行くみたいな口調だよな。あんな母親の所に戻りたいの？」

        　晃希の言葉に光希は少しだけ驚いた顔をしたが、それに首を振る。

        「戻りたいのは母親の所じゃない」

        　それだけ言うと、光希は机に向かって勉強を始めた。

        「じゃあ誰の所に戻りたいんだよ」

        　晃希はそう言うと、後ろから覗き込んでくる。光希は突然顔の横で呟かれた言葉に、驚いて体をびくりと揺らした。

        「どうしたの」

        　光希は答えないで、体を硬直させたまま首を振った。

        「ごめん、驚かした？」

        　そう言って晃希が体を離すと、光希はふっと力を抜く。

        「アルファが怖いの？」

        「別に怖くない。ただ驚いただけ」

        「ならいいけど。瑞穂はアルファ多いよ。大丈夫？」

        「なんでアルファを怖がる必要があるんだよ」

        「オメガからしたら、アルファは捕食者だろ。でも、まぁ、怖がるくらいがちょうどいいよ。特に光希は凄く可愛いから、警戒するくらいがちょうどいいだろ」

        「もう、出て行ってよ」

        　何を言っているのだと思いながら、光希は相変わらず晃希の顔を見ないまま呟く。

        「出て行って。勉強したいから」

        「分からないところ、教えるよ」

        「別にいい」

        　晃希はそれにため息をつくと、光希の部屋から出て行こうと、部屋のドアを開けた。

        「別に無理しなくていいよ。俺は仲良くできたらと思うけど、晃希は晃希の思うとおりにすればいい。ずっと離れてたんだ。気が合わないんじゃ、仕方ないよ」

        　光希が晃希の背中をじっと見ながら言うと、晃希は振り向いて光希を見てきた。

        「どういうこと？」

        「無理に仲良くしなくても大丈夫だから」

        　光希はそれだけ言うと、また勉強をするために机に向かう。晃希は、ドアを乱暴に閉めて部屋から出て行った。

        　戻れるものなら戻りたい。久我山の所に戻り、久我山の腕にもう一度抱かれたい。

        　光希はシャープペンを置くと、目を瞑って大きく息を吐き出した。

        　久我山は今何をしているのだろう。もう光希のことなど忘れてしまったのだろうか。

        　久我山との思い出を頭の中で繰り返し、泣きたくなるのをぐっと堪こらえた。

        　

        


    

    
        ３．出会い

        　

        　

        　今まで住む場所を転々としていた母は、光希みつきの高校進学を期に、神奈川県に居を構えることにしたらしい。

        　光希みつきは、ようやく腰を落ち着かせられることが嬉しかった。

        　ただ、高校に入学したらバイトをして家に金を入れる約束であったので、部活をする暇は勿論、勉強をする暇もあまりない。もっとも母子家庭ならそんなものだと割り切っており、貧しいながらも、光希にとっては充分に楽しい高校生活だった。

        　そんな光希の日常を砕いたのも、母であった。

        　高校に入って初めての夏休み、光希は母親に連れられて、大きな家を訪れた。いや、家というよりも屋敷といった方がいいだろう。明治時代を思わせるようなレトロな作りの洋館であった。

        「ここで住み込みのバイトしてほしいの。面接して、嫌なら断ってもいいから。でも、お給料がとてもいいから、ここで働いてくれたらお母さん、凄く助かる」

        　その日、母は着物を着ており、凄く綺麗だった。

        　絽の白い着物は、裾に水色のぼかしが入っており朝顔が染められている。うっすらと長襦袢を透けさせているのが涼しげだ。髪をアップにして化粧を施したその顔は、道行く人が振り返るような美しさである。

        　誰かとデートに行くのだろうということは分かった。格好だけではなく、上機嫌の顔をしていたので分かったのだ。

        　こんなときの母はとにかく優しくて、饒じよう舌ぜつで、そして楽しい。そんな母を見るのが好きであり、それと同時に、機嫌を損ねないように最大限の気を使わなければならないので、面倒でもあった。

        　その屋敷の表札には「久く我が山やま」とあった。インターホンを押すと家の中に通される。客間にある骨董品らしき長椅子に座って、主人が来るのを待った。

        　しばらく待つと出てきたのは、四十代半ばほどの男であった。背が高く、きつい目をしている。顔立ちは整っていたが、少し口が歪んでおり、眼鏡の奥から覗くその目は狐を連想させた。

        「夏休みの間、住み込みで私のサポートをしてほしい。仕事は夕方から夜だ。昼間は好きにしていいので、勉強もできる」

        「どんな仕事なんですか」

        「ちょっと私の手伝いをするだけだ」

        　仕事の内容が分からないと受けようもないと思ったが、母が光希の答えを待つことなく勝手に答えた。

        「承りますわ。よろしくお願いします」

        　そう言って頭を下げた母に、その男がすっと封筒を差し出した。

        　母はそれを受け取ると、じゃあと言ってお辞儀をした後、屋敷から出て行ってしまう。

        「あ、あの、俺、何をすれば」

        　光希が聞いたが、男はそれには答えず愛想笑い一つせずに名乗った。

        「私の名前は久く我が山やま孝たかしだ」

        「俺は竹たけ山やま光みつ希きです」

        「知ってるよ」

        　孝はそう言うと、光希の顔をじっと見てきた。

        「立ち上がって」

        「え？」

        「私は君の主人だ。雇われているときは私の言うことを聞くこと。そして私は二回言うのが嫌いだ。立って」

        「はい」

        　光希が立ち上がると、孝が全身を舐めるように見てくるのが分かる。光希はその視線に耐えられずにうつむいた。

        「確か十五歳だったな。発情期はまだ来ていないと聞いた。遅いな」

        「は？」

        　突然何を言いだすのかと思い孝の顔を見るが、その眼鏡の下から覗き込んでくる目に悪寒が走り、光希はまた下を向いた。

        「二回は言わないと言ったはずだ」

        「はい。まだです」

        　孝はそれを聞くとどこかに電話をし、再度光希の顔をじっと見てきて言い放った。

        「ＤＮＡを採取する」

        「え？」

        　光希は訳が分からぬまま、やってきた使用人らしき男に口の中を綿棒でまさぐられるのにされるがままになっていた。

        　光希は男が何を望んでいるのかまるで分からなかったが、男の言うことに何一つ抗あらがうことができなかった。

        　この男はアルファだ。光希は直感する。光希はまだ発情期が来ておらず、匂いでアルファを判別することができなかったが、匂いなどなくても男の醸し出す尊大な雰囲気からそれが分かったのだ。

        　そして光希は、何故か昔からアルファには逆らうことができない。それはアルファの母親に逆らうことの空しさを知っているからか、それともアルファという種がオメガに対してそのような力を持っているのかは分からない。

        　ただ逆らうことができずにいるが、では従順なだけでいられるかといえば、心の中ではそれに逆らう自分もいる。矛盾した二つの衝動の上で、ただ溺れるしかないのだ。

        　結局その日は仕事をすることはなく終わった。

        　光希の家庭では考えられない美味しい食事と快適な部屋を与えられ、ふわふわのベッドで眠っただけだ。

        　一見すると好待遇に見えるが、これは一時の安らぎだろう。光希はそれに気がついていた。

        　光希はオメガとアルファについて書かれている書物を、図書館に通って読みあさっていた。インターネットでも読むことのできる論文は読み尽くした。オメガである自分の身の置き所を知りたいのと同時に、アルファという種に対抗する術も知りたかったのだ。

        　しかし本も論文も、結局のところ光希には力がないという事実を教えてくれただけだった。

        　所詮子どもだ。それも庇護のないオメガの子どもだ。こんな子どもがどうなるのか知っている。幸か不幸か、その知識がこの屋敷に来た理由を光希に気がつかせてしまっていた。

        　そしてこの屋敷に来てから三日後、その日は来た。

        　孝は宿題をしている光希の部屋に来ると、有無も言わさず光希を地下の部屋に連れて行った。

        　その部屋は十畳ほどの広さで、大きなベッドとタンスのような引き出しのある棚が一つある。あとは二人がけのソファと小さなテーブルと、そんなものがあるだけだ。

        「座ろうか」

        　孝は光希にソファに座るように促すと、自分もその隣に座った。

        　光希は孝の望みに気がついていながらも、まだ高をくくっていた。発情期が来ていないため、孝の望むようにはならないと思ったからだ。

        「やっぱり君は新型オメガだったよ」

        　孝のその言葉に、驚きはしなかった。

        　オメガは十五歳になるまでには、ほとんどが発情期を迎える。しかし十六歳になってもそれを迎えない自分を、おかしいと思っていた。そして新型オメガに発情期がないことを知り、自分もそれではないかと思っていたのだ。

        　尚更都合が良い。発情しなければ、このまま何も無く過ごすことができるだろう。良い小遣い稼ぎだと思えば、ここにいるのも悪くなかった。

        「新型オメガを知っているか」

        　光希は頷うなずく。

        「君は賢いね。私はそこも気に入ってる。でも何より気に入っているのはその顔だ。全く、驚くよ。こんな美しいオメガが誰の手垢もついておらずに、堂々と外を歩いている」

        　孝が笑う。それはこの屋敷に来てから初めて見るものであったが、その笑みを見ても嬉しいとは思わず、むしろ気味が悪いと思うだけであった。

        「新型オメガは発情期が全くないわけじゃない。むしろ、自分の好きに発情できる。それは、主人の望むままに発情できるということでもある。素晴らしいじゃないか」

        「……俺は、発情の仕方なんか分からない」

        「あぁ、そうだね。君たちはどうやって初めての発情を迎えるのだろう。聞くところによると、自然に迎える者もいれば、セックスを覚えることで迎える者もいるそうだ。君はどうなのかな」

        　光希はじっと孝の顔を睨むが、孝は構わず続けた。

        「私は無理矢理というのは好きではない。なので、なんとか自分から発情の仕方を見つけてもらいたい」

        　そう言うと、孝は部屋の中の扉を指した。

        「バスルームがついているから、トイレも行けるし、シャワーも浴びることができる。いつ発情してもいいように、清潔にしておくんだ。汚いのは嫌いだ」

        　そう言って、孝は部屋から出て行った。

        　それから三日間、光希には食事が与えられなかった。地下の部屋に監禁され、水のみで三日間を過ごしたのだ。自分の考えが甘かったと今更ながらに後悔をする。

        　幼い頃から一日食べないことは何回かあった。給食のない休日が主にそうであった。それでも三日は辛い。光希はこのまま発情できなければ死ぬのだろうかと心のどこかで覚悟した。

        　餓死は死に方の中でも辛いと聞いたことがある。何故こんな目に遭わなければならないのだ。何故オメガというだけでこの理不尽を受け入れなければならないのだ。とにかく怒りが湧いてくる。

        　いや、逃げようと思わなかった自分が愚かなのだ。なんとかなるという考えだけではない。母親への服従が身についているからか、それともアルファに支配されるというオメガの性さがなのか、光希には逃げようという考えがなかった。それを今更ながらに後悔する。

        　そして四日目、孝はようやく地下室を訪れてきた。男を二人連れており、手には銀色のケースを持っている。

        「極限状態になれば発情すると思ったのだが、無理みたいだな。この手は使いたくなかったが仕方ない」

        　光希は男たちに無理矢理押さえつけられ、銀色のケースから出した注射針で腕に何かを注入される。

        「発情を促す促進剤だ。錠剤よりも早く効く」

        　二人の男は用を終えると、部屋から出て行った。光希はすぐに体がふらつくのを感じて、思わずベッドに座り込む。

        「……こんな、なんで」

        「私が満足できたら食事をさせてやる」

        　孝が光希を調教する気なのだということは分かった。

        　飢餓状態で発情を迎えれば、一体どうなるのか。この男にかしずくしかないではないか。

        　息が荒くなっていく。今まで感じたことない感覚が体の奥からせり上がって来るのが分かった。

        　股間が酷く痛んだ。そこを見ると、自身がズボンの上からも分かるくらいに反り返っている。

        「あ……やだ」

        　孝は棚の引き出しから何かを取り出すと、光希の首につけた。

        「さすがに高校生を噛むわけにはいかないからな」

        　それは鍵がついた、皮の首輪であった。発情期のオメガと交配したアルファは、オメガを番にしたいという欲望に支配され、意図せずともそのうなじを噛むことがあるという。

        　発情期にうなじを噛まれれば、アルファとの番が成立してしまう。それは新型の光希であろうとも、同じなのだろう。

        　孝の顔は上気しており、すでに欲情しているのが分かった。あの狐のような目が潤んでいる。孝の匂いが部屋の中に蔓延し、それがさらに光希の体に痛みを呼んだ。

        「やだ……お願い」

        　光希は孝の顔を見上げて言うが、それは逆効果であったのか、孝はいっそう息を荒くすると光希の唇に自分の唇を重ねてきた。

        　気持ちが悪い。孝の舌が光希の口内を蹂じゆう躙りんしていく。しかし、気持ち悪いはずなのに、それを拒むことができなかった。

        　尻の辺りが濡れたのが分かった。思わず体をよじると、孝が光希の体をベッドに押し倒してくる。

        「凄い。ズボンにまで染みてる」

        　光希の足をぐいっと広げた孝に耳元で囁かれ、その屈辱に、光希は顔をそらした。

        　孝が光希のズボンを剥ぎ取り、指で後孔を探ってくる。初めてそこを押し広げられたが、痛み以上に感じるのは、叫びたくなるような快楽であった。

        　無理矢理に引き出された発情は、それでも光希に、今まで想像もしなかった快楽を与えた。

        　憎いはずの孝のペニスを舐めあげ、腰を振り、奥まで欲しいと求めた。そして頭の隅で、死んでしまえばいいと思った。

        　オメガなど滅びればいい。浅ましいオメガなど意味がない。

        　何度性を放たれたのか、何度絶頂を迎えたのか、光希には分からなかった。ただ、自分がもう人間でさえないと思った。ただの獣で、ただの汚らしい肉だ。こんな自分は死ねばいい。

        　全てが終わると、孝は満足そうに光希の体を抱きしめてきた。

        「オメガを自由にできる機会は案外ないものだ。それも、発情期のオメガを抱けることなど滅多にない。これを体験したら、もう戻れない」

        　なに自分が被害者みたいに言っているんだと思いながら、光希は孝の腕の中で耐えた。発情が止まれば、ただこの男が気持ち悪いだけだ。

        「光希はもう、ずっとここで暮らせばいい。私が主人だ。そんな淫乱な体、他に使いようがないだろ」

        　その言葉に光希は笑った。声がかすれ、乾いた空気が送り出されるだけだが、ただ笑った。

        　とにかく気持ち悪い。死ねと思った。オメガだけではない。アルファもオメガも全て死ねばいい。浅ましく肉欲を追いかけている種など、滅びてしまった方がいいのだ。

        「腹減った。なんでもいいから、なんか食わせて」

        　光希が言うと、孝は光希の唇に口づけ部屋から出て行った。

        　光希はゆっくりと起き上がると、シャワーを浴びて男の痕跡を夢中で消す。

        　それでも、体の中に染みついた男の痕跡は消すことができなかった。

        　

        ＊

        　

        　毎晩、孝は光希の部屋に訪れた。一週間もすれば光希は自らの発情を操れるようになっており、あの不気味な注射を打たずとも済んだが、男のために自らが発情しなければいけない屈辱は耐えがたい。

        　それでも奴隷のように従った。もう、今更逆らう気にはならない。所詮オメガが逆らってもどうにもならないという諦めの気持ちがあったのだ。

        　気持ちの悪さは相変わらず変わらない。それでも、毎日の情交に体は快楽に溺れていった。

        　その日の夜も同じようにセックスを一晩中した。しかしその日は、今までにないくらいに疲れていた。

        　孝が自分の持ち物を自慢したかったのだろう。孝の知り合いだというアルファ三人に抱かれたのだ。何かの取り引きに使われたのかもしれない。どちらだとしても、どうでもいいことだ。

        　光希はもう指一本動かせずに床に横たわっていた。ベッドに移動する気力さえもない。

        　眠くて目を閉じていると、部屋の扉が開く音が聞こえてきた。誰かが入ってきたのだろうか。これ以上は勘弁してくれと思い、重い瞼をなんとか開けて入ってくる男の顔を見た。

        　男は光希の前に膝をつくと、そっと光希の頬に手を当ててくる。

        「あったかい」

        　思わず光希は呟く。それに男は、光希の頭をそっと撫でた。

        「ごめん。もう今日は無理。明日でもいい？」

        　男は何も言わずにいったん消えると、温かいタオルを持ってきて、光希の体を拭いてくれる。そして首輪をとり服を着せてくれたかと思うと、そのまま腕で抱き上げ、部屋から連れ出してくれた。

        　そのまま外に連れて行かれる。ずっと屋敷にいたので忘れていたが、外はまだ暑い。むっとしたような空気を孕んでおり、汗が噴き出るような暑さがまとわりついてきた。

        　それでも部屋の中よりも心地が良い。光希は思わず男の腕をぎゅっとつかんだ。

        　男はそのまま光希の体を大きなワンボックスカーに乗せると、運転手に何かを言って車を出させた。

        　リクライニングされた椅子に横になりながら、これから誰の所に連れて行かれるのだろうか。あんなこと言っておきながら、もう孝は光希に飽きたので、誰かに売り飛ばされるのだろうかと考えた。

        「申し訳なかった」

        　男が小さな声で呟いた。

        　目を開けて男の顔を見ると、暗くてよくは分からなかったが、それでも今まで見たことのないような綺麗な顔立ちをしているのが分かった。

        「彼は俺の叔父だ。俺が留守にしている間にこんなことを。好色家だとは思っていたが、まさか高校生の君にこんなことを……」

        「別にいいよ。あなたのせいじゃないから。それにお金はきちんと貰ってるみたいだし」

        　男は光希の顔を見てきたが、無表情の顔は何を考えているのか分からなかった。ただ、その低い声が心地よい。

        「これからどこに行くの？」

        「君の行きたい所に行くよ」

        　行きたい所。そんな所などない。しかし、帰る場所は一つしかないのだ。

        「家に帰るよ」

        　それにまた男は光希の顔を見た。今度は、無情表の顔が少しだけ歪んでいるのが分かった。

        「母親の所に帰るのか。彼女は、君を叔父に売ったのだろう」

        「分からないよ。ただの奉公だと思ってたのかもしれないし……まさか母さんもそこまではしないよ」

        　言いながら、目をそらしていると自分でも分かっていた。それでも、彼女は母親だ。知らぬ人間は何故酷い親と一緒にいるのだと言うだろうが、それに対する答えは沢山ある。そのうちの一つであり、そして最も大きな理由は「母だから」なのだ。

        「そうか」

        　男は何か言いたそうだったが、それ以上は何も言わなかった。　

        「だけどもし君が望むなら、どこか住む所を用意してもいい。施設は君には厳しいだろうから、俺が面倒見てもいいと思っている」

        　それに光希は笑う。

        「怖いです。あなたにそこまでしてもらう理由はない」

        　この男はアルファだ。匂いで分かる。しかし、他のアルファと違い、この男には気構えずに話せるのに気がつき、そして遠慮なく話している自分が不思議であった。

        「身内の不祥事だ。責任は取らなければ」

        　真面目な人なのだろう。これも演技で、この男も自分を蹂じゆう躙りんしたいのかもしれないが、それでも、今だけでも、この男を信じてみたいと思った。たとえ義務でも、自分を気にかける人間がいるのだと思いたかった。

        「ありがとうございます。嬉しいです。でも、俺、あの屋敷にいて、考える時間も沢山あって、それで気がついた。いや、ずっと気がついてたけど、ようやく認められたんです」

        「何を？」

        　男が低い、平坦な声で聞いてくるが、それでもその声は優しい揺らぎを持っていた。

        「色んな本とか、小説とかには、オメガは性の餌食にされてるように書かれているけど、それは違う。だってオメガは大抵アルファの子どもだ。オメガ同士で子どもを作るなんて滅多にないから。だから、オメガは大抵が良家の子でしっかりと守られている。発情期が来れば学校に行かずに、家庭学習をして、家族に守られ、幸せな結婚をしていくんだ。世の中で言われているほど悲惨じゃない。でも、庇護のないオメガは悲惨だよ。そういうオメガだけが性の餌食になる。そしてそういうオメガは貴重だから、余計にその可能性が高いって知ってる」

        　男はそうだな、と小さな声で呟いた。

        「だから俺も覚悟を決めないといけないって思った。今回だけじゃない。今後もこういうことは起こる。でも、生きるためには逃げていられない。あなたに面倒見てもらって、それで何が待ってるのか。ただ何もできない自分ができるだけだ。幸い、俺は新型だ。ばれずにベータとしても生きていける。だから、一人前になるまでにはなんとか耐えて、大人になったら自分の足で立てるようにならないと、この先、生きていけない」

        　男は光希の言葉に初めて表情を崩した。目を見開いて驚愕の表情を見せたかと思うと、次に少し困ったような顔で笑った。

        「強いね、君は」

        　それに光希は首を振った。

        「いいえ、弱いです。ただ、面倒なだけなんです。何もかもが面倒だ。生きるのも死ぬのも面倒で、何も変えたくない。オメガという事実から逃げたいけど、逃げるだけの根性もない。だからそれらしいことを言って、ただ遺伝子に従うことしかできない」

        　男は光希の頭を撫でてきた。その手は大きく温かい。この手にずっと撫でられていたいと思ったが、その手はすぐに離れてしまった。

        　男が光希の家の住所を言った。何故知っているのかと思ったが、金持ちの家の人間だ。知ろうと思えばなんでも知ることができるのだろう。

        　家の前に車が停まると、男は光希の手にメモを渡してきた。それを見ると、０８０で始まる数字が書かれている。それが電話番号だとすぐに気がついた。

        「何か困ったことがあったら、なんでもいいから電話して。本当に些細な事でもいい」

        　それに光希は頷うなずいた。

        「それと、妊娠しているかもしれない。今更アフターピルを飲んでも手遅れかもしれないが、一応飲んだ方がいい」

        　光希は手渡された薬を見ながら、あぁそういうこともあるのかと思って、再度頷うなずく。

        「もし、妊娠していたら、電話をするんだ。いいね」

        「ありがとうございました」」

        　光希は車から降りると、マンションに向かった。入り口に入るまで、男が車からじっと見つめているのが分かる。しかし光希は振り返ることをしなかった。

        「ただいま」

        　家の中に入ると、寝ていたらしい母がのっそりと起きてきた。

        　起こしたことを叱られるかと思ったが、意外にも彼女は怒らなかった。

        「おかえり。夏休み中は帰らないんじゃなかったの」

        「ずっとセックスさせられた。もう、十分だと思う」

        「そう」

        「母さんは、仕事の内容、知ってたの？」　

        　それに母が首を振る。

        「知るわけないでしょ。そうだって知ってたら働かせなかったわ」

        　あのとき、彼女が孝から貰った分厚い封筒はなんだったのだと思いながら、珍しくしおらしい声を出す母の言葉を、光希は信じるしかなかった。

        　

        ＊

        　　

        　光希がその男と再会したのは、それから三か月ほどたってからであった。

        　バイトから帰った光希は、家に米など食料が全くないことに気がついて、買い物に行くことにした。

        　日曜日なので、まだ時間は十八時だ。ゆっくりと買い物ができる。なるべく安い食材を探そうと思った。

        　給料日まであと一週間。財布には確か五千円ある。十分足りると思って財布を開けると、そこには札が一枚もなかった。

        　やられたと思った。きっと母だ。

        　バイトの給料が振り込まれる通帳は母が持っており、月三万円を食費や生活費として渡されていたが、母はその少ない生活費を、光希の財布から抜くことがあった。

        　気をつけてはいたが、寝ているときにやられたのだろう。そしてそれをしたとき、母は次の給料日まで帰ってこないことが常であった。

        　財布には六二一円ある。このお金であと一週間食いつながなければならない。家中の戸棚をあさったが、食べられそうなものは即席麺が三袋と、小麦粉が半袋、ツナ缶が一缶あるだけであった。

        　光希は取り合えずスーパーで買い物をしようと靴をはいた。何を買っていいか分からなかったが、とにかく食材を手に入れなければいけないという思いに駆られる。三日間食事を抜かれた夏の出来事が、食事ができないことへの恐怖を光希に植え付けていた。

        　近所から歩いて一時間のスーパーマーケットに向かう。安いためと、近所ではなんとなく恥ずかしかったためだ。

        　一番混んでいる時間は過ぎていたが、スーパーマーケットには、そこそこ人はいた。

        　光希は、小麦粉とキャベツで一週間いけるかな。鰹節があったので出汁は取れる。お好み焼きもどきができるけど、でも卵が高くて買えない。すいとんで一週間過ごすかな、などと考えながら歩いていた。

        　ついている。卵が安い。タンパク質は卵で取れると思い、小麦粉とキャベツともやしと卵をとりあえず籠に入れた。

        　お惣菜コーナーを歩いていると、家族連れがいた。

        　どこかに出かけていたのだろうか。母親が、面倒だから洗い物はなしね、と言うと、じゃあこれは、と子どもが嬉しそうにお寿司を手に取る。父親は、今日は酒飲んでもいいよな、と聞きながら揚げ物を選んでいた。どこにでもあるその光景が微笑ましいと思うのと同時に、胸がつんと痛み、思わず目をそらす。

        　お惣菜コーナーには、コンビニエンスストアで売っているのとは違う、大きなおにぎりがあった。遠足で友人が持ってくるのはこんなおにぎりだったなと思い、こういうおにぎり、食べてみたかったんだよな、と光希は思った。

        　腹は確かに減っていた。しかし、それをするほど減っていたわけではない。それなのに、光希は無意識にそのおにぎりを手に取って、ポケットに入れていた。

        　誰かに見られているのを気にできないほどに、無自覚であった。

        　そのまま会計を済ませ店から出るときに中年の女性に呼び止められた。光希は何故呼び止められたのか分からないまま、バックヤードに連れて行かれる。

        「ポケットのもの、出しなさい」

        　そう言われてもまだ訳が分からなかった。それでも言われるがままポケットを探ると、おにぎりが出てきて、あぁそういえばと思ってうつむいた。

        　今更ながらに恥ずかしいという気持ちと、申し訳ないという気持ちと、しまったという気持ちが湧いてくる。

        「すみませんでした……」

        　消え入るような声で言うと、中年の男性店長は、反省しているようだし、初犯だからひとまず家族に電話をすると言った。

        　母さんの電話番号、なんだっけ。電話しても出るのかな。出ても来るのかな。来たら殴られるかな。様々な考えが光希の頭に浮かんでくる。

        　そのため、咄嗟に母とは違う電話番号を口にした。それは母親の携帯番号以外で唯一覚えている番号だった。

        　あの日、あの男に貰ってから毎日その電話番号を見つめ、すぐにその数字の羅列を暗記した。

        　癖があるとも言えない、なんの変哲もないその字を見ていると、光希は何故か心が安らいだ。その番号はまるでお守りのように光希の心を守り、支えてくれていたのだ。

        　しかし、一度もかけたことはない。それでもその番号は、今の光希にとって一番近くにある番号になっていた。

        　兄の番号だと言ってしまったが、嘘だとばれたら警察を呼ばれるのだろうか。学校は停学になるだろう。せっかくできた友達もいなくなるかもしれないと思ったが、それでもそれを取り消すことはできなかった。

        　店長が電話をかける。しばらく何か話していたが、電話を切ると、光希の方を見て言った。

        「あと三十分くらいで来るそうだ」

        　それを聞いて、光希は体の力が抜けていくのを感じる。空耳ではないかと思った。

        　しかし、空耳ではなかった。男は言ったとおり三十分ほどで店に来ると、店長にお辞儀をして金を出した。

        「その子、随分痩せてて顔色も悪い。盗んだ物もおにぎりですよ。ちゃんと食べさせてますか」

        　店長が疑惑の目を男に向けながら言う。　男は、両親が離婚しているから会うのが久しぶりなんです。こちらで解決しますと言った。

        　偶然だとは分かっていたが、それでも、まるで光希の家の事情を知っているかのような口ぶりに驚く。

        　男はバックヤードから出るときもお辞儀をしながら出て行った。同じように光希も何度も何度も頭を下げた。

        　外に出ると、駐車場に停まっている男の車に乗るように言われる。光希は無言で頷うなずくとそれに従った。

        　光希は、男に盗みがばれてしまったことに、今更ながらに後悔していた。何故、よりによってこの男を呼んだのかと、自分の軽率さを呪う。

        　男は無言のまましばらく車を走らせると、時間貸しの駐車場に車を停めた。

        「これ、食べなさい」

        　差し出されたおにぎりを見つめた。それは光希がポケットに入れたおにぎりだ。光希は気まずそうにそれを受け取ると、口に入れた。

        　味はまるでしなかった。渇ききった口の中でぼそぼそとした食感を伝えてくるだけで、飲み込むのもやっとだ。

        「美味いか？」

        　それに光希は首を横に振った。

        「そうか。だったら、それでいい」

        　光希は泣きたくなった。しかしそんなことはできないと歯を食いしばり、全て口にする。

        「金がないのか」

        　食べ終わると男が言う。光希がそれに頷うなずいた。

        「ごめんなさい」

        　小さな声でようやく謝罪の言葉を絞り出すと、男は光希を叱ることなく、ただ頭を撫でてきただけだった。

        「ねぇ、あの家。久我山だっけ。俺、あそこに戻ろうかな」

        　光希の言葉に、男がゆっくりと光希の顔を見て、そして睨み付けてきた。

        「あの家にいれば、最低でも飯は食えるし、学校も行っていいって言ってたし、母も金が貰える。あのときは最低だと思ったけど、それでも、冷静になれば今よりマシかもしれないって思う」

        「馬鹿言うな。喉元過ぎればだ。戻ったら後悔する」

        「そうかな。まずは食べないと何もできない。ねぇ、えっと、名前聞いてない」

        「久く我が山やま岳がくだ」

        「そっか。甥っ子だから同じ名字なんだね。俺は竹山光希」

        　今更ながらに名前を聞き、名前を名乗ると、光希は話を続けた。

        「久我山さんはさ、きっと自分を高めるために色々とできる人なんだろうね。でも、俺はまずは、食べることに困らずに、安全に暮らしたい」

        　久我山はしばらく何も言わなかった。何か考えているようであったが、しばらくそうしていると、そうだな、と呟く。

        「そうだな。君は間違っていない。それはマズローの欲求五段階っていうやつで、マーケティングでは有名な話だ。尊敬されたいという気持ちは、生理的欲求と安全欲求が満たされて、初めて成立するものだ。君にはそれがない。そう思うのも仕方がない」

        　光希はその言葉に、この人は相手の意見を否定せずに、その立場に立って考えられる人なんだなと思う。

        　最初に会ったときもそうであった。光希の言葉を否定せず、それが間違っていようが光希の考えを尊重してくれるのだ。そこには相手に対する敬意がある。

        　光希が久我山の前では自然でいられるのは、無表情で冷たそうな仮面の下に、相手を思いやるという心があるからだろう。

        　アルファであるのに、アルファらしくない。誰よりもアルファの匂いが強く、アルファとしての威厳を持っているのに、それとは酷く遠い男なのだ。

        「久我山さん、オメガって弱いと思ってる？　俺も実はずっとそう思ってた。久我山さんが助けてくれた夜もそう思ってた。でも違うんだよ。俺さ、今更ながらに気がついた。新型は好きにフェロモンを扱える。と言うことはさ、アルファを好きに操れるんだ。俺はその気になればあの男を、破滅させることだってできるんだ」

        　それを聞いていた久我山が、そうかと呟くと光希の頬を撫でてきた。

        「それで、君はそれができるのか。できるのならやればいい。だけど後悔するようならやめろ」

        「怒らないの？　気持ち悪くないの？　アルファにとって新型オメガは驚異じゃないかって俺は思うけど」

        　久我山はそれには答えず、いくらだ、と聞いてきた。

        「え？」

        「いくら欲しい」

        　光希はそれに分からないと答えた。

        「ひとまず、一週間はなんとか過ごせそうだけど、でも、この先は分からない。母はあればあるだけ使っちゃう人だから……もうこんなのはうんざりだ」

        「住んでる家は結構家賃がかかってそうだな。母子家庭で低収入なら公団にも住めるだろ。引っ越した方がいい」

        「俺もそう思うけど、母は知り合いから借りてるから安いって言ってた」

        　それを信じていないような顔をしている久我山は、しかし、何も言わなかった。

        「叔父に体を売るくらいなら、俺が援助する」

        　久我山が小さな声で呟いた。

        「え？」

        「叔父や他の男に身売りをするなら、俺が援助する。君の将来に投資するよ。勿論、無償でだ」

        　光希がそれに首を振る。

        「何言ってるんですか。そんなこと、久我山さんにしてもらう義理はない」

        　久我山はしばらく黙っていたが、抑揚のない声で呟いた。

        「叔父がしたことの償いは、まだできていない」

        　この男は何を言っているのだと思い、それと同時に、あぁそうか、この男は責任感や義務感で自分に向かい合っているのだと思った。

        「分かった。でも、ただより怖いものはないって言うよね。だったら、久我山さんが俺の体を買って」

        　軽蔑されるだろうと光希は思ったが、それを口にした。

        　もっとも、何故そんなことを言いだしたのか光希自身にも分からなかったが、それは自身の本能に従った声なのだと思った。

        「何を言っている」

        　久我山の声が少しだけ上ずった。軽蔑されていると思いながらも、光希は続ける。

        「発情したオメガ、抱けるなんて滅多にないって、あいつ言ってた。久我山さんが無理なら他を探す」

        　半ば脅迫だ。自分がこんなことを言っても久我山にはどうってことはないはずだ。車を降りろと言われるかと思ったが、久我山は少し考えた後、頷うなずいた。

        「分かった。誰かに買われるくらいなら俺が買う。一回五万円で一週間に一度会おう。そうすれば一か月で二十万円だ。過ぎる金は良くないが、それなら丁度いい額だろう。それだけあれば生活もできるだろうし、貯金もできる。何かあったとき、いつでも持ち出せる金はあった方がいい」

        　それに光希は驚いて久我山の顔を見た。

        　久我山の表情は何一つ変わっていない。冷静なままであり、光希はそれを寂しいと思った。

        「そんなに貰えない」

        「君の値段だ。これでも安いくらいだ」

        「オメガだもんね」

        　光希が呟く言葉を、久我山は否定しなかった。

        　結局話し合いをした結果、一回三万円が二人の間の約束になった。

        　光希は金を貰うことよりも、久我山にまた会えるのだということが嬉しい。そして、そんな自分を嫌悪もした。

        　久我山との初めての夜は、次の土曜日であった。呼び出されたホテルは安っぽいラブホテルではなく、きちんとしたホテルの一室だ。

        「フェロモンは出すなよ」

        　久我山はそう言うと、光希に触れてくる。

        　久我山は優しかった。その冷たい表情とは裏腹の優しさで、光希に触れてくる。

        　光希の体を何度も何度も撫で、そして舌を這わせて舐めてくれた。耳介、首、うなじに舌を這わせ、光希の感じるところを探っていく。

        　優しくペニスに舌を這わせ、後孔に唇を落とし、そこも長い時間をかけて愛撫してくれた。

        　光希が射精したのは一度だけだったが、長く緩やかな快楽は、孝としたセックスとはまるで違うもので、そこには心からの悦びがあった。　

        　一時間以上そうしていた。そうやって、その日は終わった。

        「入れないの？」

        　光希が聞くと、久我山は首を振った。

        「光希が慣れるまで、しばらくはしないでいよう。恐怖を感じさせたくない」

        「じゃあ、久我山さんの舐めるよ。下手くそだけど」

        「それも、追い追いな」

        　そう言って、久我山は何度も光希にキスをしてくる。光希は、それが嬉しいのと同時に、もっと久我山を感じたい、久我山になら何をされてもいいのにと思った。

        　そんな久我山と初めて体を重ねたのは、五回目の逢瀬の時であった。

        「いいよ、しても」

        　光希はそうねだったが、久我山はしかし、それを承知しなかった。

        　いつも光希の誘いをのらりくらりと交わす久我山は、その日もそうであり、光希はじれったくなって初めて久我山にオメガの匂いを放った。

        「やめろ、光希」

        「なんで？　俺は久我山さんとしたいよ」

        「駄目だ」

        　久我山はそれでも光希を拒絶した。好きな人がいるのかもしれない。光希はそう思ったが、自分の欲望を抑えられなかった。

        　義務感で付き合わせている久我山を、オメガのフェロモンで誘惑をしたのだ。そこにあるのは罪悪感だったが、それでも久我山が欲しかった。

        　久我山はやがて誘惑に負けた。

        　そしてその夜は朝まで交わった。もう光希の頭には久我山しかない。孝に犯された日々も、遠い日になった。

        　それを久我山に話したら、久我山は少しだけ表情を崩して笑ってくれた。

        「もう、俺への贖罪は終えた？」

        　不安になって聞くと、久我山はそれとこれとは別だと言ってくれる。

        「俺がしたこと、あの男と一緒だよね。無理矢理、久我山さんにさせた」

        　光希の言葉に、久我山はキスで返してきた。言葉が欲しかったが、それはない。

        　久我山は優しい。だからこそ、真実を光希に言うことはできなかったのだろう。それでもよかった。卑怯でも、久我山を手に入れられればそれでよかった。

        　幸せな気持ちと少しの罪悪感を胸に朝帰りをすると、母が光希を迎えた。

        　酒の臭いが鼻孔をつく。朝まで飲んでいたのか、母の目は焦点があっていなかった。

        「朝までどこ行ってた」

        　低い声で唸るように言った母に、光希は何も答えなかった。ここ数日帰って来なかった母がこんなに荒れているということは、恐らく男にふられたのだろう。タイミングが悪過ぎた。

        「臭いんだよ。オメガの臭いがする。言え！　この雌猫！」

        　母は光希を怒鳴りつけると、台所にあったフライパンで光希の背中を殴った。

        「……っ！」

        　殴られるのは久しぶりだ。光希の背が母の背を抜き力も強くなってからは言葉の暴力のみであったが、今日は久しぶりに殴られた。

        　抵抗すればできただろうが、母親を、女を殴ることなど光希にはできない。

        「殴り返してこいよっ！　お前、自分を男だと思ってんのか！　お前は薄汚い雌だ。男にケツ振って、楽しんだのか！」

        　女は複雑だと思う。自分の衰えてきた容姿を鏡で見ては光希を見てくる母に、雄である自分にまで嫉妬するのかと思っていたが、それが今日爆発したのだろう。

        　女は複雑で惨めだ。では、オメガの自分はどうなのだろうか。

        「金は貰ったのか」

        　光希はそれに首を振った。

        「役立たず！　オメガだからお前を引き取ったんだ。体売るくらいしか取り柄がないだろ。この劣等種が！」

        　吸っていた煙草を背中に押しつけられ、思わず声を上げる。

        「あつ！」

        　これも久しぶりだ。昔、三回煙草の火を腕に押しつけられた。そういえばそのときも、母親の恋人が自分を可愛いと褒めたときであった。

        　優秀なアルファもその才覚を使わなければ、結局はただの雌だ。その美貌もいずれ衰える。

        　惨めだ、と再度思った。そしてその同情が、母親を見捨てられない気持ちにますますさせた。

        　光希には、一通り暴れた後に、その場に崩れ落ちて泣く母の背中を撫でることしかできなかった。

        　

        　

        「これ、どうした」

        　次に久我山に会ったとき、光希の背中に残る痣と火傷の痕のことを聞かれた。

        「ちょっと転んだ」

        　光希は虐待されたことを気づかれたくなくてそう答えた。

        「転んで火傷するのか」

        「うん。転んだところに煙草があって」

        「嘘つくな。俺には本当のことを言ってくれ」

        　まっすぐ見てくる久我山に嘘をつくのが心苦しくなり、光希は仕方なく母の話をした。

        「そうか」

        　久我山はそれだけ言うと、その日から必ず日付の変わらぬうちに光希を家に帰した。

        　言わなければよかったと光希は思った。強く、そう思った。

        　それから一年の間、光希は週に一度だけ久我山を手に入れた。週に一度久我山に会うことだけが光希の生きる意味であったのかもしれない。

        　そして週に一度、光希は酷い罪悪に苛さいなまされる。久我山を誘惑するオメガという自分に安堵し、同時に憎みもした。

        　久我山といたいという思いと同時に、オメガなど滅びてしまえ、自分など死んでしまえという気持ちは消えることがない。

        　それはいつまでも消えることなく、光希の心の中に巣くい続けたのだった。


    

    
        ４．家族

        　

        　

        　光みつ希きは机の上に置かれた「種の起源」を見つめる。

        　オメガについて知りたいと言ったとき、では人間の根本を知ってみたらどうだと言って、久我山が贈ってくれたのだ。

        　誕生日プレゼントであった。その日はホテルにホールのケーキを持って行き、ろうそくを十七本立てて祝ったのだ

        　久く我が山やまは知らないだろう。最後の最後まで知らなかっただろう。

        　光希が久我山と一緒にいるだけで、どれだけ救われたか。どれだけ光希が久我山を必要としていたか。

        「会いたいな、久我山さん」

        　光希は、部屋の中で一人呟く。

        　鳥と羽ばの家で、温かい家族に囲まれながらも、それでも常に心には穴が開いている。優しい家族の手がどんなに大きく温かくても、久我山の手にはなり得ない。

        「卒業したら、会いに行ってもいいよね」

        　新しい制服に身を包んだ自分を鏡に映し、光希は呟いた。

        　瑞穂学園への編入試験には合格した。あと二年通えば、一区切りつく。そうしたら久我山に会いに行こう。

        「光希、そろそろ行こうよ」

        　部屋のドアがノックされる。

        「うん、今行く」

        　光希はそう返すと、机に置かれた「種の起源」にそっと触れる。

        「大好きだよ」

        　光希はそう呟くと、鞄を持って部屋を出た。今日は始業式だ。光希は今日からまた高校二年生をやり直すのだ。

        　瑞穂学園に行くには三十分ほど電車に乗る。家から最寄りの駅までは徒歩二十分。家は静かな場所にあるため、駅からは案外遠い。

        　光希は駅までの道を晃希こうきと二人で歩いた。

        　晃希こうきは相変わらず光希にそっけない。今も光希の一歩前を歩き、光希と話すことはしない。ならば別々に行けばいいのにと思うのに、何故だか一緒に行くと言って聞かないのだ。

        　歩いているとふいに、晃希が足を止めた。なんだと思って光希も足を止めると、晃希は公園を見ていた。

        　なんの変哲もない公園だ。ブランコと滑り台と砂場があり、ベンチが置いてある。ボール投げができるくらいの広さはあった。

        　まだ朝が早いため子どもはおらず、老人が散歩の休憩なのか、ベンチに座っているくらいだ。

        「昔、よくここで遊んだ」

        　晃希がぽつりと呟いた。

        「ふーん」

        　光希が答えると、晃希が振り返る。

        「覚えてない？」

        　光希はしばらく公園を見ていたが、なんとなく覚えているような覚えていないような気がして、曖昧に笑った。

        「毎日、幼稚園から帰ったら二人でここに来た。母親はいっつもどっかに行ってたから、橘たちばなさんに連れてきてもらった」　

        　橘は今でも鳥羽家に勤めている家政婦だ。光希のことを覚えていて、光希が帰ってくると涙を流して喜んでくれた五十代半ばの女性だった。

        「ごめん、覚えてない」

        「オメガだから、記憶力がないんだな」

        「また、そういうこと言う。全部忘れてるわけじゃないよ。晃希と遊んだことはなんとなく覚えてる。いつも一緒にいた気がする。幼稚園の記憶とかも、断片はあるよ。普通だろ」

        　それに晃希は顔をしかめた。怒っているようにも、泣きたいようにも見える。

        「俺は覚えてるよ。いっつも俺たちは一緒だった。どこに行くにも、何をするにも一緒だった。俺はアルファで光希はオメガで、だからこそ、うまく嵌かん合ごうしてたんだと思う。子ども心にずっと一緒だって信じてた。俺たちはずっと一緒なんだって……。だからこの公園で、俺は光希に言った。ずっと一緒にいようって。光希はうんって頷うなずいてくれた」

        　それに光希は困惑する。

        「大げさだな。ずっと一緒だなんて、子どもの頃のたわいもない約束事だ」

        「そうかもしれない。だけど、突然いなくなった光希に俺がどれだけ……」

        　そう言うと、晃希は再度歩き出した。光希はそれに続く。

        「なんで母親とずっと一緒にいたんだ。高校辞めて、あんな女に従って。馬鹿じゃないのか。ガキじゃないんだからいくらでも逃げ出せただろ。俺たちの所に帰って来れたはずだ」

        　簡単に言う。光希は思った。

        　努力をしろと、晃希は光希を責める。誰もができて光希ができないこと、光希が知らない常識。それを見つけては晃希は光希を責めた。努力をして来なかったことを、自分と違うことを責めるのだ。

        　その裏には何があるのか、光希には分からない。父の達臣たつおみと兄の慶けい太たが優しさで年月を埋めようとする一方で、晃希は光希を責めることで、離れていた十二年間を埋めようとしているようにも感じた。まるで駄々っ子だと思う。

        　そしてその度に思うのだ。俺だってこの家で育てば努力もしただろう。逆境にも立ち向かっただろう。

        　努力も所詮、教育だ。どうやれば学べるのか、どうやったら踏ん張れるのか、その方法を知らない。辛いときに立ち上がる強さも、愛されない限り持つことなどできないのだ。

        　それにオメガである限り、どんなに努力しようとも報われない。それは母の口癖でもあり、光希が何かに挑戦しようとする度に、オメガのくせに意味がないと言って、光希をけなした。

        　いつしかその言葉は呪縛として光希の体に染みつき、ただ言われるがまま流される人生を送るようになっていた。だからこそ、光希はここにいるのだ。

        　そんなことも知らないくせに、ただ真っ当な意見を言う晃希が憎たらしいと同時に羨ましい。

        　そして、それを晃希に言うこともまた逃げなのだと知っていて、だからこそ光希はぐっと言葉を飲み込み、ただ晃希の言葉を聞くしかないのだ。

        「それは俺が弱いからだよ。弱くて、卑怯な人間だからだ」

        　光希は言いたいことを飲み込み、代わりにそう言った。

        　それに晃希はふざけんな、と小さな声を吐き出した。

        「弱いって認めるのは楽だよな。そう認めれば、何もしなくてもいい。弱いことを言い訳にできる」

        　そのとおりだと思って光希は自嘲した。

        「晃希は一体何を求めてるの？　オメガである俺の能力を馬鹿にしながらも、一方でそれを許さない。何を、俺に求めているの」

        「俺にもわからねぇよ」

        　そう呟くと、晃希はもう話すことはせず、ずっと無言のままであった。

        　学校につくと、クラス分けのプリントを受け取り教室に行く。

        　何故か晃希は光希のクラスである二年三組の教室までついてくると、帰りは教室まで迎えに来るから、と言った。

        「いや、いいよ。一人で帰れる」

        「何かあったら困るから。教室覗いてみろ。アルファの男ばかりだ」 

        　瑞穂学園は男子校だ。今まで公立の共学校に通っていた光希は、晃希の言うとおりに教室を覗いて、その光景に少しぞくりとしたものを感じた。

        「分かった」

        　光希は無意識に頷うなずく。

        　光希からはオメガの匂いはしない。父も兄もそう言っている。しかし、何故か晃希だけはオメガの匂いがすると言うのだ。　

        　光希の匂いが強いのかもしれないと、父や兄が知り合いのアルファを連れてきたが、誰一人として光希がオメガだということには気がつかなかった。

        　当然だろう。通常のオメガでさえ、発情期でなければオメガの匂いは出ないのだから、新型の光希がオメガだと気づかれる可能性は低い。

        　そもそも家族間では、アルファがオメガの匂いで発情することはない。逆もそうだ。何らかの抑制遺伝子が働いているのか、大抵がそうなっているという。

        　親兄弟であれば確実にそうだろう。では、何故晃希が気づくのかということには答えが出なかったが、同じ腹で育った結果、お互いのホルモンを多く浴びたせいで、他よりも互いの匂いに気がつくのではないかという結論に至った。

        　確かに、光希にとっても晃希の匂いは特殊であり、酷く落ち着かない匂いであった。近親相姦を防ぐ何らかのシステムが働いているのかもしれない。

        「俺の他にも気づく奴がいるかもしれない。お前みたいなのがオメガだって知られたら、アルファなら我慢できない。どんな手使っても番ってやろうって奴も出てくる。まだ、俺たちは若くて不安定で、性衝動を抑えられない。授業以外では、絶対に俺から離れるな」

        　耳元で囁かれた晃希の言葉に、光希はゴクリと唾を飲み込む。

        　以前の学校ではアルファは五％程度だった。優秀なアルファはこの学校のような私立の進学校に行くことが多いため、一般的な人口の割合に比べて少なかったのだ。

        　偏差値が低い学校ほどアルファは少なくなり、その分七割がアルファだというこの学校のような進学校に集まってくる。光希は思った以上に漂うアルファの匂いに、目眩がしそうだった。

        「大丈夫。もう自分の教室に行きなよ」

        　いつまでもこうしてはいられない。晃希に作り笑いを向けると、晃希はじっと光希を見た後、ようやく去って行った。

        　光希は大きく息を吐いて教室に入ると、自分の机に着いた。

        「あれ、あんな奴、いたっけ」

        　光希が席に着くと遠くから声が聞こえきて、それに体がこわばった。

        「何組にいた奴？　お前知ってる？」

        「さぁ、見たことない」

        「あの顔なら、目立つよな。転入生か」

        「鳥羽先輩が連れてきてたみたい」

        「あの鳥羽先輩？　親戚？」

        　そんな噂話に、光希は体を固めたまま、動くことができずに机をじっと見た。

        　光希は学校ではアルファで通すことになっている。アルファの一族でベータというのは無理があるため必然的にそうなったのだが、学校側は勿論、光希がオメガだとは知っている。

        　学校には戸籍謄本を提出しなければならず、必然的バレてしまうのだが、しかし守秘義務があるため、ばらされることはないはずだ。

        　それでも、二年間アルファを演じること、そして秘密を守ることは光希には荷が重く、アルファの匂いが色濃いこの学校に編入したことを、今更ながらに後悔していた。

        「見ない顔だけど、もしかして転校生？」

        　そんな中、一人の男が話しかけてきた。前の席に座っている男だ。匂いがしないので、ベータだとすぐに気がつく。

        　目尻が垂れている顔は、人好きのする笑顔を浮かべている。ベータのわりには体が大きく、穏やかそうなその様子には好感が持てる。

        「うん。そう」

        「どっから引っ越してきたの？」

        「神奈川」

        「じゃあ割と近いな。俺、戸と川がわ。よろしく」

        「あ、俺、鳥羽です」

        　名前を名乗ると、戸川は目を見開いて驚いた顔をして見せた。

        「あ、やっぱり鳥羽先輩の親戚なんだ」

        「晃希のこと、知ってるの？」

        「うん。有名人だよ。陸上の４００メートルで都のレコード持ってるし、全国大会で優勝もしてる。頭良いし、家柄もいい。それに加えてあの容姿。今年のバレンタインは、校門に鳥羽先輩を待つ列ができたっていう伝説を作った」

        　それを聞いて、バレンタインにチョコレートを抱えて帰ってきた晃希を思い出す。

        　律儀に全てを持って帰ってきたという晃希は、見かけによらず貰った物を粗末にできない性格なのだろう。それは父の教育の賜たま物ものだろうか。

        「顔、格好いいかな」

        　光希にはそこがいまいち分からない。兄の慶太も晃希も、もてるであろうことは分かる。しかし、そこまで格好いいかと言われれば、光希にはよく分からないのだ。

        「あれが格好良くなければ、どれが格好いいんだよ。まぁこの学校はアルファだらけだからさ、格好いい奴多いけど、鳥羽先輩ははそれだけじゃなくて、あの独特な雰囲気もいいんじゃね」

        「ふーん」

        　戸川は光希の顔をじろじろと見てくると、ため息を吐いた。

        「鳥羽君も格好いいもんな。格好いいというか、美人？　顔の良い奴ほど相手の顔にはこだわらないっていうから、それなんだろうな。鳥羽君は鳥羽先輩の従兄弟かなんか？」

        「いや、兄」

        　隠していてもどうせバレるのだと思い、光希は素直に答えた。

        「え、兄？　弟じゃなくて？」

        「色々事情があってダブッてんだ。晃希は双子だから同じ歳」

        「あぁ、そういうこと」

        　戸川はそれ以上、特には聞いてこなかった。光希はそれに安心するのと同時に、いい奴だと思った。

        「この学校で分からないことがあったら、聞いてくれよな」

        　戸川はそう言って笑った。屈託のない笑顔はやはり好感が持てる。友人になれるといいな、と思い、光希も笑った。

        　

        　

        ＊

        　

        　放課後になると、約束どおりに晃希が迎えに来る。教室中の視線が二人に向けられたが、晃希は構わずに光希を連れて家路についた。

        「腹、減ったな」

        　晃希が呟く。

        　学校は今日、午前中だけで終わったので、弁当を持ってきていない。光希もそれにコクリと頷うなずいた。

        「でも、家で兄さんが何か作って待ってんだろうからな、食わずに帰るか」

        　晃希の言葉に、光希が再度頷うなずく。

        「兄さん、凄いよね。いっつも美味しいご飯作ってくれて。晃希のお弁当も作ってくれてるんでしょ」

        「明日からは光希の弁当も作ってくれるよ」

        「なんであそこまで家族思いなんだろ。俺たちと三つしか違わないのに。料理だって別に、お手伝いさんにやってもらえる環境なのにさ」

        　光希の言葉に、晃希が光希の顔をじっと覗き込んでくる。

        「光希だよ」

        「え？」

        「光希がいなくなってから、兄さんは凄く家族を大事にしている。多分、家族がいなくなる恐怖を、誰よりも感じているのは兄さんだ」

        　それに光希は何も言えない。そして晃希の責めるような視線が辛かった。

        　朝と同じように話したいことを話し終えると、晃希はそれ以上はもう口を開かずに無言で歩く。その後ろを、光希も無言でついて行った。

        　家に帰ると思ったとおりに、慶太が昼食を用意してくれていた。　

        「いい匂い」

        　光希が言うと、慶太は嬉しそうに笑った。

        「春だからね、筍のパスタだよ。今から茹でるから着替えておいで」

        　母親のようだと思いながら光希は頷うなずくと、部屋に戻って私服に着替えた。

        　テーブルに着くと、温かなミネストローネが置かれていた。沢山の野菜と、美味しそうな厚切りベーコンが入っている。

        　この家に来てから半年近くたっているが、それでも食事の豪華さにはいつも胸がわくわくした。それを言うと、慶太は嬉しそうに笑うのだが、それと同時に悲しそうな顔もする。

        「特別な食事でもないんだよ。これが普通なんだ」

        　慶太はそう言うと、いつも光希の頭を撫でてくれるのだ。それがなんだかくすぐったくて、嬉しかった。

        　筍のパスタが出来上がると、綺麗にお皿に盛って光希の前に出してくれた。光希はそれを口にする。

        「美味しい。筍、柔らかいね」

        「昨日、下茹でしておいたんだ。そう言ってもらえると手間かけた甲斐があるよ。生の筍はこの時期だけだからね」

        　あの筍をどうやって調理したのだろうと思いながら、光希は夢中でパスタを食べた。

        　慶太は自分が食べるのも忘れたように、光希のその様子を見て、ニコニコと笑っている。その様子はまるで、雛鳥に餌をやる親鳥のようだ。

        「学校、どうだった？」

        　光希が全て平らげると、慶太が聞いてきた。光希は麦茶を飲むと、一呼吸置いて話し始める。

        「緊張したけど、なんとかなった。前の席の奴が話しかけてくれて、良い奴そうだった。友達になれるといいなって」

        　それに晃希が、光希の顔を見てくる。

        「アルファ？」

        「いや、ベータだと思う。匂いしないし」

        「じゃあよかった」

        　晃希が言うのに、光希は晃希の顔を見た。

        「アルファじゃまずいことでもあるの？」

        「そりゃそうだろ。アルファと友人になんてなるなよ」

        「七割がアルファなのに、それは無理だ。俺に孤立しろってこと？」

        　晃希は光希の言葉に少し怒った顔をしたが、何も答えなかった。

        「まぁ、晃希の言うことは極端だけど、俺も賛成」

        「え？」

        　味方してくれると思った慶太の言葉に、光希は驚いて慶太の顔を見る。

        「なんで？」

        「万が一があるから。たとえ発情してなくても、十代半ばのアルファの凶暴性は、時に凄まじい。その衝動が抑えられないこともある。これは、俺自身にも覚えがあるからこその忠告なんだ。それがアルファ同士で発散されるならいいけど。その矛先が光希に向いたら、とても防げない」

        「凶暴って、どうなるの」

        「大抵はそれを発散するために、勉強やら運動なんかに集中する。そうなると集中力も凄くなるんだけど、たまにそうはならなくて暴力に走る奴もいる。性衝動になる場合もある。だからこそ、アルファが大勢いる学校は、ある意味、そういう凶暴性に対応できる学校ということでよりアルファが集まるんだ。頭の良さだけで集まるわけじゃない」

        　聞かなければよかった。光希はそう思って慶太の柔らかい表情をじっと見つめた。

        「兄さんも、凶暴になった？」

        「いや、幸い誰かを殴るとか、レイプするとか、そんなのはないよ。俺はその凶暴性を筋肉に変えた」

        　そうおどけるように言うと、二の腕を見せてきた。それに光希は、安心して笑う。

        「晃希は？」

        　もう一人のアルファに聞くと、晃希はくだらないといった風に答える。

        「自分を制御できない訳ないだろ。そんなのは一部のアルファだけだ。出来損ないだ」

        「またそういうこと言う」

        　困ったように慶太は笑う。

        　晃希はこうやって、よく人をけなす。持てる者の言う台詞だと、その度に光希は思うのだ。

        　こういうときには慶太も困ったように笑うが、怒ることはしない。同じアルファだからだろう。慶太が怒るのは、自分よりもか弱いオメガがけなされたときのみで、光希はその度に、なんとなく違和感を覚えるのだ。

        「とにかく、人間関係には気をつけろよ。何かあったらすぐに電話しろ。授業中でも構わない」

        　晃希はぶっきらぼうにそう言うと、さっさと席を立って自分の部屋に戻ってしまった。

        「本当に過保護だよね。そんなにアルファが嫌なら瑞穂に編入させなければよかったのに」

        　光希は慶太の顔を見ながら呟いた。

        「どこに行ったってアルファはいるだろ。だったら、まだ目の届く所にいてもらった方がいいから」

        「そうやって、いつまで俺を見張る気なの？　俺だっていずれは独り立ちしないといけないのに」

        　それに慶太は頭をかいて、困ったように笑った。

        「見張るなんて酷いなぁ。ただ、光希を守りたいだけだよ」

        「いつまで？」

        「うーん、そうだな。光希を守ってくれる人が現れるまでかな。でも、番にはならないでほしいな。番になっても、アルファから解消される可能性があるから。そんなの光希が可哀想過ぎる」

        　慶太がブツブツと呟く。慶太の発した番という言葉に、光希は顔をしかめた。

        　アルファはオメガを番にできる。発情期にアルファがオメガのうなじを噛めば、オメガの脊髄にアルファのフェロモンが注入され、オメガは番以外には発情しなくなる。そしてオメガのフェロモンは、番のアルファ以外には効かなくなるのだ。

        　しかし問題は、オメガからは番を解消できないが、アルファからは解消できることだ。解消というよりも、そもそもアルファは番になっても自身の体に変化を起こすわけではないので、番のオメガがいなくてもなんの問題もないのだ。そのため、複数の番を待つこともできる。

        　だが、オメガはアルファの番を離すことはできない。全身で番になったアルファを求める。全身でアルファに尽くすしか生きていく道はない。しかしオメガはアルファからの愛情のみでしか繋がれないのだ。

        　オメガは番を解消されれば辛い発情期を抱え、一生その身を満たすことなく苦しみながら生きていくしかない。それはオメガからすれば酷く残酷だ。そして光希はそのシステムを、アルファの進化だと思っている。

        　オメガがフェロモンを手に入れアルファよりも優位に立ったのは、どれほどの時間だったのだろうか。やがてアルファはそれに対抗するために、番という方法を手に入れたのだろう。

        　蝶と花のだまし合いだ。同じ性だったアルファとオメガは、こうやってだまし合って、牽制し合い、進化していく。

        　肉体と心でお互いを求める関係だと言えば艶めかしいが、結局はそうではない。お互いを支配したくて仕方がない。それが自分たちアルファとオメガなのだ。

        　発情期を持たない光希には、発情期の脅威が分からない。オメガの中には身を守るために優秀な番を早く見つけたい者もいるが、光希にはそれがない。ただ、残酷なそのシステムを求めざるを得ないオメガが、光希には悲しいと思った。

        「俺は番がいなくても、生きていけるから大丈夫」

        　そしてそう言いながらも、光希の頭には久我山の顔が浮かんでいた。

        　久我山と番になれるのならば、全てを捨ててもいいと思う自分がいる。番を見つけなければ生きていけないオメガを悲しいと思いながらも、結局は自分も同じだ。新型だろうがなんだろうか、アルファを求める哀れなオメガなのだ。

        「そっか。じゃあずっとここに住めばいいよ。俺も一緒に住むから」

        「そんなこと言ってたら、兄さん結婚できないよ」

        「いいよ、しなくて」

        「え？」

        「光希を守るためなら、ずっとこの家にいるよ」

        　ニコニコと笑う慶太に、光希は内心でぞっとしたものを感じた。

        「兄さん、それちょっと、怖い。はっきり言うと、気持ち悪いよ。離れていた分、可愛がってくれているのは分かる。だけど、いい加減弟離れしないと」

        「そうかな。別にこのままでも俺は構わないけど」

        　慶太はそう言うと、昼食の後片付けを始めた。

        　光希は慶太を手伝いながら、慶太の優しさはどこから来ているのだろうかと考えた。

        　しかし、答えなど分かるはずはなかった。

        　

        ＊

        　

        　光希は昼休み終了間際になったため、教室に戻った。自分の席には真ま々ま田だが座っている。

        「おかえり」

        　真々田はにっこりと笑うと、立ち上がって光希に席を返してくれた。

        「どうだった？」

        　戸川が聞いてくるのに、光希はため息をついた。

        「やっぱり、ついてくるとか言いだした」

        　光希が呟くと、戸川と真々田は爆笑した。

        「すげぇブラコン。あ、り、え、ね、え！」

        　笑っている二人に、光希はぶすっとした顔で頬杖をついた。

        　光希の弁当を、慶太は毎朝晃希に渡す。晃希はそれを受け取ると、昼食時に光希に渡すのだ。

        　必然的に昼食は晃希と取ることになり、学校でも珍しい仲良し兄弟が出来上がった。

        　一度光希が弁当だけを受け取り教室に戻ると、晃希は一緒に教室についてきて、光希の教室で自分も弁当を食べ始めた。さすがに上級生が教室にいては皆気になるのか、しーんと静まりかえった教室に、光希はこれ以上なく気まずい気持ちになったのだ。　

        　それ以来光希は、晃希と中庭で昼飯を食べることにしている。仕方がないと割り切ってはいたが、それでも教室で同級生とお昼を食べたいという気持ちがあった。

        　それだけではない。帰りは必ず光希を待つ晃希は、学校では有名なブラコンだ。もともと目立つ男だったのですぐに噂は広まり、近親相姦カップルと言われることも間々あった。うんざりであった。

        　今日は、戸川と真々田が放課後遊びに行こうと誘ってくれていた。いつもは断る光希であったが、せっかく仲良くなった二人と遊んでみたいと思って昼食時に晃希に言うと、自分も一緒に行くと言いだした。それを報告したので笑われたのだ。

        「だから、今日は行かない。せっかく誘ってくれたのにごめんな」

        　その言葉に、真々田は不思議そうな顔をした。

        「なんでいっつも鳥羽先輩に従ってんだよ。何か弱みでもあるのかよ。奴隷じゃあるまいし、おかしい」

        　真々田の言葉に、光希ははっとした。

        「そうだよ。別に気にしないで遊びに行こうぜ」

        　戸川も真々田に賛同して言う。

        　光希は二人の言葉に、そういえば自分は、幼い頃から自由というものを謳歌したことがなかったと思った。だからこそ、晃希や慶太の言うことにうんざりしながらも、それでも身に染みついた奴隷根性で従っていたのだと気がつく。

        「そうだよな。別に俺の好きにしてもいいんだよな」

        「そうそう。今日さ、授業終わったら速攻走って出てけよ。鳥羽先輩は教室の中には入ってこないで、いつも廊下で待ってるだろ。しばらく時間稼げるよ。俺たちもすぐ行くから、池袋の西口駅前広場に集合な」

        　悪戯っぽく真々田が笑う。可愛らしい笑顔にキュンとしながら、光希は頷うなずいた。

        　真々田はとても可愛い顔をしている。戸川と光希が話しているところに自然と入ってきた男で、なんとなく三人気が合い、いつの間にか三人でいることが多くなっていた。

        　匂いがしないから恐らくベータだ。しかしその顔立ちは女の子、それも飛びきり可愛い女の子と間違えるような可愛さで、髭など生えないであろうつやつやの肌に、いつも大きな目をくるくると輝かせていて、まるでリスのようであった。

        　背は一七〇センチちょっとの光希よりも小さく、恐らく一六〇センチ半ばだ。同じ男でもぎゅっとしたくなるような魅力があったが、しかしその性格は、三人の中では一番男前であった。

        　そのギャップが、光希は好きだった。性的なものではなく、一人の人間として惹きつけられるのだ。

        　一方戸川はベータだが背が高く、見た目どおりに性格も飄々とした男だ。人に干渉をせず、自分も人の目を気にしない。しかし必要なときは手を差し伸べてくれるような男で、戸川のことも光希は好いていた。　

        　転校ばかりしていたため、表面上の付き合いばかりが上手くなっていった光希が、初めて一緒にいたいと思える友人たちである。

        　いつも遊びに行くのを断ってばかりの光希は、二人が自分から離れてしまうのではないかと内心で恐怖を抱えており、だからこそ、今日は一緒に遊びたいと思ったのだ。

        　昼休み終了のチャイムが鳴り、真々田が自分の席に戻った。光希は、授業が終わるのをドキドキして待つ。

        　六時限目が終わると、光希は教科書を机に突っ込んで鞄をつかむと下駄箱に走った。ちらりと周りを見ると、晃希はまだいない。急いで上履きからローファーに履き替えると、駅まで走って行った。

        　電車が来るのをそわそわして待った。晃希に追いかけられているのではないかという不安と、逃げているという興奮から、気分が高揚してくる。

        　電車が来るとそれに飛び乗り、ほっと一安心して窓の外を見た。

        　鳥羽の家に来てから、電車に一人で乗るのは初めてだ。その事実に気がつき、慶太と晃希の心配は常軌を逸していると改めて思う。

        　一体何をそんなに心配しているのか、光希には分からない。家族になって半年ほどたつが、相変わらずの二人の態度に、光希はいい加減うんざりしていたのだ。

        　電車は池袋駅に着いた。待ち合わせ場所に着き待っていると、戸川と真々田がやってくる。真々田は光希の顔を見ると笑った。

        「鳥羽先輩、お前がいないの気づかなかったみたい」

        「ずっと待ってた？」

        「さぁ。俺たちもさっさと出てきたから」

        　光希は廊下で自分が出てくるのをじっと待つ晃希を想像し、少し胸が痛んだ。

        「大丈夫だって。いないって分かったら帰るだろ」

        　真々田はそう言って光希の背中をぽんと叩いた。それもそうだと思って、晃希の顔を頭から振り払った。

        　平日だというのに池袋は人で溢れている。光希はあまり人ゴミが好きではなく、都会に出ることもほとんどなかったが、今日は何だか凄く楽しい。

        「何すんの？」

        　光希が聞くと、カラオケ！　と真々田が答える。

        「俺、カラオケって行ったことない。っていうか人前で歌えない」

        　光希が困ったように笑って言ったが、真々田は気にせず、光希の腕を引いてカラオケ店に入った。

        「下手でもいいんだよ。思いっきり歌うから気持ちいいんだって」

        　真々田はそう言うと、真っ先に曲を入れて歌い出した。

        「相変わらず、下手だな」

        　真々田の音程は大分外れていて、思わずといった感じで戸川がぽつりと言う。それでも構わず真々田は大声で歌っていて、逆にそれが気持ちいい。

        「俺、あんまり曲知らない。下手くそだし」

        　光希が言うと、真々田は大丈夫だって、と言って光希の背中を叩く。

        　よくこうやって真々田は、光希が気後れしてしまうことを後押ししてくれる。真剣味のない軽い口調で言われると、やれる気がしてくるから不思議だ。

        「大丈夫。真々田よりも下手ってことはないだろ」

        　戸川の言葉に、真々田が戸川に軽く蹴りを入れた。

        　真々田の言葉を、戸川はさらに後押しをしてくれる。それが光希には嬉しい。

        「なんでもいいから歌えよ。金勿体ないだろ」

        　光希は頷うなずくと、聞いたことのある曲を適当に入れた。初めは恥ずかしくて小さな声で歌うが、誰も笑うことはしない。気をよくして歌うごとに声が大きくなったが、それがストレス発散になって、とても楽しかった。

        　久しぶりに光希は笑った。楽しくて笑った。こんな気分はいつ以来だろうか。初めてかもしれない。晃希の顔がたまに頭をかすめたが、それでも来てよかったと思った。

        　二時間ほどカラオケで歌った後、戸川が腹が減ったと言いだし、ハンバーガーショップに移動する。

        「あーあ、これで今月の小遣い使っちゃったな」

        　戸川がハンバーガーに齧かじりつきながら言った。

        「小遣いっていくら貰ってんの」

        　真々田が聞くと、戸川は指を広げて突き出した。

        「月五千円」　

        「マジ？　少ねぇな」

        　真々田が言うのに、戸川はうるせぇと呟く。

        「お前みたいな坊ちゃんとは違うんだよ。俺はお前らみたいなアルファの家系じゃないし、しがないリーマンの息子だよ」

        　それを聞いていただけの光希は、戸川の言葉を頭で吸収した後、思わず真々田の顔を見た。同じように真々田も光希の顔を見てくる。

        　真々田はオメガだ。光希はそれに気がついた。恐らく同時に、真々田も光希にばれたと思ったのだろう。

        　アルファの匂いがしないから勝手に真々田をベータだと思っていた。一方真々田は、アルファの兄弟である光希から匂いがしないことから、光希がオメガだと気がついていたのだろう。

        　だが、お互いそれを口にすることはなかった。一瞬だけお互いの目を見つめると、すぐに目をそらした。

        「バイトしようかな」

        　戸川が呟く。

        「うちの学校バイトしていいの？」

        「大丈夫だよ。別に禁止じゃない。成績が落ちなければなんでもありなんだろ」

        　光希は戸川の答えに、ここ半年働くことをしていない。バイト、したいなと思った。

        　ハンバーガーを食べ終えると、解散になった。戸川は違う路線の電車に乗ったが、真々田とは途中まで一緒だ。

        　電車に乗ると、少し混んでいた。ドアの所に立っていると、真々田がにやりと笑う。

        「二人だけの秘密な」

        　真々田の言葉に、光希は頷うなずいた。

        「真々田は、俺がオメガだって気がついてたんだ」

        「まぁね。あんなに匂いしてる鳥羽先輩は確実にアルファだろうし、その双子で匂いがしないなら、オメガだなって」

        　光希は、それでもそれを追求してこなかった真々田に感謝した。

        「俺、光希には悪いけど鳥羽先輩嫌いなんだ」

        「なんで？」

        「光希がオメガだから、あんな風に執着してるんだろ。アルファの傲ごう慢まんさそのままだ」

        　光希はそれに苦笑する。

        「心配してくれてんだよ。何か起こらないようにって。ありがたいよ」

        　真々田は光希の顔をじっと見た後、ため息をついた。

        「それが傲ごう慢まんだってことだろ。それに心配しているだけっていうようには見えない。光希を支配したいように見える」

        　光希はそれには答えず、話題を変えた。

        「真々田は新型なの？」

        「いや、普通のオメガだよ」

        「じゃあ、発情期はどう抑えてるんだ」

        「俺は幸い、抑制剤がよく効く体質で、ばれずに今までやってこれた。光希は？」

        「俺は新型なんだ」

        「マジで？　初めて見た。羨ましいなぁ」

        　真々田はそう言うと伸びをした。

        「変な話してごめんな。でも、俺、お前が鳥羽先輩に従ってるのが凄く嫌だったから。頑張って卒業までやり過ごそうな」

        　光希は真々田の言葉に怒りは起きなかった。

        　オメガの真々田は、光希を見て悔しいと思っているのだろう。それは同じオメガとしては当然だ。むしろアルファの好きにさせている光希に、怒りを抱いだいてもおかしくはない。しかし真々田は、それを責めずにいてくれているのだ。

        「そうだね。卒業まで頑張ろう」

        　光希が答えると、ちょうど真々田が降りる駅に着く。真々田は手を振って電車を降りた。

        　光希は戦友を得たような気持ちになった。同じオメガがあの学校にいる。それだけで強くなれた気がした。

        　高揚した気分のまま、最寄り駅から家まで歩いた。辺りは暗く、駅から離れると人通りが少なくなっていく。

        　この道も一人で歩くのは初めてだ。そのせいなのか、それとも今日が楽しかったせいなのか、スキップでもしたい気分だった。

        　しかしそれも、家に近づくにつれ萎えていく。慶太と晃希には遅くなると一方的にメッセージを送っていたが、それでも怒られるであろうことは目に見えていた。

        　家の前に着くとしばらく玄関の前で佇んでいたが、監視カメラが光希の姿を捉えているのが分かり、いつまでもここにいたら怪しまれると思って、意を決して門の中に入った。

        　門から玄関までの距離は長い。ライトアップされた道には、苔と紅葉が美しく彩られている。飛び石の上を歩きながら、こんな家に住んでいることが未だに信じられないと思った。

        　玄関を開けると、そこには晃希と慶太がいた。ずっとそこにいたのか、それとも監視カメラの映像を見ていたのかは分からない。

        　光希は小さな声でただいまと言うと、靴を脱いだ。

        「どういうつもりだ！」

        　晃希は怒りを隠さぬまま怒鳴りつけてくると、晃希の胸ぐらをつかみあげた。

        　光希はびくりと身をすくめると、体を震わせ両腕で顔と頭を守る。母親から殴られてきた名残か、反射的にそうするようになっていた。

        「あ……」

        　光希の様子に何か思ったのか、晃希は動きを止めた。光希が恐る恐るその顔を見ると、呆然とした顔をしている。

        「怖がってる。やめろ」

        　慶太はそう言うと、晃希の腕をつかんで光希から離させた。晃希は我に返ったのか光希から手を離すと、気まずそうな顔をする。

        「お腹はすいてる？」

        　慶太が光希の背中をゆっくりと撫でながら言うのに、光希は首を横に振った。ハンバーガー一つではお腹は足りていなかったが、この雰囲気の中で食事をするとは言いだせなかった。

        「ちょっと、話、しようか」

        　慶太が光希と晃希を居間に連れて行く。ドアを開けると、そこには珍しく父の達臣がいて、ソファにゆったりと座っていた。

        　慶太はその隣に座ると、自分の隣をポンポンと叩く。光希はその隣に座るが、晃希は床に直接座って光希を見上げてきた。

        「どういうつもりだよ」

        　晃希の言葉に、光希は晃希の顔をじっと見た。

        「何が？」

        「何が？　ふざけんな。人のことまいて逃げて、勝手してんなよ」

        「何勝手って。遊びに行くくらい、いいだろ。俺は晃希の持ち物じゃない」

        「持ち物なんて思ってない。ただ危ないから……」

        「危ないってなんだよ。いい加減にしろよ」

        　光希は、晃希が言い終わる前に言葉を重ねた。

        「こんな生活、うんざりだよ。いっつも監視が付いてて、自由もなくて……あんな学校行かなきゃよかった。こんな生活だって分かってたら編入なんてしなかった」

        　晃希が何か言おうと口を開けたが、慶太が手を上げてそれを制した。

        「そうだな。光希の言うとおりだ。過保護過ぎた。光希だって友達と遊びたいよな」

        　それに光希は無言で頷うなずいた。

        「じゃあ約束してくれ。勝手にいなくならないこと。必ず晃希に一声かけること。それから門限は十九時だ。今日みたいに遅いのは駄目だ」

        　時間は二十時を過ぎていた。以前は遅くまでバイトをしていたため、この時間が遅いという感覚が光希にはなかった。十九時が早いのか遅いのかは分からなかったが、光希は黙って頷うなずいた。

        　晃希の顔を見ると、納得していない顔でじっと光希を睨んでいる。光希はその顔を見た後、わざとふいっと顔をそらした。

        　晃希は立ち上がると、苛立ちを隠さぬまま居間から出て行き、強く扉を閉めた。

        「なんだ、あいつ」

        　光希が呟くと、慶太がまぁまぁと言って困ったように笑った。

        「あいつ、光希と帰るために部活辞めたんだよ。光希といたいんだ。分かってやってくれ」

        　光希はその言葉に、慶太の顔を見た。

        「え、だって晃希、全国大会で優勝するくらい強いって聞いたけど」

        　戸川の言っていたことを思い出しながら、光希は言う。

        「そうだよ。でも、そんなことより光希をとったんだ。分かってあげて」

        「……そんなの分からないよ」

        　一体なんなのだと光希は思う。光希のことを疎んでいるという態度を取っている晃希が、その一方で見せる顔に光希はただ混乱する。

        　一体晃希は何を望んでいるのか、光希にはまるで分からなかった。

        「もう一つ頼みがあるんだけど」

        　光希はそう言うと、黙って聞いているだけの父の顔を見た。達臣は優しそうな顔で笑って光希の顔を見てくる。

        「バイト、週二回でもいいからしたい」

        　それに慶太が、え、と驚いた声を上げた。

        「なんでかな。小遣いはもう使っちゃった？　それだったら私と交渉するべきじゃないかな」

        　達臣は驚かずに、冷静に聞いてきた。

        　鳥羽家の小遣い制度は少々変わっている。年末になると、来年必要な小遣いの金額を父親と交渉をするのだ。そしてそれが認められれば、その額を年の初めに一年分まとめてもらい、その金で一年間やりくりをしなければならない。足りなくなれば交渉して臨時の小遣いを貰うのだが、余程のことがないと貰えることはないという。

        　そのため、父親を説得するための予算案を組むスキルと、一年間その金額でやりくりするためのスキルが必要になる。

        　そうすることで、予算の感覚を身につけさせ、金の使い方というのを覚えさせたいというのが達臣の考えだった。金持ちというのは、よく分からない。

        　今年は光希にとっては初めての制度であったので、いくら必要かはまるで分からず、取り合えず晃希と同等の二十万円を貰っていた。光希には凄い額だが、参考書や衣服などもそれで購入するため、そんなに余裕はない額だと晃希は言っていた。

        　しかし光希はそれにまだ手をつけていない。今日も自分の金で遊ぶ金を出した。

        　いや、正しくは久我山から貰った金だ。光希はその金を今日初めて使ったが、何故だか盗んだおにぎりを食べたときと同じような気持ちの悪さを覚え、二度と使いたくないと思ったのだ。

        　だから、自分で遊ぶ金は自分で稼ぎたい。光希はそう思った。

        「小遣いは一銭も使ってないよ。でも、自分が遊ぶ金は、自分で稼ぎたい」

        　光希の言葉に、達臣と慶太が顔を見合わせた。

        「そんな必要はないよ。まだ光希は高校生で、本分は勉強だ。バイトなんてする必要はないんだよ」

        　達臣の言葉は親として当然の言葉だとは分かっていたが、しかし、そうだからといってそれに甘えたくない。

        「でも兄さんだってバイトしてた」

        「慶太はもう大学生だし、時間も沢山ある。将来のための社会勉強でもあるんだ」

        「でも、自分で……」

        「なんでそんなに頑ななの？」

        　慶太がしかめっ面で光希の顔を覗き込んできた。それに、光希はますます甘えたくないと思ってしまう。

        「とにかく、俺は嫌なんです」

        　それだけ言うと、光希は逃げるように自分の部屋に戻った。

        　何故嫌なのか。親から小遣いを貰うという行為に、何故こんなに嫌悪感を覚えるのか。

        　その理由は分かっていた。甘えたくない。貸しを作りたくない。それが理由だ。

        　そう思っている自分は、心から彼らを家族だと思っていないのだろう。光希はそんな自分が嫌だと思いながらも、一方で仕方がないとも思う。彼らはあまりにも自分と違うのだ。

        　アルファの彼らはオメガの自分とは違う。そしてそれは、彼らが自分に対して行っている無意識の差別がそう思わせている。

        　異常な優しさも、過保護な愛情もいらない。それがある限り自分は彼らとは対等になれず、家族にもなれない。真々田の言うとおり、それはただ単にオメガを支配したいがゆえの行為としか思えないのだ。

        　そのことに、何故彼らは気がつかないのか。アルファという場所にいるからこそ、何一つ気がつかないのだろうか。

        　しかし、それを彼らに言うだけの勇気が、光希にはまだなかった。

        　

        ＊

        　

        　晃希は放課後、担任との面接があるので迎えに来るのが遅くなると言った。

        　光希は先に帰ろうかと思ったが、戸川たちと遊びに行くのを認めてくれたのだから、できるだけ晃希の願いも叶えてやるべきだと思い、仕方なく教室でぼうっと待っていた。

        　窓の外を見ると、陸上部が走っているのが見えた。スタートのピストルの音が響く。晃希もつい最近まではあの中で走っていたのかと思うと、少し複雑な気分になった。

        　自分の責任ではない。それは分かっていても、優秀だった男の道を閉ざしたのだと思うと、気分の良いものではなかった。

        　空は青く澄んでいた。梅雨の合間の晴れ間だ。太陽が眩しく、すでに夏のように暑い。光希は何か考えるのも面倒で、ただ外の景色を見ていた。

        「お前さ、オメガなんだって？」

        　急に話しかけられてビクリと体を揺らし、声のする方を見た。光希の机のすぐ隣には一人の男が立っている。

        　ぼうっとしていたせいか気がつかなかった。教室には光希一人だ。椅子から立ち上がり男の前を通り過ぎようとしたが、男に腕をつかまれてそれはできなかった。

        「無視するなよ。お前、オメガだろ」

        　男の言葉になるべく平静を装いながら、その顔を見た。

        　見覚えがある。確か晃希とよく一緒にいる男だ。匂いがするのでアルファだろう。

        「晃希から聞いた」

        　光希は男の顔を睨み付けた。ふざけたことを言っている。

        「あいつがそんな嘘、つくわけない」

        　光希がそう言うと、男は鼻で笑った。

        「お前さ新型オメガだろ。付き合ってもいいって鳥羽から許可が出たぜ」

        　男の体から、先ほどとは違う臭いが漂ってくるのを感じ、光希は本能でやばいと思った。　

        　光希は男を思いっきり押しのけて走り出したが、男はすぐに体勢を立て直して光希のシャツをつかむと、そのまま光希の体を己の方に引っ張った。

        　勢いで男の方に倒れ込む。そのまま床に押し倒され、光希は咄嗟に男の腹を蹴った。

        「いてぇな！」

        　男が光希の頬を平手で殴ってきた。光希が痛いと思う間もなく、髪をつかまれ頭を持ち上げられると、そのまま床に頭を叩きつけられる。

        「大人しくしろって。お前がオメガだって叫んで、大勢で輪姦まわしてやってもいいんだぜ。やるしか能がないオメガがこの学校にいるって知ったら、怒る奴も沢山いるからな」

        　光希はクラクラとする頭で、どうするのが最善か考えた。

        「その顔、ぞくぞくする。今すぐ犯してぇ」

        　男の言葉に、光希は小さな声で言った。

        「ここでやったら、誰かすぐに来る。お前もただじゃ済まない」

        「そうかもな。だけど来ないかもしれない。それに、お前がこのこと言ったら、お前がオメガだって言い触らす。もうここにはいられなくなるぞ」

        　言いながら、もう手遅れだと思った。光希は男の臭いとその目の色に、男が興奮状態に入っていることに気がついたのだ。

        　これがアルファの凶暴性か。慶太の言っていたことを思い出しながら、光希はこのままではやられると感じた。では、被害を最小に抑えるためにはどうすればいい。

        　頭の隅で冷静に考えながら、光希は男の目を見た。

        　男は光希に覆い被さってくると、光希の股間を触ってきた。それに光希は目を閉じると、諦めたように言う。

        「分かった。口でする。今日はそれで勘弁してくれ」

        　光希はそう言って舌で己の唇を舐めると、誘惑するように男の目を見た。男は唾をゴクリと飲み込むと、上半身を起こしてベルトを外し始めた。

        　取り出されたペニスから思わず顔をそらしたが、男が光希の後頭部をぐいっとつかんで股間を押し当ててくるので、目を瞑ってそれをしゃぶった。

        　早く終わらせるために、懸命に舌を這わせ吸い上げる。男は気持ちの悪い声を出しながら、光希の後頭部をずっとつかんでいた。

        「すげぇうまいな。可愛い顔して、随分咥え込んでんだな」

        　光希はそれに、うるせぇと思った。お前のためじゃない。久我山に喜んでほしくて、男の悦ばせ方を覚えたのだ。

        　光希はさっさといけと思いながら、懸命に舌と口を動かした。男は目を瞑って恍惚とした表情を浮かべている。

        　しばらくそうしていると、男は小さなうめき声を上げ、光希の口内に射精した。光希はそれを咄嗟に床に吐き出した。

        　男がパンツを上げている間に、光希はさっさとそこから逃げ出す。後ろで男が、明日は一緒に帰るからな、と叫んでいたが、構わず走った。

        　人目のある校庭に出ると、水道でうがいをした。何度も何度もうがいをしている光希をじろじろと見る者もいたが、構わなかった。

        　鞄はまだ教室だったが、幸い財布とスマートフォンはズボンの後ろポケットにある。鞄は諦めることにして、光希は取り合えず家に帰った。

        　家に帰ると、いないと思っていた慶太が家にいて、光希が帰ってくるのに気がつくと、いつもと同じように廊下に顔を出してきた。

        「おかえり」

        　慶太が笑って言ってくるのに、光希は咄嗟に目をそらした。

        「ただいま。今日大学だったよね。早くない？」

        「休講になったから。夕飯はハヤシライスねって、それ、どうしたんだ」

        　慶太は廊下まで出てくると、光希の顔を覗き込んできた。殴られた痕に気がついたのか、顔色が見る見る変わっていく。いつもの穏やかに笑っているその顔から、笑みが消えた。

        「ほっぺた真っ赤だ。晃希はどうした」

        　光希は何も答えずに立ち尽くした。そうだ、晃希はどうしたのだ。

        　男は晃希がオメガだと教えてくれたと言った。そんなのは嘘だと思ったが、何故光希が新型だと知っていたのだ。そんなことは学校側だって知らない。

        　知っているのは晃希と真々田だけだ。しかし、真々田はそんなことを言い触らす男ではない。それに、そんなことを言い触らせば自身の身も危険になるだろうし、また、男とは接点がない。ならば、男に事実を伝えられる人間は、晃希しかいないではないか。

        「ただいま。光希帰ってる？」

        　玄関から大きな声が聞こえる。

        「ここにいる」

        　慶太が答えると、晃希が走って光希の元に来た。

        「よかった。栗本が光希が帰るのを見たって言ってたけど、鞄置きっぱなしだったから何かあったかと……って、それどうしたんだ」

        　晃希が光希の顔を見て話をやめた。心配そうに見てくる晃希に、栗本だ、それがあの男の名前だと光希は思った。

        「栗本って男に襲われた」

        「え？」

        「栗本って男、俺がオメガだって知ってた。晃希が言ったの？」

        　晃希の動きが止まった。目が揺らいでいる。その目を見て、光希には答えが分かってしまった。

        「なんで？　なんでそんなこと言った。そんなに俺のことが嫌いなのかよ」

        「違う。そうじゃない。嫌いじゃない」

        「嘘つくな。いつもいつも人を見下して、オメガだって馬鹿にして。そんなに嫌か。そんなに家族になってほしくないのか。だったらそう言えよ。こんなやり方……ふざけるな」

        　怒鳴る気力もなかった。ただ、晃希の顔を見たくない。そう思って光希は、晃希から目をそらした。

        「そんなんじゃない。ただ俺は……」

        　晃希の顔が泣きそうに歪んだ。いつも強気なのに、こんなときだけ弱いふりをするのかと思って知らず光希は笑っていた。

        　次の瞬間、晃希の頬が鳴った。慶太が晃希の頬を打ったのだ。

        　慶太は次に晃希の胸ぐらをつかんで、壁に叩きつけた。

        「お前、何考えてんだ！」

        　もう一度晃希の頬がなる。光希はそれを、なんの感慨もなく見ていた。

        「違う。嫌いなんかじゃない。俺、あいつが光希のこといつも可愛いって言ってて、付き合いたいって言ってて、それで思わず言ったんだ。あいつはオメガで俺の片割れだって。新型だから発情期もないし、お前の物にはならないって」

        「なんでそんなことを……」

        「誰よりも綺麗な光希が俺の片割れだって、宣言したかった。誰にも取られたくなかった」

        「ふざけるな。光希はペットじゃない！」

        　もう一度晃希の頬がなった。光希はやはり、それでも心が動かなかった。

        「やめてよ」

        　光希は静かに言い放った。

        「兄さんやめてよ。兄さんだって一緒だろ」

        　その言葉に、慶太が光希の顔を見てくる。

        「兄さんさ、それ楽しい？　十八年一緒に暮らした弟の話をきちんと聞くよりも、半年しか一緒にいない俺を守るのが、楽しい？」

        「何言ってんだ、光希……」

        「楽しいよね。オメガっていう、か弱くて劣っている種を守れるんだから。男としての、アルファとしての自尊心をくすぐるよね」

        　慶太は晃希から手を離すと、呆然とした顔で光希を見てきた。

        「晃希も兄さんも根本は一緒だよ。俺をペットだと思っている。可愛くて、賢くて、でも自分よりは劣るペットだ」

        「違う。光希、違うよ」

        「十二年間も放っておいて、今更なんなんだよ。こんだけの財力があって、十二年間見つからなかったって嘘だろ。そんなわけない。俺が見栄えが良くて馬鹿じゃないって分かったから引き取ってもいいと思った？」

        「違う」

        「何が違うの。もういいよ。もううんざりだ。守られるのも、異常な愛情もいらない。家族ごっこはもう終わり。俺、出て行くよ」

        　光希が二人に背を向けると、慶太が光希の手首を強くつかんだ。

        「痛い。離して」

        「違う。そうじゃない。そうじゃないんだ」

        「何が違うんだよ」

        　光希が慶太の手を振り払うと、慶太は小さな声で言う。

        「違うんだ。俺はお前が連れ去られたとき、あいつを止めなかった。だから、俺はお前に罪を償いたいだけだ」

        　何を言っているんだと思って光希が振り返ると、慶太は力なく笑った後、泣きそうな顔をしてその場に座り込んだ。

        「兄さん？」

        「ごめんな、光希。十二年前のあのとき、俺は止めることもできたのに、それをしなかった」

        　慶太の言っていることが、光希には理解できなかった。何を言いだしたのだと思い、じっと慶太を見下ろす。

        「あの女は、本当は俺を連れて行くつもりだった。長男だから養育費を沢山貰えるって」

        　慶太が光希の顔を見上げてきた。その顔はいつもの優しく頼りがいのある顔ではなく、子どものようである。それは記憶の底に埋もれている、八歳の頃の慶太の顔と同じだと思った。

        「俺はあいつが嫌いで、一緒に行くのは絶対に嫌だった。でも、あいつは俺を強引に家から連れ出した。あいつが、泣き叫んで嫌がっている俺の手を引いて、いつもお前たちが遊んでいるあの公園の前を通りかかったとき、光希が話しかけてきたんだ。兄さんどうしたのって」

        　慶太の声が詰まる。

        　光希は慶太の目の前に同じように座って、続きを待った。ただじっと待った。

        　広く長い廊下は静まりかえっている。この家は広い分、外の音があまり聞こえない。誰も音を発しないと、ただ静かで寂しい空間なのだと、光希は初めて知った。

        　しばらくすると、その空間に吸い込まれるような力のない声で、慶太が続きを話し始める。

        「あいつ暴れる俺にうんざりとした顔を向けた後にお前を見て、大人しい方が楽だって言った」

        「兄さん？」

        　晃希が小さな声で慶太を呼ぶ。晃希の声も震えていた。

        「暴れて面倒な俺よりも、オメガの方が大人しくて利用価値があるかもって、そう言って俺の手を離して、光希の手を握った。光希は嫌がらずに従っていた。光希はあの女と去って行く途中、一度だけ俺の方を振り返って、兄さん、よかったねって言って、笑ったんだ。ただ無邪気に、喜んで笑った。俺はよかったって、その笑顔を見ながらそう思って、あの女を止めなかった。そばにいた橘さんにだって言えたのに、それも言えなかった。俺が言えば、橘さんだってなんとしても止めてくれただろけど、怖くて言えなかった」

        　光希はそれを聞きながら、あぁそうだったのかと思った。慶太の優しさは、自分への贖罪だったのだ。

        「橘さんはただ、母親が子どもを迎えに来ただけだと思っていた。まさか離婚届を置いて失踪したなんて思わないだろ。だから橘さんは自分を責めた。父さんも自分を責めた。だけど、誰も俺を責めなかった」

        「当たり前だよ。まだ、兄さんも幼かった」

        　慶太はそれに首を振った。

        「父さんも光希を取り返そうとしたんだ。だけどあいつは強したたかだ。色んな知り合いもいたし、勿論裏の世界の知り合いもいた。ない事をでっち上げてスキャンダルにすることだってできる。そうすれば困るのは俺たち子どもや社員やその家族だ。あの頃は暴力をふるったこともなかったし、腐っても母親だからって、父さんは子どもの、何よりも光希のためにって、養育費を多く払うことで決着したんだよ。考えが甘かったんだ」

        　確かにそうだ。母は達臣といたときは猫を被っていたのだろう。暴力をふるわれるようになったのは、小学校高学年になった辺りであり、本能的に、光希にメスとしての脅威を感じ始めた頃だろう。

        「父さんはずっと光希のことを気にかけていたから、定期的に光希の現状を報告させていた。住むところを転々とするあいつに警告すると、高校にちゃんと行かせて、定住するとあいつは言った。住んでいる場所も良い所だったから、なんの問題もないと思っていた。でも、まさかあんなことが……まさかまだ十六歳の光希に……俺のせいだ。それからは父さんも俺も必死でお前を取り戻すために動いた」

        　あのこととは、久く我が山やま孝たかしに買われたことだろう。あぁ、やっぱり知っていたんだと思って、惨めで少しだけ泣きたくなった。

        　ごめん、と慶太は繰り返す。光希は、体を丸めるようにして床に視線をやる慶太の体を、そっと上から抱きしめた。

        「大丈夫だよ、兄さん」

        　光希は言う。

        　たかが八歳の子どものしたことに、ここまで罪の意識を抱える慶太が、光希には理解できなかった。

        　アルファであるがゆえに完璧を求め、こんな些細な罪も抱え続けるのだろうか。ならばアルファの、なんと弱いことか。

        　そして達臣も慶太も、光希に必要以上に愛情を注ぐことで、家族を取り戻そうとしているのだ。ならば彼らを救えるのはただ一人、光希だけなのだ。光希だけが彼らを許し救える。

        「大丈夫だよ、兄さん。俺は一緒にいるよ」

        　光希はそれを知った今、初めて彼らと家族になれると思った。アルファも所詮人間であるのだ。尊大で、愚かで、弱い。

        「俺も、父さんも、それに晃希のことも、光希は許せるのか」

        　慶太の問いに、光希は小さな声で呟いた。

        「いいよ。兄さんも、父さんも、晃希も、俺は許してあげる。だって、家族でしょ」

        　それに、慶太は光希の腕を強く握ってくる。

        　光希は、慶太を抱きしめる力を強めた。初めて慶太のことを愛おしいと、そう思った。

        　光希は再度呟く。

        「家族だよ。だから、俺がみんなを救ってあげる」

        　それに慶太は、ただ頷うなずいた。　

        　

        ＊

        　

        「おはようございます」

        　光希が食卓に着くと、父の達臣が新聞を読みながらコーヒーを飲んでいた。

        「おはよう」

        　にこりと笑って答える達臣に、光希は少しほっとした。

        　昨日の事は恐らく慶太から聞いているのだろう。しかし普段と変わらぬその様子に、光希も普段と変わらぬようにと努めながら、家族分の味噌汁と白米をよそって配膳をした。

        「晃希は？」

        　朝は唯一家族が揃う時間だ。そのため家族で揃って朝食を取るのが、この家の決まり事だった。だが、晃希の姿が見えない。

        「今日は先に行くって」

        　慶太の言葉に、あんなことがあったから気まずいのかなと思いながら、両手を合わせていただきますと言った。

        　両手を合わせていただきますと言うことはなんとなく身にはついていたが、両手を合わせる本当の意味というのはこの家に来てから初めて知った。

        　慶太が時間をかけて丁寧に作ってくれた食事は、手を合わせて食べるべきなのだ。

        「兄さん、いつもありがとう」

        　何度も言っていた言葉だが、今日は本心からその言葉が出た。おかしなもので、どんな思いで慶太が家族のために食事を作ってきたのか本当の意味を知り、初めて心から感謝したのだ。

        　そんな自分は歪んでいるのだろうと思いながら、光希はタマネギとジャガイモが入った味噌汁を口にする。

        　それに慶太は口元だけ上げて少し笑うと、同じように味噌汁を口にした。

        　光希が大好きな鰹節で出汁を取った味噌汁は、タマネギの甘みがして美味しい。慶太が毎朝欠かさずに作ってくれる味噌汁は、光希が一番好きな食べ物であった。

        「ごちそうさまです。美味しかった」

        　食べ終えて食器をシンクに片付けると、慶太が弁当箱を光希に差し出してくる。

        「今日からは、きちんと光希に渡すから」

        　それに光希は頷うなずくと、ありがとうと言って弁当を受け取った。

        　学校に行くと、いつもと少し空気が違う気がした。なんとなくざわついている。

        　教室に入ると、真々田が光希の所に歩いてきた。その顔は心なしか、少し興奮していた。

        「鳥羽先輩、今日一緒じゃねぇの」

        「あ、うん。今日は別々」

        「じゃあ、あの話本当かよ」

        「なに、あの話って」

        「鳥羽先輩が、同級生、下駄箱でぼこったって。相手、かなり重傷みたいだぜ」

        　光希はそれに動きを止めると、真々田の顔を見た。

        　昨日、栗本にされたことを慶太と晃希に話した。フェラチオをしたと言ったときの慶太と晃希の顔は、言った本人の光希が殺されるのではないかと思うほどに、怒りに満ちていた。

        「大した事じゃないよ。別に初めてじゃないし」

        　なだめるように言った光希の言葉は何故だか逆効果だったようで、晃希はさらに怒りを浮かべていた。

        「とにかく、あんな奴とやるつもりはないから、オメガだということは学校中に広まるだろうね。そうしたら、もう通学はできないかな」

        　瑞穂学園には、オメガは入学できないという決まりなど勿論ない。ただ、生徒の中には差別主義者も多い。アルファが多く存在している狭い環境の中では、それも仕方がないのだろう。本人は自覚せずとも、知らずオメガを差別してしまう人間もいるのだ。

        　それをものともせずに立ち向かえる人間もいるだろう。しかし光希はそれだけの信条を持っておらず、また、栗本の一件で、身をもって暴走したアルファの怖さを知ってしまったため、オメガだということがバレたのに、通学をする勇気はなかった。

        「大丈夫。光希は心配しないで。俺がきちんとケジメつけるから」

        　晃希は、光希にそう言った。慶太も、それに頷うなずく。

        「明日はなんの心配もせずに、学校に行くといい」

        　慶太の言葉を不安に思いながらも、光希は再度頷うなずいた。

        　そして今、その「ケジメ」が何を指していたのかを知ったのだ。

        「晃希はどこに？」

        「さぁ。多分指導室かな」

        　光希は立ち上がると、生徒指導室に走った。

        　生徒指導室は使用中の札がかかっていたが、構わず光希はそこのドアを開ける。そこには晃希と、他に教師が二人ほどいた。

        「使用中だぞ」

        　開けられたドアに、中にいた教師が言う。光希は構わず中に入った。

        「怪我してる。病院、早く！」

        　晃希を見た光希が言うと、教師の一人が光希の腕を引っ張って、強引に部屋の外に連れ出した。

        「これから連れて行く予定だ。君は教室に戻りなさい」

        「でも、俺の弟です」

        「分かっている。だからこそ、一緒にいたらまずいんだ。御尊父には連絡した。もうすぐ来るとのことだ。君は授業を受けなさい」

        　それに頷うなずくと、光希は教室に戻る。

        　父は来るのだろうか。忙しい人だ。

        　しかし光希はふと、朝の父の様子を思い出す。そういえば今日はかなりゆったりと準備をしていた。いつもは光希よりも早く家を出るのに、まだ家にいたのだ。

        　光希は昨日の慶太の様子と、父の朝の様子から、晃希が何をするのか二人は知っていたのだと気がつく。それに少しだけ寒気がしたのを感じた。

        　昼休みになると、噂は二年生にまで広まっていた。話したこともない生徒が話しかけてきたりしたが、光希は何も知らないと言って通した。晃希の怪我を心配するふりをしているが、大抵がゴシップを楽しんでいるのが分かったからだ。

        「うるせぇな。どんだけ暇なんだよ」

        　うんざりしている光希の代わりに、真々田がそう言って寄ってくる生徒を追い払ってくれる。可愛い顔して肝が据わっていると、光希は改めて感心した。

        　授業が終わり家に帰ると、居間のソファで慶太が本を読んでいた。

        「ただいま。今日も早いね」

        「おかえり。今日はさぼり。晃希を一人にしておけないし」

        「父さんは？」

        「会社」

        　光希は慶太の隣に、膝を抱えて座った。

        「父さんも兄さんも、晃希がやること、気がついてた？」

        「あぁ」

        「止めなかったの？」

        「止めないよ。晃希が蒔いた種だ。自分で刈り取らないと」

        　光希は何も言えずに、膝を抱える腕の力を強めた。

        「俺たちが怖い？」

        「え？」

        　慶太の言葉に、光希は慶太の顔を見た。

        「怖いかもしれないけど、コケにされてそのままにしておくほど、うちの一族は穏やかじゃない。執念深いからこそ、こうやって金と権力を得られたんだ。もっとも大人なら違った手を使うだろうけど、まだ晃希は子どもだからね。仕方ない。勿論、晃希が頼ってきたら父さんも俺も力を貸したけど、晃希がそれを望まなかった。だったら、好きにさせるしかない。俺たちにできるのは、刈り取った後の畑の処分を適切に行うことだけだ」

        　慶太の柔らかい笑顔とは裏腹の言葉に、あぁやはりこの人はアルファなのだと思い知る。

        「執念深いね。俺にはそんな根性ないな」

        「そうだね。光希はそれでいい。汚いことなんて知らずに、そのままでいてほしい」

        　光希はそれに笑うと、慶太の肩に寄りかかる。慶太は少し驚いた顔をして光希を見たが、光希をどかすことはしなかった。

        「兄さんは、やっぱりあの人に似てる」

        「え？」

        「性格も顔もまるで違うけど、なんでだろ。どこか似てるんだ。匂いと、体かな」

        　そう言いながら光希は、匂いと体が似ていると思うなど、まるで獣みたいなだと思った。

        「俺は兄さんが思うような人間じゃないよ。汚いこと、沢山してるんだ。フェラだけじゃない。自ら発情して、本能のままにセックス、沢山した。あの人の気持ち考えないで、匂いで誘って、沢山求めた」

        　慶太の体がピクリと動いた。軽蔑しているのだろうかと思ったが、もう今更だ。お互いを隠すのは昨日で終わりだ。慶太がさらけ出したのだから、自分もさらけ出すしかない。

        　もっともそれは、言い訳だとは光希には分かっていた。誰かに久我山の話をすることで、彼の面影を追いかけたいだけなのだ。

        「兄弟にこんな話されても困るよね」

        　光希が言うと、慶太はいや、と答えた。

        「光希はやっぱり綺麗だよ。まっすぐで、逃げずに、自分にも他人にも向き合える。それに、そんな風に誰かを思えるということが、綺麗だという証拠だ」

        「そんなことない。逃げてばかりだ。いつも晃希に言われてる。そのとおりだと思う」

        「いや、逃げてないよ。逃げてる人間はそれにさえ気がつかない。光希はたとえ逃げたとしても、自分と向き合う強さがある。俺にそれはなかった」

        　光希は慶太から体を離すと、立ち上がって慶太を見下ろした。慶太は相変わらず柔らかい笑みを浮かべている。この男だって、こんな風に笑えるようになるまで、沢山の痛みを乗り越えてきたはずだ。

        「晃希、部屋にいるの？」

        「あぁ」

        「見てくるね」

        「そうしてやってくれ」

        　光希は自室の隣にある晃希の部屋まで行くと、ドアをノックした。返事はない。

        「晃希、いるんでしょ。開けて。話をしよう」

        　しばらくすると、ドアが開き晃希が顔を見せた。整った顔は少し腫れていて、唇が切れている。光希がそれにそっと触れると、晃希は咄嗟に体を引いた。

        「入っていい？」

        　光希が聞くと、晃希が頷うなずいて部屋の中に入って行く。それに光希も続いた。

        　晃希の部屋には初めて入った。光希と同じような作りの部屋で、机にはパソコンがあり、本棚には本と漫画がずらりと並んでいる。高そうなオーディオシステムはスピーカーが三つあって、たまに音楽が漏れてくるのはこのスピーカーのせいなのだと思った。

        　恵まれている子どもの部屋だと思った。光希の部屋にある物で晃希と同じ物は、ベッドと机と本棚だが、机の上にパソコンはなく、本棚にも「種の起源」と教科書があるだけだ。持っている物がまるで違う。

        「音楽、好きなんだ」

        　光希が呟くと、晃希が頷うなずいた。半年以上一緒に住んでいても、まだお互いのことを知らない。

        　晃希がベッドに座ったので、光希は椅子に座った。晃希は光希の顔を見ずに、下を向いている。

        「兄さんのこと、大丈夫？」

        　光希が聞くと、晃希が頷うなずいた。

        「一週間前なら許せなかったかもしれない。でも昨日、自分で思うほど俺は賢くないし、くだらない、ガキみたいな間違い起こすんだって知った。八歳の頃の兄さんがした間違い、責める気にはならなかった」

        「そう。よかった」

        　部屋の中は静かだった。いつも聞こえてくる音楽もかかっていない。沈黙が重いと思ったが、話をしたいと言っても何を話したいのか光希自身もよく分かっておらず、どうしていいのか分からなかった。

        「昨日言ってた、フェラしたって話。相手はアルファ？」

        　光希はそれに頷うなずく。

        「好きな人？　セックス、したのか」

        「うん、したよ」

        　晃希は相変わらず光希から視線を外したままであったが、光希の答えに、わずかに体をピクリと揺らした。

        「昨日のこと、ごめん」

        　晃希がぽつりと呟いた。

        「うん。もういいよ。怪我は平気？」

        「平気」

        「相手は？」

        「わかんないけど、入院だって」

        「なんでそんなことを……馬鹿だよ」

        　光希が言うと、晃希はそうだね、と答えた。

        「停学は免れない。下手したら退学だし、もしかしたら少年院とかの可能性だってあるのに」

        「そうだな。でもいいよ、別に。光希にしたこと、俺、絶対に許せなかった」

        　馬鹿だ。光希は再度思う。相手に障害を負わせて少年院に入ったりしたら、一生が終わりだ。

        「光希。俺、光希のこと、好きだ」

        　晃希が光希の顔を見て言う。その目はまっすぐで、綺麗だった。

        「そう」

        「そうだ。前に言っただろ。俺、小さい頃からずっと、光希と一緒だと思ってた。だから離れてからずっと、なんか心に穴が開いたみたいに寂しくて、辛かった」

        「五歳のときの話だ。晃希は何か、幻想を抱いてるんだと思う。日常の不満を、俺に転嫁してやり過ごしてきただけだ」

        「光希は、そんなことないのか」

        「ない」

        　晃希は顔を歪めると、光希から顔をそらした。

        「幻想じゃない。俺、光希と再会したとき凄く嬉しかった。光希の顔を見た瞬間、心が満ちていくのを感じたんだ。だけど、なんでだろう。そばにいると凄く心がざわついて落ち着かない。一緒にいるのがいけないって、そういう気になる。でも、離れているとそばにいたくなる。離れていると凄く苛々して、駄目になるんだ。なんでだろうな」

        「一緒にいると落ち着かないのは俺も同じ。でも、晃希みたいにそばにいないと駄目だって、そういうのはない」

        　ごめん、と呟くと、晃希はそっか、と言って寂しそうに笑う。

        「晃希がそう思うのはさ、俺がオメガだからだよ。オメガを支配したいだけだ。本能だよ。でも、一緒にいるのは駄目だとも思っている。兄弟だから、もう一つの本能がお互いを避けているんだと思う」

        「違うよ。光希はよくそういうこと言うけど、俺たちはオメガを支配したいなんて思ってない。俺たちにとってオメガは憧れだ」

        　それに光希は少しだけ声を出して笑った。一体この男は何を言っているのだ。綺麗事を言って、それでなんになるのだろうか。

        「よく言うよ。学校の奴ら見ても、オメガを馬鹿にしてるのがよく分かる。アルファはオメガを番にして、都合悪くなったら捨てることだってできるだろ。何が憧れだ」

        「じゃあさ、光希は番を解消されたオメガをどれだけ見たことがあるんだよ」

        　光希は晃希の言葉に口をつぐむ。実際に光希は、アルファやオメガとの付き合いはほとんどない。アルファの一族から離れてしまったため、アルファやオメガのソサエティーに触れることができなかったのだ。そのため、アルファやオメガについて知っているのは、本やインターネットからの情報しかない。

        「俺はさ、沢山アルファとオメガの夫婦見てきた。皆仲が良くて、歳をとってもお互いを大切にしているような夫婦ばかりだ。大抵は他の組み合わせの夫婦よりも、仲がいい」

        「でも、実際にアルファはオメガを馬鹿にしてるだろ。学校の奴らだって、晃希だってそうじゃないか」

        「違うよ。欲しくて、手に入らないから強がってそう言ってるだけだ。オメガは人口の五％だっていうけど、それは計算上の数で、実際にはもっと少ない。オメガは凄く希少なんだ。だから俺たちは、もしオメガと結ばれる機会があれば大切にしようって思ってる」

        「その結果が、あの栗本って男？」

        　晃希はそれに首を振る。

        「栗本のしたことは許せない。でも、栗本はもともとそんな暴力的な男じゃなかった。多分、本当に光希が好きだったんだと思う。毎日毎日、光希の話をずっとしてた。俺、馬鹿だったって本当に思うけど、栗本に絶対に光希を渡したくなくて、だからつい口を滑らせた。栗本もどうやって光希を手に入れられるかって考えて、それでおかしくなって、出した答えを間違えた」

        　光希には晃希の言っていることが理解できなかった。結局は個人ではなく、オメガという種が欲しいと言っているようにしか思えない。

        「俺たちは、オメガを本当に大事にしたいと思ってるから、好きになれるような相手じゃないと手は出さないよ。好きじゃなくても、発情期にやれば本能のまま番にする可能性だってある。そうしてしまえば、好きじゃないのにオメガの一生を奪ってしまう。そんな残酷なこと、俺たちは望んでない」

        「嘘つくな。そんなアルファだっているってだけで、皆がそうなわけじゃない。実際に、オメガをただの性欲処理としか思っていない奴もいる」

        　光希は、久我山の叔父の孝を思い出しながら言う。あんな屈辱は、味わった者にしか分からない。まともな家庭で育った晃希には、きっとそれは分からない。いや、本当は分かっているのかもしれないが、認めることはないだろう。

        「そうかもな。でも、俺は番になる覚悟もないのにオメガと寝たりしない。光希の心を奪っておきながら、体だけの関係で終わらすなんて、しないよ」

        　光希は晃希が何を言いたいのか想像がついた。それを言われたくなくて、その顔を睨み付ける。

        「光希がどれだけ好きか知らないけど、その男は最低だ。光希を手に入れながら、捨てたんだ。最低なアルファだ」

        「黙れ」

        「何回寝たんだよ。そんなにその男、良かったのかよ。発情して、抱かせたのか」

        　晃希は怒っている光希など気にせず続ける。言っている内容とは裏腹に、その顔は泣きそうだ。

        「晃希には関係ない。晃希だって誰かとやったことくらいあるだろ」

        「あるよ。だけど、発情したオメガとやって捨てるような真似はしない」

        　光希は立ち上がると、晃希を見下ろす。

        「やっぱり晃希はオメガを馬鹿にしてる。最初に寝たアルファが一生の相手？　ふざけんな。オメガだって他の人間と一緒だ。付き合って、別れることもある。沢山の人間と寝たいと思う奴だっているだろ。晃希の理想を押しつけるな。吐き気がする」

        「違う。アルファとオメガは惹かれ合う。番っていうシステムがその証拠だろ。だからこそ、アルファなら軽率なことはしないはずだ。光希が好きな男はおかしい」

        　光希はもう我慢ができないと思って、晃希の部屋から出て行く。栗本に襲われたときでさえ、こんなに怒りは湧いてこなかった。晃希の言葉を許せない。

        　自室に入ると、光希はベッドに横になった。制服を着替える気にもならない。

        　時間は十八時だ。夕飯はもうすぐであろう。しかし光希は、構わずベルトを外し、ズボンを脱ぐと、下着をずらしてペニスを握った。

        　それをゆっくりと擦こすると、意識がそこに集中した。久しぶりの自慰に、すぐにそこは立ち上がり、先走りの液で光希の手を濡らしていった。

        　左手で先端から溢れる液体をすくうと、中指をそっと後ろに入れる。

        「あっ……！」

        　知らず声が漏れた。

        　その瞬間、ドンッと壁が鳴った。晃希がドアを叩いたのだろう。声が聞こえたのか、匂いが漏れたのか。しかし、やめる気はなかった。

        「久我山さん……久我山さん……」

        　久我山の名前を呼びながら、自身を夢中でかいた。久我山の手は優しかった。その手を思い出しながら、裏筋を擦り上げ、先端に指を這わす。

        　後ろに入れた指は思うように動かせなかったが、それでも出し入れをすると、久しぶりの感触に、体の奥がブルリと震えた。

        「久我山さん、気持ちいい……久我山さん」

        　晃希に聞こえているかもしれなかったが、構わなかった。聞きたければ聞けばいい。どれほどに、自分が久我山を求めているのか、知ればいいのだと思って始めた自慰だ。むしろ、聞こえている方がよかった。歪んでいるのは百も承知だ。

        　絶頂が近くなってくると、光希の鼻孔を今まで嗅いだことのないような匂いがかすめた。

        　あぁ、これはアルファの匂いだ。アルファが興奮をしている。

        　しかし久我山とは少し違う。胸が騒ぐような、叫びたくなるような、じっとしていられないような匂いだ。

        　これは晃希の匂いだろうと、光希はすぐに気がつく。晃希が、光希と同じように自慰をしているのだ。

        　その匂いが光希の絶頂を遠ざけてしまった。そしてその匂いに、光希は奇妙な感情を抱いだいた。

        　ずっと嗅いでいたいような、逃げ出したいような匂いだ。その匂いを嗅ぐと、快楽が増すようにも感じ、また快楽が遠のいていくようにも感じる。

        　ぐちゃぐちゃの頭の中からは、いつの間にか久我山の姿が消えた。ただその匂いに捕らわれながら自身を追い立てると、ようやく射精をする。

        　掌に吐き出された精液を見ながら、一体今のはなんだったのだろうと、光希は呆然とした。

        　

        ＊

        　

        　光希は持って帰ってきたノートのコピーを、晃希に渡した。

        「ありがとう」

        　晃希はそれを受け取ると、机の上に置いてベッドにごろりと横になった。

        　晃希は栗本への暴行で停学二週間になった。栗本は鼻と頬骨の骨折、その他打撲や肋骨にヒビなどの怪我をしたが、父の達臣が何か手を回したのか、被害届を出されることもなく、晃希は停学だけですんだのだ。

        　光希は晃希の友人から毎日授業で書いたノートのコピーを預かり、それを毎日晃希に渡す。友人に恵まれていると思ったが、晃希はそれを見ることはしなかった。

        「大丈夫なの？　勉強、遅れるんじゃない」

        「二週間くらい、大丈夫だって。せっかくの休みだから、思いっきり怠けたい」

        　瑞穂学園は授業のレベルが高く、光希なら一日でも休めば置いていかれるであろう。晃希の頭の良さが羨ましいと思った。

        「それに、俺、留年するつもりだし」

        「は？」

        「俺が卒業したら、光希一人で通学になるだろ」

        　何を言っているんだと思って、光希はベッドに横になっている晃希の頭を軽く小突いた。

        「馬鹿なこと言うな」

        「本気だって」

        　そう言って起き上がった晃希は、光希の手を握ってきた。

        　手から心臓に向かって信号が走るように感じる。なんだろうか、この感覚は。不快ではないが、気持ちの良いものはない。咄嗟に光希は晃希の手を払った。それに晃希が苦笑する。

        「期末テストの勉強するんだろ。ここでしろよ。分からないところ、教えてあげる」

        　光希はどうしようかと迷ったが、中間テストの結果があまり良くないこともあり、晃希の言葉に素直に従うこととした。

        　何より、最近晃希が光希を避けなくなった結果、一緒にいる時間が増え、お互いの匂いに慣れてきたのか以前のような落ち着かない気分が減ってきたのだ。

        「机、使いなよ」

        「晃希はテスト勉強もしないの」

        「テスト勉強なんてしない。授業受けてれば勉強なんてしなくてもいいだろ」

        「授業、受けてないじゃん」

        「まぁ、なんとかなるだろ」

        　停学が明けるのは、期末テストの初日だ。授業を受けずにテストを受けるのは不安ではないかと思うのだが、晃希ほどの頭の良さになると、常人の常識とはかけ離れているのだろう。羨ましいが、自分はそうではないと勉強を始めることにした。

        　教科書とノートを広げて、復習を始める。集中力はあるほうだ。晃希がいても気にせず、光希は数学の問題を解いていった。

        「そういえば、光希、今日もまた告白されたんだって？」

        　ベッドに寝転がりスマートフォンでゲームをしていた晃希が、ぽつりと呟いた。

        「勉強中」

        「少しくらい、いいだろ。休憩しろよ。もう勉強始めて二時間たってる」

        「え？」

        　時計を見ると、二十二時だった。夢中で問題を解いていたために気がつかなかった。

        「集中力は凄いよな」

        「集中力は、ってなんだよ」

        　光希は持っていたペンを置くと、大きく伸びをした。

        「俺がいなくなった途端に、変なのが寄ってきてる。放っておけないだろ」

        「なんで知ってるんだよ」

        　それに晃希は答えずに、スマートフォンをベッドに投げ置いた。

        「俺が休んでから、何人に言われてんだよ。隙が多過ぎる」

        「モテ期ってやつだよ。今までこんなことなかった。どうせ一過性のもんだよ」

        「今まで周りはベータばっかりだったから、びびってただけだろ。アルファは自信家が多いから、構わずにくる」

        　光希はそれにどう答えていいか分からずに、黙ったままでいた。

        「ＯＫした相手とか、いないよな」

        「いないよ」

        「付き合ってもいいなって奴、いなかった？」

        「いないよ。好きな人いるし」

        　それに晃希は鼻で笑う。

        「この間言ってた相手か。まだ好きなのか」

        　光希はそれに頷うなずいた。

        「理解できない」

        　晃希の言葉に光希は、別にいいよ、と答える。

        「理解してもらおうなんて思わない」

        「この間も言ったけど、そんな奴駄目だ。どうせ、光希の体だけが目的だ」

        「何も知らないくせに、知った口きくな」

        　光希は晃希の顔を睨み付けると、再度教科書に視線を落とした。

        「いつ、どうやって知り合ったの」

        　しかし、構わず晃希は聞いてくる。

        「うるさいよ。勉強中」

        「ナンパ？　年上だよね。優しい言葉を吐かれた？　甘い言葉で誘われた？　どれも嘘だ」

        　光希は酷く苛つき、持っていたペンを置いて晃希を見る。傷つけてやろうと、そう思った。

        「違うよ。俺が、セックスしてくれって頼んだんだ」

        「は？」

        「セックスしたくて、誘惑したんだよ。新型って便利だろ。自分で匂い出して、誘って。向こうは断ったけど、無理矢理した」

        　晃希は上半身を起こすと、忌ま忌ましげな顔を隠すように、手を握って口元に当てた。

        「オメガの匂いに当てられたとき用に、アルファは必ず抑制剤を持ってる。それを打てば済む話だ。だけど、そいつはしなかった」

        　晃希が投げるように言葉を吐いた。空気が、段々と険悪になっていく。

        「そう。でも、それ聞いて、俺は嬉しいよ。だって、わざと誘惑されたってことだろ。俺とセックスしたいと思ってくれたんだ。それ以上に嬉しいことはないよ」

        　負けじと光希が言うと、晃希は立ち上がって半ば怒鳴るように声を荒らげる。

        「だから、それが騙されてるってことだろ。いい加減気づけよ！」

        「それがなんだ」

        　光希は晃希とは逆に、冷めた声を吐き出した。

        「前に晃希、俺がなんでこの家に逃げてこなかったのか聞いたよね。じゃあ、逆に、なんで晃希は迎えに来なかったの」

        　晃希はそれに、ぐっと唇を結んだ。

        「どこにいるのか、知らなかった」

        「言い訳だ。俺が同じこと言ったら、晃希はそう言うだろ」

        「……」

        「晃希には分からない。ずっと身動きとれずに、霧がかかったような毎日だった。自分の体がいつもふわふわしていて、自分が存在しているのか分からないような、そんな感じだ。そんなときに差し伸べられた手が、どれだけ嬉しかったか、どれだけ希望になったのか、晃希には分からないよ。俺にはあの手だけあればよかった。あの人だけが、俺の全てだった。あの人が手に入るなら、他は何もいらない。温かい家に美味しい食事。何不自由なく暮らしている晃希には、何一つ分からない」

        　先ほどの勢いはどこに行ったのか、晃希は光希から視線をそらして、弱々しい声を出した。

        「でも、今は光希もそれ、手に入れた。だったらもうそいつ、いらないだろ」

        「さすが傲ごう慢まんだね。俺は今でも、彼が手に入るのなら全部捨てられる」

        　晃希はそれに呆然とした顔をした。傷ついている顔だ。光希は傷つけたいと思って吐いた言葉が、思った以上に晃希を傷つけていることを知り、優越感と罪悪感を同時に覚えた。

        「ふざけんな」

        　晃希は呟くと、座っている光希の手をぐいっと引っ張り、そのまま光希の体をベッドに倒した。

        「やめろ」

        　光希が冷静に言うと、晃希は光希の股間に手を当ててきた。

        　光希は焦らなかった。まだ晃希の体からは興奮している匂いがしない。これはただ、光希を罰したいと思っているからの行為なのだと思った。

        「そういえば光希、最近毎日オナニーしてるよな。匂いが凄いしてくるから分かる。そんなに溜まってるのかよ。そいつとやりたくてしょうがない？」

        「兄を押し倒すような奴に、言われたくない」

        　晃希はそれに口元を上げて笑うと、光希の耳元で囁く。

        「俺がやってやるよ。人の手の方が気持ちいいだろ」

        　晃希の声は艶めいており、酷く色っぽかった。自分以外の人間であれば、晃希の言葉に興奮をしただろう。しかし光希の頭は、ただ冷静であった。

        「男とやったことないだろ」

        「なくても同じ男だ。どこが気持ちいいのか分かる」

        「同じ男でも感じるところは違う。そんなことも分からないんじゃ、俺を気持ちよくなんてできないよ」

        　挑発するように言うが、晃希はそれに乗っては来なかった。

        「違うって、じゃあ、光希はどこが感じるの？　こことか？」

        　ズボンの上から後ろを探ってきた晃希の手首を、光希はぐっと握って制する。すると晃希は光希の握った手に鼻先を当てた。

        「あぁ、こっちの手だ。凄く甘い匂いがする。左手で尻をいじってるんだ」

        　光希はその言葉に、晃希の手を振り払うと晃希の腹に膝をいれた。

        「……っ」

        　さすがにやり過ぎだ。光希は思う。晃希の行為は、罰だとしても挑発だとしてもやり過ぎだ。

        　光希はベッドから降りると、腹を抱えてこちらを見てくる晃希の顔を見下ろした。

        　この男は、色々とごちゃ混ぜになっている。兄である光希。オメガである光希。そして渇望、嫉妬、支配欲全てがごちゃ混ぜになり、訳が分からなくなっているのだ。

        「俺たちは兄弟で双子だ。そこを、絶対に間違えるな」

        　光希が呟くと、晃希はそれを鼻で笑う。危ういと光希は感じた。

        　お互いの目を見つめ合う。ここにいてはいけないという思いが湧いて来た。凄く落ち着かない気持ちだ。最近少し薄れたと思ったお互いの存在を、今はまざまざと感じる。

        　どうするべきか。少しでも動けば何かが崩れるような気がして、光希は動けずにいた。

        「光希、いるの？　勉強中？」

        　どうすることもできない空気の中で、ノックの音と、慶太の声が響いた。良いタイミングだ。助かった。光希は体の力を一気に抜くと、ドアを開ける。

        「いや、もう終えたところ」

        「父さん帰ってきたから、おかえりの挨拶して」

        「分かった」

        　達臣の帰宅時間はまちまちだ。出張も多いため、中々会うことはできない。そのため、夜に会えるときは必ずおかえりなさいの挨拶をするように、慶太が促してくれるのだ。

        　居間に行くと、達臣がネクタイを外してソファに座っていた。酒を飲んできたのか、顔が少し赤い。

        「お帰りなさい」

        　光希と晃希が言うと、達臣は笑ってただいまと答えた。

        「光希は試験勉強してたんだってね。偉いね。慶太も晃希もあまり勉強をしないから、困ったものだ」

        　光希はそれに、嫌味なのかどうなのか分からずに、苦笑いをした。

        「俺は、二人みたいに頭良くないから」

        　達臣は少し声を上げて笑うと、光希の頭を撫でた。

        「頭が良いとか悪いとかは関係ないんだよ。一所懸命に何かをやるというのが大事なんだ。社会に出るとね、頭の良さも大事だけど、一つのことに集中ができる、努力ができるということが何よりも大事になるんだよ。光希は一所懸命頑張れる子だ。それは君の、何よりの宝だ」

        　光希は達臣の言葉が嬉しくて、こらえることができずに満面の笑みを浮かべた。

        　母がくれなかった言葉だ。こんな風に誰かに褒められたくて、勉強を頑張ってきたのだった。認められるということは純粋に嬉しい。

        「どうせ俺は不真面目だよ」

        　晃希が拗ねるように言うと、慶太が笑った。

        「俺も晃希と一緒で不真面目だよ。光希は本当に偉いね」

        「まぁ、でも、光希はそういうところ凄いよ。俺も、光希のそういうの、認めてる」

        「なに、その上目線」

        　急に一斉に褒められると、それはそれで、今度は身の置き所がなくなったように感じて困る。思わず光希が顔を伏せると、達臣がもう一度光希の頭を撫でてくれた。

        「光希、試験はいつまでだね」

        「来週いっぱい」

        「じゃあ、来週の土曜日は休みかな。何か用事はある？」

        「いえ、特には」

        　達臣はソファに座ると、隣をポンポンと叩いて光希に座るように促した。

        「じゃあ、ちょっと付き合ってくれないかな」

        「どこに？」

        「私の友人が慈善パーティーを開くんで、それに付き合ってほしい」

        　光希は慈善パーティーって何だろう思い、思わず慶太の顔を見た。慶太は光希の隣に座ると、光希の考えていることが分かったのか、その疑問に答えてくれた。

        「寄付金集めのパーティーだよ。参加費と、集まった寄付金を何かに寄付するんだ。金持ちの道楽とも言えるよね。芸能人とかも来るよ」

        「そんなに堅苦しいパーティーじゃないんだけど、色んな人が来る。本当はきちんと社交界で光希をデビューさせたかったけれど、今更そういうのは嫌だろう。だから、今回のパーティーはちょうどよい場だと思うんだ」

        　光希は、優しい口調の達臣に、それでも有無を言わさない強さを感じて、どうすればよいのか分からずにまた慶太を見た。

        「俺も行くんだよね」

        　慶太が何か言おうとする前に、晃希が発言をした。

        「いや、晃希はしばらく大人しくしていなさい。学園の関係者がいるかもしれないからね」

        「じゃあ、光希も行っちゃ駄目だ」

        　その言葉に、光希は突っ立っている晃希の顔を見上げた。

        「それって光希の相手探しだろ。行っちゃ駄目だよ」

        　光希は晃希の言葉に、真々田に聞いた話を思い出していた。

        　良家のオメガは早い時期に社交界デビューをさせられ、パーティーやら社交界やらに連れて行かれるという。それは、結婚相手を探すためだ。

        　オメガには発情期がある。その発情期は三か月に一度、否が応でもやってくる。発情期がある限り、常にアルファや、時にはベータにまで襲われる危険があるのだ。

        　良家の子どもは、その危険を避けるために早々と結婚相手をあてがわれる。それは政略結婚でもあった。

        　アルファの男はオメガを求める。アルファの数に比べて圧倒的に数が少ないオメガは、アルファにとっては何よりも自尊心をくすぐるもので、最高のトロフィーワイフなのだ。

        　そのため、オメガの子どもを持つ親はその特権をフル活用し、より良い相手を見つけ、自身の、そして一族の繁栄に生かす。真々田はそう言っていたのだ。

        　光希は、真々田もそう言った場に行くのかと聞いたら、真々田の親は、自分で勉強して、大学に行って、自分の力で生きていきたいと言った真々田の意見を尊重してくれており、オメガであることを隠してくれているのだという。

        　だからそういう場には未だに行ったことはないが、誘われたら気をつけろと光希に忠告をしてくれたのだ。

        　光希はそれを思い出していた。達臣も、結局は自分を駒に使いたいのだろうか。

        「まさか。相手探しだなんて、そんなことはしないよ。瑞穂学園に通学している生徒も来るかもしれない。オメガだって隠して通学しているんだから、そんな危険なことはしないよ。オメガということは一部の人間以外には隠すつもりだから安心しなさい」

        　それに晃希は、張り詰めた表情を少しだけ崩した。

        「でも、色々なアルファと会った方がいい。光希がこの人って思える相手と出会える機会は増やした方がいいからね。いずれ、番を作るかもしれないんだから」

        　達臣の言葉に、晃希は再度表情を険しくして、達臣の顔をじっと睨んだ。

        「光希に番なんていらない。ずっと俺が一緒にいる。俺が生涯、共に生きていくから」

        　晃希の言葉に、達臣が優しい表情をわずかに崩した。

        「光希とは兄弟だ。番にはなれない」

        　達臣の口調は強く、明らかに晃希を牽けん制せいしていた。

        「別に番になんてなれなくていいよ。肉体を縛り付ける関係なんてなくても、俺たちは双子で、生まれたときから番以上だ。光希も発情期がないから番なんて作らなくても生きていけるし」

        　場が静まりかえる。達臣は、晃希にどう答えていいのか困っているようでもあった。

        「父さん、俺は政略結婚には使えないよ」　

        　そんな静かな空間を打ち破ったのは、光希であった。

        「政略結婚なんてさせる気はないよ」

        「そう。ならいいけど。俺、多分子どもできないから」

        「なんでそんなことが分かるんだい。新型だからそう思っているのかな」

        「違うよ。新型でも子どもができるって、ネットか本で読んだことがある。でも、俺は無理だ。俺、前に、二週間くらい発情して、避妊せずにやりまくったけど子どもできなかった。乱交してもできなかったし」

        　慶太と達臣が光希の顔を見てきた。その表情からは何を考えているのか読むことはできない。さすがに、感情を隠すのが上手い。

        「なんだ。なんだよ、それ……」

        　唯一、晃希は違った。明らかに不快感と傷ついた表情を浮かべている。

        「相手は、光希の言ってたあの男か」

        「違うよ。薬で無理矢理発情させられた」

        　晃希が光希の肩を強くつかんできた。目が、泣きそうに揺らいでいる。よく光希に見せる顔だ。よくもこう、しょっちゅう泣きたい気分になれるものだな、と半ば関心をする。

        「なんでそんなこと！　相手は誰だ！」

        「母さんに、売られたんだよ」

        　光希は晃希の目を見つめる。じっとその目を見ると、晃希が少しだけ目を細めて、視線をそらした。

        「今更もう、何も隠さないよ。ねぇ父さん、だから俺は結婚しても意味ないし、父さんの子どもだって紹介するには、あまりにも汚れてる。だから、色々と考えた方がいいよ」

        　光希が言うと、達臣は光希の肩をつかんでいる晃希の手を、そこから離させた。

        「スーツは今週末には出来上がる。試験勉強で忙しいだろうけど、出来上がったら着てサイズを確認してほしい。来週の土曜日は、十六時には出発したい」

        　そう言って達臣は光希の肩に手をかけ、自身の方に寄せた。

        「光希は、私の大切な子どもだよ」

        　それに光希は、嬉しいと思う以上に、何故だか胸が痛むのを感じた。

        「ありがとうございます」

        　他人行儀にお礼を言うと、自室に戻った。

        　晃希はただ、光希の背中を見つめてくるだけであった。　


    

    
        ５．再会

        　

        　

        　高校の制服がブレザーにネクタイ着用であったため、スーツにはそれほど違和感がなかった。むしろ、体のラインにぴったりと合っている分、制服よりも着やすい。

        　タキシード着用ではないので、達臣たつおみの言うとおり、それほど格式張っているパーティーではないのだろう。それでも、学生だと言うのにスーツを着用する必要があるなど、以前の光希みつきには考えられないことではあった。

        　会場に向かう車は運転手が運転をし、助手席には慶けい太たが、後部座席には光希と達臣が座っている。久しぶりに乗ったベンツは相変わらず乗り心地が良く、揺れもほとんどなかった。

        　狭い空間の中、横に達臣がいることで光希は心なしか緊張をしていた。

        「もう、こっちの生活には慣れたかい」

        　達臣が聞いてくるのに、光希は頷うなずいた。

        「はい」

        「晃希こうきとはうまくやれている？」

        　光希は一瞬の間の後、作り笑いをして頷うなずいた。

        「申し訳ないね」

        「え？」

        「育て方が悪かったのかな。私も仕事で中々構ってやれなかったから、寂しい思いをさせていたのだろうね。そのせいか、久しぶりにあった兄弟の君に執着をするようになってしまった」

        　光希は愛想笑いをしながら、そのとおりだと思った。育て方云々は分からないが、達臣の言うとおり、晃希は光希に執着をしている。そしてそれは、最近では常軌を逸しているのだ。

        「ただ、幼い頃に母親に置いていかれた晃希の気持ちを少し分かってほしいというのは、光希には残酷だろうか」

        　それに光希は、いいえ、と小さな声で返した。

        　そして達臣の言葉に、確かに晃希は幼い頃に母親に捨てられたのだと思い、今までそれに思い至らなかった自分の鈍感さが、少し情けないと思った。

        「君はアルファを嫌悪しているかい」

        　光希はそれに、今度もいいえ、と小さな声で答える。

        「正直に言ってくれて構わないよ。アルファを嫌悪しながら、一方で憧れる。そんなことはないかい」

        　光希は、今度は正直にこくりと頷うなずいた。

        「それは仕方がないことだよ。アルファとオメガというのは全く奇妙なもので、お互いを疎んじながらも惹かれ合う。何故だろうね」

        「遺伝子が、そうさせているんだと思う。お互いを支配しようと進化してきた結果が、今の俺たちです」

        　達臣は光希の顔をきょとんとした表情で見た後に、笑った。

        「おもしろい考えをするね。光希は賢い」

        　そう言って、達臣は光希の頭を軽く撫でてきた。

        「晃希も同じなんだよ。母親と君が急にいなくなったことで、あの子は酷く傷ついた。幼い頃に母親を失うというのは、大人が思う以上に心に穴が開くものだ。晃希はその穴を、どうにか埋めようとしたんだろうね。そして失ってしまった君という存在をオメガに転嫁し、必要以上に嫌悪して、また同時に憧れもした。そして歪んでしまった心をどうしてよいのか分からぬままに、君に再会してしまったんだよ」

        「そうなんでしょうか。俺には、逆に思える。オメガへの嫌悪や憧れを、俺に転嫁しているように思えます」

        　達臣はそれに少し笑った。

        「いや、違うと思うよ。どちらにしろ、もう少ししたら収まるだろう。私たちアルファやオメガは、ベータに比べるとあまりにも思春期の混乱が激し過ぎる。愛情も性欲も、何もかもが混乱してしまって何が正解か分からない。ただ、十八歳を過ぎた頃から落ち着き始め、自身を理解し、本当の愛も見えてくる。もう二人は十八歳になった。そろそろ、全てが落ち着くはずだよ」

        「そうでしょうか」

        「そうだよ。光希も、あと少ししたら色々と楽になるはずだ。アルファとオメガの、お互いへの執着も少なくなってくるよ。そうすれば光希もアルファともっと建設的な関係が築けるようになる」

        　光希は分かるような分からないような思いのまま、ただ頷うなずいた。

        　そして今感じている愛が思春期の混乱であるのなら、久我山への思いも錯覚なのだろうかと、少し不安に感じる。また同時に、そうであれば、もう少し楽になれるのだろうかとも思った。

        　しばらく揺られていると、車は都内に入る。車内は沈黙に満ちており、光希は窓の外をぼうっと眺めることしかできなかった。

        　やがて車はホテルのロビーに停まった。白い手袋をしたドアマンが車のドアを開けてくれるのが妙に気恥ずかしく、光希は少し顔をうつむかせた。

        　ホテルの３０階にパーティー会場はあった。開場はしていたがまだ始まってはおらず、人はまばらだ。しかし開始時間が近づくにつれ段々と人が増えていく。それに伴い、達臣に気がついた人間が次から次へと話しかけてきた。

        　達臣は二言三言話した後、必ず光希を紹介した。オメガだとは一言も言っていないが、じろじろと見てくる視線は明らかに見定めをしている視線であり、酷く居心地が悪かった。

        「気にしないで」

        　その度に、耳元で慶太が囁いてくれる。それに少しだけ、気分が落ち着いた。

        　ようやくパーティーが始まり乾杯が終わると、達臣は積極的に光希を紹介してまわる。光希はその度に作り笑顔を浮かびながら、やはり来なければよかったと思った。

        　光希にとってはなんの面白みもない。酒が飲めるわけでもなく、立って料理を食べる行為も落ち着かない。

        　早く帰りたいと思って慶太を見ると、慶太は誰かと話をしていた。

        　スーツを着て話をしている慶太は、普段とは違っている。愛想笑いを浮かべているその表情は、仕事をしている大人の表情だった。

        「鳥羽の長男は相変わらずいい男ね」

        　後ろで女性が呟いているのが聞こえ、さりげなく振り返ると、二十代前半に見える女性が二人、クスクスと笑いながら慶太を見ていた。

        　オメガでなくても、こういったパーティーは出会いの場なのだろう。背が高くスタイルも良い慶太は確かに格好良いのかもしれない。それに金持ちだ。結婚するのならこんな男がいいのだろう。

        「あら、珍しい。久く我が山やまのご子息だわ」

        「本当。相変わらずの美丈夫ですこと」

        「え？」

        　光希は後ろで呟かれた女性の言葉に、今度はなんの気遣いもなく振り返ると、女性の視線を目で追った。

        　そしてその先にいる人物を捉えた瞬間、動きを止める。

        　久我山だ。久我山がいる。

        　光希の視線に気がついたのか、久我山も視線をこちらに寄越した。そして光希の姿を捉えた瞬間、光希と同じく凍り付いたように動きを止める。

        「久我山さん……」

        　光希は、誰にも聞こえないくらいに小さな声で呟く。

        　久我山のその目が一瞬だけ揺らいだのを、光希は見逃さなかった。確かに久我山は、光希を見て動揺をした。

        　その動揺がどういった意味を持つのかは光希には分からなかった。ただ、自分は無邪気に走り寄れるほど愚かでもなく、またそんな度胸もない。

        　久我山はすぐに視線をそらすと、話しかけてきた女性に笑いかけた。それに光希は、心臓を鷲づかみにされたかのような痛みを感じる。

        「どうした？　光希」

        　慶太が光希に優しい声で話しかけてくるのに我に返る。その顔は、先ほどまでの表情とは違い、柔らかないつもの表情であった。

        「え、ううん。なんでもない。ちょっと疲れちゃっただけ」

        「もう少しだけ我慢して。もうすぐで新にい山やま家けの人間が来る。うちとは昔から付き合いがあって、ビジネス上でも大切な相手だから」

        「うん」

        　慶太の言葉に頷うなずきながら、目の端では常に久我山の姿を追っていた。まるで夢の中のように、自身が定まらない。

        「こんばんは。慶太君」

        　父と一緒に二人の男性が慶太と光希の元へと歩いてきた。

        「こんばんは。新山さん」

        　慶太がビジネス用の顔でにっこりと笑う。光希はその名前に、これが慶太の言っていた新山だと思って、同じように作り笑いをした。

        「君が光希君だね。昔、君がこんなだった頃会ったことがあるんだよ」

        　手を腰の辺りに当てて、新山は言った。

        「すみません。覚えてません」

        　小さな声で謝ると、新山は笑った。

        「まだ小さかったから当たり前だよ。あの頃も可愛かったけど、随分綺麗になった。瑞穂学園に通ってるって聞いたよ。頭もいいんだね」

        「いえ、そんな……」　

        　こういう会話は正直困る。なんて答えていいのか分からない。謙遜すべきか、単純に受け止めてありがとうございますと言うべきなのか。

        「これはうちの長男の大和やまとだ。今年から鳥羽さんの会社でお世話になっている」

        「新山大和です。鳥羽コーポレーションで修行させてもらっています」

        　新山の隣に立っていた男が軽くお辞儀をして、右手を差し出してきた。光希が慌てて右手を差し出すと、その手をぎゅっと握られる。

        　握手など普段しない光希は、その感触に少しぞくりとしたものを感じた。親しくない人との接触は気持ちの良いものではない。しかしそれを顔に出さないように努めながらにっこりと笑って見せると、大和は心なしか顔を赤くした。

        　アルファの匂いが強くなる。まずったと思って手を離そうとすると、強く握られた。

        「手、痛いです」

        　光希が言うと、大和は慌てて手を離した。

        「あ、ごめんね」

        　じっと見つめてくる大和の視線が辛いと思って、光希は慶太の顔を見た。

        「連絡先、交換させてもらってもいい」

        「え？」

        　大和の言葉にどうしていいか分からず戸惑っていると、慶太がぽんと光希の背中を叩いた。

        「光希、今日スマホ忘れたって言ってたよね。またの機会にしてもらったら」

        　慶太の嘘に便乗をさせてもらうことにして、光希は頷うなずいた。

        「じゃあ、今度食事でも」

        「はい」

        　光希は社交辞令だと思って頷うなずくと、大和は嬉しそうに笑った。

        　優しそうな人だなと思った。光希には人の美醜がいまいち分からなかったが、大和が良い男なのだろうことは分かった。その証拠に、大和をチラチラと見る女性が多い。

        　慶太と一緒にいると余計に目立つのだろう。女性やオメガであろう男の視線が痛い。それと同時に自分を見て「オメガかしら。嫌ね」という声も聞こえてきて、居たたまれなかった。

        「じゃあ、この後食事でも行って来たらどうかな。もう一通り紹介はしたから抜けてもいいよ。光希も大して食べていないからお腹すいただろう」

        　達臣の言葉に困惑しながらその顔を見上げると、達臣はにっこりと笑った。

        「大丈夫です。もうお腹いっぱいです」

        「慶太も一緒に行くから、遠慮しなくても大丈夫だよ」

        　達臣の狙いはこれだったのだろうか。助けを求めるように慶太の顔を見ると、慶太は困ったように笑ったが頷うなずく。

        「じゃあ、子ども世代だけで何か食べに行こうか」

        　断ってくれると思った慶太の言葉に、光希は驚きと落胆を覚えながら、小さな声ではい、と言うことしかできなかった。

        　光希は、久我山の姿をもう一度だけ見たいと思って、会場の中に視線をさまよわせた。久我山は綺麗な女性と笑いながら話をしている。

        　魅力的なその笑みは大人の顔だ。その笑みを向けられた女性の瞳は潤んでいる。そんな笑顔を自分に向けてくれたことなどあっただろうかと思いながら、光希は唇をぎゅっと結んだ。

        　久我山は女性に軽くお辞儀をすると、スマートフォンを取り出しながら会場を出て行く。光希は小さな声で、トイレ行ってくる、と慶太に言うと、知らずその背中を追いかけるように会場から出て行った。

        　非常階段の扉を開けた久我山を追って、光希も階段の扉を開ける。電話をしていた久我山は開いた扉に視線を寄越してくると、そこにいる光希に驚いた顔をした。

        　光希は壁に寄りかかって、久我山の電話が終わるのを待つ。久我山の低い声が響いていた。その声を聞くだけで、体の奥からじわりと熱が上がってくるのが分かり、高校を卒業するまで会わないと自らに立てた誓いさえも、あっけなく崩れ去っていくのを感じていた。

        　電話が終わったのか、久我山はスマートフォンを操作すると、しばらくじっとそれを見つめていたが、意を決したかのように光希の顔を見てきた。

        「久しぶりだね」

        　お互いの距離は３メートルほどか。そばに行きたいと思ったが、久我山がその距離をつめようと思っていないのは雰囲気で分かる。動くことができずに壁に寄りかかっていた。

        「お久しぶりです」

        「元気そうだ。顔色もいいし、前よりもふっくらしてる」

        「え、太った？」

        　光希は思わず自身の頬を触った。太ってはいないと思うが、以前のように肋骨が浮き出るような細さはない。体重を量っていないのでどれほど増えたのかは分からないが、明らかに増量はしているだろう。

        「痩せてる方がいい？」

        　それに久我山は少しだけ笑った。

        「まさか。健康的な方がいいに決まってる」

        　久我山は光希の体に、頭からつま先まで視線を這わせてくる。それに心臓がドキリと跳ね上がるのを感じた。

        「大事にされているみたいだね。よかった」

        「あ、うん」

        「じゃあね」

        　そう言って去って行こうとした久我山に、光希は思わず呟いた。

        「行かないで」

        　久我山は足を止めたが、光希の方を振り向くことはなかった。

        「この後、知らない男と一緒に食事に行こうって誘われてる。俺、行きたくない」

        　光希はわざと不穏な言い方をした。

        「あぁ、新山の長男だね。彼は優しくて紳士だよ。馬鹿ではなさそうだし、良い跡継ぎになるよ」

        「見てたの？」

        　それに久我山は答えず、光希に背を向けたままだった。

        「行った方がいいと思う？」

        「そうだね。光希の相手として、ふさわしい人だ」

        　光希は久我山の言葉に、怒りが湧いてくるのを感じた。怒りなど感じる権利はないのだが、それでも、こちらを向きもせず、光希の顔を見ないでそんな言葉を吐き出す久我山が許せない。

        　光希はオメガの匂いを放出した。緩やかにではなく、一気にだ。

        　慌てて久我山が振り返る。ようやく久我山の顔を見られたと思い、光希は笑った。

        「やめなさい」

        「このままだと会場まで匂いが届くかもね。俺、どうなるんだろ」

        「アルファは皆、抑制剤を持っている。どうにもならないよ。ただ光希が恥ずかしい思いをするだけだ」

        「いいよ、それでも」

        　構わず光希はさらに匂いを強くした。久我山がそれにため息をつく。

        「分かったからやめなさい。光希は、どうしたいんだ」

        「ここから連れ出してほしい。久我山さんと、話がしたい」

        　久我山の目を見て言うと、久我山は少しだけ目を細めて苦しそうな顔をした後、再度光希に背を向けた。

        「２６０１号室だ」

        「え？」

        「今日はそこに泊まる。少し待ってから、階段で一階分降りて、エレベーターに乗るんだ。いいね」

        　そう言って久我山は、階段を下りていった。

        　光希は久我山に言われたことを理解すると、頭の中で２６０１という数字を何度も繰り返した。

        　階段で下の階に下りて、エレベーターが来るのを待つ。慶太が探しに来るだろうと思い、その前に久我山の部屋に行かなければと、気持ちだけが焦っていた。

        　上から下りてきたエレベーターにはパーティーの参加者らしき人間が数人乗っていたが、構わず光希はそこに乗り、２６階のボタンを押した。

        　高速エレベーターは一瞬で２６階に到着する。光希はエレベーターを下りると、ホールにある部屋番号の案内を見て、右に曲がった。

        　久我山から指定された部屋は一番奥にあった。光希は部屋の前に着くと、ドンドンとドアを叩く。しばらくすると、久我山が部屋から出てきた。

        　光希は再度体の奥から熱がこみ上げてくるのを感じる。抱きつきたかったが拒絶されるのが怖くて、それはできなかった。

        「入って」

        　光希は頷うなずくと、部屋の中に入った。

        　部屋の中はさほど広くはない。セミダブルベッドと、一人用のソファが置かれているだけで、いつも久我山と抱き合っていたホテルに比べると質素だ。

        　久我山はソファを指さし光希に座るように言うと、自分はベッドに座って光希の顔をじっと見てきた。

        「話って、何？」

        　面と向かって聞かれると、答えることなどできなかった。突然再会した男を前に、何を話していいのかすぐには思い浮かばない。

        「俺を、久我山さんの番にして」

        　しかし口からは、光希の願望が自然と出されていた。

        　久我山はそれを聞いても、いつもと変わらぬ無表情のままであり、それが光希には辛い。

        「何を言ってるんだ。馬鹿なことを言うんじゃない」

        　冷静な久我山の言葉に、光希は首を振る。

        「馬鹿なんかじゃない。別に結婚したいとか思ってないし、縛り付ける気もない。明日、番を解消されてもいいし、他に番を作ってもいい。それでもいいから、番にしてほしいんだ。俺が久我山さんの物だって証拠が欲しい。それだけだ」

        「それこそ、馬鹿なことだ」

        　久我山は、今度は表情を変えた。怒っている顔をしている。初めて怒っている顔を見たが、それでも光希は怯ひるまなかった。

        　怯ひるまず、光希はオメガの匂いを出した。卑怯だとは分かっていたが、できる限りの匂いを体から放出する。

        「やめろ、光希。俺を誘惑するな」

        　久我山が口元を手で覆いながら言う。すぐに久我山の顔が赤くなっていき、息が荒くなっていくのが分かった。

        　目が潤んでいる。それは、以前体を重ねたときによく見た久我山の顔であったが、そのときよりもさらに興奮しているのが分かった。匂いもいつもとは違う。ただ心地の良いだけの匂いではなく、凶暴で荒々しさを感じさせる匂いだ。久我山の体内からは、これ以上ないほどの熱が生まれているのだろう。

        　光希は椅子から立ち上がって、ベッドに座っている久我山の前に歩いて行く。久我山の前に膝をつくと、久我山の手首を握って、下からその目を見上げた。

        「ねぇ、噛んで。噛んでよ、久我山さん」

        　久我山は光希の手を払うと、ぐっと唇を噛んだ。唇からは血が滲んでくる。光希は立ち上がると、その唇に舌を這わせて、その血を舐めた。

        「やめろ、駄目だ……」

        　久我山は小さな声で呟くと、内ポケットから銀色のケースを取り出した。恐らく抑制剤だ。

        　光希は久我山の目をじっと見つめながら、その中から注射器が取り出されるのを、絶望した気持ちで待った。

        　しかし、久我山がそれを取り出すことはなかった。久我山は一度だけ目を瞑ると、その銀色のケースを放り投げ、光希の体を強く押す。

        　光希がその場に尻餅をつくのにも構わず、久我山は自分のスーツケースをあさり、何かを手にして、光希の前にひざまずいた。

        「やだよ、久我山さん……」

        　光希が呟くのにも構わずに、久我山は光希の首に銀色の金属でできた首輪を装着した。これで噛まれることはない。

        「なんで……俺が嫌い？」

        　光希の言葉に久我山は顔を歪めると、光希の唇にキスをしてきた。何度も何度もキスをしてきた久我山は、舌を絡めて、光希の口内を蹂じゆう躙りんしていく。

        　いつもこうだ。久我山はいつも光希に言葉を与えてはくれない。光希が喜ぶ言葉も、悲しむ言葉も、その口から吐き出されることはないのだ。

        　久我山は光希の体を抱き上げベッドに寝かせると、光希の服を荒々しく剥ぎ取り、すでに勃ち上がっている光希のペニスを、強く握ってくる。それに痛みが走り、光希の口から声が漏れた。

        「いっ……」

        「こんなに発情したのは初めてだ。どうなるのか自分でも分からない。覚悟しろ……」

        　久我山の言葉に、光希の体にぞくりとしたものが走った。滅茶苦茶にされるのだろうかと思うと、恐れ以上に悦びが光希の体を包み込む。

        「いいよ、好きにして。壊れてもいい」

        　久我山の匂いがさらに立ち上り、それによって自身の興奮がさらに増してくるのが分かった。

        　久我山が光希の後孔を探ってきた。唐突に指を入れられ中を弄まさぐられる。いつもは丁寧に舐め、ほぐし、ゆっくりと探ってくれるのだが、今日はいつもとは違い、乱暴に光希の体内を押し広げると容赦なく内部をかき混ぜてきた。

        「あぁ……いい」

        　ぐちゃぐちゃという音が響いて、光希の劣情をさらに煽った。もっと欲しいと腰が揺れるのを止められない。

        　久我山が自身のベルトを外しファスナーを下ろすと、ペニスを取り出した。それは今まで見た以上に大きく、黒々と隆起している。完全にヒート状態になっている久我山のそれに突かれることを考えた瞬間、光希は体をびくつかせて、軽く絶頂を迎えた。

        「あ……嘘」

        　知らず出てくる涙を久我山の舌で舐め取られる。久我山は無言のまま光希の足を広げると、後孔をペニスで一気に貫いた。

        「あっ……！」

        　その瞬間、光希は射精をしていた。

        「もういったのか」

        　光希はガクガクと頷うなずくが、久我山は容赦なく光希を責め立てた。

        　初めから激しく抜き挿しを繰り返す久我山に、射精したばかりのペニスが再度勃ち上がる。

        「だめ、だめ……またイクっ！」

        　今度は射精せずに絶頂を迎え、体の奥がビクビクと痙攣した。

        「くそっ、そんなに締めるな」

        　いつもは射精するまで長い時間をかける久我山も、光希が痙攣したのと同時に、さらにペニスを膨らませると、射精をした。

        　ヒート状態のアルファの射精時間は長い。久我山も長い間、射精をしている。長く続く絶頂は気持ちがいいのだろう。久我山は体をブルリと震わせ、呼吸を速くした。

        　その間、光希の体内ではビクビクと久我山のペニスが動いていた。大きく膨らんだペニスのその感触に、光希は絶頂を迎えたまま、戻ってくることができない。

        「だめ、もう……おかしく……な……る」

        　初めて久我山の精子が腹の中に出された。それがより光希を狂わせていく。久我山の背中にぎゅっとしがみついて、離すことができないでいた。

        「ごめんなさい。ごめんなさい。こんなの、ごめんなさい」

        　光希は、久我山をこんな状態にしてまで誘い込んだ自分を恥じて、何度も謝罪を口にした。

        「いいよ、大丈夫。大丈夫だよ、光希」

        　久我山は優しくそう言うと、光希の頭を撫でてくれる。久我山の手だ。触れられると、他の誰とも違うと分かる。ずっと欲しくてたまらなかったものだ。

        　全てを吐き出した久我山が、光希の体内から自身を抜いた。次の瞬間、後孔から液体が漏れてくる感触がして、光希は思わずそこに手をやった。

        　漏れてきた久我山の精液が手に付く。光希はそれを眺めた後、口に含んだ。

        「まだ欲しい？」

        　久我山が、かすれた声で聞いてくる。溢れ出るほどに光希の体内に射精したというのに、久我山の股間はまだいきり勃ったままであった。

        　光希は返事をすることなく体を起こすと、久我山のペニスにむしゃぶりついた。久我山の匂いが脳を溶かしていくようだ。夢中で舐め、吸い上げ、丁寧に愛撫した。

        　久我山は光希の乳首に指を這わせてくると、強く握ってくる。光希はその痛みに体を揺らすが、久我山のペニスを口から離すことはしなかった。

        「光希は、本当にやらしい子だ」

        　光希の胸元に指を這わせながら、久我山が言う。光希はそれに何度も頷うなずいた。

        「うん。俺、凄くエッチだよ。久我山さんが欲しくてたまらないんだ」

        　一度射精したせいか、久我山の目は少し落ち着いていたが、まだ興奮状態ではあった。

        「俺もだ。光希が欲しいよ」

        　その睦言がどこまで本心なのか、この状況では分からない。それでも再度ベッドに押し倒されると、また与えられるのだと期待でクラクラとしてくる。

        　久我山はそんな光希の様子にゆったりと笑うと、耳を舐め、穴に舌を入れてきた。

        「はっ……」

        　指では乳首をぐにゃりと押される。次に指先で触れるか触れないか程度の柔らかさで擦こすられると、下半身がずくり重くなっていった。溜まらず光希は久我山の手首を握る。

        「やだ、もっと」

        「もっと、なんだ」

        「もっと強く……」

        　久我山はそれに、光希の乳首を強くひねる。瞬間、体に刺激が走り、思わず喘ぎ声を上げた。

        「あぁ！」

        　何度も何度も嬲なぶられた後、今度は舌先で転がされる。その巧みな刺激に光希は思わず射精をしてしまった。

        「乳首だけでいったのか」

        　腹に吐き出された光希の精液を指先ですくい取った久我山は、それを光希の頬に塗り、舌先で舐め取った。

        「久我山さんのせいだ」

        　久我山はそれに微かに笑うと、掌で光希の腹を撫で、萎えてしまったペニスを優しくさすった。

        「そうだ。俺が教えた。光希に、俺が快楽を教え込んだ。この体は、俺が作ったんだ」

        　その言葉が何を意味しているのか分からなかったが、久我山の指が後孔を探ってくるのに、もうどうでもよくなってしまった。

        「ここ、随分柔らかい。彼氏でもできた？」

        　久我山の声が、少しだけ裏返っている。何故だろうかと思いながら、光希はそれに首をふった。

        「じゃあ何故柔らかいんだ」

        「自分で、したから」

        「後ろにも指を入れた？」

        　光希は頷うなずく。

        「毎日、久我山さんの手、思い出してた……」

        「あぁ、本当にやらしい子だ」

        　久我山の声はどこか嬉しそうで、光希もそれが嬉しいと思った。

        「満足した？」

        「できなかった。できるわけない。ねぇ、中、ぐちゃぐちゃにしてよ。もっともっと、かき混ぜて」

        　久我山は光希の唇にキスをしてくると、音を立てて何度何度も吸い上げ、貪っていく。

        　それと同時に、光希の前立腺を何度も擦こすり上げ、強く嬲なぶってきた。

        　吐き出された光希の声は、久我山の口内に吸い込まれていく。声が出せないので吐き出せる場所がなく、光希は体を大きく反らせて、絶頂を迎えるしかなかった。

        「はっ……だめ、またイク、イッちゃうよぉ」

        　久我山の指が光希の体内から引き出された。その感触さえも、光希の体に快楽を与えた。

        　久我山が、再度光希の肉輪にペニスを当てた。今度は先ほどとは違い、ゆっくりと光希の体内に入ってくる。

        　ゆるりと抜き差しされるその感触に、光希は久我山の背中にひしとしがみついて腰を揺らめかせた。

        「ねぇ、そんなんじゃやだよ。もっと欲しいよ……」

        　久我山の耳元で囁くと、久我山のペニスの重量が増したのが分かった。

        「奥まで欲しいか」

        　光希が頷うなずくと、久我山は光希の足をぐいっと広げた。光希の体は柔らかい。両膝がベッドにつく程に広げられると、さらに結合は深くなっていく。

        　光希は久我山が奥まで入ってくるのを待った。想像だけで、またいってしまいそうだった。

        　久我山がぐいっと腰を光希に押し当てる。その瞬間、光希は何が起こったのか分からなかった。

        「ひっ……あぁっ！」

        　脳みそがぐらぐらと揺れた。痛みなのか快楽なのか分からない。体が痺れて、ブルブルと震えた。

        「気持ちいい？」

        　光希は知らず、何度も頷うなずいた。こんな快楽は、今まで味わったことはなかった。

        「奥までっていっても、いつも精嚢までしか突いたことないからね。今日は遠慮しないよ」

        　そう言って、久我山は自身をギリギリまで引き抜くと、再度奥深くを突き上げた。

        「あぁっ……！　あ――！」

        　その瞬間、光希は射精をしないまま深いオーガズムを感じ、ひときわ激しい嬌声と痙攣を繰り返し、涎を垂らして意識を失った。

        「まだ気絶するには早い」

        　しかし久我山に頬を軽く叩かれ、光希はすぐに現実に引き戻される。

        「もうだめ。やらぁ……」

        　光希が呂律の回らない口で言うが、久我山は容赦なく、再度奥まで穿った。

        「何これ、何これ……やら……ぁ……イッてるから、今イッてるからやめっ！」

        　むせび泣きながら何度も何度もやめてと哀願するが、久我山は光希を責めるのをやめることはない。

        　もうずっと絶頂を迎えている体を奥まで責め立てられ、快楽を通り越して頭がおかしくなりそうであった。

        「結腸まで届くと、今までの快感が嘘みたいだろ」

        　光希がガクガクと何度も頷うなずく。

        「気持ちいい……死んじゃう、死んじゃうよぉ」

        「いいよ。俺に抱き壊されればいいんだ」

        「うん、壊して。好き、好き、久我山さん、大好き」

        　光希の言葉に、久我山の匂いがぶわっとはじける。それに光希の感度は壊れてしまったようだ。どこまでが快楽か痛みか、どこからが己の体か久我山の体か、何一つ分からなくなっていった。

        　久我山は狂気を宿した目で見つめてくると、光希の首元に歯を立てようとしたが、首輪があるためそれはかなわない。久我山は舌打ちをすると、光希の肩に噛みついてきた。

        　酷い痛みに一瞬快楽が遠のいたが、それでも久我山に与えられている痛みだと思えば、それさえも快楽になった。

        　久我山が何度も何度も噛みついてくるのに、体をビクビクと痙攣させ総身を仰け反らせる、右の肩も左の肩も、久我山の歯形でいっぱいであろう。

        　久我山の動きが速くなっていき、光希はもう意識を保つことができなかったが、深く久我山の歯が肩にめり込むのを感じ、小さな声で呟いた。

        「いいよ、もっと噛んで。俺の肉、食べてよ」

        　それに、久我山はさらに噛みつく力を強めた。痛みはさらに増すが、快楽もさらに増す。痛みか快楽か分からぬまま、光希は意識を手放した。

        　

        ＊

        　

        　目を覚ますと、部屋の中は暗かった。しかし、遮光カーテンからわずかに差し込む光が、もう朝だと告げている。

        　枕元の時計を見ると八時だった。昨日、どれほど久我山と抱き合い、何度絶頂を迎えたのかは、光希にも分からない。ただ、激しく抱き合ったという記憶だけが光希を包み込んでおり、今までにないほどの充実感があった。

        　上半身を起こすと、ちょうど久我山が浴室から出てきた。光希はその逞しい上半身を、じっと見る。

        　綺麗だな。光希は思う。久我山を見ると、いつも思う。人の美醜が分からない光希には、久我山だけが美しいと思える相手であった。

        「シャワー浴びておいで」

        「一緒に入って、洗ってくれないの」

        　久我山はそれに微笑すると、答えることはせずに、部屋の電気とテレビの電源をつけた。

        　久我山とは、何度か一緒に風呂に入ったことがある。体の隅々を綺麗に洗ってくれる久我山の手が好きだった。勿論そのままセックスになだれ込むこともあったが、久我山は避妊なしでの挿入は決して行わなかったため、せいぜい口淫をする程度だ。

        　それでも、光希は久我山と入る風呂が好きであった。丁寧に頭や体を洗ってくれる久我山の手に、確かに久我山からの愛情を感じていた。それは同情か、それともただの情なのかもしれなかったが、久我山は確かに光希を大切にしてくれていたのだ。

        　光希はじっと久我山を見たが、動く様子がないので諦め、一人でシャワーを浴びる。体中を綺麗に洗っていくが、後ろから久我山の精液をかき出すことはしなかった。あえてせずに、それ以外の汚れを落とすと浴室から出る。

        　久我山はすでに服を着ていた。黒いＴシャツにデニムという非常にシンプルな装いであったが、久我山が着ると、どんな服でも様になっている。

        「光希も早く服を着て」

        　光希は頷うなずくと、ソファに畳んで置かれている服を見た。久我山が置いてくれたのだろう。

        　下着には固まっている液体がついていた。昨日、久我山を見た時点から濡らしていたのだと思い、そんな自分が恥ずかしかったが、他に履く物もなかったので仕方なくそれを履く。

        　ワイシャツに袖を通してスラックスを穿くと、ベッドに座ってテレビを見ている久我山の隣に座った。すると、久我山が何かを光希に差し出してくる。それは錠剤の入った銀色のパッケージだった。

        「飲んで」　

        　それがどういったものか気がついて、光希は首を振った。

        「嫌だ」

        「ヒート時のアルファとオメガの受精率はほぼ一〇〇％だ。飲みなさい」

        「やだよ。アフターピルは、せっかく受精した命を排除する行為だ。命を殺す行為は、絶対に嫌だ。それに俺は前、あの男とやりまくったときも子どもできなかった。多分子どもできないんだよ」

        　光希は単に、この男との子どもを殺したくないと思っているだけだったが、それを高尚な言い訳に変えてそれを拒んだ。

        「あのときはまだ、身体ができていなかっただけかもしれない。それに、ここで宗教論や生命についてを論ずるつもりはない。まだ君は高校生だ。飲むのが早いほど効果がある。早く飲むんだ」

        　光希は、無理矢理に握らされたアフターピルを見つめた後、久我山の顔を見る。

        「俺は番にしてもらえないんでしょ。だったらせめて、久我山さんとの子ども、欲しい」

        「光希の一時の激情で、不幸な子どもを作るのか。片親の子どもの気持ちは、君になら分かるはずだ。下手すると光希は勘当される。高校だって退学だ。そんな中で生まれた子どもがどれだけ不幸になるか、賢い光希なら分かるだろう」

        　光希は手に持っているアフターピルをぎゅっと握った。久我山は微塵も、自分との子どもを育てようとは思っていない。晃希の言った、光希の体だけが目当てだという言葉が頭の中を巡った。

        「久我山さんは俺のこと、少しも好きじゃないの？」

        　久我山はやはり答えない。

        「俺は、久我山さんが好きだ。久我山さんだけがいれば、それでいい」

        「錯覚だよ」

        　久我山がぽつりと呟いた。

        「君はまだ十代で、混乱をしている。何が本当の愛情かなんて分かっていない。あと五年もすれば、俺のことなんか忘れられるよ」

        「でも、俺はもう十八だ。思春期も終わる」

        「十八歳になったからといって、すぐに落ち着くわけでもない。多分、光希は間違ってしまったんだ。救いのない生活の中で、優しくされたことで錯覚をしてしまった。理想の父親や恋人に俺を置き換えてしまっただけだよ」

        　光希はそれに首を振る。

        「違う。だって、半年たって、父さんも兄弟もいて幸せだけど、でも俺はまだ久我山さんが好きだ。俺がまだ若くて駄目だって言うなら、だったら何歳だったらいいの？」

        　久我山はそれには答えず、相変わらず表情を崩さぬまま光希の顔を覗き込むと、うなじにすっと親指を当ててきた。

        「苦しかっただろ。悪かった」

        　かしゃりと小さな音をたてて、首輪が外れる。光希は外れた首輪を手に取ると、それをじっくりと見た。

        「どういう仕組み？」

        「俺の指紋で解除される。ただし、アルファのフェロモンが指から検出されない状態でのみ開く。よくできている」

        「凄いね。なんで久我山さんはこれを持ってるの。抑制剤があれば十分だよね。やっぱり久我山さんも、発情したオメガが好き？」

        　久我山は少しだけ顔を険しくして、光希の顔を見てくる。怒っているようにも見えるが、そう思われても仕方がないのに、と思った。

        「別にそうでもいいよ。俺を好きに使っていい。だから、お願い……」

        　もう何を望んでいるのか、何をお願いしているのか光希には分からなかった。ただ、久我山と離れたくない。離れたとしても、何か久我山の欠かけ片らが欲しいと思ったのだ。

        「馬鹿なことを言うな。光希はそんなこと言っちゃいけない。君はもっと、ちゃんとした人と結婚して、幸せになるべきだ。誰よりも素晴らしい人と結婚する権利が君にはある。光希の価値は、誰よりも俺が分かっている」

        「俺の幸せを、勝手に決めるな」

        　光希は腹の底からせり上がってくる塊を無理矢理飲み込んで、ゆっくりと言葉を吐き出した。

        「なんだよ、それ。久我山さんは俺をどう思ってるの。もう誤魔化すのはやめろよ。好きなのか嫌いなのか。答えろよ！」　

        　すがるように久我山の目を見ると、久我山は視線をそらした。

        「嫌いなの？」

        「嫌いなわけがない」

        　久我山が、忌ま忌ましいといったように言葉を吐き出す。嫌いでないのなら、ならば何故そんな言い方をするのかと、光希は久我山を見つめた。

        　久我山はしばらく沈黙していたが、やがてゆっくりと口を開いた。

        「父親と母親は中学生になったばかりの頃に死んだ。広い屋敷や会社だとか、まだ俺には継げないということで、後継人として父の弟である叔父が我が家に来た。叔父は昔から兄代わりの存在で、頼りになって、よく相談したりしてた。俺にとっては良い人だったから、俺は叔父と住むのは嫌ではなかったし、あの事件が起こるまでは、うまくやれていた」

        　光希は唐突に始まった久我山の話を、訳の分からぬままただ聞いた。

        「大学三年生に上がったばかりの頃、よく見かける子がいたんだ。凄く可愛くて、透明感があって綺麗な子だった。でも、その子はいつも下を向いて歩いていて、ぼさぼさの頭に、サイズの合わない制服を着ていた。垢抜けない感じで、それがますます俺の興味を引いた。オメガだったらいいな、って思ってた。でも、その子は毎日休まずに学校に通っていて、発情期がある様子もなかったし、あっても薬で抑えていたのかもしれないけど、オメガだという様子は窺うかがえなかった。それでもよかった。アルファでもベータでも何でもいい。こんな子と付き合えたらいいなって、ずっとそう思ってた」

        「やめてよ。久我山さんの恋の話なんて、俺、聞きたくない」

        　久我山は光希の顔を見て微かに笑うと、構わず話を続けた。

        「俺は今までそういうのに疎くて、自分から誰かを好きになったりとかもなくて、だから凄く浮かれていたんだと思う。何故だろうね、その子の話を誰かにしたいと強烈に思った。だけど友人では、その子を取られてしまうかもしれない。だから俺は、叔父にその子の話をしてしまったんだ」

        　光希はそこまで聞いて、「その子」とは自分のことだと気がつき、目を見開いて久我山の顔を見た。

        　久我山はまたそっと笑うと、話を続けた。

        「叔父は悪い人ではないのだけど、ちょっと、性にだらしがなかった。だけど、まさか高校生に手を出すなんて思ってもみなかった。俺が夏休み中にイギリスに短期留学に行くと聞いて、チャンスだと思ったんだろう。だけど俺は、ちょっとしたトラブルで予定よりも大分早く帰ってきた」

        「それで、俺がいた。想像と違って、軽蔑して、嫌いになったの？」

        　光希が泣きそうな声で絞り出すと、違うよと言って久我山が光希の頬にそっと触れた。その手に光希は、あのとき、自分を救い出してくれた久我山の手を思い出していた。温かな手が頬に触れたときの感触。忘れられるはずがない。

        「違うよ。そうじゃない。話を続けてもいい？」

        　光希はコクリと頷うなずいた。

        「帰宅したとき、使用人たちの顔を見て、何かを隠しているとすぐに気がついた。俺の家系はあまりよろしくない家系でね、アンダーグランドな社会からのし上がってきた一族だ。だから地下には未だに、良くないことに使われてた部屋が残されている。今ではただの倉庫なんだけど、そこに誰かを監禁しているって聞いて、急いでそこに行くと、君がいたよ」

        　久我山は光希においで、と言うと、自分の膝の間に座らせた。そして、頭を何度も撫でてくる。それが嬉しいのと同時に、急に不安になった。

        「その後、光希に再会したときに叔父の元に行くと聞いて、どうしても許せなかった。だから、金を積んででも阻止したかった。その後も、どうしても手放せなかった。一緒にいればいるほど、君に惹かれた。酷く脆もろいかと思えば、誰よりも強い。守りたいという気持ちになったし、何度もその強さに励まされたりもした。強く強く惹かれた。だから、いけないと思いながらも手放すことができない。君の父親も誰かは分かっていて、君のことを話せば迎えに来てくれるだろうことも分かっていた。それでも俺は隠した。光希が、俺にしていることに苦しんでいるのを知っていながらも、そこからも目をそらした。ただ、そばにいたかった。どうしても手放せなかった」

        　久我山は光希の肩に唇を落とすと、複数ついた歯形をそっと舐めた。

        「俺は光希の思っているような男じゃない。光希が危ない目に遭ったのは俺のせいだ。君の境遇からも目を反らして、救い出してあげなかった。そばにいる資格もない」

        　久我山の言葉を、光希はどう処理していいのか分からなかった。だが、やはりこの男もアルファなのだとは思った。尊大で、愚かで、弱い。しかし、憎むことも、諦めることも、光希には到底できなかった。

        「俺には理解できないよ。俺には理解できない」

        　久我山は光希の腹に回した手に、ぐっと力を込めた。

        「そうだな。光希は理解しなくていい。光希は綺麗なまま、そのままでいてくれればいい」

        「違う。俺にはアルファが理解できない。そんなのくだらない。どうでもいいよ。どうしてあんたたちは、そんなくだらないことでうだうだ悩むんだよ」

        「やっぱり君は、強いね」

        　光希は久我山の手をほどくとその体をベッドに押し倒し、膝立ちをして久我山の体にまたがった

        「俺は好きだよ。どんな久我山さんでもいい。だから好きって言って。俺は久我山さんの物だって、そう言って」

        　光希は久我山の唇にキスをした。久我山はそれに笑う。

        「光希は運命の番って、信じるか」

        「都市伝説だ。そんなのいない」

        「いるよ。沢山本を読んでる光希なら知ってるだろ。いるんだ」

        「うん、本を読んでるから知ってる。それって、ただ単に生殖の相性が異常にいいだけだ。遺伝子が惹かれ合ってる」

        　何故久我山はそんな話をするのか。光希は不安をかき消すように、唇を久我山の首元に落として強く吸い上げた。

        「要因なんて俺にはどうでもいい。ただ、魂の番、運命の番、そういった繋がりがあるって事実だけでいい」

        「なんでそんな話しするの」

        「俺の両親がそうだった。アルファの父が事故で死んで、番のオメガである母は衰弱死した。何も食べず、何も飲まず、じっとしたまま動かずに、俺を見ることもないまま、死んだんだ」

        　光希は初めて聞いた久我山の家族の話に、どう返していいのか分からず久我山の胸元に頭を乗せた、

        「それほどに強い繋がりだ。だから、俺には番は作れない」

        「運命の相手を、探してるの？」

        「違う。光希を番にしたいと思ったけど、光希にも運命の相手がいるかもしれないと思うと、とてもじゃないが番にはできない。無理だ」

        　光希は目を瞑って、久我山の心臓の音を聞いていた。この男は臆病だ。臆病だから、なんの言葉もくれなかったのだと今更ながらに知る。

        「運命の相手に気がつくのは、十八歳を過ぎた頃だと読んだよ。精神が落ち着いて、初めて気がつくって。だったら、俺が久我山さんの運命の相手かもしれない」

        　低い可能性にすがる自分は愚かだと思いながらも、光希はそれを口にした。

        「いや、違うよ。俺はもう二十三だ。だけど、光希は運命の相手じゃないって、そう分かる」

        「でも、そんな相手に会える確率は少ない。そんなこと言ってたら、番なんて誰も作れないよ」

        　久我山は光希の頭を撫でてくる。ゆっくりゆっくりと撫でてくる手が、温かくて気持ちいい。

        「そうだね。でも俺には無理だ。あんな、母のあんな死を見たら、とてもじゃないが番を作るなんて無理なんだ」

        「じゃあいいよ。番にしてとは言わない。だけど、そばにいさせて。俺が高校卒業して、もっと落ち着いたらでいいよ、そばにいさせてほしい」

        「光希には、もっといい人がいるよ。運命の番云々の前に、俺では光希に釣り合わない。俺では、光希を幸せにできないんだ」

        　久我山の返事に、光希は目を瞑る。久我山は自分のことを好きではないのか。それだけで充分なはずなのに、なぜこんなことを言うのだ。光希には理解ができなかった。

        「もうそろそろ帰った方がいい。連絡をしていない。家族が心配してるよ」

        「いい。帰りたくない。ずっとこのままでいたい」

        「駄目だ」

        　久我山が光希の二の腕をつかんで、自分から体を離させる。光希は渋々とそれに従った。

        　そのとき、突然、ドアがドンドンと叩かれた。

        「光希、いるんだろ！」

        　ドアの向こうからは、慶太の声が聞こえた。光希は咄嗟に久我山の顔を見る。久我山はにっこりと笑うと、光希の頭を撫でた。

        「薬、ちゃんと飲むんだよ」

        　そう言って久我山は光希の額に口づけると、ドアまで歩いて行って、ドアを開けた。

        　瞬間、久我山の体が後ろに飛んだ。光希は何が起こったのか分からなかったが、倒れた久我山の腹に慶太が蹴りを入れるのが見えて、久我山の元へ走った。

        「やめて、兄さん！」

        「ふざけんな、この野郎！　光希はまだ高校生だ！」

        　光希は久我山の上に覆い被さり、叫んだ。

        「違う。俺が望んだんだ！　久我山さんは何も悪くない！」

        　慶太は光希の二の腕をつかんで、引きずるように久我山から離す。

        「だったら抑制剤を打てばいい。こいつは屑だ」

        　そう言って、慶太はもう一度久我山を蹴った。何故だが、久我山は反撃せずにされるがままになっている。

        「帰るから、やめて兄さん。帰るから！」

        　慶太に抱きつくようにして、光希は慶太を止めた。慶太は興奮した様子そのままに、もう一度屑が、と久我山に吐き捨てると、光希の手首をつかんで、ホテルの部屋から連れ出した。　

        　ホテルから出ると、そこには達臣の車が停まっている。慶太は後部座席のドアを開けると、光希の体を乱暴に車内に押し入れ、自分もその隣に座った。達臣は乗っていなかった。

        　腕組みをしてじっと前を見ている慶太は、明らかに怒っている。顔からはいつもの笑みが消え、眉間には皺が寄っていた。

        　当たり前だ。勝手に抜け出し、一晩帰らなかったのだ。心配したのだろう。慶太の心配症は尋常ではない。どれほど怒っているかなど、光希には想像さえつかなかった。

        　視線を膝に落とすと、膝に置いている自分の手が何かを握っているのに気がつく。そこには、自分がつけていた首輪があった。ずっと握っていたのかと思ったが、捨てる気にもなれずにそれをじっと見つめていた。

        　車が家に着くと、慶太に手首をつかまれ家の中に連れて行かれる。居間に入ると、達臣と晃希と知らない男が三人座っていた。光希に気がつくと、男たちがじろりと見てくる。眼光が鋭く、堅気の人間ではないと思った。

        「刑事さんだ。お前がいなくなって、捜索を依頼した」

        　光希はうつむいてじっと立っていた。

        「謝れ」

        　慶太の言葉に、光希は小さな声でごめんなさい、と呟いた。

        「いや、何もなかったんですからよかったです。それでは、これで」

        　去って行く刑事の一人が、睨み付けるようにこちらを見てきた。アルファの匂いがする。口にこそしていないが、オメガに対する侮蔑を確かに感じた。

        「座りなさい」

        　達臣の言葉に、光希は床に正座をした。達臣はいつもの穏やかな顔であったが、その隣に座っている晃希は、表情を無くしたようにじっと前を見ている。光希の顔を見てくることはなかった。

        　慶太は、晃希の隣に座った。まるで三人から尋問をされているようだ。

        「誘拐されたかと思ったんだよ」

        「ごめんなさい」

        　達臣の言葉に、自分の行動を後悔はしていないが、軽率であったとは思った。鳥羽の息子がいなくなれば、誘拐だと考えて当然であろう。自覚が足りなかった。

        「一緒にいたのは、久我山の一人息子だね」

        　達臣の問いかけに、光希は答えなかった。見かねたように慶太が口を挟む。

        「黙っていても分かる。うちに来る前、付き合いがあっただろう」

        　慶太の言葉に驚かなかった。自分の身辺調査をしていたのだ。知っていて当然だ。しかし、光希は返事をしなかった。

        「久我山は駄目だ」

        「なんで？」

        　ようやく口を開いた光希を、慶太はじっと睨み付けてくる。こんな目で見られるのは初めてだと思ったが、光希は負けじと睨み返した。

        「なんで駄目なの。久我山さんはちゃんとした家のアルファだ。父さんだって、いい人がいたら、って言ってたじゃないか」

        「いや、久我山は駄目だ」

        　慶太はやはり同じ言葉を繰り返した。

        「新山家の息子じゃないから？　初めから俺を新山家の息子に会わせる気でいたの？」

        　光希の言葉に、達臣は動揺することはなくゆっくりと答えた。

        「そんなつもりはない」

        「でも、一緒に食事に行けって」

        「それは、光希が大変そうだったから会場から出してあげたかったんだよ」

        「だったら帰れって言えばいいだけだ」

        　慶太が光希の言葉に首を振った。

        「用もないのに帰すことなんてできないし、新山さんの顔も立てなければならない。だから父さんは、俺も一緒に行かせて、光希が食事から帰りやすいようにしてくれたんだ」

        　光希はそれが本当かどうか分からず、また口をつぐんだ。

        「とにかく、久我山は駄目だ」

        「だから、なんで」

        「高校生のお前に、しかもオメガの光希に手を出すような奴だ。それだけじゃない。久我山家は今、お家騒動で滅茶苦茶だ」

        「え？」

        「久く我が山やま岳がくは、育ての親である叔父の久く我が山やま孝たかしを、背任や横領で訴えた」

        　光希は慶太の顔をじっと見た。いや、慶太の顔を見たというよりも、その言葉に驚いて呆然としたのだ。

        「でも……それって……正しいことしてるんじゃないの？」

        「やり方ってもんがある。久我山岳のやり方は、まるで叔父を刺し殺そうとでもしているんじゃないかってくらい容赦がない。身内にあんな真似できる男だ。そんな男に光希をやれるわけない」

        　それは誰のためだ。光希は思った。誰のために、久我山は叔父である孝を追い詰めているのか。

        「何も知らないくせに。兄さんはあの人のこと、何も知らない」

        「知ってるよ。高校も大学も同じだ。昔から冷徹で、何を考えているか分からない男だと評判だった。もともと怪しい商売をしていた一族だ。それに今、久我山が関係している会社の株は暴落している。やり方が酷過ぎるからな。このままじゃ次々に会社を潰すだろう。もうすぐ久我山は全てを無くす」

        「別にいいよ」

        　光希は呟いた。

        「別にそれでもいい。金なんて無くてもいいよ。そんなの欲しくない」

        「そういうわけにはいかない」

        　達臣が冷静に言い放った。

        「金が無くていいなんて、そんなのは理想論だよ。実際に金が無いことで、光希は苦労をしてきただろう。これが夫婦や恋人となれば、余裕がなくなり、お互いを傷つけ合うことになる。愛があればいいだなんて、そんなのは綺麗事だ。第一、愛があれば、懸命に頑張ってパートナーに楽をさせてあげたいと思うはずだ。久我山の息子にその気持ちはあるのか。私は、光希にはもう、苦労はしてほしくない」

        　光希は達臣の顔もじっと睨んだ。金がない苦労など、久我山がいないことに比べれば、どうってことはない。

        「どっちにしろ、高校を卒業したら俺は久我山さんのところに行く」

        「大学はどうするんだ」

        　慶太が低い声で唸るように言う。

        「大学なんて行かなくていい」

        「ふざけるな。なんで突然そんなこと……」

        　慶太は言った後、はっとした表情を浮かべ、光希をじっと見つめてくる。

        「アフターピル」

        「え？」

        「光希、アフターピル、飲んだのか」

        　光希はそれにゴクリと唾を飲み込むと頷うなずいた。

        「嘘をつくな」

        「嘘なんてついてない」

        「念のため、もう一回飲め」

        　慶太は電話をどこかにかけた。誰かに薬を持ってくるように指示をしている。

        「飲まなくてもいいよ。久我山さんは避妊してくれたし、それでも一応飲んだ。必要ない」

        　慶太はじっと光希を見た後、立ち上がるとおもむろに光希の後頭部を押さえ、体をうつ伏せに倒した。

        　腹と床の間に手を入れてきて、ベルトを外そうとしている。光希は暴れてそれを阻止しようとした。

        「やめてっ、やめろ！」

        　大声で怒鳴って手足をばたつかせると、慶太が体を押さえつけようとする。それでも光希は慶太の動きに抗あらがった。

        　今まで何も言わずに座っていただけの晃希が立ち上がるのが視界の端に見える。晃希は光希の背中に膝を乗せて、光希の体を床に押しつけた。胸を圧迫され、このまま肋骨が折られるのではないかと思ったが、光希は構わず暴れた。

        　しかし抵抗空しく、慶太の手が光希の下着に入れられる。その感触に光希は、思わす体を硬直させた。

        「嘘は言うな」

        　慶太は手を引き抜くと、そこについた精液を見て、ぽつりと呟いた。家族にこんなことをするなど、正気だろうか。

        　光希は屈辱に顔を真っ赤にして、獣のような唸り声を上げた。

        「薬をお持ちしました」

        　薬を持ってきた使用人が、光希たちを見てぎょっとした顔をした。

        「ありがとう。もう行っていいよ」

        　達臣が柔らかな声で、しかし有無を言わさぬ圧力をかけて言うと、使用人はすぐに部屋から出て行った。

        「やだ、やめてよ」　

        　光希は薬を飲むまいと、ぐっと口を閉じる。しかし晃希は、無理矢理に口をこじ開けようと、手を口に入れてきた。光希は歯をぐっと食いしばったが、晃希と慶太に口をこじ開けられる。思わず晃希の手を噛んだが、晃希がそれに顔色も変えずに呟いた。

        「いいよ。食いちぎれよ。それでも離さねぇよ」

        　光希が一瞬怯んだ隙に薬を口に入れられ、水を流し込まれた。思わず薬ごと嚥下をしてしまう。

        　それを確認した晃希と慶太が手を離した瞬間、咽せて咳き込むが薬は出てこなかった。

        　喉に手を突っ込み薬を吐き出そうとしたが、その手を慶太につかまれる。そしてそのまま引きずられるように光希の部屋に連れて行かれた。

        「ふざけんなっ、許さない！」

        　光希が叫ぶが、慶太は動じなかった。

        「冷静になれ。取り合えず、しばらく部屋で謹慎だ」

        「ふざけんな！」

        　光希の怒りも意に介せず、慶太はそのまま扉を閉めた。ガチャリという音がする。いつの間にか外に鍵をつけられたと思い、光希はドアを叩いた。しかし、ドアは開ひらかれることはない。

        「くそっ、くそっ！」

        　光希は叫ぶとその場に座り込んだ。久我山との子どもを授かることができなかった。いや、どちらにしろ授かっていたかなどは分からない。

        　集団で陵辱されたときも子どもができなかったのだ。今回もできなかった可能性の方が高い。それでも、少しの可能性でもすがりたかった。

        　光希は泣くことはしなかった。ただ、久我山と会いたい、今すぐ会いたい。それだけだった。

        　

        ＊

        　

        　光希が部屋に引きこもってから三日がたった。学校は試験休みだから行く必要はない。

        　初めは謹慎という名目で部屋に閉じ込められていたが、翌日からは光希自ら部屋に引きこもった。部屋は内側からも鍵をかけられる。光希は鍵をかけ、トイレに行く以外は部屋に引きこもっていた。

        　部屋の扉がノックされるが、光希は答えずに、布団の上でじっと丸まっていた。

        「光希、いい加減ご飯、食べて」

        　慶太の声がしたが、光希は答えなかった。

        「俺が作ったご飯じゃない。橘さんが作ってくれたご飯だから」

        　光希は三日前、昼食の時間だと呼びに来た慶太に、慶太の作った食事は食べたくないと言い、それから食事を口にしていない。

        　別にハンガーストライキをしているつもりはない。ただ、食べたくない。それだけだ。

        　不思議なもので、人から強制的に絶食させられたときはただ腹が減り、とにかく何かを食べたいと思ったのだが、今は腹が減ってはいるが食べたくはない。

        　久我山の母親が、夫を亡くして衰弱死したと言っていたが、それは運命の番を失ったからではない。愛する者を失ったからなのだろう。自分も今は、何もする気は起きず、このまま死んでしまおうとも構わなかった。

        「光希、お願いだ。俺の顔を見たくないなら見なくていい。食事は取ってくれ」

        　光希はそれにも答えなかった。ただ、動きたくない。

        「ドアの前に置いておくから、食べて」

        　その言葉を最後に、もう慶太の声は聞こえてこなかった。

        　光希は目を瞑る。動いていないから眠くはならない。しばらくそうしていると、またドアがノックされた。

        「光希、父さんだ。開けなさい」

        　光希はそれも無視をして目を瞑ったままでいた。

        　しばらくすると、がちゃがちゃという物音が聞こえ、ベッドが沈む感触がしたので目を開ける。そこには達臣が座っていた。

        　光希は目を開けてそれを見た後、なんの感慨もなくまた目を瞑った。

        「怒っているんだね」

        　怒る？　何をだと光希は思った。怒るなど、もうそんな気力もない。動きたくないだけなのだ。

        「光希が何も食べないから、慶太も晃希も同じように食べていない。慶太は自分のやったことを後悔はしていないだろうが、それでも落ち込んではいる」

        「そう。それで？」

        　光希は小さな声で返した。

        「光希は、どうするつもりだったんだい」

        　なんの話だと思ったが、やはり光希は答えず目を瞑ったままでいた。

        「もし子どもができて、学校を辞めて、どうやって育てると？　久我山君は一緒に育ててくれると言ったのかい」

        　答えない光希に、構わず達臣は続けた。

        「育てられると思ったかい。光希のことだ。私たちの手は借りないと言うだろう。では、家を出てからどうする？　子どもを抱えた中卒の子では、ろくな仕事もない。もし子どもがオメガであったら、どうやって守る気だったんだ」

        　光希はうるさいと内心で思いながら、体をうつ伏せてぎゅっとシーツを握った。

        「もしそんな子が施設行きになれば、光希が受けた屈辱とは比べものにならないくらいに酷い目に遭うかもしれない。ただ単に子どもが欲しいというのは、光希のエゴだ。生まれた子どものことを、きちんと考えたのか。最低でも、慶太は分かっていた。だから、光希に恨まれてでもあんなことをした」

        　そのとおりだと光希は分かっていた。それは、久我山に言われたときから分かっていたが、それでも、頭で分かってはいても、どうしても薬を飲みたくなかったのだ。

        「でも、父さん。俺は、久我山さんが好きなんです」

        　光希は声を絞り出すように言った。

        「分かってるよ。光希、分かってる」

        　達臣が光希の頭をそっと撫でた。

        「父さんにも覚えがある。光希くらいの歳の頃だ。凄く好きな子がいた。その子のためなら死ねると思ったし、誰かを殺すこともできただろうね。若かった」

        　だからなんだ。光希は思う。そんな話をして、なんになるのだ。

        「私はね、光希。光希が望むのなら、久我山君と一緒になってもいいと思っている。だけど、今のままの君で、それで久我山君が受け入れてくれるのかい」

        　達臣の言った言葉は、光希が想像もしていなかったものであった。

        「高校を卒業して、久我山君の所に行って、それでどうするんだ。今、彼が大変なのは聞いただろう。二年後だってまだ大変かもしれない。そんなときに、何も持っていない、何もできない光希が行って、どうするんだ」

        「……」

        「光希はただ、久我山君が好きだ、一緒にいたい、久我山君との子どもが欲しい、そう言っているが、それだけだ。一緒にいるための努力も、子どもを育てるためのビジョンもない。私から見たら、子どもが店先でおもちゃを欲しいとごねているようにしか見えない」

        　優しい口調であったが、達臣の言っている言葉は辛辣であった。

        「パートナーに楽をさせてあげたいという思いは、何も久我山君にだけ必要なわけではない。光希にも必要なんだ。そのためには、高校を卒業して、大学できちんと学んで、仕事について、それで久我山君と共にやっていけばいい。そんなこともできないようであれば、久我山君と一緒になる資格は、光希にはないよ」　

        　光希はそれに、ぐっと歯を食いしばった。悔しい。単純にそう思った。

        　達臣は光希の頭を、変わらず撫でている。

        「光希は、凄くいい子で頑張り屋だ。だけど、普段は自分の言いたいことを我慢するのに、突然本能のままに動いてしまう。自分を抑えることができないんだ。それは仕方がない。忍耐を教えられなかった私の責任だ。だけど、もう少し外に目を向けてほしい。慶太にも晃希にも、そしてできれば私にも少しでいいから目を向けて、自分の行動を振り返ってほしいんだ。今のままでは、社会に出てやってはいけない。賢い君なら、分かっているだろう」

        　光希はそれに頷うなずくことはできなかった。それを認めることは、悔しいからだ。それでも、認めないわけにはいかないとは分かっていた。

        　光希は体を仰向けにすると、達臣の顔を見つめる。その目に怒りはなく、ただ光希のことを思っている色があった。

        「俺、でも、久我山さんのそばにいたい」

        　自分の行動は正しくないのだろうが、それでも、感情のやりどころがなく、涙が溢れてくる。今更ながらに、強烈に悲しいと思い、嗚咽をこらえて泣いた。

        「そうだね。そうだ……」

        　しばらく光希は泣いた。溜まっていた感情を流すようにただ泣いた。達臣は何も言わずに頭を撫でている。

        「俺、この家を出た方がいい？」

        「まさか。光希が出ていきたいと言っても、引き留めるよ。光希は、家族だ」

        　光希はその言葉に安堵した。酷く安堵し、達臣の手に眠くなっていくのを感じる。そのままゆっくりと意識を手放し、深い眠りについた。

        　

        　

        　目覚めたとき、もう達臣はいなかった。酷く腹が減っていて、ようやく食事をしたいと思った。

        　光希は部屋から出ると、キッチンに顔を出した。そこには慶太がいて、何かを作っている。

        　慶太は光希に気がつくと、ほっとした顔をした後、不安そうな顔をした。

        「お腹すいた」

        　光希がぽつりと呟くと、慶太が今度は笑う。

        「今、お粥温める」

        　光希がテーブルについて待っていると、湯気を出したお粥が光希の前に置かれた。ドロドロのお粥であった。

        「胃に何も入れてないから、消化のいいもの」

        　そう言って、慶太は光希にスプーンを差し出してきた。いつでも光希が食べられるようにと、用意をしていたのだろう。

        「ありがとう。兄さんも一緒に食べよう」

        　光希が呟くと、慶太はいつもの穏やかな顔になり晃希も呼ぼうと言った。

         しばらくすると晃希がやってきて、三人で食卓に座る。三人の間には穏やかな空気が流れていき、わだかまりなど何もないようだった。

        「光希」

        　慶太が光希の顔を見ながら、光希の名前を呼ぶ。光希はそれに答えることはせず、お粥を食べ続けた。

        「俺は謝らない」

        　その言葉に、光希は少しだけ笑った。

        「そう。俺も謝らないよ。絶対に許せない」

        「一緒だな」

        「うん、一緒だね」

        　慶太を許せないと思っていたのだが、時間がたったせいか、それとも思いっきり泣いたせいか、許せなくとも一緒にいることはできると思った。

        　そしてそんな自分の心を端から見ながら、あぁ、これが家族なのか。家族とはこういうものなのかもしれないと、光希はそう思った。

        「ごちそうさまでした」

        　光希が箸を置くと、目の前に座っていた晃希が光希の顔を見ずに言う。

        「光希、凄い匂う」

        　風呂に入ったのは、三日前だ。考えてみれば着替えもしていない。下着さえもそのままだ。着替えもせずにずっとベッドに横になり、腹が減ったと思ったのでそのままここに来たのだった。

        　達臣が言っていた本能のままに動くというのはこういうことなのかと思って、光希は顔を赤くした。

        「ごめん。風呂、入る」

        「お風呂、沸いてると思うよ。入っておいで」

        　慶太は嫌な顔をせずに、にっこりと笑って言ってくれた。

        「早く入れよ。そんな匂いばらまかれたら、こっちはたまらない」

        　光希は晃希の言葉の意味を特に聞き返すことはせずに、食べ終わった食器をシンクに持って行く。

        「何それ、血？　怪我してんの」

        　晃希の言葉に光希が振り返ると、晃希が自分の肩の辺りを見ているのに気がついた。

        　晃希は立ち上がって光希のそばまで来ると、光希のワイシャツの襟ぐりをぐっとつかみ、後ろに引っ張って首元から背中を覗き込んでくる。思わず肘で晃希の手を振り払うと、晃希は呆然とした顔で、光希の顔を見てきた。

        「あ、風呂、入ってくる」

        　光希はそう言うと、逃げるようにキッチンから出て行った。

        　浴室に行くと、脱衣所で服を脱いでワイシャツの肩の辺りを見た。乾いた血が何カ所かに滲んでいる。自分の体を鏡で見ると、肩の辺りに複数の噛み痕があるのが見えた。

        　光希は浴室に入ると、浴室の鏡で再度肩の辺りを見た。肉が少し抉えぐれているのが分かる。久我山が噛み千切った痕だ。

        　そこにそっと触ると、まだ痛みがあった。今まで感じていなかったのに、意識をした途端、じくじくと痛みが湧いてくる。

        　久我山はこの肉を食いちぎり、食ったのだろうか。もし食ったとすれば、自分の肉が久我山の肉を形成するはずだ。

        　くだらない。いずれ細胞は入れ替わる。それまでの短い期間、自分の肉が久我山を形成したとして、なんになるというのだ。

        　それでも、光希は嬉しいと思った。ほんの短時間でも、自分の細胞が久我山の細胞に取り込まれていてほしい。

        　光希は痛むのにも構わず、その傷口を撫で続けた。蘇るのは、久我山に抱かれた記憶だ。久我山の歯が食い込む感触。久我山のペニスが体内奥深くに埋め込まれる衝撃。

        　光希はたまらず、股間に手を伸ばした。そこはすでに勃ち上がっている。目を瞑ってそこをかこうとした瞬間、浴室のドアが勢いよく開けられ、驚いて光希はそちらに視線をやった。

        　そこには晃希が立っている。光希は驚いて立ち上がろうとしたが、それよりも早く晃希が動き、光希の肩と後頭部をつかむと、光希のうなじに噛みついてきた。

        「いっ！」

        　晃希の歯が食い込むのが分かる。痛みに前屈みになると、晃希は次々と光希の肩に歯を立てた。光希は全身で抵抗をするが、殴られようとも晃希はやめない。

        　光希はなんとか風呂の呼び出しボタンに手を伸ばし、それを押した。しかし構わず晃希は光希の肩を噛み続けた。久我山のつけた跡を、全て消そうとしているのだ。

        　それだけではなく、晃希は光希の股間に手を伸ばしてきた。光希はその手をぎゅっと握ってそれを阻止する。

        「やめろ！」

        「なんで？　してる途中だったんだろ。続き、してやるよ」

        「ふざけんなっ」

        　以前触ってこようとしたときとは、明らかに晃希の匂いは違っていた。晃希は興奮をしている。身の危険を感じて体を丸めた。

        「何を思い出した。この傷口に、誰を思った」

        　晃希が低い声で言う。抑揚のない声から感じるのは怒りだ。

        「やめろ。駄目だ！」

        　晃希はぎゅっと丸まる光希のペニスを触ることは諦めたのか、手を離した。それに光希がほっとした瞬間、今度は後ろに手を伸ばしてくる。

        「やめろ！」

        「何やってんだ！」

        　光希が言うのと同時に浴室の扉が開き、慶太の怒声が響いた。

        　慶太が晃希の体を光希から引き離してくれる。それに光希は、ようやく体の力を抜いた。

        「落ち着け！」

        「離せ！」

        　晃希が暴れるのを、無理矢理に慶太が引っ張っていく。

        「毎日噛んでやる。毎日毎日、消えないように光希のうなじ、噛んでやる！」

        　晃希の声が響く。光希は体を起こすと、晃希の顔を見た。

        　また泣きそうな顔をしている。もうやめてほしい。向けられたのがただの怒りや侮蔑であれば光希も憎み嫌うことができるのに、晃希の顔はそうではないのだ。

        「駄目だよ、晃希」

        　慶太が冷静な声で言う。

        「晃希、光希は家族だ。馬鹿なことはやめろ」

        「じゃあ兄さんは、光希がこの家を出て、糞野郎の所に行ってもいいのかよ」

        「嫌だよ。でも、晃希のしていることはそれとは関係ない。ただ怒って、光希を思いどおりにしたいだけだ」

        　慶太は晃希の体を無理矢理に抱き寄せると、その頭を撫でた。

        「悪いね、光希。晃希は少し混乱してる。光希が帰って来ないことも心配してたし、食事を取らないことも凄く心配してた。疲れているんだろう。俺からきちんと話をするから」

        　そう言って、慶太は浴室の扉を閉めると、晃希を連れて行った。

        「いたっ」

        　うなじに手をやると、そこからは血が出ていた。お互い発情していないので、いくら噛んでも番にはなれない。それは晃希も分かっていて、それでも噛んだのだ。

        　つい先ほど家族の意味を分かったと思ったのに、それがまたすぐに崩れていく。

        　ようやく近づけたと思ったのに、また離れてしまった。一番近いはずの晃希が、今は一番遠い。

        　一体何を間違えているのか、光希には分からなかった。いや、分かっていたが、本当のところは分かっていないのだろう。

        　光希はシャワーで血を流しながら、久我山に与えられた痛みを探していた。しかし、晃希の与えた痛みに混じり、もうそれを探し出すことはできなかった。

        　

        　

        　風呂から上がり居間に行くと、そこには慶太がいるだけだった。

        「晃希は」

        「部屋で休んでる」

        「そう」

        　慶太の隣に座ると、慶太が光希のうなじを覗き込んでくる。

        「消毒、する？」

        「ううん。ここに痕残したくないからパッド貼りたい。何かあるかな」

        「持ってきてもらうよ」

        　慶太が電話をすると、家政婦の橘が傷口に貼るパッドを持ってきてくれた。慶太がそれを受け取ると、光希のうなじに貼ってくれる。

        「そうだ、兄さん。金属製の首輪、落ちてなかった？　三日前、多分ここで落としたんだけど」

        　それは久我山の首輪だ。恐らく高価な物なので、返さなくてはいけないと思うのと同時に、それを口実に会えるのではないかという打算もあった。

        　慶太は少し考えた後、答えた。

        「あった気がするけど、片付けてもらっちゃったかな。あ、待って、橘さん」

        　橘が部屋から出て行こうとするのを、慶太が呼び止める。

        「はい。なんでしょうか」

        「ここに、金属製の首輪、落ちてなかった？　三日前落としたと思うんだけど」

        「はい。ございました。達臣様が取り合えず物置に保管しておくようにとおっしゃいましたので、物置に置いてありますよ」

        「じゃあ、後で光希に渡してくれる」

        「かしこまりました」

        　橘はお辞儀をして部屋から出て行った。

        「ありがとう。よかった」

        　光希はほっとして笑った。

        「久我山のだろ。一人で勝手に返しに行くのはなしだよ」

        「……」

        「光希」

        「……分かった」

        　不満だったが返事をすると、慶太は笑って光希の頭をぽんぽんと軽く叩いた。

        「よかった。久しぶりに本当の笑顔が見れた」

        　慶太の言葉に、確かに心から笑ったのは久しぶりだと思い今度は苦笑した。

        　会話がなくなり、沈黙が下りてくる。光希はうなじを擦りながら、ぽつりと呟く。

        「晃希、正直言って怖い」

        「あぁ、分かってる」

        　慶太は聡いので、当然ながら晃希の状態を分かっている。いや、こうなる前から、分かっていたのだろう。

        「怒らないで聞いて。俺、この家、やっぱり出た方がいいのかな」

        「怒らないよ。光希がそう思っても仕方がない。俺のことも恨んでいるだろうし、晃希のことも不安だろう」

        「俺は兄さんのしたこと許せないけど、それでも家族だから一緒に暮らしたいと思ってた。だけど、やっぱり晃希のあの態度、普通じゃなくて怖い……」

        　慶太はしばらく黙っている。その顔を見ると、何かを考えているようであった。

        「あと一年もたてば、落ち着くんじゃないかって、そう思ってる」

        「一年も待てない。俺のためにも、晃希のためにも、離れた方がいいんじゃないかって思う」

        「分かってる。光希の言うことはもっともだ。だけど、もう少し様子を見させてくれ。光希から俺は目を離さないし、夜寝るときは部屋に鍵をかけて寝ればいいから」

        「でも、学校が始まったら兄さんの目は届かない」

        「取り合えず夏休み中だけでも、様子を見よう。父さんも言ってただろ。晃希はとにかく混乱している。混乱して、落ち着かないうちに色々と起こってしまった。まだ幼い精神ではついていけていないんだ」

        　慶太はまっすぐと光希の目を見てくると、真剣な表情で言う。

        「せっかく一緒に住めるようになったんだ。最善策を考えさせてくれ」

        　光希は頷うなずくしかなかった。最善策なんてあるのだろうかとは思ったが、慶太の気持ちは痛いほどに分かる。しばらくは、慶太の言うとおりに様子を見るしかないだろう。

        「晃希は、光希を失ったことの痛みを、光希を得ることで埋めようとしている。それしか方法を知らないんだ。まだ世間知らずで幼い」

        「いや、晃希はそれ以外の方法を知ってるよ。俺なんかよりも賢い。だけど、知っていてもそれを選択しないだけだ。そんな自分を全部分かっていて、それでも、それしかないと思い込んでいるだけなんだ」

        　なんでもできて、友人も沢山いて、なんでも持っている晃希の方が、実は光希よりも孤独なのかもしれない。

        　心に穴が開いているのは光希も晃希も同じだろう。しかし、それを久我山によって埋めた光希と違い、晃希はそれを埋められるものにまだ出会っていないのだ。

        　本当に好きな人や、夢中になれるものに出会えれば、晃希だってきっと変わるはずだ。しかし晃希は、それを探すことをあえてしない。光希が自分の心を満たしてくれるものだと信じているからだ。頑固で、思い込んだらそれ以外はないと思うのは光希と同じで、変なところが似ている。

        「もし兄さんの言うとおり、時間がたてば晃希が落ち着いて、もっと視野が広がるって言うなら、それなら俺も待つよ」

        　慶太は光希の頭をぐしゃりと撫でた。

        「ありがとうな」

        　慶太の言葉に、光希は頷うなずいた。

        　

        ＊

        　

        　試験休みが明けた夏休み前の最後の登校日、光希は戸川と真々田に誘われ、ファミリーレストランに昼食を食べに行った。

        「夏休み、どっか行くの？」

        　真々田が和風ハンバーグとドリアをペロリと平らげると、コーラを飲みながら二人に聞いてきた。

        「どこにも行かない。バイトで金稼ぐよ。お前は？　どうせ海外だろ」

        「別に海外なんて行かねぇよ。光希は？」

        「俺も特にはどこも……」

        「へー、お前もなんだ。珍しい」

        　光希は戸川の言葉に、首を傾げた。

        「なんで」

        「大体みんな、夏休みは海外とかなんだよな。瑞穂はお坊ちゃんばっかだからさ、庶民は肩身が狭いんだよ」

        「凄いなぁ。金持ちの世界だ。前の学校は公立だったから、海外に行く奴なんてほとんどいなかった」

        　光希が感心したように言うと、戸川がため息をついた。

        「お前の家だって金持ちだろ。お前の父親、経済誌で日本のリーダー五十選に載ってたぞ。高額納税者にも挙がってるだろ」

        「え、そうなの」

        　光希は父親が大企業の社長だというのは知っていたが、どういった企業だとかはいまいち分かっていない。もっともそれは興味がないからとも言えた。

        「そうなのって、お前、マジか」

        　戸川が呆れたように言う。

        「いや、俺、鳥羽の家に住むようになったの最近だし、家も確かにでかいけど、特別贅沢をしてる感じもしないんだよね。食べる物とか俺にとっては贅沢だけど、でも、世間一般からすると普通みたいだし、外食とかもしないし、何か買ってもらうとかもない。旅行とかもまだ行ったことないから、どのくらい金持ちとか、よく知らないんだよね」

        「あぁ、そうか。それにしても無関心過ぎ」

        　真々田が笑う。

        　二人には、光希が離婚した母に引き取られ、最近父親と住むことになったとは言ってあった。

        「成金じゃなくて、本当の金持ちなんだろ。本当の金持ちは結構質素だっていうよな」

        　戸川が言うと、光希は他人事のように答える。

        「そうなんだ」

        「お前、可愛いな」

        　真々田が笑って、光希の頭をぐしゃぐしゃと撫でた。

        「そういえば真々田、すげぇな。期末テスト３２位か」

        「微妙」

        「そんなことないだろ。すげぇよ。俺なんて６７位」

        　戸川の言葉に、光希が頷うなずいた。

        「テストの順位、公表されるの凄いよね。びっくりだよ」

        「そういえば友達の学校はそんなことないって言ってたな。で、お前どうだったの？」

        「１８３位」

        「お前、生物、一〇〇点だったのにその順位か。アンバランスだな」

        　それに光希は笑う。

        「生物学、好きなんだよね」

        「理系はできるけど、文系は駄目過ぎ。いくら理系クラスでも、アンバランスだろ」

        　真々田が言うのに、痛いところを突かれたと思って光希は苦笑いをする。

        「やっぱり光希は、大学は生物の方に進みたいの？」

        　真々田の言葉に、光希はアイスコーヒーを口にしながら、曖昧に笑った。

        「分からない。二人はもう進路、決まってるの？」

        「俺は工学部だな。機械好きだから、将来機械いじれる仕事したい」

        　戸川の言葉に、もうそこまで将来を見据えているのかと光希は驚く。

        「凄いね。機械って何が好きなの？」

        「うちのじいちゃん、町工場持っててさ、旋盤とか扱ってて、職人って感じで憧れてた。手の感触だけでミリとか、マイクロとかの差が分かるんだぜ。すげぇよ。工場はもうないけど、俺もいつかこういう仕事したいなって思ってた。まぁ、どっちかっていうと旋盤とかを扱う方じゃなく、作る方になりたいなって今では思ってる。日本の町工場って凄い技術なんだよ。それがなくなったら、日本の物作り、駄目になると思うんだよね。だから、俺はそれを支えたいなって」

        　光希はそれを聞いて、凄いと心から思った。自分とはまるで違う。

        「戸川のくせに、ちゃんと考えてるんだな」

        　真々田がからかうように言うと、戸川が軽く真々田の足を蹴った。

        「一言余計だ」

        　真々田がそれに笑った。

        「真々田も、進路決まってるの？」

        　光希が聞くと、真々田は頷うなずいた。

        「俺は新薬の開発かな」

        「新薬？　なんの？」

        「オメガの発情抑制剤。安全でしっかり効くやつ」　　　

        　そういうことかと思って、光希は真々田の顔を見た。真々田はなんてことないといった様子で、コーラを口にする。

        「なんで抑制剤？」

        　戸川が不思議そうな顔で聞いてくる。それに真々田は、やはり世間話をするように答えた。

        「俺がオメガだから」

        　その言葉に、光希は驚いて真々田の顔を再度見る。しかし、相変わらず真々田は表情を変えることをしなかった。

        　戸川はすでに知っているのかもしれないと思いその顔を見ると、一瞬だけ驚いた顔をしたが、そうか、と言っただけで何も言ってこない。それにも、光希は少し驚く。

        「戸川、驚かないの？」

        　光希の言葉に、戸川はそうだな、と答えただけであった。

        「俺も、オメガなんだ」

        　思わず光希もそれを告白した。しかし戸川は、一切表情を変えないまま、そうか、と答えただけだ。何故だかそれが嬉しかった。

        「凄いな、二人とも。進路、決まってるんだ」

        「お前は将来の夢、ないの？」

        　真々田の言葉に、光希はアイスコーヒーをストローで混ぜながら愛想笑いをする。二人と比べるとあまりにも何も考えていない自分が恥ずかしかった。

        「大学行って、進化についてとか勉強したいってなんとなく思ってたけど、じゃあ絶対かと言うと、そうでもない。俺は二人と違って馬鹿だし、何も考えてなくて、好きな人と一緒にいることばかり考えてた」

        　それに、先ほどまでクールな態度であった二人が、ばっと光希の顔を見た。

        「え、好きな奴いるの？」

        　やはり所詮高校生だ。こういう話の食いつきはよいのだと、また光希は感心をした。

        「いるよ」

        「誰？　誰？　学校の奴？」　

        「違う」

        　どこで会ったのか、いくつなのか、男か女か、セックスしたのかなど矢継ぎ早に聞いてくる二人に、光希は苦笑しながら答えていった。

        「俺、その人と一緒にいられるなら、学校とか、どうでもいいと思ってた。だけど、やっぱりそれじゃ駄目だよね。今のままじゃ釣り合わない。一所懸命勉強して、それなりの大人にならないと」

        「学校とかどうでもいいとか、寂しいこと言うなよ」

        　真々田が光希の頬を軽く、ぺちぺちと叩いた。

        「そうだよね。ごめん」

        　素直に謝る光希に、真々田が、やっぱりお前はかわいいなぁ、と呟いた。

        「だけど、一番幼いと思ってた可愛い光希が、一番経験豊富とか。俺なんてまだ経験ないのに」

        　戸川が言うと、真々田が俺も、と答えた。

        「そうなの？」

        「そう。っていうか、それが普通」

        　普通かどうかは分からないが、自分のセックスに対する認識は一般とは少しずれているというのは、なんとなく気がついてはいた。それは自分がオメガだからだと思っていたが、真々田の反応を見るとそれも違うようだ。もっとも、初体験が散々なものだったのだから仕方がない。

        「マジな話、大学きちんと行けよ。せっかく瑞穂に通ってるんだから、それ生かさないと勿体ないぜ」

        「どういう意味？」

        「どういう意味って、お前、なんで瑞穂入ろうと思ったの」

        　真々田が驚くように言うのに、光希は首を傾げた。

        「兄さんがいい学校だって言うから」

        「お前、本当に世間知らずだな」

        「だから、どういう意味だよ」

        「瑞穂ってさ、横の繋がりというか、派閥っていうか、そういうのが凄いんだよ。それなりの仕事してれば、瑞穂のコネが使える。高校だけど、瑞穂の卒業生にとっては一流大学以上にそれがブランドなんだよ。団結力、凄いんだ。だからこそ、ベータの戸川だって入ってきたんだろうし、俺もそう。リスク考えても入る価値があるわけ」

        　何だか漫画のような世界だと思いながら、光希は戸川の顔を見た。戸川はそれに賛同するように頷うなずく。

        「団結力って？」

        「鳥羽先輩がガードしてるもんなぁ。知らないよな。クラスの仲、結構いいんだぞ。体育祭なんて、すげぇ団結するぞ」

        「二人とも他に友達、いるんだ」

        「つるむのは三人が多いけど、他とも仲いいよ。放課後遊んだり、勉強したりするし」

        　それに、光希は少しショックを受ける。自分だけがクラスで浮いているのだ。そして敬遠しているアルファに対して、同じオメガの真々田は仲良く接しているのかと思うと、少し嫉妬をした。

        「なんか、俺だけ浮いてる……？」

        「だから、鳥羽先輩はやり過ぎなんだって。鳥羽先輩がいない間、クラスの奴らお前にかなり接近してたじゃん。お前、相手にしてなかったけど」

        　真々田の言葉に、戸川が苦笑する。

        「まぁ、あれじゃ仕方ない。番犬がいなくなった途端、皆はじけすぎだもんな。友人通り越した目ばっかりで、お前、あれじゃ怖いよな」

        　光希はどう答えてよいか分からず、目を伏せてアイスコーヒーを口にしたが、氷が溶けて薄くなったアイスコーヒーは美味しいものではなかった。

        「まぁ、どっちにしろ、進路はそろそろ考えたら。頑張って入学して、今だってそれなりに頑張って勉強してるんだろ。恋愛に夢中になるのも羨ましいけど、光希自身の言うとおり、それだけじゃ一緒にいてもつまらない人間になるぞ」

        　光希はもう一度、薄まったアイスコーヒーを口に含むと、無意識に頷うなずいた。

        　結局二時間ほどだらだらと話をしていたが、店員の視線が気になってきて店を出る。

        「ボーリング行こうぜ」

        　真々田の言葉に戸川は頷うなずいたが、光希は首を振った。

        「俺は帰る」

        「そっか。じゃあ、またな。夏休み、少しは遊ぼうぜ」

        　真々田と戸川は手を上げると、二人で近くにあるボーリング場に消えていった。

        　光希は一人家路につきながら、一体自分は何がしたいのだろうかと考える。大学に行きたいのか。行って何がしたいのか。

        　将来何がしたいとか、何になりたいとかははっきりとはない。それでも、久我山と釣り合う人間になりたいとは、先日達臣に言われたときからなんとなく思ってはいた。

        「ただいま」

        　家に帰ると、慶太が居間でソファに座ってタブレットを覗いており、光希に気がつくと、顔を上げた。

        「おかえり。成績、どうだった」

        　光希が無言でテストの点数表と通知表を渡すと、それを見た慶太は苦笑した。

        「相変わらず、凄い偏ってるね」

        　光希が無言で頷うなずくと、慶太の隣に座った。

        「これじゃあ、大学には行けない？」

        　光希の言葉に、慶太は少し驚いた顔をして光希の顔を見てきた。

        「大学行きたいって言ったら、おかしい？」

        「別におかしくない。嬉しいよ」

        「行きたいって言ったり、行きたくないって言ったり、勝手だよね」

        「そんなことない。その歳でぶれない方が珍しい。ぶれるということは、色々と考えてるってことだよ」

        　慶太は相変わらず優しい。光希は小さな声でありがとうと言った。

        「どこの大学に行きたいとかあるの」

        「ううん、よく分からない」

        「国立か私立かで、得意科目を伸ばすか、文系も頑張るのか変わるからね、一概には言えない。どんな学部に行きたいの」

        「それもよく分からないけど、進化とか、遺伝子とか、そういう勉強したい」

        「そっか。曖昧だね。進化とか遺伝子って言っても、人類学を学びたいのか、遺伝子工学を学びたいのか、化学選考か生物選考か、選択肢が沢山あるからね」

        　光希は慶太の言葉に、そのとおりだと思って、少し戸惑った。

        「あまり考えてなかった」

        「じゃあこれから一緒に考えていこう。まだ二年生だから間に合うよ。分からなければ好きな本の著者とか、色んな側面から大学を探していけばいいよ」

        「うん」

        　慶太はそれだけ言うと、やはり嬉しそうに笑って光希の頭をぐしゃりと撫でた。

        「そうだ。夏休み、どっか旅行しよう」

        「旅行？」

        「そう。光希が来てから暇も無かったし、まずは生活に慣れないとと思って、旅行してなかっただろ。海でも行こう」

        「飛行機、乗る？」

        　光希の不安そうな声を感じ取ったのか、慶太は首を振ってまた光希の頭を撫でた。

        「葉山に別荘があるから、そこに行こう。車で行ける。海なら七月中がいいけど、父さんはまだ休めないから三人で行こうか」

        　オメガが飛行機に乗るのには色々と制約がある。狭い空間で発情期が来ればパニックが起こる可能性があるため、オメガは飛行機に乗る前には検査をされ、発情期が来ていないことを確認された上で、オメガ専用席に隔離されるのだ。

        　それが嫌で、飛行機に乗らないオメガも多いと聞く。光希も、移動にはどんなに時間がかかっても新幹線を使うことにしていた。

        「そっか。でも、やっぱり……」

        　車で移動と分かっても、もう一つの不安があった。いくら兄がいるとしても、晃希との旅行はやはり躊躇する。

        「晃希のこと？」

        　光希が頷うなずく。

        「橘さん連れて行くよ。伊藤さんも連れて行く。俺の我が儘だけど、光希と晃希と一緒に旅行したいんだ」

        　伊藤は警備会社の社員で、この家の警備を専任でしてくれている男だ。無口だが実直な男であるため、彼が行くなら心配ないだろう。

        「分かった。行くよ」

        「ありがとう。ごめんな、俺の我が儘で」

        　慶太の言葉に、光希は首を振った。

        「ううん。俺も旅行って、一度してみたかったんだ」

        「旅行、行ったことないの」

        「あるよ。小学校と中学校のとき、修学旅行で行った」

        　慶太は一瞬真顔になると、困ったような顔で笑い、光希の体をぎゅっと抱きしめてきた。

        「楽しいこといっぱいしようって、そう言ったのにあんまりできてないよね。ごめんね。旅行も、沢山しようね」

        　光希はそれに笑う。

        「飛行機は乗りたくないよ」

        「じゃあ新幹線に乗ろう」

        「そうだね」

        　抱きしめる慶太の力が強くなったのが、光希には少しだけおかしかった。　

        　

        ＊

        　

        「凄いね」

        　光希は別荘に入ると、中を見回して思わず呟いた。埼玉にある純和風の家とは違い、葉山にある別荘は洋風のお洒落な佇まいだ。

        　芝生の敷かれている大きな庭があり、子ども部屋はその芝生に直接出られる作りになっている。幼い頃の慶太と晃希は、ここで走り回ったのだろう。

        　二階にあるリビングとダイニングは仕切られておらず広い。海に面した壁はほとんどが窓になっており、海が一望できる。窓の外には大きなバルコニーがあった。

        　ゆったりと休暇を取るために作った家なのだろう。全てが余裕のある作りであり、日常の慌ただしさはここにはない。テレビで見た南国のヴィラのような優雅さがあった。

        「ここ、俺たちの部屋」

        　慶太が家の案内をひととおり終えると、晃希が光希を自室に連れて行き呟いた。

        　晃希の部屋は広く、ベッドが二つ置かれていた。子ども二人で遊ぶには十分な広さだ。

        「父さんが、いつ光希が来てもいいようにって、初めからベッドは二つだった。このベッド、いっつも空いていて、この別荘に来る度にそれが寂しくて、ない方がいいってずっと思ってた」

        「そう。でも、一緒の部屋には寝ないよ」

        　光希が言うと、晃希は光希の顔をじっと見てきた。

        「なんでかは、分かってるよね」

        　光希が言うと、晃希は視線をすっと外し、床を見ていた。光希はこのまま二人でいるのはまずいと思い、晃希を置いて慶太のいる二階のリビングに行く。

        　慶太はバルコニーに出て、海を見ていた。バルコニーも広くゆったりとしており、高そうな家具が並んでいる。そこで食事ができるようにか、大きなテーブルと椅子が並び、バルコニーの端には丸い大きなソファや、リクライニングできる一人がけのチェアが置かれていた。

        　慶太は丸いソファに座っている。光希もそこに座ると、同じように海を見た。

        「綺麗だね」

        　光希が言うと、慶太は頷うなずいた。

        「海で遊んだことはある？」

        「あるよ。海辺の町に住んでたこともあったから。ていっても、俺、泳げないから足を漬けるだけだったけど」

        　そういえば、母親とその恋人と一緒に海に行ったことがあった。彼女は男を見る目はあったようで、付き合う男はいつも優しく金銭的にも恵まれていた男が多かった。

        　その男も優しい男であった。海の家でアイスクリームと浮き輪を買ってくれ、一人では可哀想だと一緒に遊んでくれた。母が男と二人でいたいと言っても、男は光希君が可哀想だと言って、光希を優先してくれたのだ。

        　性的な意味はなく、大人として子どもに接してくれただけだったのたが、それが母は気に入らなかったのだろう。家に帰ると日焼けした腕に煙草を押し当てられたのだ。

        「やな事、思い出した」

        　光希が呟くと、慶太が光希の顔を見た。

        「どうしたの？」

        「あ、なんでもない。海、綺麗だなって」

        　慶太はじっと光希の顔を見ていたが、何も言わない光希に諦めたのか、再度海に視線をやった。

        　パラソルで日陰になっていたが、汗が次から次へと噴き出てくる。七月の太陽は眩しく、ただ暑かったがそれが心地良い。いつもはこの暑さにうんざりしていたのに、バカンスだと思うと暑ささえも心地良いのだ。

        「光希」

        　しばらくそうしていると、後ろから声をかけられる。振り返ると、そこには晃希が立っていた。

        「二人でちょっと話したい。兄さん、いいかな」

        　慶太が晃希の顔を見た後、光希の顔を見てきた。光希は良いとも悪いとも答えず、じっと慶太の判断を待つ。

        「分かった」

        　慶太は晃希に同意をして立ち上がると、光希の肩に手を置いた。

        「伊藤さんに、リビングに待機してもらうから」

        　慶太の言葉に、光希は頷うなずいた。

        　晃希は光希の隣に座ると、同じように海を見た。話したいと言ったのに、何も言ってこない。

        「話って何？」

        　光希が聞くと、晃希は視線を海に向けたまま答えた。

        「首、大丈夫？」

        「治った。もう一回噛む？」

        　意地悪く言う自分にうんざりしたが、それくらい言う権利はあるはずだ。

        「ごめん……もう噛まないから」

        「そう」

        　また沈黙が続く。しかし海の音が心地良く、沈黙は気にならない。海風が気持ち良くて眠気が下りてきたが、晃希がいるのに横になる気にはなれなかった。

        「晃希はさ、俺とセックス、したいの？」

        　光希は晃希の顔をじっと見て聞く。晃希は少し戸惑った顔をした後、首を振った。

        「分からない。前も言ったけど、そばにいると凄く心がざわついて落ち着かない。だけど、これがなんなのかよく分からない。ただ、一緒にいたい。俺は光希の半分なんだってそう信じてる」

        「晃希のしてることは、それで説明するには常軌を逸してるよ」

        「分かってる。だけど光希が他の男とやってるって、そう考えるだけで、どうしていいか分からないくらいに辛い。辛くて、全てを壊したくなる。でも、これがなんなのかは、俺にも分からない」

        　光希は、晃希の言っていることがどこまでが真実なのか分からぬまま、そう、と答えた。

        「それってやっぱり、俺がオメガだからだ。オメガを支配したい、それだけだ」

        「またその話？　それは違う。でも、もうそれは議論しない。しても平行線になるだけだ」

        「そうだね」

        　また沈黙が続く。波の音と、砂浜で遊んでいるだろう子どもの喚声が微かに聞こえてきた。

        　光希はソファに横になる。そのソファは光希が横になっても十分の大きさがあった。

        「いいよ」

        　光希は晃希に背を向けて丸まると、小さな声で呟いた。

        「え？」

        「いいよ、セックスしても」

        　光希が言うと、一瞬の間の後、空気が微かに変わったのが分かった。それに光希は少しだけ愉快になる。

        「み、光希？」

        「一回だけならするよ。その代わり、それをしたらもう俺と晃希は家族ではなくなる。二度と、晃希には会わない。それでよければ、すればいい」

        　また空気が変わるのを感じる。

        　晃希は何も言わない。光希は構わず目を瞑った。

        　晃希が光希の背後で横になったのが分かった。そして背中からそっと手を回して、光希の体を抱きしめてくる。

        　どうするつもりか。光希は思う。聞かなくても答えは分かっていた。しかし、晃希の心の中がどうなっているのかだけは知りたいと思い、腹に置かれた晃希の手に自分の手を重ねた。

        「ずっと一緒にいたいんだ。俺、もう光希の嫌がること、しないように頑張るから、だから変なこと、光希も言うな」

        「……そう」

        　あぁ、俺は卑怯だ。光希は思う。その気もないくせに残酷な選択を突きつけた。晃希がこう答えるだろうとは分かっていたのだ。しかし、これは一緒にいるための選択でもあるのだと、晃希には分かってほしかった。

        「俺、光希に再会するまで、自分は自分で制御できるって、ずっとそう思ってた。実際に俺はそうできてた。勉強も、運動も、なんでも人よりできたし。だから、できない奴は心が弱い。特にアルファなのにそれができないなんて、アルファの資格がないって、そう思ってたんだ。だけど光希がそばにいると、もう自分が制御できない。自分の中から溢れる感情を、どうすることもできないんだ」

        　光希は頷うなずくこともできずに、ただ聞いていた。

        「俺は、俺が思っていたよりも弱い。その事実も、凄く辛い。だけど、それでも光希のそばにいたい。辛くても、自分が情けなくても、一緒にいたい。一緒にいさせてよ」

        　光希は晃希の下半身の変化に気がつきながら、それに気づかないふりをして頷うなずいた。

        　晃希が光希の肩に顔を埋めた。光希は晃希の頭を撫でる。強く、傲ごう慢まんだと思っていた晃希の心の中を、ようやく垣間見ることができた。

        　可愛い。愛しい。初めてそう思った。双子の弟を愛しいと思い、そして再度、愉快だと思った。

        　アルファである晃希が、自分に翻弄され、すがりついてくる。それは酷く愉快で、そして歪んだ悦びでもあった。

        　所詮アルファとオメガか。家族であろうとも、兄弟であろうとも、支配ゲームは続いていく。これは他でもそうなのか、それとも自分と晃希だからなのかは分からないが、晃希の願いに光希は興奮さえ覚えた。

        　そしてほんのわずか、久我山の存在を忘れる。久我山を忘れ、このままこの男と一生を共にしてもよいのではないかとさえ思った。

        「いいよ。セックスはなしだ。その約束を守るなら、一緒にいる。でも、いつまでかは、約束できない」

        　光希を抱きしめる晃希の力が強くなる。光希の肩で、晃希の呻く声が振動となって光希に伝わってきた。

        「酷いな、それ。一方的だ」

        「うん。本当に酷いよね。俺も最低だと思う。だけど、どうしても約束できないんだ。ごめん」

        　晃希は光希の肩から顔を離すと、光希のうなじに顔を寄せた。また噛まれるのかと思ったが、晃希はそっと唇を落とすだけであった。

        「光希には、俺以上に一緒にいたい奴がいるからだろ」

        　光希は、それには答えなかった。

        「辛い。凄く辛い。でも、それでも一緒にいたい。だから約束する。だから、そばにいて」

        　光希はそれに頷うなずいた。

        「噛んで、ごめん。光希は母親あいつに、殴られたりしたんだろ。それだけじゃなくて、沢山辛い思いをしてきた。それなのに、ごめん。俺は最低だ。でも、これからは絶対に乱暴なことはしない。もう光希が辛い思いをしないように、俺にも守らせて」

        「大げさだな」

        「大げさじゃない。本当に、光希が大切なんだ。光希を傷つけた奴、全員殺したいくらいだ」

        　大げさだが、晃希の隠されていた激情を思えば、あながち嘘ではないのだろう。

        　光希はもう何も言葉を発することはせずに目を瞑ると、波の音を聞きながら眠りに落ちた。

        　

        　

        　目を覚ますと、晃希も隣で眠っているのに気がつく。ゆっくりと体を起こすと、慶太が光希の隣に座っていた。

        「ご飯食べに行こうか」

        　光希が起きたのに気がつき、慶太が言う。光希は頷うなずいた。

        　晃希を起こして支度をすると、伊藤の運転する車に乗ってレストランに向かう。葉山に来るときには必ず行くというステーキレストランだ。

        　葉山のブランド牛だというステーキは、柔らかく甘みもあり美味しい。思わず光希は笑顔になった。　

        　慶太は光希の顔を見て、ニコニコと笑っている。

        「美味しい？」

        「うん」

        　光希が笑って言うと、さらに慶太は笑った。

        　慶太は、葉山にいるときは一切料理を作らないと宣言していた。家族のために料理を作るのは好きなのだろうが、やはりたまには休憩をしたいのだろう。勿論、光希も晃希も否はなかった。

        　光希が次々とステーキを口に頬張ると、晃希もそれを見て笑った。

        「もう完食？　口に食べ物、入れすぎ」

        　また、行儀悪いと説教されるかと身構えたが、晃希は自分の皿にある肉を一切れ光希の皿に入れただけであった。それこそ、行儀の良い行為ではない。

        「飯食うの、随分うまくなったよな」

        「なんか、上から目線」

        　光希が言うと、晃希はしまったという顔をした。

        「ごめん」

        「冗談だよ。ありがと」

        　光希は箸やナイフやフォークの使い方など、テーブルマナーを徹底的に練習した。そのかいあってか、食事のマナーは大分マシになったと光希自身思っている。だが、早食いはどうしても治らない。慶太は若いからだよ、と言ってくれるのだが、晃希はいつも、もう少しゆっくり食べろよ、と言うのだった。

        「肉、いいよ。晃希の方が沢山食べるだろ。俺、お腹いっぱい。ありがとう」

        　ステーキは一番大きなサイズを頼んでくれたため、食べ盛りの光希でも、すでにお腹いっぱいではあった。食べようと思えば食べられたが、特に食べたいとは思っていない。

        「俺は何回も食べたことあるから。光希はこれからしか食べれないだろ。だから俺よりも食べろよ」

        　どんな理論だと思いながらも、晃希なりの優しさなのだろうと思い、光希は貰った肉を口に入れた。

        「美味しい」

        　光希が笑うと、晃希も嬉しそうに笑う。その笑顔は、慶太に似ていた。

        　人は、こんな些細な事でも与えることに喜びを感じるのだ。だからこそ慶太は光希が喜ぶと、いつも嬉しそうなのだと気がつく。

        　光希は二人の嬉しそうな笑顔を見て、自分にも何かを与えられるときが来るのだろうか。慶太のように、そして今の晃希のように笑うことができるのだろうかと考え、そんな人間には、まだほど遠いと思った。

        「美味しかった。ごちそうさまです」

        　店を出ると、光希は慶太に言った。

        「父さんからお金貰ってるから、父さんに言ってくれればいいよ。でも、美味しかったのならよかった」

        「凄く美味しかったけど、兄さんのご飯の方が美味しいよ」

        　リップサービスではなく本心からそう言うと、慶太は光希の頭をぐしゃりと撫でた。

        「ありがとう」

        　慶太は嬉しそうに笑った。

        　店の駐車場に停められた車には、伊藤が待機していた。光希は未だに、自分たちだけが食事をして、使用人に他の場所で待ってもらうということに慣れていない。

        「すいません。待たせてしまって」

        　光希が言うと、伊藤はいえ、と低い声で答えた。

        　伊東はすらりと背が高いが、警備という仕事のためか存在感はまるでない。一重の目にすっと通った鼻、薄い唇と、パーツが配置よく並んではいるが、平凡な日本人顔をしている男だ。

        　伊東は全く気にもかけていないという様子であり、慶太や晃希もそれが当たり前なのか、全く気にしていない。使用人と一線を引く教育をされているのだろう。こういうときに光希は、育ってきた環境が違うのだと実感する。

        「伊藤さん、コンビニ、寄ってもらっていいですか」

        　慶太が言うと、伊藤は感情のこもらない声で答えた。

        「別荘から一番近いコンビニでいいですか」

        「はい。お願いします」

        　車はしばらく走ると、コンビニエンスストアの駐車場に停まる。

        「飲み物とか、お菓子とか、買っていこうか」

        　慶太は車から降りると、少しだけ足下をふらつかせた。少し酔っているのだろう。顔も赤かった。

        「酒はもう駄目だよ」

        　晃希が言うと、慶太はへらりと笑いながら、分かった、分かったと答えた。

        　店の中に入ると、若い男女の集団がいて、きゃっきゃと騒いでいる。そちらにチラリと視線をやると、数種類の花火が台の上に並べられており、どの花火にしようかと選んでいるところだった。

        「昔、花火したよね」

        　光希が言うと、晃希が頷うなずいた。

        「あぁ、よく庭でしたよ。それは覚えてるんだ」

        　言っている言葉は以前と同じような言葉であったが、晃希の口調は優しい。晃希の中で何かが吹っ切れたのか、それとも諦めたのか、今日の話し合いを境に明らかに様子が変わっていた。

        「花火、したい」

        　晃希が光希の顔を見てきて、少し驚いた顔をした。

        「何？」

        「いや、光希が自分から何かを欲しいって言うの、珍しいなって思って」

        　そう言うと晃希は、花火を端から順番に手に取った。

        「そんなにできないよ」

        　晃希は光希の言葉を無視して、それをレジに持って行こうとする。

        「何、花火買うの。籠に入れなよ」

        　慶太が晃希に気がついて言うが、晃希は首を振り、自分で買うから、と言ってレジで金を払った。

        「ありがとう」

        　光希が言うと、晃希が照れくさそうに笑う。その笑顔は先ほどと同じで、与えることによる喜びで満ちていた。

        　別荘に帰ると、早速庭で花火をした。

        「綺麗だね」

        　光希が言う。

        「あぁ」

        　晃希が答えた。

        　パチパチと音を立てる花火は、火花を散らして綺麗に光っている。

        「ほらこれ」

        　一つが終わると、次の花火をすぐに晃希が渡してきた。慶太は終わった花火を受け取り、水を張ったバケツに入れてくれる。

        「一人でやってもつまらないよ。兄さんと晃希もやろうよ」

        　光希が苦笑すると、晃希が頷うなずいた。

        「人間って、火を見るの好きだよね」

        　晃希が呟く。

        「そうだね。原始的な何かがあるのかな。思わずぼうっと見ちゃうよな」

        　慶太が賛同する。光希もそれに頷うなずいた。

        　暗く、静かな空間に灯された明かりは美しい。暗闇に咲く花のようだ。その明かりを見ていると、心が穏やかになっていった。

        「何だか夢みたいだ」

        　晃希の言葉に、光希も同じような感覚だと思って頷うなずく。一年前の今頃は高校を辞めることを決め、将来など思い描けなかった。ただ自分の人生には久我山しかおらず、週に一度久我山に会えればそれでよかった。

        　今はどうなのだろうか。

        　久我山に会いたい。それは変わらない。だが、こうやって家族があることは、何にも代えがたいものだとも思えてくる。少しだけ自身の心がぶれているのを感じたが、それを成長というのか、迷いというのかは分からなかった。

        「俺の部屋と交代しようか」

        　花火がなくなり家の中に戻ると、慶太が小さな声で聞いてくるが、光希は首を振った。

        「大丈夫だよ。多分、もう晃希は大丈夫だと思う」

        「そっか」

        　慶太の安堵した顔に、何よりも家族という形にこだわる慶太が、口には出さぬがどれほどに悩んでいたのかを知る。

        「ごめん。心配かけちゃったね」

        「全然。光希の方が大変だっただろ」

        　慶太はそう言うと、いつものように光希の頭をぐしゃりと撫でた。


    

    
        ６．運命の番

        　

        　

        「光希みつき、行くよ」

        　夏休みが終わり新学期が始まると、以前と同じように晃希と一緒に通学をした。

        　以前と違うのは、晃希こうきは光希の前ではなく、隣に並んで歩くようになったことだ。お互いの匂いが気にならないと言えば嘘になるが、それでも以前のような不自然さはなかった。

        「晃希はもう走らないの」

        　ランニングをしている人間を見て光希が聞くと、晃希は光希の顔を見てきた。

        「まぁランニングくらいならするかな。でも、どっちにしろ夏は終わったから三年生は引退だ。俺には関係ない」

        「前に留年する気だって言ってたけど、それはどうなの」

        「するよ」

        　光希は首を振る。

        「駄目だよ。それは駄目だ」

        「なんで。別に浪人するのと変わらない」

        「内申とか……」

        「推薦なんてとらないから関係ないよ」

        　そこまで言われると、何も言えなくなる。晃希はそこまでして、何を望むのだろうか。光希には分からない。

        「俺、そこまでしてもらっても何も返せない」

        　晃希は光希の言葉に不思議そうな顔をした。

        「何言ってんの。返すって何？」

        「え、だって……」

        「俺は光希といたいし、光希を守りたいかららそうするだけじゃん。俺がしたいからするんだ。光希がどうこうは関係ない」

        　それに光希は、また何も言えなくなった。慶太も晃希も、光希のことを綺麗だと言うがそんなことはない。晃希のように損得考えずに、純粋に自分を捧げることなどできないのだ。晃希の方がよっぽど綺麗ではないか。

        　いや、もし相手が久我山であれば違うだろう。久我山が求めれば全てを差し出せる。光希はそれに気がついて晃希の顔を見た。そして、あぁそういうことなのかと思う。気がつかなければよかった。いや、気づいてはいたのだ。だが、知らないふりをしていればよかったと思い、同時に心の奥がチクリと刺されたように感じた。

        「おっはよう。兄弟喧嘩は終わり？」

        　教室に入ると、真々田が光希の肩を叩いてきた。一緒に登校したのを見たのだろう。

        「まぁね」

        　誤魔化すように笑うと、真々田は笑った。

        「仲が良いに越したことはないからな。よかったじゃん」

        「真々田、晃希嫌いだろ」

        「それとこれとは別。俺が嫌いだからって光希が嫌いである必要ないだろ。第一、兄弟だ」

        　真々田の言葉に、そういえば真々田には仲の良い姉がいたと思い出す。

        「そうだね」

        「おはよう。なんの話？」

        　登校してきた戸川が、二人で話しているのに声をかけてきた。

        「光希が鳥羽先輩と仲直りしたって」

        「へーよかった」

        　戸川の言葉に、これが日常というやつなんだと、漠然と思う。こうやって穏やかに暮らせることは恵まれていることでもあると思い、光希は知らずに笑っていた。

        「着替えるか。朝から体育、怠いよな」

        　今日の一時限目は体育だ。真々田が体育着に着替え始めたのに、光希も着替えを始めた。

        　今日の授業はサッカーだった。二人組でボールのパスを行うことになり、光希は真々田とボールを蹴り合っていた。

        　真々田も光希ほどではないが運動神経はさほど良くない。ボールを蹴りながら、だるいなぁとぼやいている。

        「暑い」

        「暑いよね」

        　そんなことを言い合っていたが、光希は真々田の顔が突然赤くなっていくのに気がついた。

        「真々田、顔赤いよ。熱射病じゃないよね」

        　光希が真々田の近くに駆け寄ると、真々田は息を荒くしていた。

        「やばい、発情期だ……」

        　真々田が呟く。その目を見ると潤んでおり、明らかに誘うような目であった。

        「薬は？」

        「鞄の中」

        「取り合えず、教室行こう」

        　光希が真々田の体を抱えるようにして歩き出すが、恐らく光希には分からない匂いが出ているのだろう。何人かが動きを止めてこちらを見てきた。

        　走るのはまずい。下手な動きは興奮を誘うかもしれない。しかし、真々田が薬を持っていないのと同様、ここにいるアルファも抑制剤を持っていないだろう。

        　光希には真々田がどのくらい発情しているのかが分からない。ただ真々田の息の荒さと、噴き出る汗と、震える体に、かなりの匂いが出ているのではないかと予想した。光希は周りを刺激しないように、早足で校庭を抜けていく。

        「どうした？」

        　戸川が話しかけてくるが、ベータの戸川にもその匂いが分かったのだろう。一瞬顔を歪め、自分の鼻に手を当てた。

        「抑制剤が教室なんだ。教室に戻る」

        　光希が言うと、戸川は首を振った。

        「ここからなら保健室の方が近い。保健室に行け。薬は俺が持って行く」

        　オメガの自分よりもベータの戸川の方が事態の深刻さを分かっているのだろう。光希は頷うなずくと、校庭に直結している保健室へと進路を変えた。

        「待てよ！」

        　アルファの水山が目の前に立ち塞がる。こいつは真々田を見てばかりいた奴だ。多分真々田に惚れている。これはまずいと思っていると、戸川が水山の腕をつかんだ。

        「走れ！」

        　戸川が叫ぶのと同時に、光希と真々田は走った。真々田のおぼつかない足では大した速さは出なかったが、事態を察した体育教師と、まだ冷静さを保っている生徒が興奮した生徒たちを足止めしてくれていた。

        　騒ぎに気がついた生徒が校舎の窓から顔を出しているのに気がついたが、構わず光希は急ぎ、なんとか保健室に辿り着くと校庭に続くドアの鍵をかけた。

        　養護教諭は突然なだれ込んできた二人に驚いた様子であったが、校庭を見て、真々田を見ると、すぐに原因が分かったのか真々田をベッドに横にした。

        「念のため確認。抑制剤にアレルギーはないね」

        　真々田が荒い息を吐き出しながら頷うなずくと、養護教諭は棚から注射器を取り出し、真々田の服をめくると腹の肉をつかんでそこに針を刺した。

        　真々田の息づかいが穏やかになっていく。光希はそれを確認するとようやく体の力を抜き、校庭を見た。

        　そこではもみ合いが始まり、訳が分からないことになっている。まるで野球の乱闘シーンのようだと思った。

        「真々田、平気か」

        　真々田に聞くと、真々田は頷うなずく。

        「前は肌身離さず注射持ってたんだけど、最近油断してた。発情期、二か月前だったし……馬鹿だな、俺」

        「取り合えず横になってなさい。ご家族には連絡を入れるから」

        「親は仕事で忙しいと思うので、姉の携帯に連絡をお願いします」

        　真々田はそう言うと、養護教諭に携帯の番号を告げた。

        　光希は冷静な色を取り戻した真々田を見ながら、この先どうなるのだろうかと思ったが、そんなことは今考えても仕方がない。真々田を励ますように、その手をぎゅっと握った。

        「お前の方が顔色悪いぞ」

        　真々田が光希の顔を見て笑う。それが光希には辛かったが、笑って見せた。しかし、笑うのに失敗しているだろうことは光希にも分かっていた。　

        「教室戻れよ」

        「いや、お姉さんが来るまでいるよ。いいよね、先生」

        　養護教諭は、光希もオメガであることを知っているのだろう。少し考えたようだったが、結局許可をしてくれた。

        　保健室のドアがノックされた。養護教諭が返事をするとドアが開けられそうになったが、いつの間にか鍵がかけられており、開けることはできなかった。

        「誰？　クラスと名前を言って」

        「真々田と同じクラスの戸川です。鞄と着替え、持ってきました」

        「ドアの前に置いて教室に戻りなさい。開けることはできない」

        　養護教諭はこの事態の対応を上手くこなしていた。危機管理マニュアルがあるのだろうか。もしそうだとしたら、この学校には光希と真々田の他にもオメガが何人かいるのだろう。それでも隠さなければいけないのかと思うと、悔しかった。

        「もう教室戻れよ。お前も疑われるぞ」

        　真々田が言うが、光希は首を振る。

        「こりゃ、鳥羽先輩に殺されるわ」

        　真々田はふざけたように言うが、光希が握った手を振り払うことはしなかった。気の強い真々田がこんな風になるなど、相当不安なのだろう。

        　一時間ほどすると、保健室のドアが再びノックされた。

        「こんにちは。真ま々ま田だ悠ゆう木きの姉です」

        　女性の声が聞こえ養護教諭がドアを開けると、そこには光希でさえ美しいと思う女性が立っていた。

        　真々田とは似ていないが、真々田の姉だろう。光希が真々田から離れると、その女性は光希にお辞儀をした。アルファらしく美しいと思ったが、近づいたときにアルファの匂いがしないことに気がつく。

        　ベータの養子である可能性も考えられたが、そのあまりにも美しい容姿から、ベータの可能性は低いと思った。

        　ならばオメガか。女性のオメガは珍しい。女性のオメガが産まれるためには、オメガ同士の組み合わせか、オメガの男親と、オメガ染色体を持つアルファの女親の組み合わせでなければ産まれない。どちらにしろ、ゼロではないだろうが珍しい組み合わせではある。

        　真々田が布団から起き上がると、真々田の姉は真々田をぎゅっと抱きしめた。真々田は少しだけ泣きそうな顔をしている。酷く幼い顔を見せた真々田に、彼女とは強い繋がりがあるのだろうことが分かった。

        　光希は昔読んだ本を思い出していた。女のオメガは貴重だ。男のオメガよりもさらにアルファを惹きつける。外国では、オメガの雄同士を無理矢理に性行させ女のオメガを作り、それを高額で売る商売もあるという。

        　どちらにしろ、真々田の姉の人生は楽なものではないだろう。そしてそれが、真々田の人格形成に影響を与えていることは容易に想像できた。

        「光希君ですね。悠木から話を聞いています。いつも仲良くしていただいているみたいで、ありがとうございます。今回も助けていただいたみたいですね」

        　おっとりと話す様子は、見とれるような優雅さがある。光希は何も言えずに慌ててお辞儀をすることしかできなかった。

        　真々田が姉に連れられて帰宅したのを見送ると、光希は教室に戻る。授業は三限の途中であった。教室に入った光希を教師はチラリと見てきたが、特に何も言わなかった。

        　お昼休みが始まると、光希は戸川の席に弁当を持って向かった。クラス中の視線が二人に集まっている気がして居心地が悪い。

        「中庭で食う？」

        　戸川が言うのに頷うなずくと、開いた弁当を閉じ廊下に出た。

        「晃希」

        　廊下に出ると、ちょうど晃希がそこにいた。心配そうに光希を見ている。

        「大丈夫か」

        「うん、大丈夫」

        　オメガがいるという騒ぎは、三年生にまで伝わったのだろう。それが光希ではないかと心配したのは想像に容易い。

        「一緒にいる方が目立つから、俺戻るけど、何かあったら……」

        「電話でしょ。分かってる」

        　晃希が言い終わる前に光希が答える。晃希が少しだけ笑った。

        　中庭で戸川と弁当を食べていると、やはり二人を見てくる人間はいたが、気にせずに食事を続けた。

        「鳥羽先輩、授業抜け出して保健室に走ってきてた。ちょうど俺会って、誤解されるから戻れって言っておいたけど、お前のこと凄い心配してたよ」

        「そっか」

        　戸川がじろりと光希の顔を見てくる。

        「お前ら兄弟って」

        「え？」

        「いや、なんでもない」

        　戸川が何を言いたかったのか分からなかったが、光希は自嘲するように言った。

        「オメガとアルファの双子だ。ずっと離れて暮らしてたし、普通の兄弟とは違う。お前から見たら、おかしいよな」

        「何が普通かなんて、俺にはよくわからねぇ。お前がいいんならいいんじゃね」

        　戸川らしい意見だと思い、光希は笑う。

        「うん。これでいいかな、って最近は思ってる」

        「そうだよな。お前、夏休み終わってから何か表情変わった。柔らかくなったよ。以前のお前は鳥羽先輩に対して、遠慮しているけど、嫌がっているっていうか、見ていて痛々しかった。でも、今は凄く自然に接してる」

        「人に干渉してこないのに、よく見てるよな」

        　光希が言うと、戸川は特には答えずにパンを口に運んだ。

        　

        　

        　放課後になると晃希が迎えに来たので二人で帰る。気のせいかもしれないが、何だか周りから見られている気がして、気分が悪い。

        「感じ悪いな」

        　二人きりになると、晃希が呟いた。

        「え、俺？」

        「いや、学校の奴ら。何か言いたそうに見てきて、でも何も言わない。キモい」

        「俺がオメガだって、ばれた？」

        「いや、ただ単に真々田って奴のこと聞きたいだけだろ」

        　確かに光希がオメガだとバレる要素はない。勘の良い人間であれば、発情期のオメガと一緒にいて大丈夫だったのかと疑問は湧くだろうが、抑制剤を持っていたとでも言えばよい。

        「あいつ、オメガだったんだな。アルファのわりにはひ弱で、女みたいな顔だと思ってたけどさ」

        「真々田のこと、悪く言うなよ。俺にとって真々田は、大切な仲間だ」

        　晃希は光希の顔を見てくると、分かってると言って、光希の肩を叩いた。

        「悪い。ちょっと嫉妬して悪く言った」

        　嫉妬だなんて何を言っているのだと思ったが、正直に謝った晃希にそれ以上は言わなかった。

        　夕飯は、慶太お手製のタレで作られた豚丼であった。光希はそれが大好きであったが、今日はあまり箸が進まない。慶太が心配して、体調が悪いのか聞いてくるのに、疲れているのかな、と答えた。

        　食事の後片付けをして、居間で晃希とテレビを見ていると、慶太がやってきて光希の隣に座った。

        「何か心配事？」

        「うん。仲の良い友達がさ、オメガだったんだ。学校で発情期来ちゃって……。明日から学校来れるかな」

        「もしかして真々田君？」

        　光希は驚いて慶太の顔を見た。

        「光希が真々田君と仲がいいって前に話してただろ。真々田の当主はオメガがパートナーだから」

        　さすが狭い世界だ。よく知っていると思って大きく息を吐く。

        「真々田、オメガの発情抑制剤を作るんだって頑張ってた。なんか、どうしようもない気分だ。辛い……」

        「そうだよな」

        「俺がオメガだってバレたとき、あれだけで済んでついてた。幸運だったのと同時に、守ってくれたんだって、それがどんなに大事なことだったかって、今更ながらに思う」

        　ありがとうと小さな声で呟くと、慶太が光希の頭を撫でた。

        　しばらくじっとしていたが、色々と考えてしまう。これでは駄目だと思って立ち上がった。

        「落ち込んでても仕方ない。勉強するね」

        　気合いを入れるように言うと、晃希も立ち上がり、光希の後をついてくる。心配しているのだろう。

        「じゃあね」

        　光希が自室に入ろうとした瞬間、突然晃希が後ろから抱きしめてきた。

        「ちょ、晃希」

        「よかった」

        「え？」

        「光希じゃなくてよかった」

        　晃希の手が震えていた。

        　顔には出していなかったが、晃希は騒ぎを聞いたとき、光希の正体がばれたと思ったのだろう。まさかもう一人オメガがいるとは思わないだろうから、当然だ。

        「心配させたね」

        「光希のせいじゃない。だけど、ほんと、俺……」

        　晃希の言葉に胸が詰まる。嬉しい。愛おしい。そしてそれだけではなく、その思いが辛くもある。

        「ありがとう」

        　それだけ言うと、光希は晃希の腕をほどいた。晃希はまた泣きそうな目で光希を見てくる。

        　光希は慶太がするように晃希の頭をぐしゃりと撫でると、部屋の中に入って鍵をかけた。

        　

        ＊

        　

        　事件の起きた翌日の昼休み、教室の中では噂話が飛び交った。

        「真々田がオメガだって知ってたの？」

        　何人かが戸川や光希に聞いてきたが、光希はいつかの真々田の真似をして、うるせぇな、どんだけ暇なんだよ、と言って追い返した。普段温和な光希の乱暴な物言いに、大抵はそれ以上聞いてこなかった。

        「普段からさ、なんか臭いって思ってた」

        　水山の声が光希の耳に入ってくる。聞こえるように言っているのだろう。今まで接点がなかったのでどんな生徒か知らなかったが、昨日のことといい、今の発言といい、あまり良くない性格のようだ。

        「昨日、俺に邪魔されたから怒ってる。よっぽどやりたかったんだな。猿かよ」

        　戸川が馬鹿にするように言った言葉が聞こえたのか、水山が怒るのが気配で分かった。

        「オメガの方がよっぽど猿だろ。発情期ってなんだよ。超笑えるんだけど。体でアルファ誘って、体を売りにして生きるしかない劣等種だろ。女よりも浅ましいよな」

        　それに周りにいた仲間が笑った。

        「お前ら、あいつとやったの？　発情期ってすげぇんだろ。女なんて目じゃねぇくらい気持ちいいらしいじゃん。濡れ濡れだったろ。いいな、俺らにも分けてよ」

        　いつもの戸川であれば、そんな挑発は無視しただろう。しかし、戸川は立ち上がり、水山の方に歩いて行く。顔が怒りに満ちていた。戸川がこんな風に怒るなんて珍しく、それは光希が怒りを忘れるほどであった。

        「あら、どうしたのかしら、ベータの戸川君。彼女馬鹿にされて怒っちゃった？」

        　水山の言葉に、また周囲が笑った。

        「ベータがアルファに喧嘩売って勝てるとか。笑えるな。ベータもオメガと同じだよ。なんでこの学校にいるんだよ。劣等種なんだからさっさと出て行けよ」

        　光希は水山が吐き出した言葉に、すぐに現実に引き戻された。頭の中には真々田の顔が浮かんでいる。

        　一緒に卒業まで頑張ろうと笑う真々田の顔。いつも冗談めかしているが、オメガの発情抑制剤を作りたいと言ったその裏には何があったのか。保健室でも笑っていた。自分よりも光希を思いやれる人間だ。そしてそんな人間が一瞬だけ見せた、子どもが泣くのをこらえるような顔。

        　一体どれだけの思いで、オメガの真々田がこの学校に通っていたのか。オメガがどれだけのハンディキャップを抱えて生きているのか、そして生きようとしているのか。

        　恐らくこの侮蔑を自分に向けられたのなら耐えられた。しかし、大切な人間に向けられるのは耐えられない。

        　いや、これは単なる偽善だと光希は自分に言い聞かせる。他人が侮蔑されるのを見るのは、自分が侮蔑される様さまを客観的に見るのと同じことだ。そしてそれは、自身が侮蔑されるよりも、よっぽど惨めでリアルなのだ。

        　だから、これは真々田のためではない。自身のプライドのためなのだと言い訳をしながら、光希は立ち上がった。

        「戸川、購買でコーラ買ってきてよ」

        「は？」

        　戸川は光希の突然の言葉に、興をそがれたような顔で光希を見てきた。

        「コーラ、買ってきてよ」

        「お前、何言ってんだよ」

        「ちょっと冷静になった方がいいよ。お願い」

        　じっと戸川の顔を見る。戸川は、あぁと言ったが、納得しない顔で光希からお金を受け取ると、教室を出て行った。

        　光希は、今度は水山たちの顔をじっと見た。

        　水山の他には四人いる。そういえばこいつらは、いつも五人でつるんでいた。

        　教室には他にも七人ほど生徒がいたが、それでも、まぁいいかと光希は思った。

        「真々田さ、俺に言ってたよ。クラスの奴ら仲いいって。俺、それ聞いて羨ましいなって思った。俺、いまいちクラスになじめないからさ。でも、それって真々田がいい奴だからだよな。オメガとか関係なくいい奴だから、色んな奴と仲いいんじゃないかな」

        「鳥羽、お前、突然何言ってんだ」

        　まっすぐ見つめてくる目に、水山が戸惑っているのが分かった。

        「笑える？　うん。笑えるよね。ちょっとオメガが発情しただけでさ、ちんこ立てて、よだれ垂らして、発情した犬かよ」

        「は？　だからお前何言ってんの。オメガが発情すんのが悪いんだろ」

        「アルファはオメガと違う？」

        「当たり前……っ」

        　水山の顔色が変わった。五人、下手したら十二人か。別に構わない。光希はそう思いながら自身を発情させていた。

        「別に俺はいいよ。やろうよ。でもさ、アルファはオメガなんかと違うよね。オメガと違って自制できるもんね。抑制剤、持ってるでしょ。打ちなよ」

        　光希が一歩近づくと、水山は一歩下がった。

        「凄い勃起してんだけどさ、それどうすんの。大して匂い、出してないんだよね。これくらいでそんなに興奮するんだ。猿みたいなのは自分じゃん」

        　光希が笑って見上げると、水山の動きが止まった。

        「こんなの、半分も匂い出してないよ。これでヒート来ちゃう？　ねぇ、来ちゃうの？　俺はまだ、濡れ濡れになってないよ」

        　光希が息を水山の首元に吹きかけて股間をズボンの上から撫でると、水山が体を震わせた。

        「いっちゃった？　マジ？　どんだけ早漏だよ。そんなんでオメガの相手できんのかよ」

        　光希が水山の腹を蹴ると、水山はその場に尻をついた。その顔は屈辱というよりも、快楽に飢えている顔だった。

        「笑える。ほんと、笑える。アルファなんてクソだ。死ねよ」

        　光希の本音であった。アルファへの屈折した思いは未だ光希の心の奥でくすぶっており、こんなにも簡単に露見するのだと他人事のように思った。

        　教室の中では、アルファの匂いが強くなっていく。興奮している匂いだ。一体自分は何をしているのかと考えながら、本能のままに動くというのはそのとおりだ、それが自分なのだと、激情的な行動とはかけ離れた冷静さで、自身を分析していた。

        　水山の後ろにいたクラスメイトの手が伸びてくるのが見えた。名前、なんていったけなどと思いながら、その手が自分の腕をつかむのを漠然と待っていると、突然自分の名前を呼ばれて、我に返る。

        「光希！」

        　教室のドアから、晃希が顔を覗かせた。

        　その瞬間、教室の中に違った匂いが溢れたのが分かった。

        　匂い。いや、違う。匂いなどという生易しい言葉では表現できない。どう表現していいのか分からないが、人を圧倒しねじ伏せるような空気が流れたのだ。

        　まずい。光希は咄嗟に感じて、発情を解こうとした。しかし、何故かそれができない。

        「あ……」

        　晃希が近づいてくる。その目の色がいつもとは違う。匂いも、いつもとは違う。いや、同じはずなのだが、まるで違っていた。

        　晃希は明らかに発情していた。光希の匂いで発情している。そして、その匂いに光希の体はいつもとは違う感覚に陥おちいっていた。

        　晃希が近づいてくるが、誰もそれを止めなかった。そして光希に手を伸ばしてくる人間もいなかった。

        　晃希の匂いと光希の匂いが混じりあり、誰も寄せ付けない空気を醸し出している。発情しているオメガにアルファが近づけないほどの圧力が、そこにはあった。

        　そしてそうなる理由は、二つあることを知っている。一つは、発情したオメガに番がいるためだ。そしてもう一つの理由は……。

        「おいで」

        　晃希が光希に手を差し出してきた。駄目だ。光希は頭で思う。発情を解け。何度も何度も自分に命じる。しかし、そんな思いとは裏腹に光希はその手をつかんでいた。

        　晃希はそれに笑うと、歩き出した。光希もそれに従い歩き出す。

        　二人で学校を抜けていく。何人もが二人を見たが、邪魔をするどころか、自然と道が空けられた。

        　晃希は校舎裏の、誰もいない所に光希を連れて行くと、どこかに電話をかけ始めた。光希は発情が止まらずにどんどんと強くなるのを感じ、晃希がどこに電話をかけたのかも確認できずに、ただ身を丸めた。

        「光希」

        　晃希が光希の名前を呼ぶ。その声は低く、そして甘く、光希の鼓膜を緩やかに揺さぶった。

        　抗あらがうことができずに、光希は顔を上げる。その声一つで、身がどうにかなりそうであった。

        　晃希の唇が落ちてくる。光希はそれを受け止めた。

        　何度も何度も交わされる口づけを、光希は拒むどころか自分から貪っていた。もうどちらから求めているのかさえも分からない。お互いの唾液が交換され、くちゅくちゅと音を立てる。晃希の体液は、甘いという言葉で表すことができぬほどに甘美であった。

        　何故だ。光希は頭の隅で思う。何が起きている。何故こうなった。お互いを避けるようにプログラムされていたはずだ。それなのに何故今更こんなことが起きるのか。

        　年齢のせいか、それともお互いの発情を初めてその身で受けたことで、目覚めてしまったのか。

        　これは遺伝子に刻まれた禁句を打ち破るほどに強いものなのか。それとも単に、遺伝子の戯れに翻弄されているだけなのか。

        　様々な答えを探ろうとしたが、結局答えなど出るはずはない。ただ身の内にある欲望に打ち勝つことなどできず、自身の中に眠っていた遺伝子の暗号に翻弄されるしかない。

        「やっぱりそうだったんだ。やっぱり光希は、俺の片割れだ。俺の、魂の番だ」

        「言うな。駄目だ。それは言うな……」

        　晃希は再び光希に口づけてくる。光希にはそれを拒むことができない。唇を、お互いの体を離すことを、お互いが拒んでいた。

        「凄く匂ったよ。光希の匂い、匂ってた。それ嗅いだ瞬間、俺、確信した」

        　上階にいる晃希に分かるほどに、匂いを放ってなどいない。それほどに、晃希は光希の匂いを感じ取ることができるのか。光希はその事実に恐れを抱いだいて、体を震わせた。

        「お待たせいたしました」

        　急にかけられた声に体をビクつかせてそちらに視線をやると、そこには伊藤がいる。

        「立てますか」

        　伊藤が光希の腕をつかんで立たせようとすると、晃希がそれを振り払い、光希の体を支えた。

        　裏口から這うように出ると、そこには車が用意されていた。後部座席に乗り込むと、再度晃希がキスをしてくる。

        　伊藤の視線も気にはならなかった。止めることなどできない。何度も唇を交わし、内に溜まっていく欲望を吐き出すように、そしてさらに重ねるように、お互いを求めた。

        　車が家の門の前に着くと、転がるように車から降り玄関になだれ込んだ。晃希が光希の体を押し倒すと、手荒に服を脱がそうとしてくる。光希は晃希の手をつかむと、首を振った。

        「こんな所では嫌だ」

        　晃希は頷うなずくと、光希の体を抱きかかえ移動した。

        「下ろして。自分で歩ける」

        　自室の前に着いたので呟く。晃希は頷うなずくと、光希の体をその場に下ろした。

        　光希はその瞬間、持てる限りの力で晃希の体を思いっきり押した。晃希の体がよろける間に光希は自分の部屋に入り、中から鍵をかける。

        「おい、光希！」

        　すぐに部屋の扉が叩かれる。光希はその扉を開けてしまいたいという願望をなんとか閉じ込め、棚に置かれている銀の首輪に手を伸ばした。

        　手が震える。意志とは無関係に、自身の手がそれを取ることを拒んでいた。しかし光希はなんとかそれに手を伸ばし、首にはめた。

        　ドアは相変わらずドンドンと叩かれている。光希は部屋の隅で膝を抱えて座り込んでいた。

        　ドアを開けるな。ドアを開けてくれ。どっかに消えてくれ。いや、消えずに思う存分犯してほしい。光希の脳内を様々な思いが交差していく。

        　もうすでにペニスは痛いほどに勃ち上がっている。後ろは流れ出てくる体液でずっぶりと濡れ、床まで濡らしていた。

        　我慢できなかった。我慢できずに光希はズボンと下着を下すと、ペニスに手を伸ばす。すると、体の中を強烈な刺激が走っていった。

        　今まで自分の手でこんなに感じることなどなかったのに、ただ晃希の匂いがする。それだけで酷く高ぶっていった。

        「あ……はっ」

        　後ろにも手を伸ばした。濡れそぼっているそこは難なく光希の指を受け入れる。

        　奥まで犯してほしい。晃希の熱く太いペニスで、自分を貫いてほしい。そう思いながらも、寸前のところで自分をとどめ、ひたすら自身を慰めていた。

        　強烈な快楽を感じているのに、絶頂に達することはできない。触ればすぐにでも達するほどに高ぶっているのに、イクことができなかった。

        　苦しい。晃希に抱かれたい。もう頭がおかしくなりそうだと思った瞬間、大きな音がした。光希が顔を上げると、晃希が扉を破り部屋に入ってくる。

        「何やってんの。可愛い顔して、すげぇエロいな」

        　晃希の低い声が部屋の中に響く。

        「駄目だ。家族だ。兄弟だ。絶対に駄目だ」

        　光希がか細い声を出して言うと、晃希は光希の目の前にしゃがみ込んだ。

        「運命の相手に出会ったら無理だ。お互いを手に入れないというのは、食事をしないのと同じことだろ。死ねっていうのと同じことだ。家族の繋がりよりも大切だ」

        「大丈夫だよ。アルファは、運命の相手だろうがなんだろうが、番を無くしても生きていける。だから……」

        　晃希の大きな手が、光希の顎をがしりとつかんだ。口が塞がりそれ以上話すことができない。

        「うるさいよ。それに何、これ」

        　晃希は光希の首元に手を這わせて、首輪を憎々しげに見つめた。

        「まぁいいや。番うのなんていつでもできるよな。今日じゃなくてもいい」

        　晃希の体からはアルファの凶暴さが滲み出ていた。こんな晃希は見たくなかったと思い首を振ると、晃希は光希の顔から手を離して、ポケットから錠剤を取り出して飲んだ。

        「抑制剤。せっかく光希と初めてするのにさ、ヒート状態になって何も分からなくなるの嫌じゃん。軽いやつだから安心して。ちゃんと勃つよ。ゆっくり可愛がってあげる。光希は好きなだけ感じて、イキ狂ってよ」

        　晃希は光希の両足を持って、ぐいっと左右に押し広げた。

        「すげぇ濡れてる。床、染みてるよ」

        　光希がその言葉に顔をそらす。晃希は光希の膝を光希の腹につくまで持ち上げた。

        「可愛いな、光希のおちんちん。綺麗なピンク色してる。やりまくってたって、全然分からないな」

        「やめろ。言うな」

        「ここも綺麗」

        　晃希が後孔に息を吹きかけると、光希は首を振った。

        「こんな綺麗なアナル、初めて見た。形も色も綺麗だ」

        「やめてくれ、駄目だ」

        　光希の制止を聞かず、晃希が光希の後孔に舌を這わせた。光希の体がブルリと震える。

        「やめて？　何言ってんの。すげぇここ、誘ってるよ。ヒクヒクしてる」

        　ほら、と言って晃希は光希の手で、そこを触らせた。

        「ねぇ、欲しいでしょ。俺を欲しいって言ってよ。欲しくてたまらないって、そう言って」

        　光希はそれに首を振った。晃希はそれに笑うと、光希の後孔に何度も舌を這わせた。ぬるりとした舌が内部に入ってくる。内部を柔らかな舌で舐められ、たまらず光希は小さな絶頂を迎えた。

        「何、もしかしていっちゃったの？　ドライで？　嬉しいけどさ、他人にこんなに開発されたと思うと、許せない」

        「いたっ！」

        　晃希が光希のペニスを強く握った。晃希の目を見ると、嫉妬で歪んでいるのが分かる。

        「こんなやらしい体でさ、もう我慢できないよね。今、指入れてあげる」

        　晃希の言葉に、意思とは裏腹に体がじゅくりと音を立てたのが分かった。光希の淫穴が晃希を誘っているのだ。

        「凄い音……」

        　晃希が唾を飲み込むと、光希の後孔に中指を入れてきた。そこは、ぐじゅっとさらに音を立てる。

        　晃希が中で指を動かす度に、抑えきれない声が漏れていく。抑えようと思っても抑えることができなかった。

        　光希の背中が大きく反り返り、足の指が伸びる。晃希は耳介をそっと舐めると舌をその中に入れてきた。舐められる音が耳の中で響く。その音に目を瞑るが、そうすることでよりリアルに音を感じてしまっていた。

        　いつの間にかワイシャツとＴシャツは脱がされ、すでに身には何も着けていない。乳首を嬲なぶられ、光希はたまらず声を上げた。

        「いっ……ダメ、いくっ、いくっ！」

        　晃希の腕をつかむと、光希は射精をした。

        　だらりと力を抜いて横になっていると、晃希が自分のズボンをずらし、高ぶったペニスを取り出す。

        「いや、だめ、だめ……」

        　光希が晃希の体の下から逃げ出すと、晃希は光希の手をつかんで、引きずるようにベッドにその体を投げつけた。

        「指じゃ足りなかったでしょ」

        　晃希のペニスは大きく勃起している。腹につくまで勃ち上がっているそれは恐れるのに十分な大きさを持っていたが、しかし光希は、それが体内に入るのだという興奮に、さらに後ろが濡れていくのが分かった。

        「嫌なら逃げなよ」

        　その言葉に我に返り、光希は体をずり上がらせる。それでも逃げることはできなかった。体中がそれを欲しいと言っている。逃げなければと思うほどに、体が動かなかった。

        　晃希が笑う。その目は興奮で潤んでいた。その顔に、今まで感じたことのなかった雄を感じて、精を吐き出したばかりのペニスが再度立ち上がった。

        　逃げられるはずなどない。光希が諦めたように目を瞑ると、晃希が光希の足を左右にぐいっと広げ、自身を光希の後孔に埋めていった。

        「あぁっ……！」

        「すげぇ……なんだよこれ」

        　晃希は呟くと、一度動きを止めた。

        「信じられない。俺、光希の中に入ってるんだ」

        　晃希はそう言うと、光希の手を取って、結合部に導いた。

        「ほら、一つになった」

        　光希はそれに、目を開けて首を振る。

        「抜いて。お願い……」

        「こんなにしておいて？」

        　晃希が光希のペニスを触ると、光希は知らず腰を揺らめかした。駄目だと言いながら、腰が揺れてしまう。もっと奥まで欲しいと晃希を求めているのだ。卑しい体に涙が出てきた。

        「泣かないで。もっと、もっと気持ち良くしてあげるから」

        　晃希が光希の涙を舐めとる。それにさえ、体がびくりと揺れた。

        「どこまで欲しい？　あの男にさ、どこまで許したか教えて」

        「やめろ。今、そんなこと言うな」

        　光希は首を振る。何より今、久我山を思い出したくない。しかし、内部に入った晃希のペニスがびくりと揺れる度に、中が蠢き、さらに奧へと誘い込むように波打った。

        「思い出しちゃった？　駄目だよ。思い出さないくらい、光希を抱くよ。何もかも忘れて、俺だけになればいい」

        　晃希が光希のペニスを握ると、鎖骨を舐めてきた。吸い上げ舌を這わせ、乳首を親指の腹でこね繰り回す。ゆっくりと上半身を舐め、吸われ、光希の口からはため息のような声が出され続けた。

        「あぁ、い……や、こう……」

        「中、すげぇうねって吸い付いてきてる。ほら、素直になって。いくらでもあげるから」

        　理性の欠片が剥がれ落ちていく音が聞こえた。もう駄目だ。我慢なんてできるはずはない。晃希の腰を両足でぎゅっとつかみ、もっととねだる。

        　動いてほしい。奥まで抉えぐって、気の遠くなるような快楽が欲しい。　しかし、晃希は動かない。

        　晃希の顔を見ると、晃希は何度もキスをしてきた。唇を犯され、その感触に目を瞑る。

        「気持ちいい？」

        　思わず光希は頷うなずいた。

        「動いてほしいの？」

        「うん。動いて……」

        　自分の口から甘えるような声が出されたことに驚きながらも、晃希の唇を受け止め、舌を吸われることにうっとりとした。

        「じゃあ動いてあげる」

        　俺ももう限界だからと晃希は言うと、ゆっくりと動き始めた。

        「あぁっ！」

        　浅い部分を何度も何度も擦こすられ、光希は再度射精をした。

        「もっと奥までほしい？」

        　光希は首を横に振った。射精をしたことで一度快楽が去り、少しだけ余裕ができていた。

        「本当に？」

        　晃希は意地悪く笑うと、また浅くゆっくりと内部を突き始めた。

        「もういったからやめろ……つら……」

        「そう？　でもカライキできるんだよね」

        　晃希が根気よく中を抉っていく。光希は再度快楽が沸き起こってくるのを感じて首を振った。

        「駄目だ……ほんと、やめて……」

        　じわりと快楽が背中を駆け上がっていく。それはゆっくりとした、嬲なぶるような快楽であり、それ以上を知っている光希には物足りなかった。

        　たまらず腰を晃希に擦こすりつけようとしたが、晃希はそれに気がついて腰を引く。

        「どこまで知ってるの。もっと奥？」

        　光希はたまらず頷うなずく。

        「奥、結腸までいくとすげぇ気持ちいいんだってね。知ってる？」

        　光希は再度頷うなずいた。

        　それに晃希は舌打ちをすると、光希から自身を抜いて、光希の耳元で囁いた。

        「な、なんで……」

        「四つん這いになって」

        　光希は囁かれた声に、顔を赤くする。

        「え……？」

        「四つん這いになって、自分で広げて。俺が欲しいって言ってよ。そしたら、奥まであげる」　

        　晃希の股間では、先ほど見たときよりもさらに大きくなったペニスが反り返っている。今まで自分の中に入っていたものだ。

        　光希はごくりと唾を飲む。駄目だ。このまま終わらせた方がいい。フェラチオでもなんでもいいから晃希を満足させ、このまま終わらせるべきだ。

        　そう思ったが、晃希から漂ってくる匂いに逆らえず、晃希の目の前で四つん這いになると、尻を高く上げ、秘肉を左右に割り広げた。

        「入れて……」

        「ちゃんと言って」

        「晃希が欲しい。入れて。晃希が欲しいよ」

        　晃希が光希の尻の肉をぎゅっとつかむと、自身を後ろに当てた。

        「ごめんね。待たせちゃったね」

        　そう言うと晃希は一気に突き上げた。

        「あぁッ！」

        　奥まで一気に突き上げられ、光希の頭は真っ白になった。

        　ペニスからは、精液だか潮だか小便だか、分からぬ液体が噴出している。気持ちが良くて、何がなんだか分からなかった。

        「すげぇ……ビショビショじゃん。なにこれ」

        　晃希が光希のペニスをつかんで擦こすり上げる。光希は狂ったように首を振った。

        「ひぁ……ん……いい……あぁ！」

        「みつき、そんなに締めるな！」

        　晃希はそう言うと、体をブルリと震わせた。射精が近いのだろう。

        「ダメ、中に……や……ダメ……ん……ふ」

        　光希は意識を手放しそうになりながらも、わずかに残る理性でそう繰り返す。

        「でも、光希が俺を離そうとしない。中、凄いうねって締め付けてるよ」

        　そう言うと、晃希はもう一度だけペニスを引き抜き、再度大きく穿った。

        「だめぇっ！　あぁ！」

        　光希が叫ぶのと、再度絶頂を迎えるのと、そして晃希が射精するのとは同時であった。

        「やだ、やだ、やだ……」

        　晃希の精液を体の奥で受け止めながら、光希の頭に浮かんでくるのは久我山の顔であった。

        「赤ちゃん、できちゃうね」

        　晃希が満足そうに呟く。光希はぐったりとベッドに横たわりながら、晃希の長い射精を受け止め、久我山のときには感じることのできなかった、自分では制御できない体の変化を感じていた。

        　体が、心が、全てが晃希を欲している。それは久我山への思いとは全く別の、自分を形成している細胞全てが渇望しているような激しさだ。もう自身でそれを制御などできなかった。

        　腹の中では注ぎ込まれた精液に反応するように、熱が生じている。発情期で下りてくるという子宮が、今初めて晃希の体にも存在しているのだと感じた。

        　晃希の言うとおり、受精をしているのだろう。忌まわしい、双子の子どもが今光希の体内で作られているのだ。しかし、それを阻止しなければと思っても、体を動かすことができなかった。

        　晃希は射精を終えてもしばらく光希の中にいた。

        「抜けよ」

        「もう少し一つになっていたい」

        　晃希はそう言ったが、またすぐ一つになれるからね、と言って光希の内部からペニスを抜いた。

        　それは射精したばかりだというのに、まだ少しだけ硬度を保っている。それに光希は、期待か絶望かは分からないが、体をブルリと震わせた。

        「本当に可愛い。ねぇ、光希の体、凄い綺麗で可愛いね」

        　晃希は光希の体をゆっくりと撫で隅々まで視線を這わすと、ペニスを口に含んだ。精を吐き出したばかりのそれを口に含まれても辛いだけだ。しかし晃希はそれに舌を這わせ、吸い上げてくる。辛いはずのその行為に光希のペニスはすぐに反応し、気がついたときには晃希の頭をつかんでもっと欲しいとねだっていた。

        「まだまだいっぱいしてあげる。まだ、足りないよね」

        　十三年分だ、と晃希は言うと、再度光希の体をうつ伏せにさせ、腰を上げさせた。

        　もう光希はされるがままであった。晃希が内部に入ってくると、知らず腰を振ってもっと奥まで欲しいとねだってしまう。

        「光希、好きだよ、光希」

        　晃希は光希の顎をつかんで横を向かせると、口腔に舌を入れてくる。光希の喘ぎ声と、晃希の荒い息づかいと、結合の音が室内に響いていた。

        「お前ら……何やってるんだ」

        　不意に、声が聞こえてくる。光希が朦朧とした顔を上げると、壊れて開け放たれたドアの向こうに、慶太が立っていた。

        　助かった。光希はそう思った。自分ではどうにもならない。誰かに、慶太にこの状況をどうにかしてほしいと思った。

        「助けて、兄さん……」

        　光希が手を伸ばす。しかし慶太はそこで固まったまま動かなかった。

        「兄さん、肉親でも分かるよね。俺たちの匂い、普通じゃないって、分かるはずだ」

        「どういうことだ……」

        「俺たち、離れられない。運命の番だったんだ」

        「いや、でも、家族だ……」

        「そうだよ。家族だよ。ねぇ、兄さん。これで光希は二度と離れない。他の男の所にもいかない。ずっと、ずっと、家族でいられる」

        　何を言っているんだと光希は思って、慶太の顔を見る。

        「駄目だ。こんなの、駄目だ……」

        　慶太が呟く。しかし、光希の伸ばされた手を慶太が取ることはなかった。

        「俺から離されたら、オメガの光希は死んじゃうよ。ねぇ、兄さん」

        　晃希の言葉に、慶太はしばらくその場に立ちすくんでいたが、光希から顔をそらした。その顔には、光希の願いを切り捨てたという罪悪感が浮かんでいる。

        「兄さん、行かないで」

        　踵を返した慶太に光希は言う。しかし慶太は、無情にも去っていった。

        「嘘、嘘だ……」

        「兄さんも認めてくれたね」

        　晃希は頭をベッドに擦こすりつけて泣く光希に、泣かないで、と優しい声で囁く。

        「あとは父さんだね。でも、父さんにも俺たちを離すことはできない。誰にも俺たちを離すことなんてできないんだ」

        　晃希が再度動き始める。自身を満たすのは、悦びなのか、それとも哀しみなのか、光希には分からない。

        「久我山さん……」

        　小さく呟いた名前を酷く遠くに感じた。

        　それでも、晃希を求める一方で、ただ強く久我山に会いたいと願った。

        　

        ＊

        　

        　目を覚ますと、晃希が背中から腰に手を回し、ぴったりとくっついて寝ていた。

        　光希は晃希を起こさないようにそっとその腕から抜けると、時間を確認する。夜中の三時だった。光希は着替えを持って部屋を出た。

        　体はどちらのものとも分からない精液で汚れている。尻からは晃希の精液が流れ出てきた。

        　お互い何度精を放ったのか、記憶にはない。ただ精根尽きるまで交じり合い、気絶したように眠りについたのだ。

        　光希は浴室に行ってシャワーを浴びた。内部にこびりついた精液をできるだけかき出す。発情はいったんやんだようだ。あんなに晃希が欲しいと思っていたのに、今ではそれが嘘のように去り、自分の行動をただ悔いていた。

        　光希は浴室から出ると、使用人の橘の部屋に向かう。寝ていると分かっていたが、部屋の扉をノックした。

        　何度か叩くと、扉が開かれる。眠そうな顔をしている橘に謝ると、アフターピルが欲しいと告げた。橘は嫌な顔をせずに物置に行くと、薬を渡してくれた。

        　台所に行き、コップに水を注ぐ。しかし薬を飲もうとした瞬間、腕をつかまれた。

        　いつの間にいたのか、そこには晃希がいて光希の腕をつかんでいる。そして光希の手から薬を取り上げた。

        「何してんだよ！」

        「返せ」

        「返せるわけない」

        　光希は晃希の顔を睨む。

        「俺たちの子どもだ。ふざけんな」

        「どうやって育てる気なの。父さんに知られたら絶対に許してくれない。どうやって子ども、育てるんだよ」

        「育てるよ。光希をやり捨てた男と一緒にするな。俺はきちんと育てられる。子どもを育てるくらいの金、なんとかなる」

        　慶太には、自分はこんな風に見えていたのだろうと思う。未熟で、なんとかなると思っている。しかし現実はそんなに甘くはない。

        「なんとかって、なんとかならないよ。まだ、親の庇護なしじゃ何もできない」

        「できるよ。投資でそれなりに稼いでいる。二人養うくらいの貯金はある」

        　光希は晃希の言葉に少し唖然としたが、負けずに言葉を重ねる。

        「それだけじゃない。兄弟だ。血の濃い二人で子どもを作るなんて、そんなの許されない」

        「なんで」

        「なんでって、奇形が生まれる可能性が高い」

        　晃希はそれに笑った。

        「何それ。迷信だろ」

        「迷信じゃない。遺伝子が近ければ、問題のある劣勢遺伝子が対になりやすい」

        「それがなに？　そもそも、俺たちアルファとオメガはそういう種だろ。変異する種だ。常に変化を求めてる。そんな危険性、今更だろ」

        　光希は言葉に詰まる。晃希の言うことはもっともだ。アルファもオメガも性染色体を変異させることで進化してきた。変異させるということは、優秀な子孫を残す可能性と奇形を生じる可能性とが表裏一体だということだ。ともすれば、その奇形さえも環境によっては優位になる。

        　自分たちは常にその危険を孕んでんでいるのだから、今更近親婚など気にするなと言いたいのだろう。それは分かるが、しかし人間には文化というもう一つの遺伝情報がある。遺伝子に刻まれることはないが、それは人間を形成する大きな一つとなって引き継がれる。それを拒絶することは難しい。

        「あのとき、素直に従えばよかった」

        　光希の呟きに、晃希が光希の顔を覗き込んできた。

        「何？」

        「晃希と会ったときの違和感。その後に感じた胸騒ぎ。全部、警告だったんだ。そばにいたらいけないって、警告だった。でも、色々と理由をつけて目をそらした。兄弟でお互いの匂いに違和感を抱くなんて、それこそ警告だったのに無視した。後悔してる」

        　晃希はそれに顔を歪めた。

        「薬返して。俺は、やっぱり無理だ」

        「なんでだよ……」

        　晃希が苦々しげに、声を吐き出した。

        「あの男との子どもはあんなに守ろうとしたのに、なんでだよ……」

        「それは、久我山さんを愛してるからだ」

        　光希は晃希の目を見て、ゆっくりと言った。晃希は光希から目をそらすと、ぎゅっと手を握る。

        「俺は好きじゃないのかよ」

        「好きだよ。大事だ。大事な、弟だ」

        「ふざけんなっ！」

        　晃希は光希の両腕をつかんできた。光希は晃希の手から逃れようと体をよじったが、晃希の力は強くそれはかなわない。

        「運命だなんて、そんなのはただの遺伝子の命令でしかない。優秀な子孫を残すための手段だ。遺伝子は自分が生き残るために、器である個体により優秀さを求めてる。そんなのは愛情じゃない。ただ、遺伝子に踊らされているだけだ」

        「何言ってんの？　光希の言ってること、理解できないよ。遺伝子が求めてるなら、それ以上に強い繋がりなんてないはずだ」

        「晃希には分からないよ。運命なんて、ただの欲求だ。愛情とは違う」

        「ふざけんな！　分からないってなんだよ。自分だけが愛を知ってるって？　ふざけんなっ！」

        　晃希は声を荒らげると、光希の腕をつかんでいる力をますます強めた。

        「俺は光希が好きだよ。前に光希にセックスしたいかって聞かれたとき、本当はしたいって答えたかった。ずっと、こうなる前からずっと、光希の全てを手に入れたかった」

        　晃希がキスをしてくるが、光希は顔をそらした。

        「やめろ。今は発情してない」

        「知るか」

        　晃希は光希の唇を無理矢理に奪った。光希は嫌がるが、それでも晃希は諦めない。

        　舌が侵入してくる。噛んでやろうかと思ったが、さすがにそれはできなかった。そして何度か舌を絡めていくうちに、体の奥からじゅくりと音がしたように感じた。

        　あぁ、また発情が始まる。光希は逃げなければと思った。セックスをして収まった発情も、時間がたてば再度始まる。普通のオメガであればそれは七日間続くが、新型オメガの光希には、一体どれだけ発情期が続くのか、どういったリズムで発情するのか、まるで分からなかった。

        　光希は完全に発情する前に逃げようと晃希の体を押したが、二度は通用しないのか、晃希の体はビクリともしなかった。

        「あぁ、また匂ってきたね」

        　晃希が光希の耳元で呟いた。それに光希は首を振る。

        　そのとき、台所のドアが開けられ、慶太が入ってきた。光希は今度こそ助けてくれるのかと思い慶太の顔を見たが、慶太の顔からは先ほどの罪悪感は消えており、何か覚悟を決めたような、そんな目をしていた。

        「この家では人の目もある。発情期が終わるまで、葉山の別荘にいた方がいい」

        「え？」

        「食料とか、必要な物はもう運び込んでもらってる。行くぞ」

        「やだっ。行かない。離せっ！」

        　光希は暴れるが、晃希の力が弱まることはない。晃希は落ち着かせるように光希の体を抱きしめると、頭を撫でてきた。

        　慶太が静かな声で言う。

        「ごめんな、光希。それはできない。運命の相手を知ったオメガはもう戻れないんだ。発情期に晃希と離れれば、光希は気が狂うような苦しみを味わうことになる。誰にも、どうにもできない」

        　慶太がもう一度ごめん、と呟くと、先に歩いて行った。

        　光希は慶太の言葉を本能で理解していた。晃希の匂いがする。晃希の熱を感じる。それに呼応するように、体の奥から、細胞の一つ一つから、それが欲しいと呼ぶ声が聞こえた。これと離れることは、死ぬよりも辛いと体が叫んでいる。

        「行くよ」

        　優しい声で晃希が言う。それでも動かない光希の体を、晃希が抱え上げる。一度目の発情よりもさらに深くなると分かっていたが、逆らうことはできなかった。

        　車には伊藤が乗っていた。光希と晃希が後部座席に、慶太が助手席に座ると、車はゆっくりと走り始める。

        　光希が段々と強くなる発情にたまらず身をかがめると、晃希が光希の顎をもって持ち上げ、唇を貪り始めた。光希は伊藤の視線を気にして、身をよじって逃げようとするが、晃希が頭を強くつかんでおり、逃げることができない。

        　そうやって唇を重ねていくうちに、身の内から起こる熱に勝てなくなり、光希は晃希の唇を己から求めた。

        　吐息が漏れる。先ほどの発情よりもさらに強い。意識が朦朧としてきて、晃希の手が体に触れる度に、びくりと体が揺れた。

        「おい、こんな所で始めるな。弟たちのセックスなんて、二度と見たくない」

        　慶太の言葉に、光希は現実に戻される。恥ずかしいという気持ちが一瞬だけ湧いてくるが、結局は晃希の匂いですぐに消えた。

        「これ、外せないの？」

        　晃希が光希の首輪に触れながら言う。

        「多分な。どっちにしろ、番になるのはまだ早い。発情期が終わって冷静になってからきちんと考える」

        「変なの。さっき言ったことと矛盾してるよ」

        　晃希は拗ねたように言うと、何度も首輪の上からキスをしてきた。

        「高速乗るからシートベルトして」

        　慶太の声に晃希は頷うなずくと、光希にシートベルトを装着させる。

        「やだ……」

        　離れていく晃希に思わず言うと、晃希は惜しむように唇を重ね、光希の頬を撫でてきた。

        「少しだけ我慢して」

        「できない。やだ……」

        　晃希は困ったような顔で笑うが、嫌がってはいなかった。

        「ついたら、いっぱい可愛がってあげる。我慢して」

        「我慢できない……」

        　光希はズボンの上から自身を撫でた。早く吐き出したい。晃希に思う存分触れてもらい、奥まで穿うがってほしい。それだけが光希の頭にあった。

        「駄目だよ。俺以外が触れるのは、もう許さない。たとえ光希でも、触れるのは駄目」

        「じゃあ、触って……」

        「兄さんも伊藤さんもいるから、我慢して」

        　晃希が耳元で囁いてこめかみにキスをすると、光希は体を震わせながら頷うなずいた。

        　葉山の別荘に着くと、二人の部屋に入り、すぐに抱き合った。慶太はすぐに帰ったようだったが、伊藤はボディガードとして別荘に残っている。

        　伊藤が二人の部屋の前で待機していたが、光希にも晃希にも、そんなことはどうでもよく、お互いしか見えていなかった。

        「言って。俺が欲しいって、俺しかいないって言って」

        　晃希は何度もそう光希にねだった。光希はそれに頷うなずき、何度も晃希が欲しいと言葉にする。しかしわずかに残る理性が、晃希だけしかいないという言葉を拒んでいた。

        　発情が一旦収まると、冷静な時間が訪れる。その時間にシャワーを浴び、食事をした。隙を見て逃げようとしても、伊藤と晃希に拒まれ、それはできなかった。

        　冷静な時間が訪れる度に、光希は思う。こんな時間はいらない。発情したままで、狂ったままでいられればどんなにいいか。

        「何考えてんの」

        　晃希は発情が収まっているときも、ぴったりと光希にくっついて離れない。今もバルコニーで海を見ている光希にくっついていた。

        「別に何も……」

        　嘘だった。冷静なときは、何故だという言葉ばかりを繰り返している。

        　何故、晃希でなければいけないのだ。何故、兄弟なのだ。何故、慶太は止めないのだ。何故、久我山ではないのだ。

        　自然と涙が出てきた。自分は泣くような人間ではなかったはずだ。だが、止めることができない。感情が乱れているのだろう。光希は膝を曲げて抱えると、唇を震わせた。

        「泣かないで」

        　涙を流す度に晃希は優しい声でそう言って、涙を唇で吸い取ってくれる。

        「ごめん。晃希は何も悪くない。それは分かってる。だけど、今は一緒にいたくない」

        　光希はそう言うと、晃希から顔を離す。

        「発情してないときは、一人になりたい」

        「何言ってんの」

        　晃希は光希の体をソファに倒した。晃希も泣きそうな顔をしている。いつも見せる顔だが、しかし実のところ、晃希が泣いているところは一度も見たことがなかった。

        「まだ忘れられないの？」

        　光希は頷うなずくことも、否定することもせずに、晃希の肩の向こう、赤くなった空を見ていた。

        「くそっ」

        　晃希はそう言うと、光希の肩に顔を埋うずめた。

        「好きだよ。俺だけを見てよ。お願いだから、俺だけを見て」

        　光希はやはり、何も答えることはしないまま、藍に染まる空をただじっと見つめていた。

        　晃希の手がズボンの中に侵入してくる。光希はそれを強く払った。

        「やめろ。発情してない」

        「関係ない。俺は、発情なんてしてなくても、光希としたい」

        「俺は嫌だ。お願いだからやめて」

        　構わず、晃希は光希の耳介に舌を這わせた。

        「前にここで、セックスに誘われたよね。あのとき、俺がどんな気持ちだったと思う？」

        　光希はそれを鼻で笑う。

        「だから、今その屈辱を晴らそうとしてるの？」

        「違う。そうじゃない」

        　晃希が呟くと、光希のペニスを握ろうとしてくる。光希は懸命にその手から逃れながら、自分があのとき感じたのはなんだっただろうかと考える。

        　あぁそうだ。晃希を支配したようで気持ちが良かったのだ。晃希の思いに、自分にすがるその様さまに悦んだ。

        　その罰が当たったのだろうか。今ではただ支配されるだけの存在でしかない。それは晃希にではない。自分の欲求に支配され、セックスだけを求めている浅ましい獣になったのだ。

        　しかし、それだけではなかったはずだ。あのとき感じたのは、それだけではなかった。

        「俺はあのとき、家族があることを、家族であることを、幸運だと感じていた。幸せだって、そう思った」

        　光希の言葉に、晃希が一瞬動きを止めた。光希はその隙を逃さず晃希の手を握ると、親指の付け根を千切る勢いで噛んだ。

        「いたっ！」

        　晃希が噛まれた手をもう片方の手で包み込み体を丸めたその隙に、光希はその体から逃げ出し、バルコニーの手すりの上に乗った。

        　二階だから死ねないな。でも、骨折くらいはするかもしれない。そしたら、いくらなんでも無理矢理挿入はされないだろう。光希は一瞬でそんなことを考え、躊躇せずに手すりから地面に飛びおりようとした。

        　瞬間、二の腕をつかまれ強く体を引かれた。体がよろめく。バルコニーの床に叩きつけられると思ったが、体に当たる感触は固くはなく、柔らかかった。

        　光希は何が起こったか分からずに振り向くと、いつの間にか伊藤が光希の体を支えていた。

        「光希！」

        　晃希が走り寄ってくるが、伊藤が手を上げてそれを制した。

        「晃希君は、部屋に戻っていてください」

        「なんで！」

        「今、君の存在は光希君にとって危険だ」

        「何言ってんの。ふざけんな。アンタ使用人だろ」

        　伊藤はジロリと晃希の顔を見た。

        「そうです。しかし雇い主は君ではない。お父上である鳥羽様です。お父上は、まずは慶太さんに従うようにとおっしゃっています。そして慶太さんは、まず優先するのはお二人の命だと命じられました。今、光希君は命の危険に晒されました。原因は君です。とりあえず、晃希君は光希君から離れてください」

        　晃希は何か言おうと口を開けかけたが、光希の顔を見るとその口をつぐみ、しばらく伊藤の顔を見ていた。

        「あんた、アルファだろ。もし俺が離れているときに光希が発情したら、光希が危ない」

        「私はオメガの匂いで発情しないように訓練されています。そうでなくては、こんな仕事はできない」

        「晃希、お願い。次の発情は、あと一時間くらいで来るだろ。そしたらまた、晃希の好きにしていいから……」

        　晃希は動かずにじっと光希の顔を見ていたが、諦めたように光希に背中を向けた。

        「そんなに俺のこと、嫌か」

        　小さく呟かれた言葉に、光希も小さな声で返す。

        「嫌じゃないよ。だけど素面で抱かれるほど、晃希の存在は小さくないんだ。俺に一番近い人間で、大切な弟だ」

        　その言葉に晃希が何を思ったのかは分からないが、それ以上は何も言わずに部屋の中に消えた。

        「離して。もう平気だから。もう飛びおりたりしない」

        「はい」

        　伊藤は短く返事をすると、光希から体を離した。

        「伊藤さん、俺、ここから出たい」

        　光希が呟くと、伊藤はそれはできませんと、簡潔に答えた。その返事を分かってはいたが、自分を包み込んだときに感じた体温に、少しだけ期待をしてしまったのも事実だ。

        「監禁だよ。犯罪だ」

        　光希が伊藤の顔を見ると、伊藤は眉一つ動かさずに答えた。

        「私が判断することではありません。二番目に優先することは、光希君をここから出さないということです。そうすることが、あなたの身を守ることだと慶太さんはおっしゃっていた。私もそれには同感です」

        　伊藤の顔には、まるで色がない。久我山も表情が乏しい男であったが、それでもわずかな雰囲気から、久我山が喜んでいるということや、悲しんでいるということは分かった。しかし、伊藤にはまるでそれがない。久我山など比べものにならないほど、表情がないのだ。この男を見て、感情がないというのは、こういうことなのだと知る。

        「ひとまず、慶太さんの部屋でお休みなられてはどうですか」

        　光希は頷うなずく。伊藤に逆らう気にはならなかった。それに、晃希と離れるなど本当はできないのだと、もう体が知っている。だからこそ、怖かった。

        　

        　

        「光希、大丈夫？」

        　声が聞こえて目を開けると、晃希がいた。熟睡をしていたのか、眠ってから一瞬に感じる。

        「何か食べよう。そろそろ、始まるだろ」

        　光希はのっそりと起き上がると目を擦こすった。

        「ご飯、用意した」

        「ありがとう」

        　二階に上がると、テーブルに鍋が置かれている。

        「まだ鍋には暑いよ」

        　光希が苦笑すると、晃希も同じように苦笑いをした。

        「兄さんが、冷凍すっぽん置いていったから、鍋にしてみた」

        「すっぽん？　兄さん、何考えてるんだ」

        　光希が顔をしかめると、晃希がまぁまぁと言った風に、光希の背中に手を添えて、椅子に座らせた。

        「発情期が始まると、食事をしないオメガもいるって。体を気遣ってくれてるんだ」

        「昨日はうなぎで、今日はすっぽんって、それにしても……」

        　言いながら、光希は何故だか急におかしくなって声を出して笑った。

        「何かもう、セックスがスポーツみたいだ」

        　自分で言いながら、そうか、発情期のセックスはスポーツみたいなものだ。もしくは単に腹がすいたから食べるのと変わらない。これはセックスではない。生きるのに必要な行為であるのだと思うと、光希は急に心が軽くなった気がした。

        「ねぇ、光希。光希が嫌がるんならさ、俺、発情しているとき以外は触れないよ」

        　晃希が、小さな声で呟いた。

        「急にこんなになって、光希だって心の整理がついてないよな。ごめん、性急過ぎた。光希がいいって言うまで、発情しているとき以外は今までどおりにする」

        　その言い方は、まるでいつか光希が晃希に応えると思っているようだが、提案自体に否はない。光希は頷うなずいた。

        　食事を終えて、お茶を飲んで一息ついていると、体の中からまた熱が発生してくるのが分かった。始まった、と光希は思った。

        　回を重ねるごとに、発情が始まってからピークに達するまでの時間が早くなっている。光希は食器を片付けようと立ち上がった。

        「いいよ、部屋に行こう」

        　晃希はそう言って、薬を飲んだ。晃希は光希の発情が始まる度に、抑制剤を飲んでいる。

        「そんなに薬飲んで、体に悪くないの？」　

        「だって、ヒート状態になっても、うなじ噛めないだろ。そしたら色んなところ噛んじゃうかもしれない。それじゃ光希が可愛そうだ」

        　晃希は光希の首輪を撫でた後、久我山が残した肩の痕に唇を落とした。

        「俺はあいつとは違うから」

        　張り合うように言う晃希に、光希は苦笑した。

        「階段があるから、抱っこしていけない。歩ける？」

        　光希が頷うなずくと、晃希が背中に手を回して、優しく誘導をしてくれた。

        　部屋の中に入ると、すぐに服を脱がされる。

        「電気、消して」

        「駄目」

        　光希は抗議をしようと思ったが、服を脱いだ晃希の肉体を見て、どうでもよくなってしまった。

        「ねぇ、触って」

        　光希が言うと晃希はベッドに座り光希をひざまずかせた。そして光希の頭をぐいっとつかみ、まだ完全には勃ち上がっていないペニスにその顔を近づけさせた。

        　光希は晃希の望みを察知して、それを口に含む。ゆっくりと舐め上げ、吸い上げた。

        「ほんと、フェラするのうまいよね」

        　晃希が上ずった声で言うと、光希の頭をがしりとつかんだ。

        　喉の奥を晃希の雄が犯していく。光希が咽せても晃希は手を離さず、ぐっと己を喉の奥に押しつけてきた。

        「光希の体は、全部気持ちいいね」

        　ようやく晃希の手の力が緩むと、光希は晃希のペニスから口を離し咳き込んだ。

        「イラマは初めて？」

        　晃希が光希の耳介の後ろを撫でながら聞いてくるのに、光希は頷うなずいた。

        「光希は本当にエッチだね。苦しいのに、ここ凄い」

        　晃希は足の指で光希のペニスを触った。そこは先走りで濡れいていて、触られるとビクンと体が跳ねる

        「ベッドに手乗せて」

        　晃希はベッドから降りると、ベッドに手をつき、足を広げて立つように言った。

        「尻突き出して。それで、ほら、なんて言うの」

        　晃希は後ろから光希に覆い被さってくると、光希の顎を持って横を向かせ、唇を舐めながら、背中をすっと撫でた。

        「欲しい……晃希が欲しいよ。入れて」

        　晃希が光希の中にゆっくりと入ってくる。前戯はなかったが、濡れている光希の後孔は難なく晃希を受け入れた。

        　ゆっくりと腰を動かし始めた晃希に、光希の口から喘ぎ声が漏れていく。

        「あ……いい」

        「可愛い……光希、大好きだよ」

        　そう言うと晃希は、光希の中に挿入したまま床に座り背面座位の体位になると、光希の足をグイっと広げた。

        「ほら、見て。光希のここ、俺を嬉しそうに咥えてる」

        　目の前には鏡が置かれており、己の嬌態がそこに映っていた。

        「や……！」

        　鏡に映った淫らな姿から目をそらしたかったが、何かに憑かれたようにじっと見てしまう。

        　晃希のペニスを挿入されて濡れそぼっている淫穴はヒクつきながら懸命に晃希を咥えている。腹まで立ち上がっているペニスの先端から先走りがタラリと流れ、淫らに光っていた。

        「すごいエッチだよね」

        　光希はそんな自分を見たくなくてようやく体をよじるが、晃希に陰茎の先端を掌でグリグリと嬲なぶられ、溜まらず体を仰け反らせた。

        「自分で動いて……」

        　晃希は光希を前屈みにさせ床に手をつかせると、光希のペニスをやわりと撫で上げた。

        　熱がこみ上げてくる。体中が晃希を欲しいと訴えている。嫌なのに自制することができず、光希は腰を動かし始めた。

        　鏡の中では、欲情している自分がいる。濡れた目に、だらしなく半開きになった口。頬は上気し、これ以上ない悦楽に溺れていた。

        「ふ……ン……ん……い……い……」

        「気持ちいい？」

        「うん、晃希のおちんちん、気持ちいい……いいよぉ」

        　涙を流しながら、むせび泣く。晃希の亀頭が肉壁を削っていくのが気持ち良くて、何度も何度も擦こすりつけた。

        　晃希は光希の体を背中からぎゅっと抱きしめてくると、光希の体をうつ伏せに倒し、床に押しつけてきた。

        　勃ち上がったままの陰茎が床に擦こすれ、晃希の体で圧迫される。ぐっと奥まで挿入され、ビクンビクンと体を痙攣させて絶頂をした。

        「すご……いい……あたってる……」

        「光希のいいとこ？」

        「うん。俺のきもちい……とこ……いいっ……きもち……あぁ！」

        　動きが速くなり、晃希のペニスが膨れ上がる。それにたまらず顔の横に置かれている晃希の手をぎゅっと握った。

        　熱い精液が体内奥深くに放たれる。気持ちが良くて、頭がどうにかなりそうだった。

        「好きだよ、光希。好きだ」

        　絶頂の中に堕ちていきながら、繰り返し頭の中に響く声を聞く。それが光希には、ただ悲しかった。


    

    
        ７．運命か愛情か

        　

        　

        　終わった。目を覚ました光希はそう感じて、晃希の腕から抜け出すとシャワーを浴びた。

        　発情期が終わったことが分かった。体の怠さ、ほてりがない。発情期には分からなかったが、発情期の発情が収まっているときの体の状態と、発情期でないときの体の状態はまるで違う。そのため、発情期が終わったということが分かったのだ。

        　シャワーを浴びてバルコニーに出ると、海を見た。太陽が昇っていく様子は美しい。空が藍から水色に変わっていく様は、どんな一日であろうとも、生きるしかないのだと思わせる力があった。

        「おはようございます」

        　伊藤の声が後ろから聞こえる。光希は振り返らずにおはようございますと返した。

        「何日間、ここにいたんですか」

        　光希が聞くと、伊藤は六日間ですと簡潔に答えた。

        　発情初日は家で過ごした。ここで六日過ごしたとすれば、発情期は七日間か。普通のオメガと同じだ。そして三か月後にはまた発情期が始まるのだろう。うんざりする。

        「早いね」

        　今度は晃希の声がした。それにも振り返らずに、ただ海と空の境界線を見ていた。

        「終わった」

        「何？」

        「発情期、終わった。帰ろう」

        　晃希は光希の隣に座ると、そう、と答えた。どこか寂しそうであったが、そんなことは光希にはどうでもいい。

        「怒ってる？」

        「今更もうどうでもいい。もうよく分からない」

        　光希はそう言って立ち上がると、伊藤の顔を見た。

        「道が混む前に出た方がいいですよね。早く、ここを出ましょう」

        「はい」

        　何も片付けはしていなかったが、それもどうでもいい。ここにはいたくなかった。

        「おかえり」

        　家に入ると、慶太が玄関まで迎えに出てくれた。

        「体調はどう？」

        「別に」

        「お腹すいてない？　ご飯用意してあるよ」

        　後ろにぴったりとついてくる晃希が鬱陶しいと思いながらもキッチンに行くと、テーブルには所狭しと食べ物が並んでいる。どれも光希の好物であった。

        　光希が座ると、慶太がご飯と味噌汁をよそってくれる。味噌汁を口にすると、口の中に懐かしい味が広がった。もうずっと食べていなかったように感じる。

        「美味しい？」

        　慶太が聞いてくる。それに光希は頷うなずいた。

        　こうしていると何も変わっていない気がした。慶太の優しい笑顔も、晃希の少しぶっきらぼうな態度も変わっていない。

        　ならばこのままでもいいのではないかと思う。晃希は、発情期以外はセックスをしないと言った。三か月に七日間だけ晃希と寝る。それ以外は平常だ。そこから目をそらせば、何も変わらないではないか。

        　そうだ。自分はこの場所を手放したくない。慶太と、晃希と、そして父と、一緒に家族でいることを選んだのだ。第一久我山は、もう光希の手を取ることはないだろう。それどころか、運命の相手を見つけた光希に会ってはくれないだろう。ならば、もう選択する道など他にはない。

        「ねぇ兄さん。光希の首輪、どうにかして取れない？」

        　晃希が慶太に聞くと、慶太はうーんと首をひねった。

        「最新式だよね。指紋で解除する方式だ。金属用のカッターで切るのは危険過ぎるし、とりあえず、製造元に問い合わせようか」

        「そうしてよ」

        　晃希は光希の顔を見ると、にっこりと笑う。この首輪を外し、次の発情期が来れば晃希とは番になるのだろう。それこそ運命だ。自分の、オメガの運命だ。

        「父さんは知ってるの？」

        　晃希はとんかつを口に放り込むと、慶太に聞いた。

        「うん、言ってある」

        「怒ってた？」

        　慶太はそれに困ったように笑う。

        「怒るとか、そういうレベルじゃないだろ。でも、もう仕方ないよ。誰も運命の番には逆らえない。運命の番を離せばオメガがどうなるのか。光希の命には代えられないだろ」

        　二人の会話にゾッとしたものがこみ上げてくる。兄弟で七日間セックスをしまくったのだ。それなのに、なんてことないように話をしている。これはアルファの社会では普通なのだろうか。

        「なんでそんなに簡単に受け入れられるの？　父さんだって……おかしいよ。もしかしたら子どもだってできたかもしれない」

        　慶太は首を振ってじっと光希を見てくる。

        「前例がないわけじゃない。アルファとオメガは、ごく稀に肉親でも惹かれ合ってしまう。そしてそれは大抵、運命の番といわれるものだ。近い遺伝子が混じるのはタブーでもあるけど、組み合わせによってはより完璧な個体にもなる。どんな遺伝子よりも相性がいいんだろうな。多分、それを俺たちは感じることができるんだ」

        「そんなの……でも俺は……」

        「運命だけじゃない。番の関係に逆らうことこそ、俺たちにとっては最大のタブーだ。たとえそれが家族であってもだ。アルファとオメガの番契約は、それほどに重い。光希はアルファが簡単にオメガを捨てるって思ってるけど、そんなに簡単なものじゃないんだ」

        　何を言っていいのか分からないで口をつぐむ。受け入れるしかないと思っていても、少しでも冷静になればやはりおかしい。　

        「ごちそうさまです。疲れたから、寝てもいい？」

        「あぁ。学校のこととか、諸々は、後で考えよう。とりあえずゆっくり休んで」

        　慶太はそう言うと、光希の頭をぐしゃりと撫でた。

        　光希は部屋に戻ると、念のためドアに鍵をかけて横になる。すぐに眠くなって、眠りに落ちた。

        　途中何度か目が覚めたが、トイレに行くだけでまたすぐに寝た。たまに慶太がやってきて水を飲ませてくれたが、それでも食事は取る気にならずに眠った。

        　結局丸二日眠った。それだけ発情期が負担になっていたのだろうか。それともセックスが激しかったせいか、もしくは妊娠しているせいか。

        　どちらにしろ、発情期の度にこうなっていては、まともな生活などできない。発情抑制剤を飲むか、晃希と番になって家に引きこもるしかないだろう。なんと不便な性なのか。

        　ベッドから起き上がると、腰が痛んだ。頭も痛かった。寝すぎだと思ってゆっくりと伸びをすると、本棚にある本が視界に入る。久我山から貰った「種の起源」だ。

        　十七歳の誕生日に貰った。あの日は偶然日曜日が誕生日であり、一か月前に久我山が、誕生日はバイトを休んで、二人で出かけようと言ってくれたのだ。

        　初夏だったが、暑い日であった。どこに行こうかは決めていない。久我山は光希の好きな場所に行こうと言ってくれたが、光希には、どこに行きたいかが決められなかった。

        「遊園地は？　ランドとか」

        「俺、絶叫系乗れないんです」

        　久我山の提案を却下するのが心苦しかったが、久我山はそう、と言って、違う案を考えてくれた。

        「じゃあ、横浜に行こう。中華街をブラブラして、赤レンガに行って、山下公園でのんびり海を見る。観覧車は乗れるかな」

        「うん」

        　光希が頷うなずくと、久我山は少しだけ笑った。

        　光希は久我山と一緒にいられるのなら、どこでもよかった。しかしそれを言っては久我山に引かれるかもしれないと思い、口に出すことはしなかった。

        　何をしたというわけではない。中華街で中華まんを食べ、山下公園ではベンチに座ってハンバーガーを食べ、ただ海を見た。

        　久我山は無口であり、光希も口下手であったので、特に会話が弾んだわけではない。それでも光希には楽しかった。

        　観覧車に乗ると、久我山が光希にキスをしてきた。それが光希には信じられなかった。ホテル以外でこのような行為をする久我山に喜びはしたが、ただ、雰囲気に飲み込まれただけなのだと、そう自分に言い聞かせるしかなかった。

        「これ、誕生日プレゼント」

        　そして、久我山は光希にプレゼントをくれた。欲しい物を言ったことなどなかったのに、久我山は光希が喜ぶ物をくれたのだ。それは、久我山が光希を見てくれていたという証拠で、これ以上なく嬉しかった。

        「今日はもう、解散しよう」

        　夕方になると、久我山はそう言った。光希が久我山の腕をつかみ、ホテルに行こうと言うと、久我山は困ったように笑う。

        「今日一日、君を独占した。バイトも休ませた。きちんと、報酬は払うよ」

        　そう言って金を出そうとした久我山に胸が痛んだが、それでも光希はそれを断り、少しだけオメガの匂いを出した。

        　久我山はまた困ったように笑うと、光希の手を取る。ホテルに行く途中でケーキ屋により、ホールのケーキを買った。

        　ホテルでは二人でそれを食べた。切らずに直接食べることに、とにかくワクワクした。クリームを口につけた光希を見て久我山は笑うと、そのクリームを舌でそっと拭ってくれる。そしてそのままキスを何度も何度もして、体を重ねた。

        　幸せな一日だった。人生であれほど幸せな日があっただろうか。そしてこれから、あれほど幸せな日があるのだろうか。

        　光希は涙が出てくるのを感じて驚く。もう決めたはずだ。それでも涙が止まらない。

        　久我山が好きだ。それは変えられない。しかし、どうすることもできない。光希は「種の起源」を抱きしめながら、ただ泣いた。　

        　卑怯だと思った。久我山は卑怯な男だった。一度も言葉をくれなかった。セックスも久我山からは誘ってくれなかった。いつも光希に選択肢を与え、久我山自身は何も望んでいないふりをしながら、その実、何よりも自分を求めていたのだ。そして今も、光希の心をつかんで離さない。

        　光希は涙を拭うと、「種の起源」を机に置いた。本当にどうにもできないのか。できないと思っているだけではないか。

        　光希はしばらく考え、そして決心をした。光希の心に、もう迷いはなかった。

        「起きた？」

        　居間に行くと、晃希が光希に気がつき立ち上がる。その顔は心配している顔ではあったが、光希を見て嬉しそうに笑った。

        　可愛い弟だ。光希だけを求めている。愛しくて、そして同時に憎くもあった。

        「首輪、外しに行ってくる」

        　光希が呟くと、晃希の顔色が変わった。

        「あいつの所に行くの？　だったら俺も行く」

        「やめて。俺を縛る気？」

        「そんなつもりは……」

        　話を聞いていた慶太はため息をつくと、手を上げて晃希を制した。

        「いいよ、言っておいで。話したいこともあるだろう。その代わり、伊藤さんを連れて行ってくれ」

        「嫌だよ」

        「部屋の外に待機させるだけだから。念のためだ」

        　光希はそれならと頷うなずく。

        「久我山さんの家はどこ？　知ってるんでしょ」

        「あぁ、車で送ってもらうといい」

        　光希は頷うなずくと、伊藤の方をチラリと見たが、話かけることはしなかった。

        　車は小さなアパートの前で停まった。伊藤が光希を先導して、久我山の部屋の前に連れていく。

        　表札には小さな文字で久我山とあった。光希はその家のインターホンを押す。

        　何度か押したが、久我山は出てこなかった。それでも光希は何度も押す。

        「久我山さん、出てきて。首輪、外してほしいんだ」

        　そう言うと、ようやく扉が開いた。

        　久我山の匂いがふわりと漂う。その顔を見上げると、少し疲れている様子が窺うかがえた。抱きつきたかったが、ぐっと我慢をして家の中に入る。

        　鍵をかけると、靴を脱いで上がった。２ＤＫの広さの家には、家具はほとんどなく閑散としていて、どこか寂しい。

        　久我山は部屋の中に光希を招き入れると、床に直接座った。光希もその前に座る。

        「会社、潰れたの？」

        「いや、まだだけど、時間の問題だ」

        　沈黙が下りてくる。光希は久我山の美しい指が所在なさそうに床を撫でるのを見ながら、その指に触れたいと思った。

        「俺のせい？」

        「え？」

        「俺のせいで、叔父さんを訴えた」

        　それに久我山は口元だけを上げて笑う。

        「違うよ。いや、そうかな」

        　久我山の言葉に、光希はごめん、と小さな声で言う。　

        「謝る必要はない。俺が選んだんだ。光希をあんな目に合わせた叔父を、許すことはできなかった。俺は自分の感情で、叔父だけではなく社員を路頭に迷わせた。だけど、復讐だけじゃない。復讐だけなら、叔父だけを追い込めばよかった」

        「じゃあ、なんで」

        「うちの会社はビジネスにおいて色々とまずいことが多くてね。別にそのままでもよかったのかもしれない。以前の俺なら気にしなかった。見ないふりして、なんとか上手くやっていっただろう。だけど、光希と一緒にいるうちに、光希に感化されたんだ」

        「俺に？」

        「そう。君は、凄く後ろ向きで、悲観的だ。それなのに前にしか進まない。なんていうか、綺麗だと思った。純粋で、傷ついて、それでも前に進むことしか知らないんだ。俺はそれを見て、このままで終えたくない。人生、変えてみたいと思ったんだ」

        　光希はそれに手をぎゅっと握ると、床に視線をやった。久我山の言うことはよく分からないが、それでも久我山の告白は、光希の心をかき乱すのには十分過ぎるものであった。

        「これ、外して」

        　光希が首輪を指して言うと、久我山が、そうだな、と言って首輪に手をかけた。

        　その手が震えていることに光希は気がつく。しかし久我山の顔色は、何一つ変わっていない。

        「赤くなってる」

        　久我山が光希の首をそっと撫でた。光希が久我山の手を払うと、久我山は少し悲しそうに笑う。

        　光希は窓を開けると、下に誰もいないことを確認して、その首輪を投げた。

        「大丈夫だよ。俺はもう君に首輪をつけない。きちんと、あの子と番になれるよ」

        　久我山の言葉に光希は顔をしかめる。

        「なんで知ってるの？」

        「君の兄に聞いた。運命の番だってね。俺のしたことは、間違っていなかった」

        　釘を刺したのか。慶太らしいと思って苦笑した。

        「ねぇ、久我山さん、聞かせて。俺のこと、好きだった？」

        　久我山の目をじっと見る。久我山は光希から目をそらすことなく、答えた。

        「あぁ、好きだよ」

        　少しだけ、久我山の瞳が揺れた。自分も同じような目をしているのだろうかと思いながら、光希は続ける。

        「どれくらい好き？」

        「言葉になど……」

        「俺のためなら、闇に沈むこともできた？」

        　久我山の目を覗き込むように見つめ続けると、久我山は同じように光希の目を覗き込んできて、そして頷うなずいた。

        「あぁ。そうだ。光希のためなら、俺はなんでもできた。何を捨ててもよかった。命さえもあげられると、そう思っていた」

        　光希はそれに、声を出して笑った。

        　あぁ、やはり卑怯だ。久我山は卑怯で弱い。

        　光希が手に入らないと分かったからこそ、そんな言葉を吐く久我山は、なんと卑怯で弱いのか。手に入らぬという保証がなければ、本心を語る勇気もないというのか。久我山自身の言うとおり、この男は光希の思っているような男ではないのかもしれない。

        　それでもよかった。そしてだからこそ、自分はそれができるのだと、そう思った。

        「じゃあ、久我山さん、一緒に堕ちよう」

        　光希はそう言うと、久我山に顔を近づける。唇が触れるくらいに近づけると、匂いを一気に放った。

        　

        ◆晃希エンドはこのまま次ページへとお進みください。

        ◆久我山エンドは久我山エンドにお進みください。


        「やめろっ！」

        　久我山は立ち上がった。抑制剤を取りに行くつもりだろう。しかし光希は、久我山に抱きついてそれを阻止した。久我山が力を入れて引きはがそうとしても、離す気はなかった。

        　もみ合っているうちに、ドアが開く音がした。伊東が室内に駆け込んでくる。　後ろから伊藤に羽交い締めにされると、久我山が光希の手から逃れ、抑制剤を打ち込むのが見えた。光希はそれを見て、その場にしゃがみ込む。

        「なんで駄目なの」

        　久我山は大きく息を吸い込むと、目を瞑って息を吐き出す。そして光希の目の前に座った。

        　光希の頬を掌で包むと、流れてくる涙を拭ってくれる。あぁ自分は泣いているのだと思い、久我山の掌の上から自分の手を重ねた。

        「何よりも大事だ。だからこそ、番にはなれない」

        「卑怯だ。汚い。あんたは卑怯だよ」

        「そうだよ」

        「だったら、最後まで卑怯でいてくれればいいのに、なんで今更……」

        　久我山は伊藤の顔を見ると、くいと顎を上げた。伊藤は頷うなずくと、光希の腕を持って立たせ、部屋から連れ出す。

        　車の前に行くと光希はその場に崩れ落ちた。伊藤が光希の背中をそっと撫でてくれる。冷酷なはずの伊藤の手は優しかった。

        　涙が後から後から溢れてくる。全て終わったと、そう思った。

        「家に着くまでに、泣きやむことはできそうですか」

        「いつでも、冷静ですね」

        　光希はしばらく泣いていたが、ようやく立ちあがると車の後部座席に乗った。伊藤は何も言わず、車を走らせる。

        　外は暗く、時間は二十時だ。家に着くのは何時になるのか。埼玉から神奈川までは案外距離がある。

        「家までどれくらいですか」

        「この時間ならすいているでしょうから、二時間かからないと思います」

        「そう」

        　窓の外に視線を移しても、写るのは自分の顔だ。やることもなく、光希は伊藤の運転している様子をぼうっと見ていた。

        「気持ち悪くないですか」

        　光希が伊藤に聞く。

        「車酔いしましたか」

        「そうじゃなくて、兄弟であんなこと、気持ち悪くないですか」

        「いえ、私が立ち入る問題などではありませんから」

        「気持ち悪いのは、俺か……。アルファの伊藤さんには、俺はセックスしかできない惨めな動物に見えるんでしょうね」

        　伊藤は答えずにいた。答えられるわけなどないだろう。光希は自分の発言を馬鹿みたいだと思って、目を瞑った。

        「私はアルファですが、他のアルファのように恵まれていたわけではありません」

        「え？」

        「幼い頃両親が死に、身寄りがなかったので施設で育ちました。幸い、身体能力に優れていたのでこの仕事にありつけました」

        　突然何を話し出すのだと思い、光希は目を開けて伊藤を見た。

        「アルファがこんな汚れ仕事をするなんて、珍しいんですよ。でも、人の助けになる仕事だ。誇りに思っています」

        「そうですか」

        「光希君も私と同じでしょう。苦労してきた。でも今は違う。私から見れば、君は恵まれています。誰もが君を愛している。私は仕事柄、色んな人間を見てきました。オメガも沢山見てきた。皆恵まれていた。だけど私から見たら、君ほど恵まれている人間はいない。いや、君ほど魅力的で、愛される能力に優れている人間はいないというのが正しい」

        　この男は何を言いだすのだと思って、下を向いた。

        「何言ってるんですか。そういうキャラじゃないですよね、伊藤さん」

        「愛されるということも能力の一つです。それは、君が苦労して生きてきたからこそ、手に入れることのできた能力です。普通に、幸せに生きているオメガにはない。だから君は、胸を張って生きていけばいい」

        「でも、相手が弟だ。どうやって胸を張るんです」

        「それは君自身が、折り合いをつけることです。残酷ですが、アルファとオメガである限り、どうしようもない現実です」

        　光希はそれに答えなかった。伊藤もそれ以上は何も言わない。

        　大人は何故、誰かと比べて、より幸せだ、より不幸だと決めつけるのだろうか。伊藤もそうなのだと思うと、少し落胆する気持ちになった。

        　家に着くと、二十二時になるところであった。居間に行くと、慶太と晃希が待っている。光希の首輪がないのを確認すると、晃希がぎゅっと抱きついてきた。

        「ごめん、疲れた。休みたい」

        　晃希が光希の顔を覗き込んできた。

        「泣いたの？」

        　光希は顔をそらした。

        　晃希は光希の手を取ると、光希の部屋に連れて行き、光希のタンスから寝間着を取り出して渡してきた。

        「出て行けよ」

        「寝るまでいる」

        　晃希は光希がベッドに横になると、ベッドに座って光希の胸をトントンと軽く叩いてきた。

        「赤ん坊じゃない」

        「でも、落ち着くだろ」

        　光希はそれ以上言うのも面倒で、したいようにさせていた。

        「赤ん坊っていえば、子ども、妊娠してたらどうする」

        「勿論、育てるよ」

        「なんで避妊しなかった。こんなの、俺、どうしよう。耐えられない」

        　光希は手で顔を覆うと、耐えきれず涙を流した。

        「ごめん。でも、俺、どうしても我慢できなかった。今冷静になると、俺、酷いことしたってそう思う。でも、あのときは無理だった」

        　光希は晃希に背中を向けた。

        「あのとき、光希、首輪をしただろ。光希はあんな状態になっても、俺とは番になりたくないんだって、そう思ったら耐えられなかった。そんなにあの男が好きなんだって思ったら、耐えられなくて、何か証拠が欲しかった。俺と光希を結ぶ証拠、光希を縛り付ける何かが欲しかった」

        　光希はその言葉を聞きながら、晃希も自分と同じではないかと思った。

        「そんな理由で作られた子ども、可哀想だと思わないのか」

        「思わないよ。俺は、いっぱい愛するよ。子どもも光希も、沢山愛して、後悔なんてさせない」

        「晃希も俺と一緒で、浅はかだ」

        　光希は振り向くと、晃希の顔を見上げて手を伸ばす。晃希はその手を握り、そっと顔を下ろしてきた。

        「番にはなれない」

        「光希？」

        「それだけは許して、お願い」

        　光希はそう言うと、晃希の唇を受け止めた。

        「いいよ。発情期以外でもなんでも、俺をあげる。晃希にあげるよ。でも、番にはしないで、お願い」

        　番になりたかった人がいる。どうしても彼の物になりたかった。

        　言葉にはしなかったが、晃希には分かったのだろう。顔を歪めると、再度唇を落としてきた。

        　このままセックスが始まるのか。そう思ったが、もう今更どうでもいいと思って目を瞑って待った。しかし晃希は、片方の手を光希の首の下に入れ、もう片方の手を背中に回してくると、光希の頭をぎゅっと胸に寄せ、背中をトントンと叩くだけであった。

        「だから、子どもじゃない」

        　晃希はそれには何も言わない。何も言わずに、背中を優しく叩き続けてくれている。光希はその手と、晃希の匂いに心が落ち着いていくのを感じ、口には出さないが、晃希がここにいてくれてよかったと思った。

        　結局自分は、久我山のことを言う権利などない。久我山よりも自分はよっぽど卑怯ではないか。たとえ不可抗力といえども晃希と欲望に溺れてなお、ぬけぬけと久我山に会いに行き、拒絶されれば今度は晃希の手に包まれるのだ。

        　あぁ、自分が一番ずるい生き物だ。やはり所詮オメガなのだと、そう思う。アルファを求め、体を開くだけの生き物なのだ。

        「眠れない？」

        　晃希が聞いてくる。それに光希は頷うなずいた。

        「二日も寝てたからね」

        　晃希はそう言うと、光希の頭に顔を埋めてきた。

        「いいよ、寝るまで付き合うから」

        　それを拒絶できない己を再度卑怯だと思いながら、晃希の匂いがあまりにも心地良くて、知らぬ間に眠りについていた。

        　

        ＊

        　

        　目を覚ますと、朝であった。晃希はすでにいない。夕飯を食べていないので腹が減ったと思い、部屋の外に出た。

        　ダイニングキッチンに行くと、そこには慶太と晃希の他に、達臣がいた。時計を見ると八時だ。こんな時間に皆がいるのは珍しいと思いながら、おはようございますと言って、テーブルに着いた。

        　父親と顔を合わせるのは気まずかった。目を合わせることができずに、慶太が作ってくれたサーモンとアボガドとレタスが入ったサンドイッチに齧りついた。

        「今日は随分遅いんですね」

        「今日は日曜日だからね」

        　それを聞いて光希は、曜日の感覚が全く無くなっているのに気がつく。

        「良い天気だし、どこかに出かける？」

        　慶太が聞いてくるが、光希は首を振った。そんな気にはなれない。

        「光希、もう体は落ち着いたかな」

        　達臣が光希の顔を見てきた。光希はそれに目をそらしたまま、頷うなずいた。

        　なんでこの人たちはこんなに落ち着いていられるのか。晃希もまるでおびえる様子はなく、ゆったりとコーヒーを飲んでいる。光希は、晃希とずっとセックスをしていたことを父が知っていると思うだけで、その顔を見ることなどできないというのにだ。

        「これからのことを、少しずつ考えていこう」

        　達臣が言う。

        「……はい」

        　光希は小さな声で答えた。

        　仕方がない。先のことなど考えたくないと言っても、次の発情期はやってくるのだ。妊娠していれば腹も膨れるだろう。考えないわけにはいかない。

        「ごちそうさまでした」

        　光希は食べ終わった皿をシンクに持って行くと、再度テーブルについた。

        「まずは学校、どうするか考えないとね」

        　達臣の言葉に、慶太が少し困ったような顔をした。

        「まだ早いよ。光希はまだ混乱してるから」

        「慶太の言うことも分かるが、学校に関してはとりあえず考えないと。休むにしても、通うにしても、辞めるにしてもね」

        「辞めるしかないよ」

        　晃希がぶっきらぼうに言い放った。

        「オメガだってばれて、今更行けないよ」

        　達臣はそれに、たしなめるように言う。

        「光希が決めることで、晃希が決めることじゃない」

        　そう言って光希の顔を見てくる達臣の顔を、やはり光希は見ることができない。

        「光希はどうなんだ」

        　分からない。それが本音だ。学校のことなど考えられない。一週間ちょっと休んだだけなのに、学校に行っていたことが随分と昔に感じる。

        　そういえば、真々田はどうしたのだろうか。こうなったきっかけである真々田のことを考える。

        　彼は何をしているのか。発情期は終わっただろう。また、学校に通っているのか。

        「真々田どうしてるんだろ」

        「真々田君かい。また学校に通ってるよ」

        　達臣の言葉に、光希は驚いてその顔を見る。

        「ようやく私の顔を見てくれたね」

        　そう言って達臣は優しい顔で笑った。

        「真々田君は、学校に行っている。強い子だね」

        　光希はそれを聞いて、よかったと思う以上に真々田の強さに嫉妬し、そして同時に尊敬もした。

        「俺も学校、行けるのかな」

        　光希が呟くと、達臣はまた優しく笑った。

        「光希は行きたい？」

        　考えるがやはり分からない。行ってどうするのか。考えることがあり過ぎる。

        「分からないし、どうせ行きたいって言っても、無理だ」

        　達臣はそれには答えずに、使用人にＡ４の紙数枚とペンとセロハンテープを持って来させた。

        「仕事でたまにやる手法なんだけどね、頭の中にある物はとにかく書き出すんだ。ブレインストーミングって言うんだよ。とにかく頭をぐちゃぐちゃにしよう」

        「へー」

        　達臣が紙を数枚セロハンテープでくっつけてテーブルいっぱいの大きさにすると、晃希が興味深そうに紙を覗き込んだ。

        「ルールは、出した意見の批判は絶対にしないこと、結論は出さないこと、おかしな意見でもいいからとにかく沢山出すことだ」

        　光希は突然何を言いだすのかと思って、紙の上で動くペンを見ていた。達臣は綺麗な字で一言だけ「光希が高校に通うためには」と書き出した。

        「付箋とかホワイトボードがあるといいんだけどね」

        　達臣は慶太と晃希と光希にペンを渡すと、さぁ意見をどうぞ、と言った。

        「何を言えばいいの？」　

        　晃希が聞くと、達臣が答えた。

        「なんでも。例えば、『発情期のときはどうするか』」

        「抑制剤があるよね」

        　慶太は「発情期」と紙に書くと、それに向けて矢印を引いて、「抑制剤」と書いた。

        「抑制剤は体に悪いよ。赤ちゃんがいるから駄目だ」

        　晃希が「抑制剤」という単語に矢印を向け、「体に悪い」と書いた。

        　そんな風に、慶太と晃希が沢山意見を出していく。達臣は基本的には聞いているだけであった。

        　取り留めのない意見で紙は埋まっていく。

        「光希は何かないの」

        　光希は、二人の頭の回転が速過ぎて付いていけずに、ただ聞いているだけであったが、ようやく「妊娠」と書かれている文字に、矢印を向けて「堕胎」と書いた。それを見て晃希が目を見開く。

        「み……」

        　晃希が抗議をしようとしたが、それを達臣が止めた。

        「人の意見を批判するのは駄目だ」

        　晃希は悔しそうにぎゅっと唇を結んだ。

        「じゃあ、なんで妊娠が嫌なの？」

        「そりゃそうだよ。高校は退学になるでしょ。兄弟での子どもなんて、許されない」

        　慶太が「退学」「兄弟、不道徳」と書いた。晃希がそれに、「運命だから仕方ない」と付け加える。

        「堂々巡りだ。きりがない」

        　光希が達臣の顔を見ると、達臣は穏やかに笑いながら、そうだね、と言った。

        「妊娠期間って十月十日？」

        　慶太が達臣の顔を見て聞くと、達臣は首を振った。

        「オメガの男性の場合は、大体三十五週といわれてる。出産には女性よりも耐えられる体じゃないから、小さいうちに産まれる」

        「未熟児だよね」

        「いや、ベータの子どもよりも小さいけど体の器官はきちんと形成されてるから、大丈夫」

        　晃希が安心したような顔を見せると、スマートフォンのスケジュールを表示させた。

        「じゃあ、今が十月だから六月の半ば頃が予定かな」

        　晃希は、紙に六月出産予定と書く。

        「まだ、妊娠してるとは決まってないし」

        　光希が言うと、晃希は、だからしてるって、と答える。決定事項として話されているのが腹立たしいと思った。

        　妊娠しているとしても、こうやって皆で論じて紙に書いていくことで、逆に現実感がなくなっていく。もしくは、客観的に見ることで、冷静になれているのかもしれない。

        　紙に書く場所がなくなり、裏返した。気がつくと時間は十二時だ。三時間以上皆で話し合っていたことになる。こんな風に家族で話し合いをするのは初めてだと思い、それが嫌ではないと思った。

        「休憩しよう」

        　達臣が時計を見て言うと、慶太は大きく伸びをした。

        「そうだね。疲れた。お昼ご飯はどこかに食べに行こうか」

        「いいね。俺、焼き肉食いたい」

        　晃希が嬉しそうに言うのを、やはり現実味がないと思って見ていた。

        　発情期や妊娠ということを外せば、ただの家族だ。これでよかったのかもしれない。そう思いながらも、昨夜見た久我山の震える指を思い出す。

        　まだ、彼の元に戻りたいと思う自分がおり、自己嫌悪と、久我山に対する憎しみに似た憧憬と、晃希に対する複雑な愛憎とが混じり合って光希の内部をかき混ぜていく。

        　何が望みか、何が欲しいのか、もう考えるのも面倒であった。

        「俺、食欲がない。何か適当に食べるから、三人で行ってきて」

        　光希はそう言うと、ダイニングキッチンを出て行く。自分の部屋には帰らずに、庭が見える縁側に座って、ぼうっと風景を見ていた。

        　まだモミジは紅葉していない。緑色の葉が風に揺れるのを見ながら、そういえばこの家も初めは現実味がないと思ったのだと思い出す。人が住んでいるのが信じられないくらいに美しい日本庭園と、綺麗に手入れされた平屋の日本家屋は、自分とはあまりにも遠い世界であった。

        　しかしそれも、一年近くたった今では当たり前になっている。ならば、晃希と、そして鳥羽の人間との関係も当たり前になっていくのかもしれない。

        「よくないよ、あぁいうのは」

        　声が聞こえたが振り返ることはしなかった。慶太は気にせず、光希の隣に座る。

        「光希が行かなければ、みんな行かないよ。行きたくないのは分かるけど、さっさと一人引きこもるのはなしだ」

        　光希は返事をしなかった。

        「さっき、光希の口からは出なかったけど、なんで光希は高校に行きたいの？」

        「別に、行きたいとも言ってない」

        「じゃあ、もし行くとしたら、何が理由だと思うんだ。大学に行くため？　もし高校辞めても、一流の家庭教師をつけるし、大学入学資格を取得して受験すればいい。高校に行くのは絶対ではないよ」

        「そうだね」

        「じゃあ、他に行くべき理由は？」

        　光希は慶太が鬱陶しいと思いながら、変わらぬ景色を見ていた。早く紅葉に染まればいいのに。紅葉は好きだ。赤や黄色に染まる世界はとても綺麗だと思う。

        　そういえば紅葉の時期、一度だけ赤く染まる景色を見に行ったことがあった。小学校何年生のときであったか。

        　そのときに通っていた小学校は田舎で皆優しく、転校生にも人懐こく近寄ってきては遊んでくれた。そのとき特に仲良くしてくれた坊主の男の子が、その子の家が持つという山に連れて行ってくれた。

        　スズメバチや蛇が怖いと思ったが、その子と一緒であれば不思議と怖くなかった。赤と黄色と緑とが入り交じるその世界は少し霧がかかり、まるで別の世界であり、古代神話の世界に迷い込んだようだった。

        　その男の子の名前はもう覚えていない。ただ、もう少しその男の子と遊べたらよいと思ったのは覚えている。しかし、母はその後一か月ほどで別の場所に引っ越しをした。男にふられたのだろう。

        「友達、いないわけじゃなかったけど、でも、深い関係は築けなかった。学校も、いつも俺には異世界に感じていた。でも、瑞穂は違う。だから、もう少しだけ通いたい」

        　言葉にすると、そうなのだろうと自分でも納得をする。自分はもう少しだけ、子どもでいたい。今までずっと母親に振り回され、子供時代などないも同然だった自分が、初めて手に入れた自由でもあるのだ。

        「自分で壊しておいて、馬鹿だよね。俺があんなことしなければよかっただけなのに」

        　慶太は光希の頭を撫でると、光希の首に腕を回して自分に寄せた。

        「兄さん、二人で話したい」

        　しばらくそうしていると、後ろから晃希の声が聞こえる。慶太は頷うなずくと、立ち上がって晃希の肩を軽く叩き、部屋の中に消えた。

        　晃希は光希の隣を座ると、光希と同様、ぼうっと庭を見ている。二人きりになるのは、やはり少し緊張をした。それでも、なんでもない様子を装い庭を見ていた。

        「光希は、子ども、堕ろしたい？」

        　晃希の言葉に、光希はしばらく考えたが、小さな声で答えた。

        「そんなに簡単に選べるなら、こんなに悩んだりしないよ」

        「そうか」

        　晃希が光希の手を握ってくる。それは自分より少しだけ温かい。

        「でも、産むことを選択しても、それも偽善だ。俺は子どもが欲しいんじゃない。ただ、自分が殺したっていう事実が怖いだけだ」

        　光希が言うと、晃希が光希の手を強く握った。

        「なら、俺のせいにすればいい。いいよ、堕ろしたいなら、今回は堕ろそう」

        　光希はその手を払い、晃希の顔を見た。もしレイプされた末にできた子どもならばそれもできただろう。しかし、そうではない。晃希だってあんな状況でなければ、あんなことはしなかったはずだ。

        　そうだ。晃希だってある意味、被害者なのだ。だが、晃希は決してそれを言ったりはしない。

        「もし、妊娠しているのなら、それは俺と晃希との子どもだ。どっちか一方の意思で子どもに何かをするなんて、間違ってる。もし殺すにしても、晃希だけの判断でそうするなんて、そんなのは駄目だ」

        　晃希はそれに少しだけ笑った。

        「ごめん」

        　晃希が謝罪の言葉を口にする。

        「何、突然」

        「さっきの話、こっそり聞いてたんだ。俺にとって当たり前のことでも、光希にとってはそうじゃなかったんだよな。俺、光希はあんまり学校好きじゃないって勝手に思ってた。だから光希は学校辞めてもいいって勝手に考えて、俺が光希を養って子ども育てればいいから、別に妊娠してもいいって、そう思ってた。独りよがりだ」

        「初めは慣れなくて嫌だったけど、友達できたし、放課後遊びに行ったりして、学校は凄い楽しかった」

        「そうだよな。光希が嫌だったのは、俺が一緒にいたからだもんな」

        　光希は、それには答えなかった。

        「俺、光希の気持ち考えないで、色んなことしたって思ってる。初めてのときだって、なんであんなことしたんだろうって思うんだけど、じゃあ今あのときに戻って抑えられるかっていったら、多分無理だ。本当はもっと優しくしたかったし、光希を辱めるようなこともするべきじゃなかった。でも、抑えられない。やっぱり俺はアルファで、しかも出来損ないだ」

        　光希は晃希の言葉に、似ていると思った。自分と晃希は似ている。

        「やっぱり双子だ」

        「え？」

        「俺も同じだよ。相手の気持ちよりも自分の気持ちばかり押しつけてる。子どもだからなのか、それともこういう性格だからなのかな」

        　光希には晃希の気持ちが分かる。だからこそ、愛しいとも思い、また憎みきることもできないのだ。そしてそれがまた、自分も晃希も苦しめるのだろう。

        「人を好きになると、皆こうなるのかな」

        　晃希が呟く。

        「兄さんも？」

        　光希が答えると、何故だか晃希が笑った。

        「いや、兄さんは家族以外で好きな人、できなそう。俺たちなんかよりよっぽどアブノーマルだ。変態だよな」

        　それに光希は笑った。

        「俺がなんだって？」

        　廊下を歩いてくる慶太が見える。それに晃希と二人、顔を合わせてまた笑った。

        「なんでもないよ。兄さんは、家族思いで凄いなって」

        「本当か？」

        　慶太は晃希の言葉に怪しんでいる顔で言ってくるが、すぐに笑って晃希の頭を撫でた。

        「これ、食え」

        　慶太は、おにぎりと卵焼きとウィンナーが乗ったお盆を、縁側に置いた。

        「ありがとう」

        「どういたしまして」

        　そう言って慶太は消えた。

        　光希は早速おにぎりを頬張る。光希の大好きなワカメのおにぎりだ。晃希も大好きで、二人で美味いね、と言いながら食べた。

        「たまにはこういうのもいいな。なんか、庭でおにぎりってワクワクする」

        　晃希が言うのに、光希は頷うなずいた。

        　無言でおにぎりと卵焼きとウィンナーを食べ尽くすと満腹になった。晃希は腹一杯だ、と言って縁側に寝転がる。

        「さっきの話。子どもは二人で考えるって話、そうだよな。俺もそう思う」

        「うん」

        「それだけじゃない。傷つけないって、守るって誓ったのに、また俺は光希を傷つけた。もう信用してくれないかもしれないけど、これからはそんなことしたくない。発情期が来たら、また冷静ではいられないかもしれないけど、でも、今はそう思う。だから光希が望まないなら、番にはならない」

        　光希は晃希の言葉をゆっくりと飲み込むと、うん、と小さな声で頷うなずく。

        「光希と俺は同等だろ。これから二人で色々としたいし、結婚とか無理でもさ、双子として、パートナーとして一緒にいたい。番になれなくても、一緒にいたいと思う。だから光希も、俺に遠慮したりとか罪悪感を抱くとかしなくていいよ。番になりたくないって言うなら、それを尊重したい。それに対して後ろめたい気持ちにならなくてもいいし、それの代償として、体を差し出すなんてしなくていいんだ」

        　光希は再度うん、と頷うなずくと、晃希の隣に横になる。

        「俺、考えてみたら光希のことで知らないこと、沢山あるんだなって思った」

        　晃希は光希の手を取って、手の甲に口づけた。

        「これから、いっぱい話をしよう。時間は沢山ある。もっと光希を知ってみたいんだ」

        「話すって何を？　俺はあんまり、お喋り上手くないし、何話していいか分からないよ」

        「なんでもいいよ。過去のことでも、今のことでもいいし、未来のことでもいい。なんでもいいから話、しようよ」

        　光希は握られた手を、ぎゅっと握り返した。

        「うん、そうだね。俺も、晃希の話、聞いてみたい」

        　晃希はそれに、嬉しそうに笑った。それはまるで、花がふわっと咲いたような笑顔であり、今まで見たことのない笑顔であった。

        「好きだよ、光希」

        　光希は、俺もだよ、と答えることはできなかったが、それでも素直にそれを受け取る。

        「うん、分かってる」

        　晃希がまた、笑った。

        　光希はその笑顔に、自身の内にある薄い膜がハラリと剥がれたのを感じた。しかし、それを認めるのはまだ悔しい。それでも晃希の心がわずかに変わったであろうことに、応えるべきだとは思う。

        　晃希は自身の自我を捨て、光希に歩み寄ろうとしてくれているのだ。それならば、自分も歩み寄るべきなのだ。

        「俺たちがこうなったことで、晃希も、苦しんだんだよね」

        　運命だからといって、晃希がこの関係を心から喜んでいるとは思えなかった。運命だからこそ否応なく惹きつけられる。もう離れることはできない。それは晃希が望んだことだろうが、しかし、光希の心を真の意味で手に入れることはできないのだ。

        　それがどれほど残酷か、晃希は気がついていなかっただろう。だが、それはゆっくりと確実に、晃希の心を蝕んでいくのだ。それでも、晃希は光希を求めてくれるのだろう。

        　晃希は光希の頬に手を当てると、親指で撫でてくる。優しい手だが、久我山とは違う。いつかこの手を取ることができるのだろうか。

        　考えても、まだ答えは出ない。

        「光希に比べれば、大したことないよ。俺は欲しいものを手に入れられたんだ。何よりも強い繋がりを手に入れた。こんな幸運、きっとない。それなのに光希の心まで欲しがったらバチが当たる。昨日光希の寝顔を見て、俺は贅沢過ぎるんだって思った」

        　光希は晃希の目を覗き込む。その目は一週間一緒に過ごしたときとはまるで違う目だ。諦めと、わずかに残る希望と、渇望と、そして優しさと、色々な色が混じり合っている。この男は、自分よりも一足先に大人になったのだと、そう思った。

        「とりあえず、話すのは後だ。また戻って、午前中の続きしないと」

        「え、まだするの？」

        「勿論。こう言ったら光希には申し訳ないけどさ、俺、実は結構楽しい。こんなに頭、使ったことないかも。それなのに出てくる内容はわかりきった内容ばかりでさ、自分が情けなくなるんだけど、考えていることを文字に書き出すことで凄くすっきりするし、見えてなかったものも見えてくる。それに、こんな風に皆で話し合ったの、初めてだよな。大事なことは、いつも父さんと兄さんが二人でコソコソ話して決めてるけど、今回は皆で決めてる。こういうの、いいなって」

        「そうだね」

        「じゃあ、戻るか」

        　光希はそれに頷うなずくと、晃希に続いて立ち上がった。

        　

        ＊

        　

        　学校に行くのは約二週間ぶりだ。教室に入ると、真々田が光希を見て笑った。

        「光希」

        　真々田が抱きついてくる。それに光希は少し戸惑った。こんな風な感情表現をされるとは思っていなかったからだ。

        「よかった。俺、お前の話聞いてどうしようかって。俺のせいでお前が学校来れなくなるんじゃないかって……」

        「真々田らしくないね。真々田のせいじゃないよ。俺が勝手にやったことだ」

        「そうだけど」

        　教室中の視線が二人に注がれるのが分かった。光希は少し膝が震えるのを感じたが、だからといって身を縮こまらせるわけにもいかない。今後ずっと続くのであれば、初めのうちに戦わなければならないのだと思い、真々田から体を離すと教室中を見回した。

        　悪意に満ちた視線が溢れていると思った教室は、しかし違っていた。ある人間は笑って手を上げてくれ、ある人間は慌てて視線をそらすが、それは単に見ているのがばれたと思ってそらしただけで、悪意ではない。中には、水山のように明らかに敵意を向けてくる者もいたが、案外思っていたような反応は少なく、光希は少し力が抜けるのを感じる。

        「何か、思ってたのと違うかも」

        　光希は安堵からその場に崩れ落ちそうになるのをぐっとこらえながら、自分の席に座った。

        「そうだな。俺もそう思った。まぁ前と同じというわけにはいかないけどな」

        　そんなことを話していると、戸川が教室に入ってきた。

        「お、光希。久しぶり」

        　戸川はいつもと変わらぬ様子で手を上げると、自分の席に座った。戸川らしいと思って、光希は笑う。

        　昼休みになると、真々田と戸川と中庭で昼食を取ることとした。ベンチに三人座り、膝の上に弁当を広げる。

        　真々田の昼食はお抱えシェフが作っているのだろう。いつもやけに豪華だ。戸川は親が忙しいからと、いつも買ってきたパンで、光希の弁当はごく普通の家庭的なものだ。光希は以前と変わらぬそんな光景に安堵しながら、慶太が作ってくれた唐揚げを口に入れる。

        「真々田はさ、よくもう一度学校に通おうって思ったよね。凄いなって思う」

        　光希が言うと、真々田は少し考えている様子を見せた。

        「結構悩んだけどさ、せっかく入学したし、どっかの学校に転校しても、同じことは起こるかもしれないからな。家でこもって勉強するタイプでもないし、まぁなるようになるかなって」

        「それって夢を叶えるため？」

        　光希の言葉に、真々田は首をひねった。

        「うーんどうかな。夢を叶えるためなら、別にこの学校が絶対ってわけじゃないからなぁ。ただ、あえて言うなら姉のためかな」

        　光希は真々田の言葉に、真々田が発情した日に保健室に迎えに来た、あの美しい女性を思い出す。

        「綺麗なお姉さんだったよね。あんな綺麗な人、初めて見た」

        「え、そんなに美人なの？　いいなぁ、会ってみたい」

        　戸川が興味津々といった様子で聞いてくる。それに光希は苦笑した。

        「光希も気づいてると思うけど、姉さんはオメガなんだ。女性のオメガは珍しいだろ。女性の発情期は本当に見ていて辛い」

        「そっか」

        　光希は身をもって知っている発情期のあの辛さと屈辱を、女性の身で味わわなければいけないことを想像し、真々田の言うことが分かる気がした。

        「でもさ、多分、姉さんは番を持たないと思う。色々あって、男性不信で、男性とは付き合えないんだよね。姉さんの苦しみを少しでも軽くしてあげたい」

        「だから、発情抑制剤を作りたいんだね」

        　光希の言葉に、真々田が頷うなずいた。

        「まぁ、でも恵まれてはいるよね。両親は姉さんのためにって懸命に色々してくれてる。俺のためにもなんでもしてくれる。母さんはオメガだから俺達の苦しみを理解してくれるし、父さんは母さんに未だにすっごいラブだからさ、家族仲はメチャクチャいい。きっと、両親はどんな番よりも幸せだと思う。その子どもである俺も幸せだ」

        　番ということは、真々田の父親はアルファか。では、真々田の姉は真々田の両親の子どもではない。恐らく、真々田が今話した以上の事情が真々田と真々田の姉にはあるのだろう。しかし、勿論それに言及するつもりはない。

        　ただ、苦しんでいるのは光希一人ではないのだ。そして真々田は自分とは違い、きちんと人生に、自分に、そして姉に向かい合っている。強い男だなと思った。

        「凄いな。真々田、凄いよ。やっぱり凄い。それに、クラス、どんな風になってるかって怖かったけど、真々田のお陰だよね。思った以上に普通だった」

        　真々田は賢い。光希はたった半日真々田の様子を見ていただけだが、その様子に驚いた。

        　真々田は以前の快活で男らしい様子だけではなく、自分がオメガであるということを逆手に取り、甘えた表情や、弱々しく、守ってあげなければいけないというのを上手く表現するようになり、男たちの優越感をくすぐっている。

        　以前晃希が言ったことが本当であれば、アルファはオメガに対する憧れを持っている。そうであれば、クラスメイトはオメガに対する憧れを真々田に操られているのだ。

        　今までは手の届かない場所にいたオメガが身近にいて、友人として接してくれている。もしかすると、それ以上になれるのかもしれない。そんな心理を操っているのだ。

        　真々田が以前のまま変わらなければ、クラスメイトはオメガに対する差別意識だけが残っていたのかもしれない。人は、求めてくる人間に対しては愛情を、拒絶する者には憎しみを抱くものだ。だからこそ真々田はそうではなく、変わることを選んだのだ。そしてそれは多分、真々田にとっては酷く屈辱であろう。それでも、自分を変えることを選んだのだ。

        「凄いよ、ほんと」

        「だよな。俺、隣にいると時々びびる。もっとびびるのは、皆簡単に騙されることだよ。だって、この真々田だぞ。この真々田がはにかみながら、ありがとう、とか言ってんだぞ」

        　戸川は裏声で真々田の真似をしながら言うと、両腕で自分の体を抱えるようにして、震えて見せた。それを見た真々田が、戸川の頭を軽く小突く。

        「ほら、アドラー先生も言ってるだろ。過去と他人は変えることができないけど、未来と自分は変えることはできるって」

        「おぉ、真々田が賢く見える」

        　戸川の軽口に、また真々田は戸川の頭を小突いた。

        「でもさ、よく光希も復活したよ。偉いよ」

        　戸川が言うのに、光希は首を振った。

        「いや、俺は真々田がいるって聞いたから来た。一人じゃ、さすがに無理だ。真々田は本当に強いよ」

        　真々田の顔を見ると、真々田は照れくさそうに笑って光希の頭をぐしゃりと撫でた。

        「いや、お前も充分に偉いよ。ま、俺の方が偉いけどな」

        　光希はそれに笑った。

        「でも、実際怖くないの」

        「あー、怖いよな。この間の発情したとき、マジ俺、まわされる！　ってビビった。あんな大人数でまわされたら死ぬよな」

        「そうだよね」

        「大人数相手に発情したお前が言うな！」

        　真々田が光希の頭を軽く小突いてきた。

        「で、父さんがボディーガード兼、お目付役につけたのが、あれ」

        　そう言って、真々田が箸で指した先を見ると、中庭の隅にある花壇に座り、パンをかじってこちらを見ている男がいた。見たことのない顔だ。目立たず影は薄いが、しっかりとした体躯と伸びた背筋が印象的である。

        「え、あいつ、そうなの？」

        　戸川が驚いた口調で言う。

        「誰？」

        「三日前に転校してきた奴。暗くて、誰とも喋らないなって思ってたけど、そうなのか。っていうか、そんなの可能なのかよ」

        「さぁ、でも可能なんじゃない。世の中、金よ」

        「すげぇ。セレブすげぇ」

        　戸川は心底感心したように呟いた。

        「で、お前は？」

        　真々田の言葉に、光希はすっと箸で二階の窓を指した。

        「え、あれ？　誰あれ」

        「事務員として働いてるんだって。実際何してるか分からないけど」

        　二階の窓からは、伊藤がじっとこちらを見ていた。それに光希は苦笑しつつも、過保護なのは自分の家だけではなかったのだと、ある意味安心もした。

        　二日前、朝から始まったブレインストーミングは、結局夜の九時まで続いた。そして出された結論は、ひとまず学校に行って様子を見る。無理なら辞める。妊娠していた場合、腹が目立ってきて無理だと思ったら辞める。体力的に無理なら辞める。というものであった。

        「ただ、校則には不純異性交遊のようなものを禁止する文言はないんだ。妊娠に関しても禁止されていない。光希が退学させられる云われはないんだ」

        　達臣がそう言うと、慶太は少し考えた後に、答えた。

        「そうだよね。でもそれって、アルファを守るためだよね。発情期のオメガがいれば、若いアルファは抗あらがえない場合もあるからあえて作らなかった。金持ちばかりの高校だから仕方ないけど、何か汚いね。でも、それが今回、逆手に取れる」

        「そうだね。実際にはそう上手くはいかないだろうけどね」

        　そう言いながらも、恐らく達臣はすでに回せる手は回してあったのだろう。光希の通学を認めさせ、伊藤を校内に紛れ込ませた。妊娠に関しても、何らかの手を打っているはずだ。それを光希は、素直にありがたいと思った。

        　皆で光希のことを考え、どうしたらより最善かを出し合った。今までは慶太や晃希の一方的な意見で決められることが多かったが、今回は違う。もし慶太が学校に行けるよ、と一方的に言ってきても行くことは諦めただろう。そこには反抗心もあったはずだ。

        　しかし、皆で導いた答えだったからこそ、光希はその結論を由とし、伊藤が学校についてくるのも認め、スマートフォンに追跡アプリを入れるのも認めることができたのだ。

        「俺のお目付役も影が薄いけど、お前のお目付役も一緒だな。目立ったらボディーガードできないんだろうな。せっかくならイケメンがいいのになぁ」

        「そう？　俺はあの人、結構好きだよ」

        　光希はそう言うと、二階から見てくる伊藤に軽く手を振った。伊藤はそれにふいと顔をそらすと、どこかに消えてしまった。光希はそれに笑うと、二人の方を見る。

        「あらためて、よろしくお願いします」

        　光希が二人に頭を下げると、真々田が光希の首に腕を回してくる。

        「お前は本当に可愛いな」

        　真々田が頬を寄せてきた。その感触はなめらかで、心地良い。改めて、真々田はオメガなんだと思った。

        「お前、そういうのやめろ。すげぇ見られてる」

        　戸川が呟くのに周りを見ると、中庭で昼食を取っている数人がこちらを見ている。そんなに変なことをやっているつもりはないのだが、何故だかじっと見られていた。

        「なんで見られるんだろ」

        　光希が首を傾げると、戸川が呟く。

        「百合っぽい？　何かエロ本読んでる気分？」

        「お前、死ね」

        　真々田は言いながらも、そう見られていることは分かっているのだろう。そして真々田はそういった状況を上手く操り生き抜くのだ。しかし自分には、それができるだけの強さも、賢さもない。結局真々田の作った土壌で、なんとかやっていくしかないのだ。少し情けないと思った。

        「まぁ、よろしくな」

        「俺も、よろしく」

        　戸川と真々田が言うのに、光希はもう一度、よろしくお願いしますと口にした。

        　

        ＊

        　

        　晃希がドアの向こうで、遠慮がちに光希の名前を呼んだ。光希はそれに、決心をしてトイレから出た。

        「どうだった？」

        　光希は妊娠判定薬を晃希に渡す。そこには、薄いピンクの一本線が浮き出ている。

        「あ……」

        　喜ぶと思った晃希は、しかし喜ぶことはせずに複雑な表情を浮かべた。

        「行こうか」

        　晃希は光希の額に口づけると、光希の手を握って居間に連れて行ってくれた。

        　慶太は二人が戻ってきたのを見たが、結果を催促することはしない。

        「妊娠してた」

        　光希が小さな声で呟くと、そっか、とだけ言った。

        　光希がソファに座ると、その隣に晃希が座って、光希の頭を自分の肩に寄せた。

        「ごめん。光希、ごめんね」

        　今更何を謝っているのだと思って、光希は首を振る。

        「晃希だけが悪いんじゃない。ううん、悪いなんて言い方自体、良くないよね」

        「そうだね」

        　それでも、急に現実として迫ってきた事実に、光希は恐ろしくなっていく。腹が膨れていくのだろうか。出産は痛いのだろうか。つわりは、周りの目は、子どもを育てられるのか。なんの知識もない。全てが怖い。

        「大丈夫？」

        　晃希が聞いてくるのに、光希は笑って見せた。

        「怖い？」

        「なんで？　大丈夫だよ」

        「でも、手、震えてる」

        「あ……」

        　晃希は光希の手を取ると、ぎゅっと握った。

        「俺も色々調べるから、皆で乗り越えよう」

        　慶太の言葉に、晃希が少し不機嫌そうに言う。

        「でも、俺の子どもだからな」

        「分かってるよ。だけど、俺にとっての可愛い甥か姪だ。抱っこさせろよ」

        「いいけどさ。兄さんの場合は甥っ子姪っ子じゃなくて、孫を可愛がるじいさんになりそう」

        　光希はそれのやりとりに、今度は作り笑いではなく、思わず笑ってしまった。

        「ごめん。俺、自分のことだけど調べるのは晃希がやって教えて。俺、そこまでキャパない」

        　それに晃希は少し驚いた顔をした。

        「面倒だよね」

        　光希が甘え過ぎたと思って言うと、晃希は首をぶんぶんと振った。

        「違う。そうじゃない。ただ、嬉しかっただけ」

        　晃希はそう言って光希の腹を撫でた。

        「そうだな。光希はなるべく何も考えないで、ゆっくりと、リラックスして過ごして。俺、頑張るから」

        「ありがとう」

        　光希は晃希の手に自分の手を重ねた。ここに命があるのだということが信じられなかった。そして一体いつになったら、受け入れられるのだろうか。

        「学校、まだ行けるよね」

        　光希の言葉に、慶太が頷うなずいた。

        「父さんが心臓に疾患があるっていう診断書を貰ってきたから、体育は見学すればいいよ。危険なことには近づかずに、なんとかやり過ごせるなら、もう少し通ってごらん」

        「診断書って、それ捕まるよね」

        　光希は苦笑するが、実際に男子校で安全のままでいられるのだろうか考える。殴り合いの喧嘩や廊下を走るなどする人間はいないだろう。それでも、一人で身を守れるのか少し不安になる。

        「ねぇ、このこと、真々田と戸川には言っていいよね」

        　慶太と晃希が困ったような顔をして二人で顔を見合わせた。

        「恥かもしれないけど、二人に協力してもらった方が、何かあったときに安心だから」

        　慶太は少し考えた後、賛成かな、と答えた。

        「確かに光希の言うとおりだと思う。信頼できるかどうかは俺には分からないから、最終的には光希が決めることだけど」

        　渋々といった様子で、晃希も頷うなずいた。

        　

        　

        　翌日になると、相談があるからと、光希は自分の家に二人を招いた。

        「すげぇ……」

        　光希の家を見た戸川が感嘆の声を上げる。

        「凄いよね」

        　光希が答える。

        「お前、他人事」

        　戸川が笑った。

        「他人事だよ。俺が建てたわけじゃないし。俺はただ住んでるだけ」

        「お前のそういうところ、俺好きだぜ」

        　真々田はそう言うと、靴を脱いでお邪魔しますと言った。真々田の家も同じようなものなのだろう。光希の家に、さして驚いてはいなかった。

        「いらっしゃい」

        　居間から慶太が顔を出してきた。それに、二人がぺこりとお辞儀をする。

        「父さんの会社に就職するからって就活なし。最近、暇なのかいっつも家にいるんだよ」

        　慶太の顔を見てからかうように言うと、慶太は酷いなぁと言って柔らかく笑う。

        「ごゆっくり」

        　そう言って、慶太はまた居間にひっこんだ。

        「お前の兄さん、すげぇイケメン」

        　戸川が言うのに、光希は首を傾げた。

        「そう？」

        「優しそうだしいいな。俺の兄貴なんて、優しさのかけらもねぇよ」

        「そうだね。兄さんは凄い優しいけど、晃希は家族フェチの変態だって言ってる」

        　それに真々田が笑う。

        「やべぇ、俺、鳥羽先輩を初めて好きって思った」

        　それに光希は、真々田らしいと思って苦笑した。

        　光希の部屋に入ってしばらくすると、部屋の扉がノックされる。開けると橘がお茶とお菓子を持って来てくれた。

        「ありがとう」　　

         今日は二人を招こうと思っていたので、ローテーブルを用意してあった。その上に飲み物とお菓子を置いてもらうと、三人でそれを囲むようにあぐらをかいて座った。

        「何、改まって相談って」

        　真々田が軽い口調で聞いてくる。それに光希は、二人の顔を見れずに下を向いて、小さな声で言った。

        「軽蔑されるかな……俺、妊娠した」

        　二人の顔を見ることができないまま、じっと言葉が返されるのを待った。

        「そっか」

        　最初に言葉を発したのは真々田であった。

        「産むの？」

        　光希が頷うなずく。

        「学校は？」

        「通える限り、通いたい。都合いいよな」

        「そんなことないんじゃね。ばれなきゃＯＫだろ」

        　真々田は軽い口調で言うと、下から光希の顔を覗き込んできた。

        「おめでとう」

        「え？」

        　真々田の顔を見ると、真々田が笑っている。それに光希は、ぶわっと涙が溢れてきたが、止めることができなかった。

        「な、なになに、どうした。家族に反対されてるとか」

        　急に泣き出した光希に、真々田が慌てた。

        「ちが……でも、おめでとうって言葉は初めてだ」

        「お、おめでとう」

        　慌てるように、戸川も言葉を重ねてきた。それに真々田は、真似するんじゃねぇよ、遅いんだよ言うのが、と言って戸川の肩を小突いた。

        「ありがとう」

        　真々田の祝福の言葉を、心から嬉しいと思い、そしてその事実に、あぁ、自分はこの子を産むことができる。産んで、愛することができるだろうと、そう思った。

        　真々田は光希の隣に移動してくると、光希を抱きしめてくれた。光希は情けないと思いながらも、真々田の肩に顔を埋め、嗚咽を漏らして泣いた。

        　しばらく泣いた。信じられないほどに、声を上げて泣いた。子どもが泣くように、声を上げた。

        　晃希とのこと、子どものこと、家族のこと、そして久我山のこと、全て忘れて泣いた。

        「光希、どうした！」

        　部屋のドアがドンドンと叩かれ、晃希が怒鳴るのが聞こえる。光希の泣き声に気がついたのだろう。それに真々田がため息をついた。

        「大丈夫です！」

        　真々田が叫ぶが、晃希が引く様子はない。

        「大丈夫じゃないだろ！　光希、泣いてるだろ！」

        「大丈夫だよ、部屋に戻ってて！」

        　光希がなんとか叫ぶと、晃希はしばらくドアの外で何か言っていたが、諦めたのか静かになった。

        「鳥羽先輩だって、兄弟フェチだろ。充分変態だよな。お前の妊娠、知ってんの？　知ったら倒れるんじゃね」

        　光希はそれに体をピクリと揺らした。真々田はその様子に何か気がついたのか、そっと光希の体を離した。

        「もしかして、相手って……」

        　光希はそれに頷うなずく。今度こそ軽蔑されると思った。

        「じゃあ、あの噂、本当だったんだ」

        「噂？」

        「あぁ。お前と、鳥羽先輩が運命の番だって噂がたってる」

        　光希が学校で発情したときに発せられた異様な空気を考えると、そう噂されても仕方がない。光希はそれに、ゆっくりと頷うなずいた。

        「そっか」

        　光希はまた頷うなずく。

        「光希、大変だったんだな。俺なんかよりも、よっぽど大変だった。でも、頑張ったな」

        「……軽蔑しない？」

        「するわけないし、驚かない。あんなことがある前から、お前ら二人の空気は他と違ってた。ベータの俺でも分かるくらい、何かが違ってたから」

        　戸川が言う。それに光希は、そういうものなのか、一番気がついていなかったのは当の本人たちだったのだと思った。

        「手伝えることがあったら手伝うよ。その代わり、産まれたら抱っこさせろよ」

        　真々田が言うのに、光希はまた泣きたくなったがぐっと堪こらえた。

        「しかし光希がなぁ。一番幼くて可愛いと思ってた光希がなぁ」

        　戸川が言うのに、真々田が突っ込む。

        「それ、この間も言ってたよな。お前、まだ童貞なの」

        「当たり前だろ。しょっちゅうお前とつるんでて、いつ恋人作るんだよ」

        「可哀想だな。俺が相手してやろうか」

        　真々田の言葉に戸川が一瞬声を詰まらせた。

        「そこまで、俺は飢えてねぇよ」

        　戸川の言葉に、真々田の目が一瞬だけ泳いだのを光希は見逃さなかった。

        　そういえば、真々田が水山に馬鹿にされたときに見せた戸川の怒りは、初めて見るものであった。そして今の戸川の一瞬だけ見せた躊躇と、そして真々田の目に、なんだ、そうなのかと思う。

        「なんか、寂しい」

        「え、どうした」

        　真々田が聞いてくるのに、光希は少し拗ねる様子を見せて言った。

        「戸川も真々田もお互いが好きなんじゃん。俺、疎外感」

        「ば、何言ってんだ！」

        　真々田と戸川が同時に言う。それに光希は笑った。

        「戸川、真々田馬鹿にされたとき、凄い怒ってたよ。この戸川がだよ。あんな戸川、初めて見た」

        　真々田が戸川の顔をチラリと見る。戸川はふいっと顔をそらした。

        「天然、怖い」

        　真々田が呟く。

        「いいじゃん。好きな人が好きになってくれるなんて、ほとんどないよ。それに、好きになってくれても、心が通じ合うとも限らない」

        　光希は、真々田に運命の相手などいなければいいと祈りながら、そう言った。

        「光希、まだ友達帰らないのか」

        　タイミング良く、ドアが叩かれた。

        「ファザコン、変態兄貴」

        　真々田の呟きに、戸川が言う。

        「それ、冗談になってないから」

        「そうだよなぁ」

        　光希は笑いながら、この二人がいてくれてよかったと思った。

        「今日はありがとう。晃希がうるさいから、追い出すようで悪いけど」

        　そう言って立ち上がると、二人も立ち上がる。気まずい空気が流れていると分かったが、光希は二人の思いが通じればいいなんて呑気に思った。

        「じゃあ、また明日学校で」

        　玄関の外まで見送り、手を振った。真々田は笑いながら、こちらに指を指してくる。何事かと思って振り向くと、後ろにはいつの間にか晃希が立っていた。

        「わ、びっくりした」

        「ようやく帰った」

        「そういうの、やめなよ」

        　苦笑しながら二人の姿が見えなくなるまで見送り家の中に入ると、玄関で晃希が後ろから抱きついてきた。

        「何か言われた？　おかしいとか、軽蔑されたりとか、そういうの言われたのか」

        「そんなの言われないよ」

        　光希は晃希の手を振り払うと、自室に戻った。晃希は光希の後をついてくる。部屋の中までついてきた晃希は、ただ心配しているだけなのだろう。

        　光希はベッドに腰かけると、光希の前に突っ立っている晃希の顔を見上げた。

        「おめでとうって言われた」

        「え？」

        「初めて言われた。俺、凄く嬉しかった。それ言われて初めて、赤ちゃんがお腹にいてくれて嬉しいって、そう思った」

        「あ……」

        　晃希は光希の言いたいことが分かったのだろう。光希の隣に座ると、そうだね、と言った。

        「心配はしてくれてるけど、まだ誰もおめでとうって言ってくれてないし、俺も言ってないね」

        「そう」

        「おめでとう」

        「ありがとう」

        　晃希は笑うと、光希の目を覗き込んでくる。キスをしたいと思っている。光希にはそれが分かったが、しかし、気がつかないふりをした。

        「赤ちゃんいて、嬉しい？」

        　晃希が聞いてくる。

        「うん。また変わるかもしれないけど、今は嬉しい」

        「キス、していい？」

        　光希は自分の勘が当たったことに笑いながら、頷うなずいた。晃希は触れるだけのキスを光希にした後、嬉しそうに笑った。　

        「勉強しないと」

        　ニコニコと笑って見てくる晃希に、光希は苦笑しながら言う。

        「二週間休んだから。晃希とは違って、俺、二週間も休んだらとてもついていけない。留年するかも」

        「俺が教えるよ」

        「ありがとう」

        　机に向かい教科書を広げる。せめて遅れたところを取り戻さないとまずい。しかし、苦手な日本史からやろうと教科書に目を移すが、読んでいるだけでは面白くもなく、頭に入ってこない。

        「晃希は、日本史も得意？」

        「得意もなにも、日本史だよね」

        　晃希は、光希が何を言っているのか分からないといった顔をした。

        「本読んだり、教科書読めばすむから楽だよね」

        　晃希の言葉に光希は、このアルファめ、と言ってその顔を恨めしそうに見た。

        「頭のできが違い過ぎる。双子なのに」

        　オメガだからだろ、と言ってくると思った晃希は、しかし予想に反してそれは言ってこなかった。

        「でも、光希は俺の持ってない良いところ、沢山あるから」

        　驚いて晃希の顔を見つめると、晃希は照れくさそうな顔をして光希から顔をそらした。

        　そのとき、スマートフォンがなった。電話に出ると、慶太が夕飯だと告げてくる。

        「夕飯だって」

        「うん」

        　二人でダイニングキッチンに行くと、テーブルには大きな寿司桶と、刺身や厚焼き卵、海苔にその他沢山の食材が乗っていた。

        「手巻き寿司だ」

        　光希と晃希が同時に言う。そしてお互い顔を見合わせて、やったな、と笑った。

        　晃希は席に着く前に、エプロンを外している慶太に何か耳打ちをした。慶太は頷うなずくと、光希の所までやってきて、椅子に座っている光希を後ろからハグしてきた。

        「何？」

        「おめでとう」

        　それに光希は、うんと小さな声で答えた。

        「今日はお祝いしようと思って」

        　だから手巻き寿司なのかと思った。この家は、お祝いのときには手巻き寿司をよくするのだ。光希の転入が決まったときも、手巻き寿司であった。

        「ありがとう」

        「父さん、もうすぐ帰ってくるからもう少し待って」

        「今日は早いんだね」

        　晃希が言うと、慶太は自分の席について笑って光希を見た。

        「お祝いだからね」

        「でも、まだ安定期じゃないし、ちゃんと育つかも分からない」

        　光希の言葉に、慶太はため息をついた。

        「また悲観的なこと言うんだから。確かに初期の流産は多いみたいだけど、だけど、そうかといって今いるこの子の命を祝わないわけにはいかないだろ」

        　光希は慶太の言葉に、そのとおりだと思い、うんと答えた。

        「ただいま」

        　達臣が帰ってくると、上着とネクタイを使用人に渡し、手を洗うと席に着いた。

        「おめでとう、光希」

        　光希は父の言葉に、ありがとうと答えた。今日は沢山おめでとうを言われたと思い、嬉しいと言うよりも、何だか照れくさいと思った。

        　そういえば一番言わなければいけない人間にありがとうと言っていないと思い、光希はお腹にそっと手を当て、今度はそこに向けて、ありがとうと言った。

        　寿司桶に入っていた寿司飯は見る見る減っていく。晃希と光希と二人で競うようにして食べた。

        「妊娠中に生ものは良くないんだって。だから今日だけだよ」

        　慶太が二人を見て、にっこりと笑って言う。

        「父さんも兄さんも食べないと、なくなっちゃうよ」

        　光希が言うと、達臣が笑った。

        「いや、二人の食べっぷりを見ているだけでお腹いっぱいだよ」

        　慶太も頷うなずいて言う。

        「食べてるよ。二人ほど、食べ盛りではないからね」

        「本当？」

        「本当。もっと食べな」

        「じゃあ遠慮なく」

        　光希は、安心したように海苔に寿司飯を乗せ、マグロを乗せて巻いた。

        「楽しいね」

        　光希が笑って呟いた。

        「手巻き寿司って、なんかワクワクする。人が沢山いないとできないしね。なんか、家族って感じがする」

        　それに達臣は目を細めて笑う。慶太も同じような顔をしていた。

        「そうだね。家族だからね」

        　そう言って、達臣は日本酒をぐいっと呑む。慶太は、もっといっぱい食べてと言って笑った。

        「お腹いっぱい」

        　光希は晃希と二人、腹がいっぱいなるまで食べると、居間に行って横になる。達臣と慶太は二人で晩酌をしているようで、まだ食卓にいた。

        「もう今日は勉強、する気起きない」

        　光希がお腹をさすりながら言う。

        「いいんじゃない。今日くらい」

        「そうだよね」

        　腹がいっぱい過ぎてしばらく動けずに二人で唸っていたが、ずっとそうしてもいられないとようやく起き上がると、同じように晃希も起き上がった。

        「もう勉強しないならさ、ちょっと話、しようよ」

        　晃希は立ち上がると、光希に手を差し出してきた。

        「前に話をしようって言ったけど、結局勉強ばかりで、中々話す時間なかったからさ」

        「そうだね」

        「部屋に行く？」

        　光希はしばらく考えたが、以前晃希と話をした縁側を思い出す。あそこは話をするのにちょうどよい。秋色に色づいてきた庭は、この間と違った様相を見せてくれるだろう。

        「縁側に行こうよ」

        「そうだね」

        　晃希と一緒に縁側に向かう。襖を開けて縁側に出ると、肌寒い風が二人の肌を刺した。

        　下から照らされるライトで、色づき始めたモミジが暗闇に浮かび上がっている。静かで、穏やかな空間だ。

        　晃希がスマートフォンを取り出し誰かに電話をすると、毛布を持ってくるように言った。確かにここは少し寒い。日中はまだ暖かいが、夜になれば冬の足音が近づいていることが分かった。

        「お持ちしました」

        「ありがとう」

        　持ってきてもらった毛布を、晃希は光希と自分の肩にかけ、二人、くっついて庭を見た。

        「こんなに綺麗なのに、誰にも見てもらえてないんだね。勿体ないな」

        「そうだね」

        　しばらく二人で庭を見る。この間と同じだ。静かで、悪い時間ではない。

        「光希が好きだった男のこと、聞きたい」

        　晃希がぽつりと呟いた。

        「え？」

        　光希はそれに驚いて晃希の顔を見る。しかし、その横顔からは何を考えているかは分からない。

        「変な意味じゃないよ。嫉妬しないって言えば嘘になるけど、だけど、知りたいんだよね。光希はどんな人を好きになったのか。なんで好きになったのか。何が好きだったのか、知りたい。どんな顔が好きなのかとか、どこが好きなのかとかもさ。俺はあの男と全然似てないから、聞いてしまったら落ち込むかもしれないけど」

        　こちらを見てきた晃希の目には、確かに消えることのない嫉妬の色があった。しかしそれだけではない。そこには、まだ光希がどう表現してよいのか分からない表情がある。そしてその中には、確かに優しい色があった。

        「俺は、あんま格好いいとかそういうの、分からないけど、俺にとって久我山さんは凄く綺麗な人だった。だけどそれは、容姿が綺麗だったからじゃない。好きだったからだと思う。だから、俺にとっては凄く綺麗な人だった」

        　晃希の顔を見ると、少しだけ泣きそうな顔をしている。久しぶりに見る顔だと思った。

        「やめようか」

        「いや、いいよ、続けて」

        「俺はあの人に、人生を救ってもらったんだ。あの人がいたから、俺は生きて来れたんだと思う」

        　母に、久我山孝に売られたこと、それを久我山に救ってもらったこと、万引きをしたこと、金を援助してもらったこと、全て話をした。できる限り余さずに話した。それが晃希に対する誠意だと思ったからだ。

        「汚いよね。晃希から見たら汚いと思うよ。俺も久我山さんもおかしいし、最低だ。今、落ち着いて関係を考えると、お互い臆病で、一年一緒にいてもお互いの本心を一度も見せず、凄く歪いびつな関係だった」

        　晃希はそれに首を振った。

        「でも、好きだったんだろ。俺、それ聞いた今、仕方ないなって思ったよ。そりゃ好きになるよね。思ったよりも、最低な奴じゃなくて、なんか凄い悔しい」

        　おどけるように笑う晃希の肩に、光希は頭をくっつけた。

        「でも、お金で繋がっていた関係だ」

        「うん。だから凄いって、そう思う。俺なら光希を恋人にして、独占して、それでいっぱい援助して、絶対に離さない。でも、そいつはそれをしなかった」

        「それは、臆病だからだ。久我山さんは俺が母親みたいになるのが怖かったんだと思う。手に入れた後に手放すのは、辛過ぎるからね」

        「そうだな。でも、それだけじゃないだろ。それだけじゃないはずだ。あいつが本当に望んでいたのは、光希の幸せじゃないの」

        　光希は晃希の顔を見る。そこにはもう嫉妬はなかった。ただ、ただ、優しい色がある。光希はそれに、目頭が熱くなっていくのを感じた。

        「ずっと、ずっと、駄目だって、おかしいって思ってた。でも、誰かに言いたかった。久我山さんと俺のこと、誰かに言いたかった。久我山さんは俺が好きになってもいい人なんだって言いたかった。好きになってもおかしくないって、誰かに言ってほしかったんだ」

        　光希は我慢できずに、泣いた。昼間泣いたばかりなのに、また泣いた。声を上げて、子どものように、また泣いた。

        　以前、久我山も晃希も、好きな人のことを誰かに言いたかったと言っていた。それは自分も同じことだ。何故人は、愛する人のことを誰かに話したい、分かってほしいとそう思うのか。

        　しかし光希にはそれをすることができなかった。久我山との関係を、誰にも言うことができなかったのだ。

        　それは金が絡んだ関係だったからか、オメガという性を利用した自分に対する侮蔑か、まだ高校生という年齢のためなのか分からない。ただ、いつも心にあったのは罪悪感で、久我山とのことは、久我山を好きになることは、いけないことなのだと思っていた。

        「ありがとう。晃希、ありがとう」

        「うん」

        　晃希が正面から抱きしめてくれ、背中をぽんぽんと叩いてくれる。子どもをあやすようだと思ったが、今度は何も言わなかった。

        　そしてまた一枚、身の内にある薄い膜がハラリと剥がれ落ちたのを感じた。

        　晃希の肩越しには、月が見える。涙で霞んだ月は綺麗だった。こんな風にゆったりと月を見るなど、何年ぶりだろうか。

        「月が、綺麗だ」

        　光希が見上げて呟くのに、晃希が振り返る。

        「本当だ。凄く、綺麗だ」

        　しばらく月を見上げ、その後、キスをした。長いキスをした。ぐちゃぐちゃになった自分の顔は醜いだろう。そう思ったが、晃希は構わず、長いキスを、何度も何度もしてくる。

        「しょっぱい」

        　唇を離すと、悪戯っぽく晃希が言う。それに光希は、身の内に熱が発せられるのを感じた。しかしそれは、無理矢理に身の内に沈めるしかなかった。

        「寒いから、そろそろ部屋に戻ろう」

        「うん」

        　光希は晃希の手を取ると、その手を握る。そして二人手を握ったまま、部屋の中に戻った。いつも晃希の手は温かいと、そう思った。

        　

        ＊

        　

        　朝起きると、違和感があった。喉が渇くが、何か飲みたいとは思わない。ただ、体中が乾いていると感じた。

        　光希はすぐにそれが、発情期の兆しだと分かった。そしてそれは思った以上に速い速度で光希の体を侵していく。光希は慌ててキッチンに向かった。

        「兄さん……」

        　光希の様子から、すぐに慶太は光希に発情期が来たと分かったのだろう。

        「おいで」

        　慶太は光希の体を両腕で抱き上げると、離れに連れて行った。

        　離れは、晃希と光希のために作られた建物だ。大きな庭の一区画に作られた建物で、日本家屋のこの家に合うような外観ではあるが、しっかりと防音がされており、最新の防犯システムが働いている。

        　中に入れるのは、家族と、家政婦の橘と、警備の伊藤だけだ。指紋認証されないと入れず、それ以外の人間は近づくことも許されていない。

        　庭で何か工事をしているなとは思っていたが、二か月足らずで完成させたそれが、まさか晃希と光希と、そして子どもが生まれれば三人の家になるとは思ってもいなかった。

        　そこに案内されたのは三日前だ。達臣はいなかったが、慶太が晃希と光希を案内してくれたのだ。

        「次の発情期までに、完成が間に合ってよかった」

        　慶太が笑って言うのに、光希は何だか恥ずかしくて、顔を赤くしてうつむいた。

        「妊娠中でも発情期ってあるの」

        　晃希が慶太に聞いた。

        「あるよ」

        「でも、赤ちゃんによくないんじゃ……」

        　光希は何故妊娠中に発情期があるのかを知っていた。しかし、それを自分から言うのははばかれたため、黙って慶太が話すのを待った。

        「普段に比べたら匂いは少なくなるから、アルファの発情も大分弱いらしいよ。赤ちゃんに影響が出ない程度の発情だって。よくできてるよね」

        「だったら、なくてもいいじゃん」

        「うーん、そうだよね。なんでだろ」

        　光希はそれに、仕方なく小さな声で説明を始めた。

        「オメガの男性は、女性と違って産道が別にあるわけじゃないから、難産になりやすい。柔らかくして、出産を楽にするために、妊娠中も発情するんじゃないかって言われてる。だから、普段とは違ってフェロモン自体は弱いけど、出産予定日が近づくにつれ、発情期も短くなる場合も多いみたい。場合によっては、出産一か月前はずっと発情している人もいるって。個人差もあるみたいだけど」

        「あぁ、そういうこと」

        　晃希は、少し嬉しそうな顔をしている。何を考えているか分かって、光希は言わなければよかったと思ったが、知っておかないといけない情報ではある。仕方がない。

        「ということは、オメガも発情は弱くなるの」

        「分からない。個人差があるから、強くなる人も弱くなる人もいるって。アルファを誘う匂いは少なくなるけど、体の発情した状態がどうなるかは、ホルモンの関係もあるし、分からないみたい」

        　そんな会話を三日前ここでした。そう思いながら光希は、寝室に置かれたマットレスに横になった。ベッドは落ちる可能性もあり危ないため、マットレスを床に置いた寝具にしてある。

        「晃希、呼んでくる」

        　光希はそれに首を振った。

        「大丈夫。今日、学校あるし」

        　試験休みが明けて、今日明日と登校日である。試験の日程と発情期がずれたのはいいが、もう少し遅れてくれたら冬休みだったのに、と思った。

        「でも……」

        「これから先ずっと続くんだから、その度に学校とか、仕事とか休んでもらうわけにはいかない。晃希には、先に学校行ったって言っておいて」

        　慶太は心配そうな目で光希を覗き込んできたが、光希が慶太の目を強く見つめ返したために、了承してくれた。

        「俺はもう来ないから、何かあったらこのボタン押して。伊藤さんには常に廊下で待機してもらうから」

        　壁に設置されているボタンを指さすと、慶太は部屋から出て行った。

        　光希は一人になった部屋で、冷静になるために色々考えようと努力した。

        　新型オメガと言っても、結局、運命の相手と出会えば、普通のオメガと同じになるようだ。何故だろうか。新型オメガとは一体なんなのだろうか。

        　もしかすると、相性の良いアルファだけを受け入れるために進化した形なのかもしれない。余計な番を作らないための進化であると考えれば、相性の良いアルファのみに発情するのも頷うなずける。そう考えると、運命の番を持つオメガは新型が多いのではないだろうか。なかなか興味深い。

        　光希はそんなことを考えていたが、荒くなっていく息と、勃ち上がった己に、やがて冷静ではいられなくなり結局は思考を放棄した。

        　ズボンとパンツを脱いで、ペニスを握る。そこを擦こするが、それでは物足りずに部屋の中に置かれたタンスの一番上の引き出しを開ける。そこには避妊具ともに、陰具が置かれていた。

        　形も色も様々だ。光希はどれがよいかなど分からずに、とりあえず両手で数個取り出し、再度寝具に戻る。

        　その中で一番小さいディルドを手に取ると、ゆっくりと後ろに入れていく。思った以上にすんなりと、そこはディルドを受け入れた。

        　光希は夢中になって、それを抜き差しした。気持ちが良い。前も同時に擦こすると、さらに快楽は増した。

        　発情期のオメガは、抑制剤で発情を抑える意外には、セックスをするか、こうして自慰をして発情が収まるのを待つしかないという。

        　自慰でひとまず発情を抑えるためには、長い間自身を擦こすり上げ、何度も何度も絶頂を迎え、後ろを慰める。ようやく体が満足して発情が終わる頃には、擦こすり上げられたペニスは痛み、穿った後ろは感覚がなくなるほどになるようだが、それしか手段はないのだ。

        　そして一度収まった発情も、発情期が終わるまでは再度やってくる。アルファとセックスをすれば、アルファの出す匂いが強いほどに次の発情までの時間は開くが、アルファ以外とのセックスや自慰では、次の発情はまたすぐにやってきてしまうのだ。

        　現に光希も、発情を抑えた晃希とのセックスでは、次の発情がやってくるまでは八時間ほどの猶予しかなく、それでは睡眠と食事を取るのがやっとであった。今回の発情期もそうなのだろう。

        「イケな……い……なんで……」

        　光希は長い間擦こすり、穿うがったのに、達することができないでいた。

        　晃希の手が欲しい。あの手でないと駄目だと体が訴えていた。それほどまでに晃希の匂いも手も体に染みついていた。

        　運命の相手がいなければ生きていけないというのを身をもって知る。達したくとも達せられないのは、まるで拷問だ。それでも、ペニスに刺激を与え、後ろに何かを入れないと気が狂いそうであった。

        「晃希、晃希……もうやだ……晃希、入れて、入れてよ」

        　何度も何度も晃希の名前を口にした。帰宅するまであとどれくらいだろうが。時計を見るのが怖い。

        　中心は痛みを伴って震えていた。とにかく出したいのに、それができない。光希はどうしていいか分からず。発狂寸前であった。

        　死んだ方が楽かもしれない。そんな風に思ったとき、部屋のドアが開く。そちらに目をやると、息を切らせた晃希が立っていた。

        「こうき、助け……」

        　晃希は光希の元に歩いてくると、おもむろに後ろに挿入されていたディルドを抜いた。

        「あぁ……！」

        　中を擦こすられ、体が震える。気持ちが良くて身を丸めるが、それはさらに光希を苦しめた。

        「俺以外は、許さないって言っただろ。駄目だよ、こんなの入れたら」

        　晃希はそう言うと、光希の首に首輪をつけて取れないように鍵をかけると、その鍵を廊下で待っている伊藤に渡した。

        　光希のために特別に作った首輪だ。柔らかい革で肌あたりは良いが、うなじ部分は固い革でしっかりと作られている。これがあれば、番になることはない。晃希は光希との約束を守ってくれたのだ。

        　晃希はタンスの引き出しから避妊具と抑制剤を持ってくると、抑制剤を口に含もうとした。

        「だめ……飲まないで」

        　それを光希が止める。

        「匂い、そんなに出てないんだろ。だったらヒート、来ないはずだ。そんなの、飲まなくていい」

        「だけど、万が一があるから。光希を噛んで傷つけたくない」

        「いいよ、傷つけてもいい。だけど、それは飲むな。晃希が俺に飲むなと言ってるのと同じだよ。俺も、そんなの飲まないでほしい」

        　光希はそう言って、晃希のベルトを外し始めた。

        「そんなことより、もう待てない。早く欲しいよ」

        　晃希はゴクリと唾を飲むと、薬を投げ捨て光希の体をマットレスに倒した。

        　そしてベルトを外しファスナーを下ろすと、ペニスを取り出す。それはすでにたぎっていた。光希は息を荒くすると、切ない声を絞り出す。

        「欲しいよ、晃希。欲しい。早く入れて」

        　自分で足を抱えて、両足を広げた。晃希は自身にゴムを装着すると、光希の両足を持って高くかかげ、屹立をゆっくりと光希の後孔に入れていった。

        「あ……いぃ……！」

        　奥まで挿入すると、光希は思わず射精をした。朝からずっと待ち望んでいた時間だった。とても我慢ができなかった。

        　勢いよく飛んだ精液は、光希の腹と晃希の制服を汚す。しかしそれに気を遣う余裕はなく、晃希の背中にぎゅっと抱きついて、耳元で囁いた。

        「動いて。滅茶苦茶にして……」

        「煽らないで。赤ちゃん、いるんだから」

        　光希は潤んだ目で頷うなずいた。晃希は息を一度大きく吐くと、ゆっくりと動かし始める。

        　結合部がじゅくりと鳴る。晃希はそこを見ると、凄くやらしいと呟いた。

        「物足りないよね、ごめんね」

        　そう言って晃希は、光希の内部に中指を入れた。そしてペニスで光希の奥深くをつきながら、中に入れた指で手前を刺激した。

        「あぁっ……だめ、だめ、それ、だめっ」

        　光希は首を振りながら、その感覚に耐えた。奥はずんと響ているのに、同時に蕩けてしまいそうな感覚に襲われている。手前に与えられる刺激は、今にも射精をしてしまいそうな、追い立てられるような刺激であり、思わず叫んでしまいそうになる。

        「きつ……指つりそう」

        　そう言いながら晃希が指の動きを速めた。光希は背中を反らせると、たまらず嬌声を上げる。

        「いく、いく……あ、あぁ！」

        　前と後ろとで同時に絶頂を迎え、目の前がチカチカとする。体を震わせ一瞬意識を失ったが、容赦なく内部を抉えぐってくる動きに現実に戻され、光希は首を振った。

        「だめ、今イッてる。やめてっ、おかしくなっちゃうよ……」

        　涙目で言うと、晃希は笑ってこめかみにキスをしてきた。

        「いいよ、おかしくなってよ。いっぱい、おかしくなって」

        　そう囁かれた瞬間、再度光希の体は硬直をして、絶頂を迎えた。すると光希の中で晃希のペニスが大きく膨らみ、射精を始めた。

        　長い射精を終えると、晃希は光希の上に覆い被さってきたが、腹に体重をかけないようにすぐに横にずれた。そして光希を横向きにすると、後ろから耳たぶの後ろを舐めてくる。

        「あ、それ、気持ち良い」

        　うっとりしたように言うと、晃希はゆっくりと何度も舐め、指先で乳首に触れてくる。先端を優しく触れられると、腰が砕けそうになり、先ほど放ったばかりのペニスが再度大きくなっていった。

        「光希、好きだよ」

        　耳元で囁かれると、力が入らなくなる。尻の辺りには、晃希の堅くなったペニスが当たっており、受け入れたばかりの後孔がじゅくりと濡れたのが分かった。

        「晃希、俺、変だ。凄く欲しい。欲しくてたまらない。赤ちゃんいるのに……」

        　顔を上に向け、晃希の唇をねだった。晃希が唇を軽く噛むと、舌を入れてきて、そっと口蓋を舌で撫でられる。それだけで感じて腰が震えた。

        　乳首は尖っており、それ以上刺激されたら、射精してまうのではないかというほどに敏感になっていた。

        　知らぬ間に回された晃希のもう片方の指が前を擦こすり、後孔にはゆっくりとペニスが入ってくる。足を閉じている状態なので入らないと思ったが、そこは難なく晃希を受け入れた。

        「腿、しっかり閉じて」

        　言われたとおりに力を入れると、晃希を一段と感じることができた。内部が艶めかしく蠕ぜん動どうし、晃希を受け入れようと必死になっている。

        「すご……や、なに、これ」

        「動かないで、しばらくこうしてよう。我慢できる？」

        　我慢できるか分からなかったが、こうしているだけで体には充分に刺激的であり、ゆっくりと頷うなずいた。

        　晃希は舌と唇を、耳の後ろ、肩、背中に這わせながら、相変わらずの柔い刺激で光希の乳首やペニスを刺激した。それは気持ち良かったが、一度絶頂に達した光希の体が、再度絶頂に達するのには物足りない刺激だった。

        　思わず光希は腰を振る。もっと刺激が欲しいと、無言でねだった。

        「やらし……そんなに俺が欲しい？」

        「欲しいよ。さっき言っただろ。欲しくてたまらない」

        「嬉しいよ。でも、もう少し我慢だ。赤ちゃんいるんだから、激しいのは駄目だよね。これは、俺たちが気持ちよくなるためじゃなくて、光希の産道を柔らかくするためにするんだろ」

        　光希はそれに目を瞑る。そのとおりだ。浅ましい体が嫌になるが、それでも本能にはどうしても抗あらがえなかった。　

        　ただ、前回の発情期とは少し違っており、晃希が欲しくてたまらないが理性は残っていた。理性を無くさないのは、赤ん坊のためだろうか。

        「ごめん。意地悪言った。光希が気持ち良くなきゃ、したくなくなっちゃうもんね。いいよ、沢山気持ちよくなって」

        　そう言いながら、晃希は緩やかに内部を抉えぐってきたが、それでも数回動いたらまた止まった。

        「やだぁ、もっと……」

        「可愛いな、でも我慢」

        　晃希は音を立てて光希の肩に何度もキスをしてくる。光希は自ら動きたいのを、ぐっと我慢した。

        　一時間ほどそうしていた。晃希も光希も射精をしていない。しかし、自慰をしていたときのような、気が狂いそうな苦しみはなかった。

        　もっと欲しいという気持ちも時間と共に収まり、まだ絶頂を迎えていないというのに、それをずっと迎えているような、違う世界にいったような、ふわふわとした不思議な感覚に襲われていた。

        「なんか、体が変。凄く気持ちいい。いつもみたいな激しさはないけど、目眩がしそうだ」

        「そう。でも、いい加減俺、限界」

        　晃希はそう言うと、ゆっくりとした動きで動き出す。ずっと入れられていたせいで、鈍感になっているのか敏感になっているのか分からない内壁が、ようやく与えられた刺激に喜んでいるのが分かった。晃希にまとわりつき、離そうとしない。

        「何これ、だめ、だめ、イクっ！」

        　擦こすられる度に内部からせり上がってくる快楽は凄まじく、緩やかで深かった。自分がもうどこにいるかも分からず、ただ嬌声を上げた。

        「あーっ、あーっ、だめ、いっ……もうイッてる、ずっとイッてる！」

        　晃希の唇が落ちてくる。激しさはなく、ゆったりと光希の唇を貪っていくその感触を味わいながら、光希は完全に意識を失った。

        　

        ＊

        　

        　年が明けると、三年生の晃希はほとんど自由登校になる。晃希は今年、大学受験をしないことにしたという。留年をするのもやめたようだ。

        　一年間、子育てに専念をしたい。それが晃希の希望であった。受験勉強はどうするのだと思ったが、聞けば慶太も予備校にも行かず、ほとんど勉強をしないで合格したらしい。晃希はそれを見ているからか、さして勉強をする気もないようだ。

        　頭の良さに関しては異星人だと思っているので、光希はもう放っておくことにした。それよりも、今は自分の成績の方が大事だ。赤点ギリギリが続いている。授業にはギリギリで追いついているような有様だった。

        「あけおめ。お年玉、いくら貰った？」

        　新学期初日、戸川は挨拶もそこそこに、光希と真々田に聞いてきた。

        「言ったらお前、絶対に奢れって言うからやだ」

        「おいおい、いくら貰ってんだよ。このお坊ちゃまが」

        　光希はそれに苦笑した。

        「光希は？」

        「俺は百万」

        「は？」

        　戸川のみならず、真々田も少し驚いたようであった。

        「すげぇな、さすが鳥羽コーポレーション」

        「うちはお年玉が一年分の小遣いなんだ」

        「へー、何それ。面白いな。でも、それにしても多いんじゃね」

        　戸川が羨ましそうに見てくる。

        「ほら、今年は色々支度もあるし」

        「あぁ、そういうことか」

        　今年の小遣いには、出産準備のための金も入っている。晃希は自分が出すと頑なに言っていたが、達臣に、入院手続き、保険の請求、手術になった際の保証人、その他諸々を行えるのか、中途半端に手を出して、やっている気になるのはいけないと言われ諦めたようだ。

        　結局は大人の力を借りないとまだ何もできない。今更ながらに、二人でそれを実感した。

        「じいちゃんも、お金出したいんだよ。世間一般でもじいちゃんは財布扱いなんだから、気にするな」

        　慶太はそう言って慰めてくれたが、今後も厳しい現実は続くだろう。現に通院する病院でさえ、誰にも会わないようにと、親戚の病院に協力してもらい、裏口からこっそり入って受診しているくらいだった。

        　光希はそんなことを思い出し、少し気分が落ち込んだ。

        「今日、カラオケ行く人！」

        　しかし、ざわつく教室で、田村が大声を上げたので、すぐに意識がそがれる。

        　はい、はいと次々に手が上がる。真々田と戸川も手を上げると、どうしようかと考えている光希の手を、真々田がもう片方の手でつかみ、光希の手も上げさせた。

        　光希のクラスは、他のクラスと比べても非常に仲が良い。それはオメガという真々田を中心にできた結束であった。オメガである真々田を無事卒業させるという目標がそうさせたのだ。

        　光希もそれにつられるように、クラスから居所をなくさずにすんでいる。それどころか、以前よりもクラスメイトと仲良くなってきていた。勇気を出して通学してよかったと思っている。

        　光希は騒ぐ田村を見ていたが、ふと視線を感じて、そちらを見た。そこには水山と、その仲間がいる。水山はじっと真々田を見ていたが、光希の視線に気がつくと、さっと視線をそらした。

        「放っとけよ」

        　戸川が光希に気がついて言う。戸川は水山を毛嫌いしていた。それは当然だろう。しかし光希は、クラスから浮いてしまった水山が気になっていた。そしてその原因を作ったのは、自分だということも気になっていた。

        「水山ってどんな奴だったっけ」

        　光希が小さな声で言うと、真々田も小さな声で答える。

        「別に普通の奴だったよ。瑞穂にしてはちょっとスレててワルって感じだけど、責任感強くて、後輩にも慕われてるし、悪い印象はなかった。友達も多かったし」

        「ふーん」

        　光希が答えると、予鈴が鳴る。始業式が始まるので体育館に移動しなければならない。

        　光希は真々田と戸川と並んで移動しながら、目の前を歩く水山を見た。

        　三年生には同じクラスメイトのまま、持ち上がる。このままだと水山は浮いたままで学校生活を終えるのだろう。光希は自身が望んだ生活を手に入れたことと、水山との現状とのギャップに、酷く居心地の悪さを覚えた。

        　それに、ある懸念もあった。まだ光希の腹は膨らんでいない。男の場合は、背丈もあり腹筋もあるため、そんなに膨らまない場合もあるようだが、それでも体型が変われば、ばれてしまう危険性もある。

        　その際、水山のような男にばれてしまったときにどうなるなるのか、予想がつかない。アルファは優秀なはずなのだが、一度道から外れてしまうとどこまでも外れてしまう。彼らは極端なのだ。

        　体育館の入り口に、伊藤が立っているのが見えた。誘導をしているのだろう。光希はスマートフォンを取り出すと、伊藤にメッセージを送った。伊藤は自分のスマートフォンが鳴ったのに気がついたのかポケットから取り出して画面をチラリと見た後、光希の顔を一瞬だけ見てきて、そしてすぐに視線をそらした。

        「悪い、俺、やっぱり今日行かない」

        　光希が真々田に言うと、真々田はがっかりした顔をする。

        「え、マジで」

        「ちょっと体調悪い」

        　真々田はそれに、心配そうな顔をして聞いてくる。

        「大丈夫か。保健室連れて行こうか」

        　嘘をついたことに罪悪感を覚える。真々田は優しい。口は悪いが、普段から光希の体を気にかけてくれているのだ。

        「これくらいなら大丈夫。一応念のため」

        「そうか。分かった。ゆっくり休めよ」

        　始業式が終わりホームルームが終了すると、一部の人間を除いて、ほとんどの人間がカラオケに行くためにさっさと下校した。教室には水山と光希だけが残っている。

        「なに、話って」

        　水山は不機嫌さを隠さず、むすっとした顔で言った。

        　体育館から帰ってきたときに、放課後話があるというメモを水山に渡しておいた。帰るかと思っていたが、水山は待っていてくれたのだ。話し合いの余地はあるのだと思った。

        「座らない？　ずっと立ってたから疲れた」

        　光希がそう言って、水山の前の席に座った。

        「あ、あぁ」

        　水山は光希の言葉に、拍子抜けしたような様子で返事をした。

        「ごめん」

        　まず光希は、ストレートに謝罪の言葉を口にした。

        「は？」

        「前、俺がやったこと、ごめん」

        　水山は答えない。言葉には出さないが、許すつもりはないといった表情であった。それはそうだろう。皆の前で蹴り倒されたのだ。こんな恥は男、しかもアルファであれば耐えられない。

        「ふざけんな。オメガの言うこと、信じられるかよ。お前も、真々田も媚び売りやがって、気持ちわりぃんだよ」

        　吐き捨てるように水山が言う。光希はそれに、水山の目をじっと見た。

        「本当に悪いと思ってるよ。でも、打算もある」

        「は？」

        「俺、妊娠してるんだ」

        　水山が目を見開いて光希を見た。何を言っていいのか分からないようだ。

        「知っているのは、真々田と戸川と、それと水山君だけ」

        「……なんで俺に」

        「敵を作りたくないから」

        　水山はそれを鼻で笑った。

        「確かに打算的だ」

        「そうだよ」

        　光希はそう言うと、水山の目を見続けた。

        「真々田のこと、本気で好きだったんだろ」

        　水山は視線を机に落とすと、ぐっと拳を握った。

        「好きで、どうしていいか分からなかった。それなのに真々田がオメガだって分かって、余計に混乱したんだよな」

        　水山は答えず席を立とうとしたが、光希が水山の手首をつかんで、それをさせなかった。

        「離せよ」

        「俺もそうだよ。凄く好きな人がいた。好きで、好きで、その人のためなら、なんでも捨てられると思っていた。誰がどうなっても構わなかった。その結果、沢山間違ったことをした。自分しか見えてなくて、頑なで、他を見ようとしなくて、その結果、こんなどうしようもない人間ができたんだよ。水山君にしたことだって、普通ならあんなことしないだろ。俺は、頭がおかしいんだ」

        「言ってること、よく分からねぇよ」

        　水山はそう言ったが、先ほどよりも少しだけ口調が柔らかくなっていることに気がついた。

        「水山君は、俺みたいに元からの出来損ないじゃなくて、アルファだし、頭も良いし、ちゃんと人望もあったんだろ。でも今のままだと、せっかくの学校生活、滅茶苦茶になるよ」

        「うるせぇよ」

        「俺、どうしようもない人間だけど、それでも色んな人が支えてくれてるんだって気がついて、それで、変わらなきゃって思うようになった」

        「俺には関係ねぇ」

        「もし水山君が俺を許せないなら、俺は学校辞めるよ。今度は俺が誰かの役に立ちたい」

        「それって脅迫じゃねぇか。それに、俺がばらしたらどうすんだよ」

        「そうだね。ま、それでもいいかな。今の学校生活は、俺にとってはおまけみたいなもんだし」

        　水山は、それには何も答えなかった。

        　沈黙が続き、光希は少し困った。帰るタイミングがつかめない。やはり余計なことをしたと、少し反省をした。

        「お前の子ども、その好きな人との子どもなのか」

        　光希はそれに首を振る。

        「凄く大切な人との子どもだけど、今話した人との子じゃないよ。もうその人とは、多分、二度と会えない」

        　言いながら、目が潤んでいくのを感じ、歯を食いしばった。

        「泣くなよ」

        「泣かないよ」

        　そう言って水山の顔を見ると、水山も少し泣きそうな顔をしている。

        「水山君も、泣くなよ」

        　からかうように言うと、うるせぇという言葉が返ってきた。

        「真々田はさ、一年の頃から同じクラスなんだ。明るくて、裏表なくて、誰にでも優しくて、オメガとかアルファとか関係なく、好きだった」

        「そっか」

        　光希は水山の握られた手を、軽くポンポンと叩いた。水山は歯を食いしばる。

        「じゃあ、また明日」

        「これだけか？」

        「うん。これだけ」

        「変な奴」

        　水山が笑った。光希はそれが嬉しくて、同じように笑った。

        　廊下に出ると伊藤と晃希がいる。晃希はむすっとした顔をしていた。

        　晃希は光希が出てきた途端その手を引くと、足早に下駄箱まで連れて行き、靴を履き替えた。そして無言のまま、伊藤が車を出すのを待つ。

        　車に乗り込むと、晃希は説教を始めた。

        「馬鹿光希！　何やってんだよ。あいつ、前にお前がキレた相手だろ。二人きりなんて、何かあったらどうすんだ！」

        「だから、伊藤さんに廊下で待っててもらった」

        「だからって！」

        　晃希はそう言うと、光希の体をぎゅっと抱きしめてきた。

        「お前一人の体じゃねぇだろ。いや、一人でもあんなことしちゃ駄目だけど、今は余計に駄目だ」

        「そうだね、ごめん」

        　素直に謝ると、晃希は体を離して、少し驚いた顔をした。

        「なに？」

        「いや、素直だなって」

        「晃希だって結局、入らずに待っててくれただろ。ありがとう」

        　光希の言葉に、晃希は再度光希の体をぎゅっと抱きしめてきた。

        「俺のこと、凄く大切な人って言ってくれてありがとな」

        　聞いていたのかと思い、光希は照れくさくて思わず笑った。

        「兄さんには内緒にしててよ」

        　光希が言うと、晃希が頷うなずいた。

        「でも、伊藤さんがチクるかも」

        「チクりませんよ。私も止めませんでしたからね」

        「共犯だ」

        　伊藤がそれに、表情は変えなかったが微かに笑った気がした。

        　家に着くと、いつもと同じように勉強をして、夕飯を食べる。冬休みの間になんとか遅れを取り戻しているが、逆に少しでも進んでいないと、またすぐに遅れるだろう。

        「早く寝なよ。体に良くない」

        　晃希が光希の部屋に入ってくると、時計を見てそう言った。時間は二十四時だ。まだもう少しやるつもりであったが、確かに睡眠を取るべきだ。最近、妊娠しているせいかやけに眠い。授業中に寝てしまったら本末転倒だろう。

        　しかし反面、眠るときになると足がムズムズしたり、つわりで胸がムカムカしたりして、中々寝付けない日が続いている。　

        「寝たいけど、足がさ、ムズムズして眠れないんだ」

        　晃希はそれに光希の顔を見た。

        「なんだよそれ。早く言えよ」

        　晃希は光希の参考書を無理矢理閉じると、光希をベッドに連れていきうつ伏せにした。そして照明を落とすと、光希の足をマッサージしてくれる。

        「いいよ、晃希も寝ないと」

        「俺は、もう授業ないから」

        「でも、疲れるだろ」

        「このくらい光希に比べればなんでもないだろ。光希は体大変なのに、勉強までしなきゃいけないし」

        　そう言って、晃希は光希のふくらはぎをゆっくりと撫でてくれる。晃希の言葉に甘えるのもたまにはいいかと思い、光希は目を瞑った。

        　晃希の手が気持ちいい。眠くなってくるが、それと同時に他の感覚が湧き出てきてまずいと思った。

        　光希は最近、発情期以外でもしたいと思うようになっていた。妊娠すると、まれに性欲が増す人間もいるようで、光希はまさしくそのタイプであるようだった。

        「ねぇ、晃希、軽蔑しない？」

        「何が」

        　光希は起き上がると、自分から晃希にキスをした。晃希はその場に固まったように、動かずにいる。

        「み、みつき？」

        「ごめん、したい」

        「え、え？」

        　動揺している晃希に、光希はしまったと思って、晃希に背を向けて横になった。

        「なんでもない。忘れて」

        　晃希が光希の隣に横になり、後ろから抱きしめてくる。

        「ごめん、驚いたんだ。突然、どうしたの」

        「いや、だからなんでもないって」

        　恥知らずだ。光希はそう思って目を瞑った。

        「嬉しい」

        　晃希はそう言うと、光希の寝間着の下に手を入れてきて、乳首をそっと撫でてきた。

        「本当に？」

        「本当」

        「都合良くない？」

        「良くない。でも、本当にどうしたの」

        「実は最近、妊娠のせいか、ずっとしたくてたまらない。発情とか関係なく……」

        　顔が真っ赤になるのが分かった。晃希の顔を見ることができない。

        「何だ。そんなの早く言ってよ。寂しいな」

        　そう言って晃希は光希を仰向けにして寝間着をめくると、乳首を口に含んだ。舌で転がされ、下肢が反応してくる。それが凄く恥ずかしい。

        「やっぱり、やめる」

        「なんで。もうこんなになってるよ」

        　晃希が寝間着の上から光希の中心を撫でた。それに体がびくりと揺れる。

        「発情してないのにするのって初めてだから恥ずかしい」

        　それに、晃希の目の色が変わったのが分かった。

        「ちょっと、煽るな」　

        　そう言うと晃希は、寝間着の上から光希のペニスを口で吸い上げた。

        「どうしても恥ずかしいなら、発情する？　俺はこのままがいいけど」

        　光希は首を振る。

        「最近、自分で発情できなくなってきた。多分、発情期がきちんと来てるせいだと思う」

        「そっか」

        　晃希はそう言うと、光希のズボンとパンツを脱がした。

        「あ……」

        　晃希が舌先でゆっくりとペニスの先端を舐めてきた。抑えきれない声が口から漏れる。光希は思わず口元を抑えた。

        「発情してると、こんなにゆっくりできないだろ。すぐに出ちゃうから」

        　そう言って晃希は、舌先でチョロチョロと鈴口を嬲なぶり始めた。

        「いや……痛い」

        「痛いだけ？　すげぇカウパー出てるよ」

        　光希が首を振ると、晃希は可愛いと言って、ちゅっと吸い上げた。

        「後ろ、濡れてないね。大丈夫かな？」

        　晃希は光希の耳元で、うつ伏せになってと囁く。光希が言われたとおりにすると、晃希は光希の尻をぐっと高く上げさせた。

        「や！　これ、恥ずかしい」

        「じゃあやめようか」

        　光希は頷うなずこうかと思ったが、すでに後ろは疼き始めている。発情期とはまた違った緩やかな疼きではあったが、我慢ができそうにない。

        　言われたとおりに尻を上げ、晃希の目の前に後ろを晒した。

        「恥ずかしい？」

        　光希は頷うなずく。

        「発情期は、いっつももっと凄いことしてんのに」

        「言うな」

        「はいはい」

        　晃希は言うと、光希の後孔に舌を這わせてきた。

        「や、汚い」

        　光希が腰を落とそうとしたが、晃希は光希の下腹を掌で支え、それを許さなかった。

        　舌がまだ固く閉じられている後孔に割り込もうとしている。発情期とはまるで違い、まだそこは晃希を迎え入れようとはしていなかった。

        　ぺちゃぺちゃという音が響く。舌の感触が艶めかしい。光希は恥ずかしいと思いながらも、出される声を止めることができず、知らず揺れる腰に泣きたくなった。

        「指、入れるよ」

        　晃希はそう言うと、ゆっくりと中指を入れてきた。

        「いつもよりきつい。大丈夫？」

        　光希は頷うなずく。

        「痛いけど、だけど、気持ちいい」

        「そうみたいだね」

        　晃希は光希の内部から指を引き抜くと、光希のペニスの先端をすくった。

        「こんなに濡れてる」

        　晃希は指先で取った先走りの液を塗りつけるようにして、再度後孔に指を入れてくる。先ほどよりもスムーズに入ったそれは、ゆっくりと内部を犯していった。

        「あ、あっ……」

        　前立腺を、ぐりぐりと刺激され、光希は目を瞑る。頭が冷静な分、いつもよりも刺激がリアルだ。それにゾクリとする自分がいる。

        「濡れてきた。後ろだけでイケそうだね」

        　そう言って指を二本入れると、晃希は先ほどよりも激しく指を動かした。

        「あ、ダメ、イクっ……！」

        　光希は後孔の刺激に射精をすると、その場にぐにゃりとへたり込んだ。

        「何だ、光希。発情してなくても、こんなにやらしいんだね。後ろだけでイッちゃうんだ」

        「うるさい」

        　荒い息の下で答えると、晃希がにやりと笑い、キスをしてくる。それを受け止めながら体を起こすと、晃希のパンツの中に手を入れ陰茎を握った。

        「晃希も、こんなになってるよ」

        「そりゃそうだよ。発情期じゃない光希抱ける日が来るなんて、思ってもみなかった」

        　晃希は、陰茎を握っている光希の手の上に自分の手を重ね、ぐっと力を入れる。そそり勃つ晃希のペニスの感触、脈打つその様子をより感じ、光希はゴクリと唾を飲み込む。これが入ってくるのだと思うと、発情期でもないのに後ろがしどしどに濡れていくのが分かった。

        「入れて」

        　晃希は頷うなずくと、光希の体を再度うつ伏せにしようとする。

        「やだ。正常位でしよう」

        「でも、痛いんじゃ」

        　そう言って後孔を触ってきた晃希は、そこがぐっしょりと濡れているのに驚いたのか、光希の顔を見てきた。光希は恥ずかしくて、思わず視線をそらす。

        「すごい、ぐちゃぐちゃ」

        　晃希は指を三本入れてくると、抜き挿しを始めた。

        「うわ、すげぇ泡立ってる。やらしい」

        　ぐちゃぐちゃという音が光希の耳にも聞こえた。それが恥ずかしくて、これ以上聞いていられない。

        「入れないんだったら、もうやめる！」

        「ごめん、ごめん。可愛いな、光希は」

        　晃希は光希の足を広げると、ゆっくりと自身を後孔に埋めていった。

        　ゆるりと抜き差しを始める晃希に、光希は晃希の背中に手を回してしがみついた。

        　晃希の大きな物に貫かれている。発情期よりもリアルに感じることのできる晃希のペニスに、光希は自身が興奮していくのを感じた。

        「大きい……あ、凄い……」

        「嬉しいこと言う」

        　晃希はにやりと笑うと、奥まで深く穿ってくる。光希はそれに、射精しないまま絶頂を迎えた。

        「気持ち良い？」

        　光希が頷うなずく。

        「本当に気持ちいい？　嘘じゃない？」

        「晃希、ウザい」

        　不安げな顔をする晃希の頭をつかんで自分に寄せた。キスをして、晃希の手を自分のペニスに持って行く。

        「男だから、嘘をつけないって分かるだろ」

        「うん」

        「ねぇ前も触って」

        　晃希はそれに頷うなずくと、光希の前を触りながら、動きを速くした。

        「あ、だめ、もうだめ！」

        　しばらくお互いを感じていたが、我慢できずに体を震わせて射精をした。それにつられるように晃希も体を震わせる。

        　晃希は光希の内部からペニスを抜くと、晃希の腹の上で射精した。

        「妊娠しないから、中に出してもいいのに」

        　荒く息を吐き出しながら光希が言うと、晃希はティッシュで精液を拭き取り、光希の隣に横になった。

        「本当か分からないけど、精子には堕胎を促す作用があるんだって」

        「そうなんだ」

        「それに、衛生上も妊娠中は中だしはやめた方がいいんだって」

        「そんな気が使えるなら、初めてのときに使ってほしかった」

        　光希が呟くと、晃希は笑って光希の頬にキスをした。

        「発情してなかったけど、ちゃんと気持ちよかった？」

        　晃希が聞いてくる。あぁ、そういうことか。だからさっき気にしてたんだと思って、光希は笑った。

        「うん、よかった。晃希の方こそ大丈夫だった？　物足りなかったとか」

        「気持ち良いよ。俺は、光希が発情なんてしてなくても全然いいんだ。光希と一つになることが、何よりも気持ちいい」

        　にっこりと笑う晃希に、まっすぐだと思って光希も笑う。

        「ごめん、結局遅くなっちゃったね。眠れそう？」

        「いや、俺が誘ったんだから、謝らないで」

        　晃希が光希の体をぎゅっと抱きしめてくる。晃希の匂いが鼻孔をついてきた。やはり落ち着く匂いだ。

        　セックスの疲れと、晃希の匂いとで、すぐに眠くなってくる。

        　あぁ安心する。最近眠れなかったのに、今日はすぐに眠れそうだと思い、明日も一緒に寝られたらいいなと思いながら眠りについた。

        　

        ＊

        　

        　教室に入ると、一番後ろの席に座っている水山がこちらを見てきた。光希が軽く手を上げると、水山がおはようと言ってくれた。それに光希は笑った。

        「お前、よく見ると可愛いんだな」

        　ふざけるように言う水山に、光希は少し戸惑う。

        「切り替え、早くない？」

        「冗談だって。でも、お前と番える奴、凄い幸せだよな」

        「ちょっ、キモいんだけど」

        　水山はそれに笑った。その顔には昨日までの、陰鬱とした陰はなかった。

        「でも、俺の好みじゃねぇし。もともと俺、女好きだから。男なんかより、可愛らしい女がいい」

        　確かに真々田は女よりも可愛いよな、と思いながら苦笑いをする。

        「うち、病院なんだ。何か困ったことあったら相談しろよ」

        「ありがとう」

        「俺の方こそ」

        　水山が手を出してきたので、それをパチンと叩いた。

        「おま……何あれ」

        　席に着くと、真々田と戸川がやって来て言った。

        「いつの間に仲良くなってんだよ」

        　光希が笑って誤魔化すと、真々田は拗ねた顔をした。

        「俺は嫌いだけどな」

        　戸川が言うのに、光希は頷うなずいた。

        「いいんじゃない、それで。みんなが好きなんて無理だよ。ただ、俺は俺のせいであいつが孤立するのが嫌なだけ。偽善者だからさ」

        　真々田は光希の髪の毛をがしがしとかき混ぜると、笑った。

        「偽善者なんかじゃねぇよ。お前はすっごくいい奴だ」

        　そう言って真々田は光希の頬にちゅっと唇をつけた。それに、教室の空気が凍り付くのが分かる。

        「いや、これ、やり過ぎだよ、真々田」　

        　光希が冷静に言うと、真々田はつまんねぇと言って口を尖らせた。

        「やり過ぎっていうか、あんまりにも可愛いからちょっとしたくなったんだよ。でも、経験豊富な奴はこれくらい、なんでもないんだな。つまんね」

        　じっと戸川が見てくる。それに光希は笑う。

        「嫉妬しないでよ」

        「ば、嫉妬とか、違う」

        　戸川が慌てるのに、今度は声を立てて笑うと後ろを振り向く。西山がこちらに中指を立ててきた。それに手を振る。

        　予鈴が鳴り響いたので、戸川も真々田も自分の席に戻った。光希は教科書を用意しながら、よかったと思う。

        　人生は甘くない。

        　ふと光希はその言葉を思い出した。久我山と関係を切ったとき、ホテルで久我山が言った言葉だ。

        　光希は思う。

        　久我山さん、あなたの言うとおり、人生は甘くない。思った以上のことが起こり、ただ翻弄されていく。だけれども、それでも、厳しいだけではないんだ。

        　それ以上に、人生は満ちている。それは、与えた分を返してもらい、与えられた分だけ、返したからだろう。

        　あなたはこれからの人生でそれに気がつくのだろうか。そして、俺が貰っただけのものを、誰かがあなたに返してくれる日がくるのだろうか。

        　光希は心の底から願う。

        　その日が来たのなら、彼に言ってほしい。あなたも、愛される資格があるのだと。辛く厳しいだけの人生ではなく、誰よりも幸せになる権利があるのだと、言ってほしい。

        「光希、帰ろう」

        　授業が終わると、晃希が教室に迎えに来た。それに光希は笑って頷うなずく。

        「今日、何か良いことあった？」

        「え、なんで？」

        「何か嬉しそうだから」

        　晃希が言うのに、車で話すよ、と言って背中を軽く叩いた。

        　車の中で水山のことを話すと、晃希は驚いた顔をした後、笑った。

        「偉いな、光希は。それに可愛いな」

        「可愛いは関係ないよね」

        「そう？」

        　光希は笑うと、晃希の手を握って、今日一日考えていたことを提案した。　

        「ねぇ、ちょっと早いけど、離れで二人で住まない」

        「え？」

        「俺、こう見えても料理、できるんだ。母さんと住んでたときは俺が作ってたから」

        「や、嬉しいけど、どうしたの。なんか昨日から嬉しいことばかりなんだけど」

        「晃希と一緒に寝たい」

        　晃希がそれに顔を赤くして、口元を手で覆った。

        「セックスじゃないよ。一緒に寝ると安心して寝れるから」

        「分かってるよ」

        「本当に？」

        　光希が顔を覗き込むと、晃希はすいません、嘘です、と答えた。

        「部屋のベッドは狭いし、昨日みたいなことあったら、ちょっと気まずいから」

        　今朝、慶太に、本宅ではほどほどにな、と言われたのを思い出して、晃希は頷うなずいた。

        「確かにあれ、気まずい」

        「よね」

        「じゃあ、父さんと兄さんからＯＫが出たら、週末に引っ越そう」

        「兄さん、反対するよね」

        「多分ね。それにＯＫが出ても、ご飯は本宅に来いって言うよ」

        「それはそれで、楽でいいね」

        　二人で顔を見合わせて笑う。まだ、完全に全てを良しとしたわけではないが、それでも前に進むしかない。晃希と一緒に進むしかないのだ。

        　窓の外を見る。昔は全てが別世界のようだと思っていた。でも今は違う。自分はこの世界に生きていると、そう思うのだ。

        「光希、好きだよ」

        　晃希の言葉に光希は笑う。まだ好きだとは言えない。だけれども、きっと、いつか言える日が来るだろうと思って、晃希の頬にキスをした。


    

    
        ８．満ちるもの

        　

        　

        　光希は、柵をつかんでずっと船を見ている望のぞむに、よく飽きないなと思って晃希と顔を見合わせた。

        　望はたまにこちらを振り向いては海を指さし、得意げにオフネと言う。凄いね、と言わないと言い続けるので、少し面倒臭い。

        「ジューシュ、ジューシュ」

        　望が突然言ってくるのに光希はベビーカーを見たが、もうマグの中には飲み物がなかった。

        「俺、買ってくる」

        　光希が離れようとすると、望が「ややー」と言ってついてこようとする。後追いがまだ酷く、光希のそばを離れることをしないのだ。

        「じゃあ、俺買ってくるよ」

        　晃希が自動販売機に走って行った。それを見送ると、望を抱っこする。すると望が光希の腕の中で暴れ始めた。

        　抱っこをすれば暴れる。歩かせれば、手を繋ぐのを嫌がるし、まっすぐ歩くこともしない。イヤイヤ期とはよく言ったものだと思う。

        「じゃあ、あっちに座って、おやつ食べようか」

        　望はそれに笑うと、アイシュアイシュと連呼した。アイスクリームを御所望のようだ。取り出したせんべいは食べないだろうと思いしまうと、晃希に電話をしてアイスを買ってきてもらうように頼んだ。

        「パパが買ってきてくれるから、少し我慢しようね」

        　そう言って絵本を取り出し読み始めると、ふと知った影が目の前を通った気がして顔を上げた。

        「あ……」

        「光希？」

        　一瞬、夢かと思った。

        　目の前にいるのは、久我山であった。

        「凄い偶然」

        　光希が言うと、久我山は頷うなずいて光希の隣に座った。

        「いくつ？」

        「二歳過ぎたところ」

        「名前は？」

        「望」

        　それに久我山は笑った。

        「光希の希と合わせると、希望だね」

        「安易だよね。でも、晃希も俺も、光と希望という意味なんだ。だから、子どもにも同じ意味を与えたくて」

        「良い名前だよ」

        　久我山はそう言って、望の頭を撫でた。

        「光希！」

        　晃希が走ってくるのが見えて、光希は手を振った。

        　晃希はベンチまで来ると、久我山に気がついて驚いた顔をしたが、お辞儀をすると望に手を差し伸べた。

        「偶然、会ったたんだ」

        　光希が言うと、晃希は頷うなずいた。

        「望、あっちで一緒にアイス食べよう」

        「ママは？」

        「ママは大事な話があるから」

        　そう言って、晃希は望を抱っこした。

        「アイス、食べるまでの間だよ」

        「ありがとう」

        　晃希は一つ離れたベンチに望を連れて行ってくれた。光希はそれを見送ると、海に視線をやる。

        「元気そうだね」

        　久我山が言う。

        「うん、久我山さんも。会社も上手くいってるって、兄さんが言ってたよ」

        「なんとかね。光希は何してるの」

        「大学行ってる」

        「よかった」

        　久我山が言う。光希はそれ以上何を話してよいか分からずに、ずっと海を見ていた。

        　心臓がドクリと脈打つのが分かる。会うのは三年ぶりか。久しぶりに会うのに、まだ好きだという感情が残っていた。

        　そしてもう一つの人生を夢想する。あのとき、久我山が自分を番にしていたらどうなっていたのか。そして今あのときに戻ったら、やはり自分は久我山と番になりたいと思うのだろうか。

        　結局、思春期を過ぎても久我山を好きだという思いは、常に光希の底にあった。しかしそれは、ただ美化されたのか、今と違う生活に憧れているだけなのかは分からない。

        「未だに、後悔してる」

        　久我山がぽつりと呟く。

        「あのとき、君のうなじを齧かじらなかったこと、後悔している」

        「うん」

        　光希は呟く。しかし、ベンチに座る晃希と望を見て、自分もそうだとは言えなかった。

        　後悔していないと言えば嘘になる。しかし、では今更あの手を手放せるのかと言えば、そんなことができるわけはないのだ。

        「でも、今日光希に会って、やっぱり俺の選択は正解だったって思う」

        「うん」

        「君が子どもを見る目。そんな君が見られる日が来るとは思わなかった。子どもだけじゃない。晃希君に対する目もそうだ」

        「目？」

        「そう。なんて言うのかな。陳腐だけど、慈しんでる目だ。何よりも愛する者を見る目だよ。昔の光希からは考えられない。光希はいつも悲しそうで、人生を悲観した目をしていた。あの頃からは、とても考えられない」

        　それに光希は笑う。

        「俺では無理だっただろうね」

        　久我山が呟く。その横顔を見ると、やはり綺麗であった。

        「前にさ、言われたんだ。俺は凄く恵まれてるって。色んな人に愛されてるって。そんなの戯ざれ言ごとだと思ってた。だけど、今なら分かる。俺は色んな人に助けられて、それで生かされてるって、分かるんだ」

        「そうか。よかった。光希は、誰よりも幸せになってほしい。その権利がある。だから、よかった」

        　光希は立ち上がると、久我山の目の前にしゃがみ込んで、久我山の顔を見上げた。

        「でも、そのきっかけをくれたのは、久我山さん、あなただ。俺はあなたに人生を救われた。それは代わらない事実だ。久我山さんがいなければ、こんな人生、無理だった」

        　久我山はそれに笑う。一緒にいたときでさえ滅多に見たことのない、屈託のない透き通った笑顔だった。

        「ごめんね。俺は貰ったもの、何も返せなかった。久我山さんにいっぱい返したかったのに、それなのに何一つ返せなかったね」

        　久我山が光希の頭を撫でた。昔と同じ、優しい手だ。

        「そんなことない。俺は、光希には持ちきれないほど沢山貰ったよ」

        　そう言って久我山は立ち上がった。

        「じゃあ、元気でな」

        「うん、久我山さんも」

        　久我山は手を振ると、晃希たちがいるのとは逆の方向に歩いて行った。光希も、晃希の元へ歩いて行く。

        　一度も振り返らなかった。恐らく、久我山も同じであろう。

        「まま」

        　光希に気がついた望が走ってくる。口がアイスクリームで汚れていて、抱きつかれた拍子にズボンにシミが付いた。

        「やられた」

        　ベージュのズボンが汚れたのを見て言うと、晃希が笑った。

        「帰ろうか」

        　晃希が手を出してきた。それを光希が取ると、望がその間に突っ込んできて、真ん中に収まる。三人で手を繋いで家路についた。

        　

        　

        　家に着くと、すぐに夕飯の準備を始めたが、体が怠いと光希は思った。喉が渇くが飲み物は欲しくない。それは久しぶりの感覚だった。

        「発情期、来るみたい」

        「え、マジで？」

        　晃希は慌てて慶太に電話をして、望を預かるように頼んだ。

        「夜は預かってくれるって」

        　出産してから授乳を終えるまで発情期は来ないと言われている。望の断乳は先月終えたばかりであり、いつ次の発情期が来るのか予想がつかなかったが、慶太にはいつ来てもいいようにお願いをしていたのでスムーズにいった。

        　日中はシッターに頼み、夜は慶太に頼む予定だ。なんとかなるだろう。

        「俺が連れてく。光希が連れて行くと、大変だろうから」

        　そう言って、晃希は本宅に望を連れて行った。

        「どうだった」

        「トミカで遊ばせてる隙に、逃げてきた」

        「夜、泣くよね。大丈夫かな」

        「大丈夫だって。このために準備しただろ」

        　望は、定期的に一人で本宅にお泊まりをさせてはいた。しかし、最近の後追いを考えると、一週間我慢できるのか心配だ。

        「でも、さすがに発情期は見せられないだろ」

        　晃希の目はすでに潤んでいた。匂いも濃い。光希から匂いが発せられているからだろう。

        「首輪して待ってて。薬、飲んでから行く」

        　光希はそれに首を振った。

        「薬、飲まなくていいよ」

        「いや、匂い、凄いよ。飲まなきゃヒート来るよ」

        　光希は晃希に抱きつくと、耳元で囁いた。

        「噛んで」

        「え？」

        　晃希が驚いた顔で見てくる。それに笑うと、晃希の首に手を回して、キスをねだった。

        「駄目だよ。発情期で混乱してる」

        　晃希の言葉に光希は首を振る。

        「ううん。もう、とっくに決めてたんだ」

        「いいの？」

        「うん」

        「本当に？」

        「しつこいな。じゃあやめる」

        　晃希はそれに口元を上げて笑った。

        「まさか」

        　そう言うと晃希は、光希の体を両腕で抱き上げ、寝室に連れて行く。

        　マットレスには望の布団やおもちゃがある。それを片付けると、お互い服を脱いで抱き合った。

        　久しぶりの発情期に、お互い、これ以上ないくらいに興奮しながら、一つになる。

        「噛んで」

        　晃希に抱きしめられ、晃希を体内に感じながら、光希は言う。晃希はそれに頷うなずくと、光希の後孔から己を引き抜き、光希を四つん這いにさせて再度後孔に己を打ち込んだ。

        「噛むよ、いい？」

        　光希が頷うなずくと、うなじに衝撃が走る。強い、強い衝撃だ。

        「あ、あぁ……」

        　言葉も上手く出てこない。全身の細胞が全て代わっていくような、そんな感覚が体を支配した。

        　しかしそれは不快ではない。それどころか、凄まじい快楽が体内を駆け巡る。

        「すご……なんだこれ」

        　晃希は唸ると、絶頂を迎えたようだ。同時に光希も、絶頂を迎えた。

        　晃希は長い射精を終えると、光希の体から自身を引き抜き、コンドームを外すと後ろから光希に抱きついてきた。そしてできたばかりのうなじの傷に、何度もキスをしてくる。

        「好きだよ、光希。ずっと、変わらずに好きだ」

        　光希はそれに頷うなずくと、うなじの傷を指で撫でた。

        「俺も好きだよ、晃希」

        　光希の言葉に晃希は一瞬動きを止めると、さらに強く抱きしめてきた。

        「ずっと、一緒に生きていこう」

        「そうだね」

        　光希は頷うなずくと、もう一度うなじの傷に触れた。

        　

        完


        あとがき

        　

        　お読みいただきありがとうございました。

        　この話は当初、久我山とのエンドを考えて書きました。しかし、高校生の光希にはあまりにも過酷な話であり、考えた結果、晃希とのエンドを追加しました。

        　そのため、晃希、慶太、達臣と光希は、再度関係を築かなければならず、なおかつ晃希と光希を成長させなければならなくなりました。

        　結果、とても長い話になってしまいましたが、それでも最後までお付き合いくださった方、ありがとうございました。

        　慶太や久我山を含め、この話に出てくる大人は皆汚いです。その筆頭は達臣でしょうか。それも含めて、「満ちるもの、その世界」という物語なのだと思っていただければ幸いです。

        　なお、同じ世界観の話で「深い夜に、ひとしずくの欲望を」という小説もｋｉｎｄｌｅにて発行しております。真々田の両親の話になります。なぜ真々田の姉がオメガなのかが書かれております。すでにお読みいただいた方は、彼らがその後、幸せに暮らしているとご想像ください。

        　

        　次からは、久我山バージョンのラストとなります。

        　メリバに近いラストになります。もしご興味があれば、ご一読くださいませ。

        　↓の続きとなります。

        「じゃあ、久我山さん、一緒に堕ちよう」

        光希はそう言うと、久我山に顔を近づける。唇が触れるくらいに近づけると、匂いを一気に放った。

        　

        　晃希と光希の妊娠、出産のサイドストーリーはこちらになります。蛇足ですので、ご興味のある方だけどうぞ。

        【アフターストーリー　妊娠編】

        【アフターストーリー　出産編】

        　

        


    

    
        【久我山エンド】　

    

    
        ７．運命か愛情か

        晃希エンドに戻る

        　

        　

        　

        「やめろっ！」

        　久我山は立ち上がった。抑制剤を取りに行くつもりだろう。光希は久我山に抱きついてそれを阻止した。久我山が力を入れて引きはがそうとしても、離す気はなかった。

        　ドアが激しく叩かれる。伊藤が匂いを嗅ぎつけたのだろう。時間がない。

        「ねぇ、噛んで」

        「駄目だ。それだけは、駄目だ」

        「いい加減、覚悟を決めなよ。俺はとっくに決めた」

        「駄目だ。光希！」

        「大丈夫。俺は久我山さんのお母さんみたいにはならない」

        　久我山の匂いが増していく。久我山の下半身が固くなっているのが分かった。ヒートが始まるのだろう。あと少しだと思った。

        「久我山さんとなら、一緒にどこまでも行くよ。だから、俺を噛んで」

        　久我山が光希の目を見た。泣きそうな顔をしている。そんな顔を見たのは初めてだった。

        「俺のために、深く堕ちてよ」

        　光希が囁いた言葉に、久我山は光希の目を再度見てきた。そして、観念したように頷うなずく。

        「好きだよ、光希」

        　久我山はそう呟くと、光希のうなじに噛みついてきた。うなじに立てられた歯に全身が震える。深く深く、久我山の歯が食い込むのを感じた。

        　久我山が光希から離れる。番になれたと歓喜したのもつかの間、光希の体に激痛が走り、光希は思わず悲鳴を上げた。

        「光希！」

        　全身を、細胞の一つ一つを、針で深く刺されるような痛みだ。番になるときに、こんな痛みを味わうなど聞いたことがない。

        　あぁそうか。これは体中の細胞が、遺伝子が、違うと叫んでいる。これは違う、間違いだと叫んでいるのだ。

        「光希！　光希！」

        　久我山が光希の体を抱きかかえた。その目からは涙が流れている。これも初めて見る顔だと思い、光希は笑った。

        　ドアが開く音がする。伊藤が部屋の中に入ってきたのが分かった。

        　もう手遅れだ。ざまぁ見ろ。

        　俺は一矢報いた。オメガという本能に、そしてアルファという本能に一矢報いた。運命に、一矢報いたのだ。

        　このまま死ぬのかもしれない。光希は思う。それでもよかった。あのまま生きていくのは耐えられない。

        「泣かないで。俺は大丈夫」

        　光希は久我山の頬を、久我山がしてくれたのと同じように掌で包み込んだ。久我山がくれたものを、同じように返したかった。

        　そして久我山が名前を呼ぶのを聞きながら、光希は静かに意識を手放した。

        　

        ＊

        　

        「伊藤さん、ごめんね。きっとクビだね」

        　車の中で光希が呟いたが、伊藤は何も答えなかった。

        　意識を失っていたのは一分にも満たなかったというが、光希には酷く長く感じていた。救急車を呼ばれる寸前で目を覚まし、久我山にはまた来るからと言ってアパートを出てきたのだ。

        　伊藤には、自分で言うから慶太には報告するなと言ってあった。伊藤はそれに従ってくれた。

        「ただいま」

        　家に入ると、慶太がいつもと変わらず、おかえりと言って笑った。光希も笑ってただいま、と答えた。

        「取れたんだね。よかった」

        　慶太が光希の首を見て、ほっとしたように言った。

        「光希」

        　居間に入ると、晃希がソファから立ち上がって嬉しそうに光希の顔を見たが、しかし次の瞬間、表情を無くして呆然と立ち尽くした。

        「まさか、嘘だろ。まさか……」

        　匂いがすでに違うのか、晃希はすぐに気がついたようだ。光希の前までやってくると、震える手で光希の襟ぐりをつかみ、うなじを覗き込んできた。

        「嘘だ、嘘だ！」

        　光希の顔を見て、晃希が叫ぶ。光希はそれに、体が引き裂かれるような感覚を覚えた。いっそうのこと、自分で自分を壊してしまいたい。そう思った。

        「なんで、なんで」

        　晃希が泣いた。晃希の涙を見るのは初めてだ。ようやく泣き顔を見たと思っていると、晃希の力がふいに抜け、芯のなくなった人形のように、ぐしゃりとその場に倒れる。

        「晃希！」

        　慶太が二人の元にやってくる。光希は座って晃希の頭を膝に乗せると、ゆっくりと頭を撫でた。

        　大事な大事な弟だった。もし久我山がいなければ、たとえ弟だとしても受け入れたのかもしれない。純粋で、まっすぐで、自分なんかよりもよっぽど綺麗だ。

        「まさか、お前……」

        　慶太がゆっくりと光希のうなじを覗き込んできた。そして、歯形を確認するとその場に座り込んだ。

        「嘘だろ……」

        　慶太が手で顔を覆って、顔を伏せた。何度も、嘘だろ、嘘だろ、と呟いている。

        「ごめんね、兄さん」

        　光希が言うと、慶太が顔を上げた。

        「晃希をよろしくね、兄さん」

        「やめろ、光希」

        「大丈夫。アルファは番がいなくなっても生きていける。それがたとえ、運命の相手だとしてもだ。あと数年たてば、オメガかアルファか分からないけど、誰か愛する人と一緒になって、幸せに生きていけるから」

        　慶太が再び顔を伏せる。何かを耐えているようであった。

        「お前は、オメガのお前はどうなんだ。運命の相手と出会っていながら別れるなんて、お前はどうなる」

        　光希はそれに答えることはせずに笑うと、晃希の頭をそっと床に置いた。

        「もし晃希が俺を殺したければ、殺したっていいよ。彼にはそれをする権利がある。俺は、それくらいには晃希を愛してはいた」

        　光希が立ち上がると、独り言のように慶太が呟いた。

        「俺は、何を間違った。何が、いけなかったんだ」

        「何も間違ってないよ。兄さんは、何も間違っていない。だけど、もし間違っていたとしたら、それは俺をここに連れてきたことだ。俺を、家族にしたことだ」

        　慶太は再び顔を上げると、ゆっくりと立ち上がった。

        「それは違う。俺は、それを後悔していない。光希と家族になったこと、決して後悔はしない」

        　光希は手を広げた。慶太がそれを受け止めるようにぎゅっと抱きしめてくる。

        「俺もだよ、兄さん。短い間だったけどありがとう。俺に家族ができたこと、兄さんの弟になったこと、絶対に忘れない。俺の人生の中でこの時間は、何よりの宝だ」

        　慶太が嗚咽を漏らした。兄が泣くのを初めて見る。そういえば今日は、人が泣くところを見てばかりだ。誰もが光希のために泣いてくれていた。なんて恵まれた人生なのだろうか。光希はそう思った。

        「兄さん、俺、行くね」

        　光希が慶太から体を離すと、慶太は光希の顔をじっと見つめてくる。

        「光希、幸せに……」

        　慶太はそう言ったが、しかし最後まで言葉を紡ぐことはなかった。運命を、魂の番を手放して、幸せになどなれないと思ったのだろう。

        「大丈夫だよ、兄さん。俺は、幸せだから」

        　光希は慶太の体をもう一度だけ抱きしめると、慶太から離れた。

        　部屋に戻り「種の起源」を手にすると、鳥羽の家を後にする。

        　もう二度と、ここには戻ることはないだろうと思い、その広い日本家屋を見た。何故だろうか。初めて見たときよりも、とても小さく感じた。　　


    

    
        ８．満ちるもの

        　

        　

        「鳥羽先生」

        　かけられた声に振り返ると、可愛らしい男子学生が立っていた。

        「先生の本、拝読しました」

        　男子学生は目を輝かせて言った。手には、光希が書いた「新型Ωの進化論」がある。

        「凄く面白かったです。特に、ここの部分」

        　そう言って付箋を貼っていたページを開けた男子学生に、光希は苦笑した。

        「新型Ωは発情期がないわけではない。彼らは、自身の遺伝子との相性が良いαにのみ発情をする。それは、優秀な子孫を残すための能力である。発情期を持たないのは、適当なαと番になることを回避するためであるが、しかし、ひとたび自身との適合が良いαを見つければ、普通のΩとは比べものにならないほどの強烈なフェロモンで相手を誘惑し、番うことをする。それは運命の番、魂の番と呼ばれるものでもある。運命の番といわれるほどの絆を持ったΩ一〇〇〇人を調査した結果、新型Ωの数は七二五人いた。実に七割以上である。新型Ωの正確な数は分かっていないが、Ω全体の一割にも満たないであろう。その数の少なさからいえば、これは実に驚異的な数字でもある。私たちが知らないうちにΩは進化をし、より優秀な子孫を残そうと、暗躍しているのだ」

        　男子学生が読んだ内容に、光希は少し気恥ずかしくなった。改めて自分の文章を読まれるというのは、何回されても慣れるものではない。

        「この研究以外にも、先生は数多くのオメガを相手に研究をなさっていますね。よくこれだけの数のオメガを研究できましたね」

        「今はインターネットにオメガのコミュニティーもあるし、何より私にはいいスポンサーがいたからね。恵まれていたよ」

        「でもオメガのコミュニティーに入るのは難しいのでは……」

        　光希は自分のうなじを、学生に見せた。

        「あ……」

        「君もオメガだね。もしかして、新型オメガ？」

        　学生は頷うなずいた。

        「先生の本、凄くロマンティックだなって。運命に意味を与えました。そういえば、こんなことも書いてありますよね。『αとΩの進化は、神がゲームをしているわけではない。神はゲームなどしない。ゲームをするのは遺伝子だ。彼らは、戯たわむれ、時には弄もてあそび、様々な戦略で我々を翻弄する。αとΩの進化は、遺伝子自身の実験から生まれてきたようなものだ。我々固体は、彼らの戯れに付き合わされている、悲しい実験台でしかないのだ。』なんか、強烈ですね」

        　光希はそれに笑う。

        「遺伝子に導かれた運命が、ロマンティック？　遺伝子の奴隷だなんて、全然ロマンティックじゃないよ。占いの方が、まだロマンがあるんじゃないかな」

        「そんなことありません。遺伝子同士が惹かれ合うなんて、凄いロマンですよ」

        　光希はうなじをすっと撫でると、時計を見た。

        「君は、運命の相手に会いたいの？」

        　学生は少し顔を赤くした後、はいと頷うなずいた。

        「そうか、会えるといいね」

        　光希が笑うと、また学生は顔を赤くした。

        「じゃあ、私は用があるから行くね。本を読んでくれて、ありがとう」

        　光希が言うと、学生はお辞儀をして小走りで走って行った。

        「もう来てるかな」

        　今日は光希の誕生日である。大学まで、久我山が迎えに来てくれる予定だった。

        　光希が若くして助教授になれたのは、一重にコネのお陰だ。父の達臣が、高校中退後の生活や、大学の費用を持ってくれた。それどころか、光希のしたいことに全面的に協力してくれたため、光希はいくつかの論文を発表し、それなりの研究者として身を立てることができたのだ。

        　達臣からすれば、兄弟で番になるくらいならば、光希が苦しもうとも、久我山と番になってくれた方がよかったのだろう。まるで光希への贖罪のように、金銭的援助を惜しまないでくれたのだ。

        「待たせちゃった？」

        　駐車場に行くと、すでに久我山がいた。

        「いや、今来たところだよ」

        　助手席に乗り込むと、車は静かに発進した。

        　久我山は自分のために、そして何よりも光希のために寝る間も惜しんで働き、今ではそれなりの会社を経営している。苦しい生活が続いたが、最近ではようやく落ち着き、こうやって二人でデートをする時間も持てるようになった。

        　入籍はしていない。子どものいないオメガに対し、なんの役に立っているのだと陰口をたたく者もいる。光希も久我山もそれは構わなかったが、しかし面倒なので結婚を選択することはしなかった。いや、自分は結婚などする資格はないと光希は思っており、久我山もそれを理解したため、法的な契約はしなかったのだ。

        　昔、一度だけ妊娠をしたことがあった。しかしそれも、妊娠二か月ほどで流産をした。受精率は高いが、流産率も高いアルファとオメガには、珍しいことではない。それでも、原因が子の父親以外と番ったことかもしれず、一つの命を殺してしまったかもしれないことに、光希は未だに罪悪感を抱えている。そしてその罰なのか、久我山と子をなすことはできなくなっていた。

        「何考えている」

        　赤信号で止まったときに、久我山が光希の顔を覗き込んで聞いてきた。それに光希は笑う。

        「何も。ご飯、楽しみだなって」

        「そうだな。外食は久しぶりだ」

        　車は都内のホテルの駐車場に入って行く。ホテルの中のフレンチレストランで食事をするのだろう。光希は車から降りると、久我山のエスコートで店に入った。

        　前菜を食べていると、久我山がクスリと笑った。

        「なに？　どうしたの」

        「いや、初めて光希と外で食事したとき、箸の持ち方、可愛かったなって」

        　光希はそれに顔を赤くした。

        「そんな優しい言い方。行儀悪かったよね」

        「そんなことないよ。光希以外だったら、もう会いたくないって思ったかもしれない。だけどあのとき、あぁこの子を守ってあげたいなって、そう思った。でも光希はあれ以来、箸での食事をしてくれなくなったから、凄く困ったよ」

        　また光希は顔を赤くして、そして笑った。

        「美味しい？」

        　久我山が聞いてくるのに、光希は頷うなずく。

        「美味しいよ」

        　繊細な味で彩られた料理たちは極上で、確かに美味しい。光希はそれに舌鼓を打ちながらも、その一方で、砂を噛んでいるようだとも感じていた。

        　味覚だけではない。全ての感覚において、喜びと同時に苦痛を感じる自分がいる。

        　それはあのときからだった。あのときから自分は、暗闇の中にいる。光も音も届かぬ深い闇の中、叫ぶことも泣くこともできぬまま、ただ震えて、歩くしかない。

        　そしてただ待っている。光か、終焉かは分からぬか、ただ待っているのだ。

        「上に部屋を取った。行こうか」

        　コーヒーを飲み終えると、久我山が言う。それに光希は頷うなずいた。

        　部屋に入ると、久我山が光希を抱きしめキスをしてくる。シャワーも浴びずにそのまま二人、ベッドに横になると体を重ねた。

        　番になったためか、光希はもう自らフェロモンを操ることができない。ただのオメガと同じだが、他のオメガと違うことは、発情期がないことだ。

        　それは運命に逆らった自分に、体内に宿る遺伝子が罰を与えているようだと思った。彼らは、自分たちの命令に逆らった光希という人間を、決して許すことはない。

        　それでも光希には充分であった。発情期がないため、光希も久我山も、以前のように激しくお互いを求めることはできなかったが、発情などしなくてもこれ以上なく感じることができるのだ。

        　だがその一方で、身が裂かれるような痛みと苦しみを味合わなければいけなかった。それは、全身を少しずつナイフで切り裂かれるような痛みだ。

        　思わず光希はやめてくれと叫びたくなる。叫んで、久我山を突き飛ばし、二度と触らないでほしいと懇願しそうになる。

        「光希、愛してる」

        　しかしそれも、久我山の囁きで消えていく。泣きそうな声で囁かれるその言葉に久我山の顔を見ると、その目は以前のように、ただ純粋に快楽に溺れている目ではなかった。快楽や悦びの奥には、痛みや怒り、罪の呵責があった。

        「俺もだよ」

        　光希はそう答える。それに久我山はひっそり笑うと、最後を迎えるために動きを激しくした。

        　そして全てを終えると、久我山は光希の隣で横になり、何度も何度も光希の頭を撫でた。

        　それに光希は目を瞑る。

        　久我山も恐らく、闇の中だ。自分といる限り、自分を抱く限り、闇の中から抜け出せない。

        　それでも――。

        　光希は思う。

        「疲れたか？」

        　聞いてくる久我山に、光希は首を振る。

        「大丈夫。凄くよかった」

        　そう言って、久我山の手を自分の頬に当てた。

        　この手がある限り、自分は歩く。どこに行くのか、どこに行き着くのか分からないまま、ただ歩く。この手がある限り、どんなに闇が深くとも、歩くことができるのだ。

        「誕生日、おめでとう」

        　それに光希は笑うと、久我山の体にしがみつくように抱きついた。

        　久我山の匂いがする。光希が何よりも求め、何よりも愛する匂いだ。

        　しかしその匂いもその肉体も、今では光希に痛みを与えてくる。喜びと同時に、深い痛みを与えてくるのだ。

        　あぁ、それでも。

        　光希は思う。

        　あぁそれでも、俺は幸せだよ、兄さん。俺の世界はただ満ちていて、誰よりも、何よりも幸せなんだ。

        　光希が心の中で呟いた言葉は、その体内に潜む闇の中に、深く、深く、沈んで消えた。　

        　

        完

        　

        　

        【晃希エンドへもどる】

    

    
        【アフターストーリー　妊娠編】

        　

        　

        　光希が高校を辞めることを決心したのは、三学期の終業式を終えた直後のことであった。

        「やっぱり色々考えたけど、無理だよね」

        　光希の言葉に、晃希は何も言うことができずに、そっと光希の手に自分の手を重ねた。

        「まだ、お腹はそんな出てないよね」

        　ソファに横になっている光希の腹を撫でると、光希は目を瞑った。

        「これから出てくるかもしれないし、何かあったら怖いし、産後、どれくらいで体が戻るかは分からないんだって。隠しながらはやっぱり無理」

        「ごめん」

        　謝るのは良くないと分かっていたが、つい謝ってしまう。自分のせいでこうなったのだと思うと、やはりやりきれない。あのとき、光希を初めて抱いた自分を罵倒したかったが、しかし何回考えても、あのときの自分を止められるとは思えなかった。

        「謝るなって何回も言ってるだろ。大丈夫だよ。学校も、卒業よりも行くことが俺の目的だったんだ。一年しか行けなかったけど十分楽しんだよ。友達もできたし、凄く楽しかった」

        「だからこそ、もっと楽しんでほしかった」

        「でも、こんなことがなければ、ここまで楽しいとは思わなかったかもしれない。悪いことばかりじゃないよ」

        　そう言って、光希は晃希の手に自分の手を重ねてきた。相変わらず晃希よりも少しだけ冷たい。

        「これから、どうするの？」

        「取りあえず時間を見ながら勉強して、高認とりたい。大学も挑戦してみたいし。無理かな……」

        「無理じゃないよ。俺も、光希と一緒に受験する」

        「晃希は来年受験しなよ。子どもの状態とか、俺の体調次第ではいつ受験できるかなんて分からないし、一緒よりも、ずれてた方が色々と楽だと思うんだけど。それに晃希には早く働いて欲しい。いつまでも親の脛を齧ってるのはおかしいだろ。俺はもう腹をくくったけど、それでも父さんや兄さんの手を借りないと何もできないっていうのは、やっぱり悔しい。凄く、悔しいよ」

        　それを聞いて、光希は自分よりもよほど考えているなと思った。光希は脆く、弱々しく見えるのに、実際にはとても強い。晃希は光希のそんな面を見るたびに驚くのと同時に、大好きだと思うのだ。

        「光希は偉いね。俺も親の力を借りるのは悔しいと思うけど、だけど別にいいかって気持ちもある。親だから助けてくれるだろうって思うんだ。甘いんだろうな」

        「それは仕方ないよ。育ち方が違うから」

        　そう言って笑う光希は、嫌味で言っているわけではないのだろうが、その言葉は晃希にとっては少し辛い。

        「つわりは良くなった？」

        「もう大分良くなってきたけど、まだ少し気持ち悪いかな」

        　光希が学校を辞める理由は、臭いも原因の一つであった。

        　つわり自体は良くなっているようだが、臭いに酷く敏感になっている。特に晃希以外のアルファの臭いが駄目なようだ。父の達臣や、兄の慶太の臭いも駄目なので母屋にもほとんど行けない。

        　警備員の伊藤の臭いも駄目だと言う。顔にこそ出さないが、光希が自分の顔を見て鼻を押さえたのを見た伊藤は、大分ショックを受けたようであった。臭いを消すために制汗剤を大量にかけ、更に光希に顔をしかめられることになった。

        「ごめん、伊藤さん。その臭いの方が、きつい……」

        　そう言われて、伊藤はやはり無表情のまま。更にショックを受けていた。伊藤は結局光希と同じ部屋にいることは諦めたようだ。オメガの光希は鼻が良いので仕方がないが、少し可哀想だなと同情をした。

        　家のチャイムが鳴った。時計を見ると、十九時だ。兄の慶太が夕飯を持ってきてくれたのだろう。

        　伊藤が玄関を開けると、慶太が家の中に入ってきた。リビングで横になっていた光希は起き上がって慶太を迎える。

        「いいよ、寝てて。体調、大丈夫？」

        　やはり臭いを気にして近づかない慶太に、光希は頷うなずく。

        「大丈夫だよ、そんなに離れないで」

        「まぁ、でもあと二ヶ月の我慢だから」

        　そう言った慶太は、それでも寂しそうだ。光希は自分からは慶太の臭いが駄目だとは言わなかったので晃希が代わりに慶太に言ったのだが、無表情の伊藤と違い、表情豊かな慶太は端から見て笑えるほどにしょんぼりとしていた。

        「ごめん」

        「仕方ないよ」

        　そう言って慶太はテーブルに食事を置くと、帰って行った。

        「今日もカレーライス……」

        「晃希は母屋に行って食べてきなよ」

        「えー、やだよ。一緒に食べたいし」

        　光希は、妊娠してから偏食になった。酸っぱい物が食べたくなるなどは聞いたことがあったが、何故だか光希は、二週間ほど同じ物を食べたがるのだ。

        　今のブームはカレーライスらしく、ここ１週間ずっとカレーライスだった。

        「おかわりもありますよ」

        　家政婦の橘がそう言って笑う。光希は米の炊き上がる臭いで気持ち悪くなるため、ご飯も母屋で炊いて、おひつに入れて持ってきてくれている。至れり尽くせりでありがたいのだが、晃希が自分だけでも他の物が食べたいと慶太に言ったら、自分で作るか母屋に食べに来いと言われてしまった。当然のことなのだが、少し寂しい。

        　慶太の光希への溺愛ぶりは、光希が妊娠してから更に増してしまっている。同じ弟の晃希に、その半分の優しさでもいいから欲しいと思うのだが、慶太以上に光希を愛している自信がある晃希には、慶太の気持ちも痛いほどにわかるので仕方がないとも思っている。

        「何か作りましょうか」

        　橘が言うが、晃希は首を振る。

        「いいよ、臭いで光希が気持ち悪くなるかもしれないから」

        　光希がそれに笑った。

        「我が儘なんだか、気ぃ使いなんだか分からないね」

        「そういうお年頃なんだよ」

        　晃希はそう言うと、光希の頬にキスをした。

        「光希を一人で食事なんてさせられないし」

        「別に子どもじゃないからいいよ」

        「ううん。俺がいるときは、一人でご飯、食べてほしくない」

        　晃希が光希の目を見てそう言うと、光希は少しキョトンとした顔をした後、ありがとうと小さな声で言った。晃希の心が分かったのだろう。光希はその育ちのせいか、常に人の気持ちを探ろうとしてくる。本人は無意識だろうから気がついていないのだろうが、そうやって人の顔色を常に気にしているのが、晃希には少し悲しい。

        　しかしまだ救いなのは、光希が少しひねくれているところだ。人の心の機微にすぐに気がつくが、あえてそれを無視することをする。反抗することもする。そして、ただ顔色を窺ってくるだけの人間でないからこそ、晃希の心をかき回し、そして惹きつけてくるのだ。無意識なだけに質たちが悪い。

        「おいしい？」

        「うん」

        　嬉しそうにカレーライスを頬張る光希は、相変わらず早食いだ。これはどうやったって治らない気がする。言うと気にするので言わないが、実はそんな光希が可愛いと思っていた。懸命にご飯を食べる様さまは、それでも汚らしくはなく、体いっぱいに美味しいと言っているようだ。

        　慶太がいつも嬉しそうに光希が食事をする様子を見ていた気持ちが分かる。自分で作ったわけでもないのに、晃希も見ているだけで何だか嬉しくなってくるのだ。

        　しかしそれは、光希がずっとまともな食事をしてこなかったのだということの裏返しでもある。それを突きつけられているようで、嬉しいのと同時に酷く胸が痛んだ。

        　晃希が、光希と一緒に住むことを初めて知ったのは、高校二年生の夏休みだった。

        　今でも覚えている。父の達臣に呼ばれてリビングに行くと、テーブルには何枚かの写真が置かれていた。それは光希の写真だった。

        　

        　

        　その写真に写っている少年を視界に入れたとき、晃希は時間が止まったようにその写真を見つめていた。凄く綺麗だ。そう思った。透き通った白い肌に、整った顔立ち。目は黒く潤んでいて、睫が長く影を落としている。赤く色づいた唇は、果物の様に美味しそうだと思った。今まで見たどんな男よりも、どんな女よりも綺麗だと思った。

        「座って」

        　達臣が言うので、晃希はソファに座った。

        「弟の光希だよ」

        　達臣が言う。晃希はそれに、頭が真っ白になった。

        「光希……？」

        　懐かしい名前だと、そう思った。もうずっと口にしていなかった名前だ。離ればなれになってから、晃希は何度も何度もその名前を口にしたが、何故だかこの家ではそれがタブーになっており、双子の兄の名前を言うことは、いつしかなくなっていた。

        　会いたいとは思っていたが、別れてから一度も会っていない。自分のことなど忘れているかもしれない。そう思うと、会いに行くことも躊ため躇らわれ、また、どうやって会えるのかもわからなかった。

        　裂かれてしまった自分の半身だ。失ってしまったオメガを求める気持ちが、強烈に湧いてくる。会いたいと、強くそう思った。

        「この家で一緒に住もうと思っている」

        「え？」

        「急で、心の整理がつかないかもしれない。だけど、私の息子で、慶太の弟で、そして晃希の兄だ。家族なんだ」

        　家族。何だか急にその言葉を白々しいと思った。今更家族だなんて、何を言い出すのだと思ったが、晃希は無意識に頷うなずいていた。

        「いつから？」

        「今年中には、一緒に住めればいいと思っている」

        「こんな綺麗な子が俺の双子で、これから一緒に住むなんて信じられない……」

        　晃希は思わず呟いた。否はなかった。

        　晃希は記憶力がずば抜けて良かった。四歳からの記憶、とくに光希と過ごした記憶を鮮明に覚えていた。それは、忘れたくない記憶だったからかもしれない。

        　幼くして晃希は、既に光希とずっと生きていくのだと決めていた。幼い頃の誓いを執拗に覚えているのは、アルファだから持ち得る偏執的とも言える執念からなのか、性格なのかは分からない。ただ、脳が、体が、オメガの片割れを忘れてくれなかった。いくらなんでも、五歳のオメガの影を追うなど馬鹿らしいと思ったが、何故か光希の存在は常に晃希の片隅にあったのだ。

        　それから、とにかく光希が来るまでは胸が締め付けられるような、そわそわするような、そんな毎日を送った。何をしても上の空だ。何をやる気が起きず、早く時間が過ぎるのを待っていた。

        　光希が鳥羽の家にやって来たのは、写真を見てから二ヶ月ほどたってからであった。

        「お昼過ぎには家に着くと思う。昼飯は、光希が家に着いてから、皆で食べよう。お腹空いたら、何か適当に食べてて」

        　その日は土曜日で、晃希が学校に行く前に慶太がそう言った。今日、光希が家に来る。そう思うと、授業など受ける気にはなれず、上の空で一日を過ごした。

        　家に帰ると、まだ光希は家にいなかった。制服を着替え、どこで待とうか考える。自分の部屋で待つか、リビングで待つか。くだらないと思いながら、そんなことをずっと考えていた。

        　結局テレビをつけてリビングで待っていると、玄関の方から声がしてくるのがわかった。

        　リビングの扉が開く。晃希は立ち上がると、ドアの方を見た。

        「ただいま」

        「お帰り」

        　達臣が初めにリビングに入ってきて、次に慶太が入ってきた。その後ろには、慶太の体よりも一回り小さな少年が立っている。

        「光希、双子の晃希だよ。覚えている？」

        　光希はそれに頷うなずいた。下を向いている。初めての場所で緊張をしている様子がうかがえた。

        「晃希、挨拶」

        「うん」

        　光希の元に歩いて行こうとした瞬間、匂いが立ち上ったのが分かった。

        　なんだこれは。こんな匂いは初めてだ。

        　これは、オメガが発情している匂いなのか。いや、違う。オメガの発情に遭ったことはなかったが、それでも違うと言うことは分かる。

        　ではこれは何だ。何の匂いだ。ずっと嗅いでいたいと思うのと同時に、そばにいたくない。離れなきゃいけない。そう思わせる匂いだ。胸がざわりとして、とにかく落ち着かない。

        「俺、晃希です」

        　それに光希が顔を上げた。

        「光希です。久しぶり」

        　光希は写真で見たよりも、更に綺麗であった。その顔に、見とれ、目を奪われる。

        　しかし、それ以上は何も言うことができない。あんなに待ち望んでいた再会であったのに、ただ、苦しかった。

        　結局その日の昼食も夕食も、用事があるからと言って、一緒に取ることはしなかった。そうやって、待ち望んでいた再開の一日は終わった。　

        　その日は中々眠れなくて、翌日は早くに目が覚めた。キッチンにいくと、慶太が食事を作っている。

        「おはよう」

        「おはよう。早いね、日曜日なのに」

        「うん、目が覚めちゃった」

        　食卓に座ると、味噌汁の匂いがしてくる。慶太の味噌汁は晃希の大好物だ。母親の味など知らないが、おそらく慶太の味噌汁が晃希のそれにあたるのだろう。

        「昨日さ、用事あったなら仕方ないけど、できれば食事は一緒にして欲しいな」

        　慶太は怒鳴ったり、命令したりはしない。このようにお願いをするように言うが、それは命令されるよりも、よほど効果があることを晃希は知っている。そして知ってはいても、慶太の優しい口調で言われると、大体が従ってしまうのだ。

        「なんで」

        「光希はさ、今までずっと一人で食事してきた子なんだ。多分、小さな頃からずっと、誰かと食事をしたことがない。家で一人、食事をしてきた。だからここに来たからには、可能な限り誰かと食べさせてあげたい」

        「なんで一人なの。母親が忙しかった？」

        「違うよ。まぁその辺はおいおい話すから」

        「ふーん」

        　その後、光希の食事マナーや光希の体にある火傷の跡を見て、自分達の母親がどういった人間なのかを知った。何故一人で食事をしていたのかも知った。とにかく腹がたった。何故そんなところに光希を置いていたのか、父に腹を立て、兄に腹を立て、そして知らなかった自分に腹を立て、何よりもそれを甘んじて受けていた光希に腹を立てた。

        　その後、光希の編入が決まったとき、部活は辞めることにした。朝練などして、光希との食事の時間を潰したくない。遅く帰ってきて、夕飯の時間を潰したくない。朝と夜だけではなく、昼も光希を一人にしたくなかった。たとえ嫌がられても、晃希は光希と一緒に食事をすることを選んだ。

        「一人でご飯、食べさせたくないから」

        　光希はおそらく、何故晃希がそう言ったのか、そのときは分かっていなかっただろう。いや、晃希自身でさえ分かっていなかった。

        　食事は、家族を繋ぐものだ。慶太が食事にこだわるのも、ようやく分かるようになってきた。これから先も、光希一人で食事をさせることをさせたくない。晃希は強くそう思うようになっていた。

        　

        　

        「今度、俺、料理覚えるから」

        　晃希はカレーライスを食べながら、そう言った。

        「え？」

        「俺、なんでも出来るから、きっと美味いよ」

        「自分で言うなよ」

        　そう言って光希は笑うと、空になったカレーライスの皿を前に、頬杖をついて、晃希の顔を見てきた。

        「え、何？」

        「美味しい？」

        「まぁね。飽きたけど、でも兄さんの作るカレーは美味い」

        「よかった。美味しそうに食べてる顔見ると、幸せになれるよね」

        　そう言って、光希は笑った。

        　　

        ＊

        　

        　光希を連れて、ベビー用品売り場にやって来た。平日の昼間だから人が少ないと思ったが、結構人がいる。子連れの母親だけではなく、父親がいる家族もいた。そんな中で、自分達は少し異質なのだろう。じろじろと見てくる視線が少し痛かった。

        「俺たち、どんな風に見えるのかな」

        　光希が呟く。

        「友達か兄弟だろ」

        「そうだよね」

        　家族といたり、学校に行っていると忘れてしまうが、世の中は大半がベータだ。オメガがいることなど、大抵の人間の頭にはない。今ここに光希がいても、オメガで妊娠をしているなどとは、ほとんどが思わないのだろう。

        「体調は大丈夫？」

        「うん。アルファの匂いはほとんどしないから」

        　光希はそう言って、スマートフォンにメモした買い物リストを表示させた。

        「これ、可愛いね」

        　外国製の、ポップな色使いの哺乳瓶を取って晃希が言うと、光希は首を振った。

        「実用的なのがいい」

        　それに、光希らしいと思って笑う。

        「可愛いのは、惹かれない？」

        「いや、そんなことないよ。これ、みてよ。凄く小さい。可愛いな」

        　赤ちゃん用の産着を見て、光希が微かに笑う。

        　いやいや、お前の方が可愛いだろ。

        　晃希は心の中で呟いた。

        「抱っこ紐も買っちゃう？」

        　光希の言葉に晃希は頷うなずいた。

        「そうだね。何回も買いに来るの、面倒だしね」

        「うん。俺も、何回もここに来るのは、結構しんどい」

        　光希も、周りの視線が気になっているのだろう。女性の視線は結構辛辣である。もし光希がオメガだと分かったとしても、若すぎると思われるだけだ。

        「次、来るとしたら父さんと一緒に来ようか。兄さんの方がいいのかな」

        「そうだね。あ、これだ」

        　光希が、展示されている抱っこ紐の中から、お目当ての抱っこ紐を手に取った。光希は調べるのが好きだ。哺乳瓶からチャイルドシートにいたるまで、事細かに調べたようだった。妊娠に関して晃希に調べろと言っていたはずなのに、いざ気になると、調べないと気が済まないのだろう。

        「いいよ、光希の好きなので」

        「晃希は今、背、何センチ？」

        「１７９」

        「１センチ、サバ読まないんだ」

        　光希は笑いながら、抱っこひもの適正身長を見ている。嬉しそうだ。よかった。自分との子どもの誕生を喜んでくれている。

        　しかしその反面、いくら光希が子どもの誕生が楽しみだと言っても、晃希には常に罪悪感があった。自分のせいで望まぬ妊娠をし、高校を中退させた。そんな光希が、本当に自分との子どもを望んでいるのか。その不安は、いくら光希が大丈夫と言っても拭うことはできない。今この瞬間も、よかったと思いながらも、本当にそうなのかと疑う自分もいる。

        「君たち、高校生？　学校は？」

        　二人で抱っこひもの試着をしていると、後ろから声をかけられる。振り返ると警備員が立っていた。

        「高校生じゃありません」

        　十代に見える男二人がこんな場所にいるのだ。気持ち悪いと思う人間もいるのだろう。誰かが店員に言ったのかもしれない。しかし、それでも客にこんなことを言ってくるのも気分が悪いし、何か悪いことをしていると言われているようで、それも気分が悪かった。

        「彼らは、私の雇い主のご子息です」

        　遠くから見ていただろう伊藤が、足音もなくやってきて、警備員にそう言った。

        「彼は妊娠しています。なので出産準備をしに来ました。何か問題でもありますか」

        「あ、いえ、失礼いたしました」

        　伊藤の、丁寧な口調だが、無表情で冷静な態度に、警備員がひるんだのがわかった。警備員はお辞儀をすると、そそくさと、どこかに消えてしまう。

        「気分悪い。店、変えようか」

        　晃希が言うと、光希は首を振った。

        「こんなの、仕方ないだろ。このくらいでいちいち腹立ててたら、今後どうすんの。オメガで、若くて、片親なんて、色々と言われ続ける。俺だけじゃなくて、きっと子どもも言われる。腹くくれよ」

         　腹をくくれ。きっとそれは、光希が自分自身に向けた言葉でもあるのだ。

        　兄弟なので結婚はできない。番だろうが運命だろうが、それは無理だ。なので、子どもは婚外子になる。達臣の子どもとして籍を入れるという話もあったが、光希が頑なに反対をしたのでそれは叶わない。

        　晃希と違って、光希はできるだけ自分の力で生きていこうとしている。それは立派なことだが、たまに晃希さえも排除されるのではないかと不安になるくらいに、光希は頑固で、こうと決めたら全力で突き進む。まるで野生の獣のようなときがあると慶太は言うが、言い得て妙だと思う。

        「愛と金さえあれば何とかなるって思ってた。俺、ほんと馬鹿」

        　晃希が呟くと、光希が黒い抱っこ紐をカートに入れて、晃希の背中を叩いてきた。

        　

        ＊

        　

        　光希はリビングで大きなビーズクッションに埋もれるように座り、自分のお腹を撫でていた。そのビーズクッションは、ソファで授乳するよりも楽であり、子どもを落とす危険もないと聞いて買った物だ。光希は大分気に入ったようで、最近ではよくそこに座っていた。

        　出産予定日まではあと二ヶ月をきっている。光希の腹は少し出てきていた。他の週数の妊婦に比べるとそうでもないのだろうが、ぽっこりと出ているお腹が愛おしいと思い、晃希は光希の腹を撫でた。

        「疲れた？」

        　晃希が聞くと、光希は少しね、と答えた。光希は今日、久しぶりに外に出て友人の真々田と戸川に会いに行ったのだ。朝に出て行って帰ってきたのが夕方だ。楽しかったのだろう。よかったと思うのと同時に、光希を独り占めしたいという子どもみたいな感情が湧いてくる。

        「でも、お腹に子どもいるんだから、もう少し早く帰ってこないとダメだよ」

        「早くって、６時には帰ってきただろう」

        「そういうことじゃなくて」

        　上手く言えずに、口ごもる。光希はそれに、むっとした顔をした。

        「たまにはいいだろ。子どもが生まれたら自由な時間なんてないんだから」

        「いや、だからそうじゃなくて、何かあったら危ないだろ」

        「そうだね」

        　光希はそれ以上は何も言わずに口を噤んだ。顔つきから機嫌が悪いのが明らかだ。しかしこれ以上話しても無駄だと思ったのだろう。

        　光希は頑固なくせに、かといって自分の意見をぶつけることはしない。口下手なのかもしれないが、ならばそれで諦めればいいのに、何も言わずに突然行動に起こすことがあるので困るのだ。

        「ごめん。ただ、何かちょっと寂しかった」

        　素直に晃希は謝る。そうすると、光希は少し機嫌が良くなったみたいで、晃希の頭を撫でてきた。

        「ずっと一緒にいるのに？」

        「そうだよ。俺たち運命の番だろ」

        　そう言うと、光希が困ったように笑う。その顔が可愛くて、晃希はキスをした。

        　そして晃希は、また言ってしまったと自分に呆れる。気がつくとすぐに運命の番という言葉を使っていた。それを言うと安心できるからであったが、しかし光希は恐らくその言葉を言われるのが好きではないのだろう。いつもその言葉に困った顔をするのだ。

        「あ、ポコポコ言ってる」

        　光希が笑って言った。それに、晃希も作り笑いをする。

        　晃希はまだ自分が父親だという実感がない。先日も、病院で貰ったエコー写真を見ながら、どれが頭でどれが足なのか分からないと思い、自分の子どもだという実感など湧かなかった。

        　一方光希はそれを貰ってニコニコと笑っていた。父親なんてこんなものなのだろうか。それとも自分が薄情なのか。

        「触ってみる？」

        「うん」

        　光希は嬉しそうだ。不思議なもので、胎児が育つにつれて晃希よりも光希の方が子どもに対する愛情が大きくなってきている。それを嬉しいと思うのと同時に、自分は結局、光希という人間を自分の元に縛りたいがためだけに子どもを作ったのではないかと、今さらながらに思うのだ。

        「触ってわかるかな」

        「まだわからないかな。どうだろ」

        　光希のお腹にそっと触る。しかし胎動を感じることは出来なかった。

        「今日、楽しかった？」

        　晃希が話をそらすように言うと、光希は頷うなずいた。

        「何したの？」

        「いつもと一緒。カラオケ行って、ご飯食べて、ボーリングは無理だから映画見に行って買い物にも行った。久しぶりで、凄く楽しかった」

        　光希が子どものように笑った。光希のこんな顔はなかなか見ることができない。よほど楽しかったのだろう。

        「学校、辞めてよかったの？」

        　晃希が聞くと、光希が晃希の顔を見て、そして晃希の髪の毛をぐしゃりとかき混ぜた。

        「もう、その話はなし」

        「うん」

        　晃希は心の中がざわりとして気持ち悪いと思ったが、そこから目をそらした。

        「もう寝ようよ」

        　晃希が言うと、光希は時計を見て、そうだねと言ってゆっくりと体を起こす。晃希は光希に手を差し出すと、その手をとって立ち上がるのを手伝った。

        　寝室に行くと、光希が布団に横になる。晃希は光希にキスをした。

        「ねぇ、今日、いい？」

        　晃希が聞くと、光希は少しだけ笑った。

        「晃希から言ってくるの、珍しいね」

        　確かにそうだと晃希は思う。光希が妊娠してから、いや、光希と初めてセックスをしてからか。それ以来、自分から誘ったことはなかった。光希の意思を尊重したいというのと、拒絶されるのが怖かったからだ。

        　晃希が聞く限りでは、運命の相手というのは愛し愛され、つねにお互いを欲する関係のはずだ。それは発情期など関係ない。しかし、光希はそうではないのだ。晃希自身に魅力が無いのか、双子ということからか、それとも光希が普通とはずれているからか。

        　恐らくそのどれも違う。光希には他に求める相手がいるからこそ、必ずしも晃希が全てではない。光希は必要とあらば晃希を平気で拒絶をするだろうし、晃希を全身で欲することもない。

        「いいよ」

        　光希が答えるのに、晃希はほっとする。光希の腹に体重をかけないように覆い被さると、再度キスをして、首筋に唇を落とした。

        　光希のシャツを脱がし、鎖骨を舐めながら、マットレスの隣に置かれているチェストに手を伸ばすと、引き出しを開ける。

        　コンドームを入れているのは、一番上の引き出しだ。しかし、晃希は手探りで引き出しを開けたため、あやまって二番目の引き出しを開けてしまった。そこに手を入れると、手に当たる感触が違うと思って視線をやる。

        「何これ」

        　そこに入っているのは、光希の「種の起源」だ。晃希はそれを取り出すと、光希の目の前にかざした。

        「なんでこれがここにあるの」

        「なんでって、昼寝したときに読んだから」

        「ふーん、昼寝ねぇ……」

        　晃希は、光希が大事にしているそれを誰から貰ったのか予想がついていた。「久我山に貰った本だろ」

        「……そうだけど」

        　いぶかしげな顔をして光希は答える。

        「そんな本をさ、俺らの寝室に置くって無神経すぎない。しかもこそこそと隠してさ」

        「別にそんなつもりじゃない。そのまま寝ちゃって、片付けるの忘れてただけだ」

        　光希が言うのに、晃希は引き出しをしめると、立ち上がって光希に背を向けた。

        「どこに行くの」

        「子ども部屋で寝るよ」

        「なんで。怒ってんの？」

        「別に」

        「じゃあ、なんで別の部屋で寝るんだよ」

        「光希はその本と寝たいんだろ。邪魔しちゃ悪いから」

        「晃希！」

        　光希が叫ぶのを、晃希は無視をして寝室から出て行った。

        　まるで子どもだ。自分でもわかっている。しかし、いまだ光希の頭からあの男が去っていないのは事実であろうし、勝てる気もしない。苛立たしい気持ちで、子ども部屋に行った。

        　子ども部屋には、購入したベビー用品が、封も開けずに置かれている。少しずつ増えていったベビー用品を見ても、今の晃希には何の感慨もわかず、ただの物にしか見えなかった。

        　光希は生まれてくる子どものために何が必要かを調べて、それを嬉しそうにこの部屋に並べているのに、晃希にはそれがない。何だか置いて行かれている気分になるだけだ。

        「なんなんだよ、俺」

        　晃希は呟くと、布団も敷かずに横になった。少し肌寒いと思って、子ども用の毛布を引きずり出すと、それを体にかけた。オーガニック素材の綿とウールの、ふわふわの毛布だ。温かかったが、晃希の腹を覆うくらいしかできずに腹正しい気持ちになる。自分が悪いとわかっていても、光希に謝る気にはなれなかった。

        　

        ＊

        　

        　寝室に昼寝をしに行った光希が、すぐに寝室から戻ってきた。

        「晃希、本はどこ？」

        　怒鳴るように言う光希に、晃希はソファで漫画を読みながら視線も合わせずに、首を傾げた。

        「何、本って」

        「とぼけるなよ、種の起源がない！」

        　晃希はゆっくりと顔を上げると、意地の悪い笑みを浮かべた。

        「なんだ。やっぱり昼寝の時に一緒に寝てるじゃん。その本持って、俺の見えないところで、何してるんだろうな」

        「くだらないこと言うな。本、どこだよ」

        「知らないよ」

        「晃希だろ！」

        　晃希は再度漫画に視線を移すと、さぁと言った。

        「橘さんじゃないの」

        「橘さんは、寝室の引き出しを勝手に開けるような人じゃない」

        「じゃあ、伊藤さんとか」

        「伊藤さんが、許可無く寝室に入るわけないだろ」

        「そういえば、間違えて捨てたかも」

        　そう言って再度光希の顔を見ると、光希は今まで見たことのないような怒りの顔と、不安そうな表情を浮かべている。

        　光希は常に諦めと隣り合わせだ。自分の運命に怒りあらがいながらも、結局最後は受け入れる。しかしそれと同時に、ただ受け入れるのではなく、藻掻き、苦しみ、前に進もうとするのがこの男だ。なので、こんな風に初めから怒りをあらわにする様子は初めて見た。

        　いや、二回目か。一回目は久我山との子どもができないようにと、無理矢理アフターピルを飲ませたときだ。それ以来、こんな怒りは見せたことはない。晃希はそんな光希を見て、なんだか小気味がよいと感じていた。

        「新しいの、買ってあげるよ。もう、大分読み古してただろ」

        「同じのはない」

        「あるよ、いっぱい」

        　光希の目に、今度は怒りとは別の色が浮かんだ。それはあえて言うなら蔑さげすみか。

        「晃希は結局、その傲ごう慢まんなところ、変わらないんだね」　

        　光希はそれだけ言うと、部屋から出て行った。

        　自分は小さな男だ。くだらない嫉妬で光希を怒らせ、傷つけた。そして今も、それをどうにかしようとは思っていない。心の底では、結局光希は行くところなどない、晃希の元に返ってくるしかないという高慢さがあった。

        　しばらくすると、光希は再度リビングにやってきた。いつもの定位置のビーズクッションに座るが、表情には色がなかった。

        　まるで人形のようだ。整っている顔に色がないというのはこんなにも無機質になるのだと思った。

        　それと同時に、晃希は自分のやったことを今更ながら後悔をした。今ならまだ間に合うかもしれないと思ったが、光希の表情が全てを拒絶しているように感じて、何も言うことができなかった。

        　光希はぼうっとテレビを見ている。晃希は漫画の続きを電子書籍で購入すると、そこに目を落とした。

        　学校にも行っておらず働いてもいない。家のことは橘がやってくれている。初めはこの生活は楽で最高だと思っていたが、あまりにも暇すぎて飽きてきていた。恐らく光希もそうだろう。

        　外に出かけることもできるだろうが、光希は用事が無ければ出ることはしない。男の妊婦は珍しいので、奇異の目で見られるのが嫌なのだろう。端から見れば少し太ったくらいにしか見えないが、光希なりに自身の体の変化に戸惑っているのだ。それでも、それを受け入れ子どもの成長を喜んでもいる。

        　漫画から目を上げると、光希の様子を窺うかがう。ソファの隣に置かれているビーズクッションに座っている光希の横顔は相変わらず色がなく、何を考えているのか分からなかった。

        　玄関のチャイムが鳴った。晃希が立ち上がりモニターを見ると、慶太が立っている。時間は六時だ。少し早いが、夕飯を持ってきたのだろう。

        　ドアを開けると、焼きたてのパンの匂いが漂ってきた。今光希のブームはパンだ。それを知った慶太がパン作りにはまったようで、わざわざパンを焼いて持ってくる。大学四年生で就活もなく、ほとんど学校にも行っていないので暇なのだろう。

        「良い匂い」

        　晃希が言うと、慶太は嬉しそうに笑って家の中に入ってくる。慶太の後ろには橘が鍋を持って立っており、続いて中に入ってきた。

        「光希、体調どう？」

        　リビングから顔を覗かせて慶太が言うと、光希は普通、と答えた。

        「お食事の準備、してもよろしいでしょうか」

        　橘が部屋に入ってくると、晃希は頷うなずいた。

        「じゃあね、また来るよ」

        「待って、兄さん」

        　光希はそう言うと、ゆっくりと立ち上がった。

        「せっかくだから一緒に食べようよ」

        「や、でも、臭い、駄目だろ」

        　慶太が遠慮がちに言うと、光希は首を振った。

        「大分良くなった」

        「ありがとう。でも、いいよ。我慢することない」

        「お願い、いてよ。晃希と二人になりたくない」

        　無表情のまま言う光希に、慶太は晃希の顔をじっと見てくる。

        「何、喧嘩？」

        「まぁ、そんなもんかな」

        「どうせ晃希が、我が儘か何か言ったんだろ」

        　慶太はため息をつくと、リビングに入ってきた。

        　テーブルにはパンとそら豆のポタージュが置かれた。今の光希は、具のないパンが好きなようだ。晃希はハムとレタスとクリームチーズの入ったパンを食べた。他にも、コーンが練り込まれた物や、ベーコンの入った物もある。焼きたてのパンはおいしく、いくらでも食べられそうであった。

        「おいしい」

        　光希が少しだけ笑う。それに晃希はほっとした。

        「今日、そっちに泊まっていい？」

        　食事が終わると、光希が慶太を見て言った。慶太はチラリと晃希の顔を見たが、頷うなずいた。

        　晃希は内心で、何だよと思いながらも、次の発情期はもうすぐ来るだろう。その時になれば必ず帰ってくる。そこでお互いを貪り合えば、また元に戻れるはずだと思った。それは願望でもある。

        　光希の発情期の間隔は、最近では二週間になっている。光希自身の発情自体は緩やかになったようだが、発情の周期は来る出産に備えて短くなっているのだ。

        「臭いは平気？　屋敷にいるのはベータばっかりだから、大丈夫だと思うけど」

        　光希は頷うなずくと、部屋からパジャマを取ってきて出て行ってしまった。

        　晃希は書斎に行くと、自分の机から「種の起源」を取り出してそれをじっと見つめた。

        　馬鹿なことをしたとはわかっている。しかし、今更返すのも癪であった。久我山を思う気持ちごと、光希を受け止めると決心をしたはずだ。それでも、頻繁にちらつく久我山の影は、晃希を確実に苛さいなんでいる。そして、光希の腹にいる自分の子どもにさえも嫉妬しているのだ。

        　二人で住んで、二人で家庭を築くと決心してから、安心するどころかまた不安がぶり返してきている。

        　これはいつまで続くのだろうか。光希と再会してからずっと続く鬱屈した心情は、光希と結ばれたときには晴れこそしたが、その心を手に入れることが出来ないことを思い知らされるたびに、再度沸き起こってくる。

        　運命の相手だと知って喜んだ自分を嘲あざけるばかりだ。

        　以前光希は、運命など生殖の相性が良いだけで、愛ではないと言った。それが、ずっと喉にひっかかる小骨のように、ずっと晃希の頭の隅にある。本当にそうなのか。愛などすぐに冷める。しかし、自分達は永遠に結ばれるはずだ。

        　もう頭の中がぐちゃぐちゃして訳がわからない。

        　晃希は書斎に置かれているソファに座り目を瞑った。この家は、４ＬＤＫのさして広くもない家だが、今日はやけに広く感じた。光希がいなければ、こんな家には意味が無い。

        　あと出産まで八週間だと思いながら、一体自分はなにをしているのかと、己の矮小さを唾棄した。

        　

        ＊

        　

        　本宅に通い出して三日目になる。また今日も光希は引きこもって部屋から出てこない。リビングで慶太の出してくれたアイスコーヒーを飲みながら、晃希はブスくれた顔をした。

        「俺もこっちに来る」

        　晃希が言うのに、慶太は苦笑いをして首を振った。

        「駄目だよ、それは」

        「何で」

        「光希がこっちに逃げてきた意味がなくなっちゃうだろ」

        　晃希は慶太の顔をじろりと睨むと、ため息をついた。

        「兄さんはさ、いっつも光希の味方だよな」

        　晃希が言うと、慶太もため息をついた。

        「当たり前だろ」

        「何で？」

        「何でって、晃希、本気で言ってる？」

        　晃希は慶太の呆れたような言い様に、答えることが気まずくなって口を噤んだ。

        「二人がなんで喧嘩したのかは聞かないよ。光希も言わないし。まぁ、光希はそういうの言う子じゃないから仕方ないけど」

        「お説教？　俺が悪いっていうのはわかってるよ」

        　慶太は柔らかな表情を厳しい表情に変えると、晃希の顔をじっと見てきた。

        「光希、俺に聞いてきたよ。子どもがいてできる仕事ないかって。父さんの会社は、中卒でできる仕事なんてないし、下請けなら紹介できるけど、環境は決して良くない。コネだから優遇はしてくれるだろうけど、子どもの病気なんかでしょっちゅう休むと、白い目で見られるし、入社早々それじゃ周りにも迷惑かけるから、働きたくても子どもが大きくなるまで待ちなよって言ったんだよね」

        「何で光希、そんなこと……」

        　晃希は言いながら、光希が自分から離れて自立しようとしているだと、酷く動揺した。

        「それでさ、光希言うんだよ。俺は以前みたいに発情期も制御できないし、発情期がきても晃希以外では駄目だって。発情期以外もそうかもしれないから、これじゃあ、風俗で働くことも出来ないって」

        「は？」

        　慶太は相変わらず晃希の顔をじっと見てくる。晃希は、思わず目をそらした。自分が惨めだと感じ、プライドが傷ついたのを感じる。

        「運命の番は、アルファの戦略だって光希は言ってる。いや、オメガの戦略かもしれないし、その両方かもしれない。どちらにしろ、アルファは単なる捕食者で、運命の相手に見つけられたオメガは、ただ食われるのを待つだけだ。どんなに愛されたとしても、一人で生きていくことはもうできない。アルファ専用の娼婦だって」

        「ふざけんな……」

        　晃希は呆然とした後、ふつふつと怒りが湧いてきた。一度も光希を娼婦のように扱ったことはない。心から愛している。それなのに、そんな風に感じていたのか。

        「怒るな。事実だ。もう光希はさ、晃希に従うしかないんだ。光希がちゃんと自立した大人ならよかった。でも光希には何もない。子どもがいるから家を飛び出すこともできない。守ってくれる実家は、晃希の実家でもある。逃げる場所もないんだよ。それに光希はまだ、俺のことも父さんのことも、完全に信頼はしていないんだ。実際、光希がこの家から出て行くと言ったら、孫のためにも全力で止めるだろうしな。そんな光希がどれだけ孤独なのか、わかるか。だから俺は、光希の味方をするし、晃希を傷つけても光希を守る。俺たちが光希にしたことを考えれば、当たり前だ」

        「……光希は、俺のこと、嫌いになった？　俺のこと、そんなふうに言うほど、嫌なのか」

        「さぁ、わからない。光希はゼロか一の子だしね。直情的だから、やることも考えることも突き抜けてる。それにもともと光希は、運命の番というものに懐疑的で、そういう考えをする子だったろ。それなのに運命の番が晃希だって分かって半年しかたっていない。心の整理がまだ完全についていないから、自分なりに整理をするために言ったんだろう。仕方がない。だけど晃希は、オメガを番にするんだ。それなりの覚悟をもたないと」

        　晃希はそれに自嘲する。

        「番にはなりたくないって言われてる。光希なりの抵抗だよ」

        「仕方ない。お前らは双子だ」

        　晃希は口を噤むと、立ち上がった。

        「明後日くらいに、光希の発情期が来る。そのとき、連れてきて貰っていい？　それまで俺、こっちに来ないし、その後光希が嫌だって言ったら、またこっちにお世話になると思う」

        「わかった」

        　晃希は本宅を出て家に戻ると、光希がいつも座っているビーズクッションに座り、呆然としていた。時間を巻き戻したい。いつも思うことだ。しかし、巻き戻しても自分は愚劣なままなのは分かっていた。

        　光希を好きだと思えば思うほど、深みにはまっていく。抜け出せない沼にゆっくりと溺れていくようだと思った。

        「ごめん、光希」

        　光希が戻ってきたら、隠した「種の起源」を返そう。そして心から謝り、自分が久我山に嫉妬していると、素直に話すのだ。

        　許されるのかはわからない。オメガの光希は、アルファしかいない鳥羽の家に来て、愛する者とも会えず過ごしたのだ。それは、今の晃希よりも更に辛いことであったのだろう。

        　そんな光希がお守りのように持っていたのが、恐らくあの本だ。あの本には、過去手にした情愛と、未来への希望と、そして今を生きるための救いがあったのだろう。それを下らぬ嫉妬で取り上げた。子ども以下だ。

        　ただ好きなだけなのに、何故こんなにも上手くいかないのだろう。こんなことなら、運命の番などではなく、ただの双子として、一番近しい者として、生きていった方が良かったのか。

        「そんな筈ない」

        　光希の温もり、内に秘めている激しい劣情。それを知った今では、光希を手にしなければ良かったなど、とてもではないが思えない。あんな悦びも幸せも、お互いだから味わえるはずだ。

        　クッションに染みついた光希の匂いを嗅ぎながら、晃希は知らず己に手を伸ばしていた。しかし何故だかそこは全く反応を示さず、空しさだけが心を覆っていく。

        　運命の番をなくしたオメガは生きていけないというが、それはオメガだけではない。アルファだって同じだ。少なくとも、自分は生きていけないだろう。

        　晃希はそう思いながら目を瞑る。光希を抱きしめて眠りたいと、そう思った。

        　

        ＊

        　

        　ようやくあと一日だ。予定では明日光希の発情期が来る。仲直りもできるはずだと考えながら、パソコンで株価をチェックした。

        　将来、どんな仕事をするべきなのだろうか。父親の会社に勤めるべきか、それとも在宅の仕事をするべきか。光希の発情期はなるべく一緒にいてやりたいとは思う。晃希の発情フェロモンを光希が浴びれば、光希の発情期の発情間隔は長くなる。恐らく、日中は晃希がいなくとも大丈夫なはずだ。

        　しかし、光希はまだ番ではない。番にならないままであれば、晃希も己の欲望に身を任せることはできない。どこかでセーブをしなければ光希を傷つけてしまう。しかしセーブをすれば、晃希のフェロモンの放出は減り、それによって光希の発情期の発情間隔は短くなるだろう。できるだけ一緒にいてやらないと駄目だ。

        　ならば、在宅で仕事を探さなければいけない。株で小金を稼ぐことはできるだろうが、所詮賭け事だ。投資として考えるのなら悪くはないが、投資家として生きていけるかといえば、それは不安だと言うのが本音だ。

        　しかし金は必要だ。子どもの性別がオメガであれば、守るためにもより金が必要になる。一体世の中の番持ちのアルファは、どうやって金を稼ぎながら番を守っているのか。不思議であった。

        　パソコンの画面を見ながらそんなことを考えていると、スマートフォンがなった。画面を見てみると、慶太の名前がある。

        「はい」

        　晃希が電話に出ると、慶太が少し慌てるような声で聞いてくる。

        『そっちに、光希いる？』

        「え、いないけど」

        　嫌な予感がして、晃希は顔をしかめた。電話の向こうでは、そっか、と慶太が答えたが、冷静そうなその声には、どこか焦るような色が見える。

        「なに、光希いないの？」

        　晃希は言いながら、玄関に向かって歩き出した。

        『うん。まぁ、まだ四時だからね。遊びに行っただけかも』

        　晃希は段々と歩調を速め、とうとう走り出した。伊藤はどうしたと思ったが、そう言えば今日は休暇を取ると言っていたと思い出し、舌打ちをする。

        「兄さん」

        　本宅の居間に飛び込むと、慶太が顔を上げた。柔らかく笑ってはいるが、少し引きつっていた。

        「いつからいないの」

        「俺が知らない間に出たみたい。守衛に聞いたら、十時くらいには出かけたって」

        「気づかなかったのかよ」

        　避難めいた声で言うと、慶太は申し訳なさそうに頷うなずいた。

        「ちょっと買い物に出てた。特に、今日どこかに行くって言ってなかったから、ちょっと心配で」

        　それに、喧嘩した後だから、と慶太は呟いた。確かに、やけになった光希は何をしでかすか予想がつかない。

        「予定では、明日、発情期が来るんだよ」

        　自分で呟きながらも、晃希は少しゾクリとした。

        　発情期でも晃希といれば、光希と晃希の匂いが混じり合って、他のアルファを寄せ付けなくなる。それは運命の番であるためなのだろう。実際に、初めてお互いが発情したときには、学校の誰も寄っては来なかった。

        　しかし晃希と離れて光希が発情したとしたら、恐らく他のアルファを惹きつけるだろう。街中でそんなことが起きたらと考えると、晃希はその場にじっとしていられなくなった。

        「俺、探してくる」

        「心当たりは？」

        「取りあえず、光希の友達あたるよ」

        「住所、わかるの？」

        　晃希は首をふる。

        「警備の人間に行かせるよ。晃希が行ったら、また意固地になるかもしれないから」

        　真々田と戸川の住所を知っているのかと思い、穏やかそうに見えるが、こういう所が鳥羽の跡取り息子なのだと感心と畏怖を抱いだく。慶太はおっとりしているように見えて、そつが無く上手く人を操る人間なのだ。

        「わかった。何かあったら教えて」

        　晃希はそう言って本宅から出て行ったが、とても家に戻る気になれずに、外に出た。

        　自然と足は、ある男の家に向かっていた。その男の住所は、調べて知っていた。訪ねる予定は全くなかったが、その男がどこにいるのか知らなければ気が済まなかったのだ。

        　古いアパートで、晃希の家の敷地よりも小さな敷地に立っている。くすんだ赤色のペンキが塗られた階段を上り、目的の部屋の前に行く。そこには、小さな字で「久我山」と書かれていた。

        　いるはずがない。わかってはいたが、晃希はその部屋のチャイムを鳴らしていた。中からは返事はない。もう一度鳴らすがやはり返事はなかった。

        　部屋の中は暗い。居留守なのか見当も付かずに立ちすくんでいると、階段を上る音が聞こえてそちらを見た。

        　その足音は、この部屋の主である久我山のものであった。久我山は晃希に気が付いたのか、訝いぶかしげに眉間に皺をよせた。

        「君は確か……」

        　晃希は軽くお辞儀をしながら、その顔をじっと睨んだ。

        　久我山はそれ以上何も言うことはせずに、鍵穴に鍵を差し入れ、玄関のドアを開けた。晃希はその開けられたドアをぐいっと開き、久我山に断りもせずに、部屋の中に入った。

        　その部屋はこのアパートの外観どおりのままの寂しさで、大して物もない小さな部屋であった。

        　小さな台所の向こうにはドアが二つあり、両方とも開きっぱなしになっている。晃希は部屋の中に入ると、光希がいないかを確認した。

        　どちらの部屋にもいない。トイレにも風呂場にもその姿は見えなかった。

        「光希がいなくなったのか」

        　久我山は晃希の行動に文句も言わずに、晃希の肩をぐいっとつかんできた。晃希はその手を乱暴に払う。

        「何でここに来ると思った」

        　久我山は小さなローテーブルの前にあぐらをかいて座ると、視線で晃希にも座れと言ってきた。晃希はどうするべきかと思ったが、この男と少し話してみたいと思ってローテーブルを挟んで座る。

        　久我山が晃希の顔を見てきた。その目は鋭く氷のように冷え切っている。晃希はそれに腹の底が冷たくなっていくように感じた。

        　以前聞いた光希の話の中の久我山とはまるで違っていた。光希の話した久我山は魅力的で、大人の包容力があり、優しく、穏やかだ。しかし目の前にいる男からはそれとはまるで違う印象を受ける。

        　この男は光希にだけその優しさを見せたのだろうと、晃希にはすぐにわかった。光希以外は、この男にとっては価値のないものであったのではないか。そしてだからこそ、育ての親である叔父を切り捨てることできたのか。久我山の視線は、そんなことを感じさせるのに、十分なものであった。

        　今でもそうなのか。晃希はその視線を受けながら考える。容貌はこの上なくアルファだが、その心は違うと光希が言っていたことがあった。しかしそれは違う。この男以上にアルファらしい男などいるのかと思うほど、人に対して冷たい目だ。

        「君は、光希と番になったのだろ」

        　久我山の視線と言葉に、晃希は一瞬だけ動揺をした。それを見逃さなかったのか、久我山は微かに笑った。その笑みは本当に微かなものだったが、確かに笑ったのが分かった。ここまで笑みに冷酷な意味を持たせることができるのも珍しい。

        「あぁ、まだなっていないのか。光希が、嫌だと言ったか」

        「……」

        　晃希は答えずに久我山の顔を睨み付けた。

        「何故君なのかって、私も思うよ」

        「どういう意味だ」

        「君は何を持っている？」

        「は？」

        「君はきっと、優秀な人間なのだろうね。名門鳥羽家の息子で、なんでも持っている」

        　何を言い出すのかと思って、相変わらず晃希は久我山を睨み付けていた。褒めていないのはわかる。久我山の視線は明らかに悪意のそれだ。自分に好意など持っていないのはわかるが、それでも気持ちの良いものではない。

        「しかし、本当に君が持っている物はなんだ。君自身が持っている物は、あるのか」

        「しらねぇよ」

        「ぬくぬくと幸せに育ち、何でも手に入って、苦労したことはない。そんな君が、光希と寄り添う資格があるとでも？」

        　久我山の言いたいことがわかり、晃希は久我山から視線をそらした。やはりすぐ帰ればよかった。いや、来なければよかったと思いながら、掌をぎゅっと握る。

        「光希は、一人で生きていくことはできないかもしれない。でも、少なくとも一人で生きていこうとは考える子だ。あの子は、ずっと諦めて生きてきた。オメガという自分も、ナルシストの母親も、受け入れるしか道は無いと知っていたからだ。だけど、諦め、受け入れはしても、それでも前に進む強さがある。諦めながらも屈することはない。私や君なんかよりも強い子だ。何よりも儚く、それでいて強い。そんな光希を守るだけの強さを、君は持っているのか」

        「……」

        「持っていないだろ。運命でさえなければ、君に光希を渡すなど、決してしなかった」

        「光希の望みを叶えてやらなかった臆病なアンタに、言われたくねぇよ」

        　せめてもの反抗をした晃希に、久我山は顔色一つ変えずに、そうだな、と呟いた。

        「叶えようと思ったことも何回もあった」

        　久我山が呟く。

        「初めての発情期が終わった後、光希はここに来た」

        「知ってる……」

        「首輪を取ってやると、光希は言った。俺に番になって欲しいと、運命の相手がいても、俺と番になると、そう言った」

        　久我山の言葉に、晃希は心臓がドクリと跳ね上がり、体の芯が冷えるのを感じた。

        　すでに自信を消失していた晃希はこれ以上傷つくことなどないと思っていたが、久我山の言葉は、更に晃希の心臓を抉った。

        　あの日、久我山の家から帰ってきた光希は、泣きながら晃希とは番になれないと言った。その泣き顔を思い出す。絶望した光希は酷く綺麗で、消えてしまいそうに透き通っていた。抱き壊したいと思ったのと同時に、光希の願いを叶えてやりたいと、そう思ったのだ。

        「確かに、私は君が言うとおりに臆病だ。未だに、あの時光希と番にならなかったことを悔いている。いや、光希が君と出会う前に番にしてしまえばよかったと思っている。しかし、運命の番がいる光希を、私の番にしなかったことを正しかったとも思う」

        「そうだよ、アンタは俺たちの間には入れない。俺たちは運命の番だ。誰にも、引き裂けない」

        「それを本気で言っているのか。お前が死んだら、光希はどうなる」

        　まだ若い晃希は、そんなことを考えたことはなかった。身近な人の死にも出会ったことはない。晃希は、思わず久我山の顔を見た。

        「運命なんて、簡単に切り裂けるんだ。だから、何を差し置いても光希を守り、幸せにできると確信が持てるまでは番にはなるな。光希よりも決して先に死なないと誓えなければ、番にはなるな」

        「そんなの、わかってる」

        　久我山はギロリと晃希の顔を睨むと、立ち上がった。

        「もし、お前が死んだら、俺が必ず光希を殺す」

        　独り言のように久我山が呟いた。

        　この男は本気だと思いながら晃希は立ち上がると、光希を深く愛したであろう男の顔を見た。恐ろしく冷たい目をじっと見つめると、その奥には泣きそうに揺れる、子どものような瞳があった。

        　あぁこの男は苦しんでいるのだと、当たり前のことを知る。同じように、光希も苦しんだのだろうと思い、そして今も苦しんでいるのだろうかと考えると、泣き叫びたくなる。

        「早く、光希を探してやれ」

        　玄関に行きドアを開けた久我山は、晃希に外に出るように促してきた。晃希は頷うなずくと、靴を履いて外に出る。

        「それと、光希が逃げ出したくなるようなことは、もう二度とするな。もしまたこんなことがあったら、今度こそ、私の番にする。光希が不幸なら、手放した意味などない」

        　久我山はそれだけ言うと、玄関のドアを閉めた。

        　晃希はやけに響く足音を聞きながら階段を下りると、ともすれば座り込んでしまいそうになる自分の足を、無理矢理に動作させた。

        　光希を探し出さなければいけない。そう思ったが、その一方で探し出したところで何になるのだとも思う。光希は自分のことを好きではない。仕方がなく一緒にいるだけだ。光希が自分と一緒にいたくないというのなら、このままでもよいのではないかと思ったとき、スマートフォンが音をたてた。

        　画面を見ると、慶太の名前がある。晃希が電話に出ると、慶太の優しい声が聞こえ、少しほっとした。

        『今どこ？』

        「横浜」

        『あぁ、そう』

        　慶太は、何故横浜にいるのかは聞いて来なかったが、分かってはいるのだろう。

        『光希のいる場所、わかったかも』

        「え、どこ？」

        　先ほどまで考えていたことなど吹き飛んで行く。光希の名前を言葉にして聞けば、やはり心に湧き出てくるのは、会いたい、愛しいと言う気持ちだ。そして、光希と離れようと一瞬でも考えた自分を愚かだと思い、今度はしっかりとした歩調で駅に向かって歩き出した。

        「どこにいるの？」

        『多分、葉山の別荘。葉山の別荘の鍵が開けられたって警報があって、防犯カメラ見てみたら、光希らしき人間が入っていったのが確認できた』

        　葉山の別荘は、暗証番号と家族の指紋認証で玄関の扉が開く。光希が避難するには、最適な場所だと思った。

        『今、伊藤さんに向かってもらってる。そっからなら、逗子まですぐ着くだろ。どうする？』

        「伊藤さん、休暇だったよね」

        『電話して、休暇返上して貰った』

        「相変わらず、光希に甘いな」

        　言葉にこそしないが、伊藤が光希を気にかけているのに気がついていた。どいつもこいつも光希光希とうるさい。俺の光希なのにと心の中で呟きながら早足で駅の構内に入っていった。

        「一度帰る」

        『いいけど、時間かかるぞ』

        「取りに帰りたい物がある」

        『何？　俺は念のため家に残るから、誰かに持って行かせるよ』

        　晃希は少し黙った後、小さな声で呟いた。

        「種の起源」

        『光希の？』

        「そう」

        『どこにあるの？』

        「俺の書斎の机の中」

        　電話の向こうで慶太はしばらくの間黙っていたが、ため息をついたのは分かった。

        『あぁ、そりゃ光希も怒るだろうな』

        「うん」

        『わかった。誰かに持って行ってもらう。ついでに橘さんにも付いていってもらうよ。もうすぐ光希の発情期だって言ってただろ。もし発情期が始まったら、当分帰って来れないだろ』

        　そうか、そうだった。光希は発情期が来るとわかっていて、いなくなった。苦しむとわかっていても、晃希から離れたかったのだ。そんな光希が自分と会ってくれるだろうかと不安になるが、待ち合わせ場所を慶太に言われるのに素直に頷うなずくと、カフェに入るでもなく、待ち合わせ場所にただ突っ立って車が来るのを待った。

        　夕方で道が混んでいたのだろう。二時間ほどしてやってきた車の後部座席に飛び乗るようにして乗り込むと、車はすぐに発進した。

        「橘さん、持ってきてくれた？」

        「はい」

        　橘は紙袋を晃希に渡してきた。晃希は紙袋を受け取り「種の起源」を取り出すと、それをパラパラとめくる。

        　「生存競争」の章に目をとめると、そこにある「生き残るための闘争は同じ種の個体同士や変異同士のあいだで最も過酷におこなわれる」という言葉に目を奪われる。

        　いつも光希が言っていることだ。オメガとアルファは奪い合いお互いを支配しようとしている。それが光希の根底にある考えだ。その思想はこういうったところから来ているのだろう。忌ま忌ましいが、仕方がない。光希の言っていることは真ではないが虚でもないのだ。

        　久我山に対してもそんな風に思っていたのか。そんなことを聞いたことがあったが、光希はそれに、曖昧に笑って誤魔化しただけであった。恐らく久我山だけは別だったのだろう。所詮光希の思想も、感情の前では崩れ去るのだ。

        　アルファへの侮蔑が晃希に向けられることはあっても、久我山に向けられることはない。ただ久我山には、アルファに対するもう一方の感情、憧れや庇護されたいという気持ちを向けるだけだ。

        　そんなことを漠然と考え、また気持ちが沈んでいくのを感じながら、考えるな、余計なことは考えては駄目だと、久我山を頭から追い払おうとした。しかし上手くはいかなかった。

        　葉山の別荘につくと、そっと鍵をあけて中に入る。すると音もなく伊藤が現れ、晃希の耳元で囁くように言った。

        「光希くんは部屋に籠もっています。もう始まっているようです」

        　一瞬何を言われているかわからなかったが、発情期が始まっているのだとすぐに理解する。そう言われれば匂いがするが、しかし、何故かいつものように晃希を興奮させるほどには匂っては来なかった。

        　部屋のドアをノックすると、返事はなかったが、晃希は勝手にドアを開けた。部屋の中は独特の匂いが漂っている。光希は暗い部屋の中でベッドに座り、タオルケットを羽織っていた。

        　晃希はベッドサイドの明かりをつけると、光希を見る。淡く照らされた明かりの中でも、光希の目が潤んでいるのがわかった。いつもはそれに激しく欲情するのだが、今日はやけに心が落ち着いている。

        「一人で、イケたの？」

        　ベッドの周りに捨てられているティッシュを見て、晃希は聞いた。

        「うん」

        「何で？」

        「わからないけど、晃希の匂いがしないからだと思う。この部屋からも、俺の中からも」

        　光希の中からも晃希の匂いが消えた。その言葉に晃希は動揺しながらも、なるべく表には出さぬように、手に持っていた「種の起源」を光希に差し出した。

        「ごめん。光希」

        　光希は手を出してくると、それを受け取ってぎゅっと抱きしめた。それに、晃希は目を細める。

        「俺、凄く嫉妬して……ごめん」

        「うん、いいよ」

        　許してくれないと思った光希は、晃希の顔を見上げてくると、そう言ってそっと笑った。

        「許してくれないかと……」

        「ううん。晃希が謝るのを待ってた。でも、晃希は謝らないだろうなと思ってたから、俺も少し意地になった。俺も、早く本を片付ければよかったよね。ごめんね」

        　晃希は光希の体をぎゅっと抱きしめた。

        「よかった」

        「本当に、俺、ただ読んでただけだから。慣れている本だと落ち着くし、眠くなるんだよ。別に、他意はなかった」

        「うん」

        　光希の言葉に頷うなずくと、晃希は光希にキスをしながら、タオルケットをそっと取り払う。光希の白い肌が表れ、晃希はゴクリと唾を飲み込んだ。

        　上半身はシャツを身につけたままだが、下半身は裸であった。自分の手で射精したくらいでは、治まらないのだろう。光希の中心は起立していてその存在感を示していた。

        　光希のそれは白く綺麗なだけに、濡れているとより淫靡に見え、見ているだけでしゃぶりつきたくなる。

        　晃希はそこにそっと手を伸ばす。光希の体がびくりと揺れた。

        「そこはもういいから……」

        　光希が甘い声でねだってくる。晃希は光希の体をベッドに横たえると、後ろに手を伸ばした。そこは既に濡れていた。

        　晃希が中指を差し入れると、光希の口から切ない声が漏れる。

        「いくら発情が弱いって言っても、一週間一人で過ごすつもりだったの？」

        　光希はこくりと頷うなずいた。

        「俺に頼るのが悔しかった？」

        　光希は再度頷うなずく。それに、なんとも形容しがたい思いを抱えながら、指を二本に増やして、中を弄まさぐっていった。

        「ん……あ……」

        　腰を揺らして晃希が来るのを待ち望んでいる光希を見ながら、晃希は己が変化しないのを感じていた。

        　おかしい。光希と一つになりたいと思っているのに、全く反応しない。いつもなら光希の匂いに反応して、体の奥から熱が湧き出てくるのに、それもない。

        「もう、はやく……」

        「ちょっと待って」

        　晃希は己のパンツの中に手を入れ自身をかいたが、全く変化をしめさなかった。

        　光希は晃希の様子に気がついたのだろう。上半身を起こすと、晃希のズボンのファスナーを下ろし、下着から萎えたままの晃希を取り出すと口に含んでくれた。

        　光希の口腔は気持ちが良い。誰に習ったのかは聞かなくとも分かる。嫉妬を覚えながらも、それでもその口淫に酔うのが常だ。しかし、今日は余計に気持ちが冷めていくのを感じた。

        「晃希……？」

        　中々大きくならない晃希に、光希が不安そうな顔で見上げてくる。

        「ご、ごめん」

        　晃希は、早く光希を気持ち良くしてあげないとと、ますます焦るが、それでも己は全く反応しなかった。

        「今日は、匂い、あまりしないもんね。疲れてるんだよ、きっと」

        　そう言って光希は慰めるように笑う。しかし、潤んだ目は、もう我慢できないと訴えており、晃希は自分が情けなくて、泣きたくなってくる。

        「そうだね。ごめん。口と手で、沢山してあげるから」

        　それに光希は首を振った。

        「いいよ。晃希がいると、もっと欲しくなるから。匂いが残るときついから、一人にして欲しい」

        「で、でも、それじゃあ光希が……」

        「お願い。晃希がいると、ますます辛いんだ」

        　荒い息に赤く蒸気した顔が、すでに苦しさを訴えていた。どうすれば良いのか、何が最良なのか判断が付かずに、晃希は言われるがまま、その部屋を出て行った。

        　匂いが光希に届かぬように二階に上がると、バルコニーに出て、暗く沈んだ海をぼうっと見つめる。

        　あぁ、そうか、番をもったアルファは、死ぬことは勿論、病気になることもできない。欲望を満たしてあげられないアルファなど、オメガにとっては何の価値もないのだ。

        　体で繋がっているだけの関係ならば、なおさらそうだ。心が繋がっていなければ、番になどなっても、簡単に絆は崩れ去るのだ。

        　運命の番だろうが何だろうか、こんな簡単なことで、壊れてしまう。久我山の言っていたことが、今は痛いほどに理解できた。

        　晃希がずっとこのままであったら、光希は自分から離れてしまうのだろうか。光希にとって晃希は、単に体が求める相手でしかない。ならば、その体を満たすことのできない晃希など、光希にとっては何の価値もないのだ。今まで感じたことのない恐怖が晃希を襲った。

        「五月と言えども、まだ冷えます。風邪を引きますよ」

        　伊藤が晃希のそばに来て、声をかけてきた。

        「あぁ、うん。でも、中に入ると、俺の匂い、光希に届いちゃうかもしれないから」

        　伊藤は深くは追求してこなかった。ただ、そうですか、と答えて家の中に戻ると、毛布を持ってきて晃希の背中にかけてくれた。

        「オメガにとったらさ、セックスってやっぱり重要だよな」

        「はい」

        　伊藤が、独り言のように呟く晃希に、返事をしてくれた。

        「やっぱり我慢できないんだよな。ほんと、獣みたい」

        　わざと侮蔑するように言うと、伊藤が低い声で聞いてきた。

        「光希君のそばにいなくても、いいんですか」

        「うん。だって、俺、勃たないから。この歳でインポだよ。笑える」

        　伊藤の顔を見ることはしなかったが、いつも通りの無表情だろうことは分かっていた。ならば見る必要もない。

        「それは困りましたね」

        「あぁ、困った」

        「光希君は大丈夫なんですか。自分の手では駄目なのでしょう」

        「あぁ、それな。大丈夫だって。俺の匂いが無きゃ平気みたい」

        「それじゃあ、私でも大丈夫ってことですね」

        　晃希は伊藤の言っていることがすぐには理解できず、訝いぶかしげな顔をして伊藤を見た。伊藤はやはり、顔色一つ変えていない。

        「伊藤さん、何言ってんの。そんな顔して、冗談きつい」

        「昔、警備した家の子がオメガで、十四歳で初めての発情期を迎えました」

        「は？」

        　突然何を言い出すのだと思って、眉根を寄せたまま、その顔をじっと見た。

        「その家は厳格な家で、嫁ぐまでは処女でなければいけない。それどころか、自慰も禁止されていました。ならば抑制剤を飲ませてあげればいいのに、自然派だとか何だとかで、それも禁止した。その子は発情期の間、手を縛られて過ごしていました。発散しないから匂いも凄く、さすがの私も抑制剤を打たなければいけないくらいでしたので、本人は、かなり苦しかったでしょう」

        「ひでぇな……」

        「私が食事を持って行くと、泣きながら懇願するんですよ。何でもするから抱いてほしいって。このままだと頭がおかしくなる。死んだ方がましだって、何度も何度も言うんです」

        　晃希は光希の発情期を見て、それがどれだけ辛いかを知っている。イクことも許されないとなると、それは地獄の苦しみだろう。

        「勿論、そんなことできるわけない。その子は初めての発情期を何とかやり過ごしましたが、何回か発情期を迎えるにつれ、徐々に壊れていき、最後は自ら命を絶ちました」

        　こんな話、何を目的に話しているのか、晃希はわからずに、伊藤の表情をじっと見た。やはりその表情からは何一つ窺うかがうことはできない。

        「光希も同じだって言いたいの？　だから、その子にしてあげられなかった代わりにやるって言うの」

        「まさか。光希君はその子とは違う。ただ、それだけオメガの発情期は辛いってことです」

        「わかってる」

        「本当に？　分かっていたら、我慢だなんてそんな言葉、出ないでしょう」

        「言葉のあやだ」

        「それでも、許されないことです」

        　今日は、もうどれだけ落ちればいいんだと思って、晃希はまた海に視線を戻した。伊藤の言うとおりだ。そして自分が無理であれば、誰か他のアルファに光希を委ねることをするべきなのかもしれない。抑制剤を飲むことは、光希が拒否するだろう。子どもに影響がないとしても、光希は万が一を考え、拒否をし続けた。今回もそうだろう。

        「でも、俺以外に光希を渡すなんて、絶対に嫌だ」

        「じゃあ、根性で治してください」

        　そういうプレッシャーが一番いけないんじゃないのかと思うが、伊藤はわかっていて言っているのだろう。腹は立つが、仕方がない。

        　伊藤が部屋の中に戻っていく。光希はソファの上で丸まると、毛布を掛けて目を瞑る。光希は眠ることができているのだろうかと考えると、とても眠ることはできなかった。

        　

        ＊

        　

        「おはよう」

        　バルコニーで毛布にくるまっていると、光希の声がした。顔を上げると、光希が毛布を持って立っている。

        「寒いでしょ」

        　光希は晃希の体に毛布をかけると、晃希の隣に潜り込んできて、体をピタッと付けてきた。

        「発情は？」

        「今は止まってる」

        「ごめん。光希に自分でさせるなんて、させたくなかった」

        　光希はそれには答えず、晃希の胸に額をつけてきた。

        「戻りなよ。冷えるのは良くない」

        「大丈夫。晃希、あったかいから」

        「匂いも、残っちゃうよ」

        「晃希、今、あんまり匂いしないから、大丈夫」

        　それに晃希は乾いた声で笑った。

        「アルファじゃなくなったのかな」

        「そんな簡単に、性は変わんないよ」

        　晃希は光希の頭を撫でる。何度も何度も撫でながら、もうずっと触れていなかったようだと思った。たった四日離れていただけなのに、もう何年も離れていたようだ。

        「辛かったらさ、だれかアルファ、連れてこようか」

        　光希は晃希の顔を見てくると、怒ったような顔をした。

        「ふざけんな。そういうの、ほんと、オメガを馬鹿にしてる」

        　光希の言うことももっともだと思うが、それでも発情期はどうにもできないではないか。それなら、それも選択肢の一つだ。食事をするのと変わらないと思えばいい。

        「第一、お腹に赤ちゃんいるのに、他の男とするの？　それ、本当に最低だ」

        「そうだね、ごめん」

        　しばらく沈黙が続く。どうしていいか分からずに光希の腰に手をあてると、光希がまた晃希の胸に額を当ててきた。

        　しばらく沈黙が続く。波の音が心地よい。五月の早朝は肌寒く、静かで、とても穏やかだ。このまま次の発情が来なければいいのにと思って、光希の頭をまた撫でた。

        「いいよ」

        「え？」

        「まだ番になってない。子どもも、俺一人で何とかする。申し訳ないけど、父さんに援助して貰えばいい」

        「何が？」

        　突然光希が言いだしたことに、晃希は驚いて光希の顔を見ようとしたが、光希は相変わらず晃希の胸に顔を埋うずめていて、その表情を見ることはできなかった。

        「前にも言ったけどさ、妊娠したのは晃希一人の責任じゃない。俺にも責任はある。だから、気にしなくても大丈夫」

        「だから、何がだよ」

        　無理矢理に光希から体を離してその顔を覗き込もうとするが、光希は俯いており、その顔を見せてくれることはなかった。

        「晃希、後悔してるだろ。赤ちゃんが生まれることも、喜んでない。仕方ないよ。初めてのあのときは、お互い、どうしても抑えることができなかった。将来とか、子どものこととか、とても考えられずに、本能のまま動いた。俺が発情したせいでもある。俺が発情しなかったらあんなことにならなかったのかもしれない」

        　晃希は光希の言葉に動揺をした。心臓が早く脈打つのを感じる。光希は、そんなことを思っていたのかと悲しくなってきて、光希の顎を掴つかんで無理矢理に上を向かせた。

        「何言ってんだよ」

        「まだ十八歳で、遊びたいし、もっと色んな未来がある。大丈夫。前に言っただろ。アルファは、運命だろうがなんだろうが、オメガがいなくても生きていける。俺も、まだ番になってなければなんとかなる」

        「ふざけんな」

        「じゃあ、赤ちゃんが生まれるの、嬉しいの？」

        　晃希はすぐに答えられず、声が詰まってしまうのを感じた。それに気がついただろう光希は、泣きそうな顔を一瞬だけ見せると、すぐに顔を伏せた。

        「違う。そうじゃない。違うから。嬉しいに決まってる」

        「嘘だ。じゃあ何で発情しないんだ。アルファが発情期のオメガ相手に、しかも運命の番相手に発情しないなんて、聞いたことない」

        　光希は人の感情の機微に敏感だ。最近の晃希の心情に気がついていたのだろう。それに加え、晃希が発情しないことで更に傷ついたのか。

        「ごめん。晃希の方が傷ついているよね。わかってるけど、でも、最近、晃希の様子がおかしかったから。俺一人で子ども楽しみにしてて、馬鹿みたいだなって」

        「いや、違うよ。楽しみに決まってる」

        「そう」

        　光希はそれだけ言うと、また口を噤んだ。こんなことを光希に言わせてしまったことが情けない。どう言えば光希が安心できるのかと考えるが、何を言っても信じはしないだろう。何よりも、晃希自身がそう言い切れる自信がないのだ。本当に情けないと思って、光希の体を強く抱きしめた。

        「そろそろ戻るね」

        　体を離して立ち上がった光希の顔は、少し赤い。

        「もう始まったの？」

        「うん、そうみたい」

        「全然寝れてないだろ」

        「仕方ないよ」

        　睡眠時間を割いて自分の元に来たのかと思うと、胸が痛んで泣きたくなってくる。まだ離れたくないと思ってその手をぎゅっと握ると光希が微かに笑うが、晃希から逃げるように手を引いた。

        「大丈夫ですか？」

        　光希がバルコニーから出ていくと、伊藤が光希の体を支えるように抱えた。

        「ありがとう」

        　光希が伊藤を見上げる。その仕草に苛立つのを感じながら、光希に触るなと叫びたかった。しかし、そんなこと言う権利などない。

        　伊藤がこちらを見てきた。無表情であったが、その目は晃希を挑発していると感じた。そしてすぐに、挑発ではない。伊藤は自分を叱咤している。オメガの番になる器ではないと、そう言っているだと、気がつく。

        　バルコニーの扉がしまる。晃希は去って行く光希の背中を、じっと見つめることしかできなかった。

        　

        ＊

        　

        　晃希は、トイレに行くためにリビングに入った。家の中は光希の匂いがしているが、発情が始まってから十時間たつのでそろそろ終わるだろう。

        　それでも、少しでも自分の匂いが残らないようにと考え、用を足したらすぐにバルコニーに戻ろうと思った。

        　リビングを通ってバルコニーに出ようとすると、テーブルに「種の起源」が置かれているのが見える。

        「あれ、これ、どうしたの？」

        　晃希は夕食の用意をしている橘に聞いた。

        「光希様が、もういらないから処分してくれとおっしゃいまして」

        「え？」

        　光希がそんなことを言ったのかと驚きながら、晃希は置かれている本を手に持って、バルコニーに出た。

        　ソファに座ってしばらく本を見つめていると、バルコニーの扉が開く。振り向くと、そこには光希が立っていた。

        　顔色が悪い。大分疲れているのだろう。お腹の子どもは大丈夫なのかと思いながら、丸いソファの真ん中に移動して手を広げると、光希が晃希の膝の間に座ってきた。

        「疲れてるね」

        　晃希が言うと、光希が頷うなずく。

        「うん。ちょっとね」

        　光希はそれだけ言うと、辛いのだろうに、それ以上は何も言わなかった。光希らしいと思って、後ろからぎゅっと抱きしめる。

        「本、捨てるの？」

        　聞くと、光希はそれには答えず、晃希の胸にもたれ掛かってきた。

        「過去は変えられない。感情もどうにもならない。だから、俺は晃希が欲しい言葉もまだあげられないし、過去を捨てることもできない」

        「うん」

        「でも、未来はどうとでもなる。俺は、晃希と一緒に生きていこうと決めたんだ。未来を、晃希にあげようって、そう決めた。だから、晃希が嫌なら、あの本ももういらない」

        「そこまでしなくていい。大事な本だろ」

        　晃希は光希を抱きしめる力を強めると、光希の肩に唇をつけた。

        「晃希が俺のために、変わってくれたのは分かってる。だから、俺も変われたんだ。でも、色々と無理もしたんだろうなって思ってるよ。だから、もう、無理しなくていい」

        「どういう意味？」

        「どういう意味でもないよ。晃希は好きなように生きればいいだけだ。ただ、俺はまだ一緒にいたいと思うよ。急に色んなことがありすぎたから、そろそろゆっくりでいい。たまには、こんなことがあってもいいから、できれば、まだ一緒にいたい」

        　晃希は光希の頬にキスをすると、耳元で囁いた。

        「優しいな、光希は。俺、こんなに駄目なのに」

        「駄目じゃない。俺の片割れだろ。駄目な奴が、俺の片割れになるはずない」

        　晃希はそれに笑った。

        「好きだよ、光希」

        「うん」

        「好きすぎて、お腹の赤ちゅんにも嫉妬した。俺、光希を俺だけの物にして、閉じ込めちゃいたい。俺以外のこと考えられないようにしたいんだ」

        「馬鹿だな、晃希は」

        　光希は怒らずに、笑い飛ばしてくれる。それに安堵した。

        「頭がいいのに、本当に馬鹿」

        「二回も言うなよ」

        　晃希が苦笑いをすると、光希がこちらを向いて、ソファに膝立ちになった。

        「でも、俺も馬鹿だ。晃希にそう言われて嬉しいって思ってる。半年前なら考えられないよ。俺も、大概だよね。しょせんオメガだ」

        「なら、俺も、しょせんアルファだ」

        　光希が晃希の唇にキスをし、口内に舌を入れてきた。発情していないのに珍しいと思いながら、それを受け入れて舌を絡めた。

        「でも、子どももきちんと愛してほしい」

        　唇を離して、光希が言う。

        「勿論愛するよ」

        「本当に？　子ども、欲しい？」

        「うん、欲しいに決まってる」

        　今度は本心から言えた。光希の言葉が、何ヶ月も心に滞っていた晃希の淀みを溶かしていったのだ。

        　単純だと自分でも思いながら、今度は自分から光希にキスをする。

        「だったらよかった。父親は、少なからず晃希みたいになるって、本で読んだ。マタニティブルーなら、それでいい。でも違うなら、きちんと言って。嫌々そばにいられるのは辛いから」

        「そんなこと、絶対にない。ごめん。不安にさせて、ごめん」

        　光希は頷うなずくと、晃希の股間にそっと触ってくる。晃希は中心が熱くなるのを感じた。

        「できそうだね」

        「うん」

        　光希が熱っぽい目で見つめてくると、妖艶に笑った。

        「もしかして、俺がどうすれば勃つか分かってた？」

        　光希は答えずに晃希から手を離すと、晃希の腿に頭を置いて横になった。

        「不安だったのは本当だよ。子ども、欲しくないのかなって、凄く不安だった。でも、晃希が俺のことを嫌いになんて、なる訳ないだろ」

        　そう言って光希は目を瞑る。

        「寝ていい？」

        　熱くなった中心をどうすればいいのだと思ったが、駄目だと言えるわけはない。

        「勿論」

        　光希は目を開けると、もう一度だけ笑う。

        「もしかして、俺に、お仕置きしたの？」

        　光希は答えずに、再度目を瞑った。

        　あぁ、光希には敵わない。晃希は思う。

        　いつだって光希は自分を翻弄する。光希の前には、アルファとしての矜恃も、強さも、賢さも、何もかもが意味の無いものになる。それが情けなくて、そして嬉しい。

        「いつか、俺一人の力で、光希を守るよ。光希が胸を張って、俺の番だって言えるような、そんな男になるから」

        　光希が、晃希の呟いた言葉を聞いているのかは分からない。それでも、すやすやと安心したように眠る光希に晃希も安堵し、その頭を撫でながら、気がつくと眠りに落ちていた。

        　

        ＊

        　

        　晃希、起きて。

        　光希の声がして、晃希は目をゆっくりと開けた。光希の顔を認識する前に、まず匂いが鼻孔をかすめ、その匂いに頭がクラクラするのを感じた。

        　光希が晃希の上に覆い被さり、顔を覗き込んでくる。その顔は少し赤らんでおり、発情が始まっているのが明らかであった。

        「ねぇ、しよ」

        　晃希は苦笑すると、上半身を起き上がらせた。

        「じゃあ部屋に戻ろうか」

        「やだ、我慢できない」

        　そう言って晃希の股間を弄いじってくる光希に、晃希は一気に己が高まるのを感じたが、それでもその手をそっと握ってそれを制した。

        「ここじゃ、見られちゃうよ」

        「いいよ。どんだけ待たせたと思ってんだよ」

        「光希、可愛い顔して大胆だよな」

        　晃希はそう言うと、光希の体をぎゅっと抱きしめた。

        「ここは駄目。伊藤さんに見られるだろ」

        　光希の体を抱き上げたがったが、万が一落としたら大変なことになると思い、光希の手を引いて部屋に急いだ。

        　部屋の中に入ると、光希が晃希の体をどんと押してきて、ベッドに座らされた。

        　光希が晃希のズボンからペニスを取り出すと、それを口に含んで舐め上げてくる。先日されたときとは違い、晃希の物は痛いくらいに反り返っていた。

        「そんな顔して頬張って。エロい」

        　光希がチラリと見上げてくる。出産が近づいているせいか、光希の発情は緩やかであり、その分冷静でもあった。だからこそ光希の行為は、理性が残っているのに行われている行為なのだと晃希をいつも以上に悦ばせる。

        「美味しい？」

        　光希が頷うなずく。それに、この上なく可愛いと思った。

        「ねぇ、もう頂戴」

        　光希がそう言うと、晃希は意地悪をしたい気分になって、首を振った。

        「じゃあ、誘って」

        　光希が恨めしそうに晃希を見てくると、少しだけ歯を立てて、晃希のペニスを囓った。

        「いてっ！」

        「意地悪だ」

        　光希はそう言うが、ズボンと下着を脱ぐとベッドに座った。

        「全部脱いでよ」

        「やだ」

        「何で」

        　光希は恨めしそうな顔で晃希を見た後、小さな声で言う。

        「お腹、出てきてるし、晃希、嫌だろ」

        　晃希は光希のその発言に、思わず光希の体を抱きしめた。

        「嫌なわけ無いだろ。むしろ、可愛い」

        　そう言って、光希の着ているシャツを脱がせると、確かにお腹は大きくなっていたが、それがとても可愛くて愛おしい。晃希は光希をベッドに押し倒すと、その腹を撫で、何度もキスをした。

        「仰向け苦しい」

        　そう言って横を向いた光希の後ろから抱きつくと、腹を撫でている手をそっと下ろしていった。

        「ねぇ、ほら、誘惑してよ」

        　光希の勃ち上がっているペニスをやわりと握りながら言うと、光希は誘うように腰を揺らしたが、晃希は猛る自身を懸命に抑えながら光希の耳の後ろを舌先で刺激をした。

        　光希はもう我慢できないのか、四つん這いになると、足を広げて秘部を晃希にさらした。

        「もうこんなに濡れてるんだ。わかるだろ。早く入れてよ……」

        　そう言うと光希は、秘所にゆっくりと自分の指を入れ動かした。

        「あ……ぁ」

        　切ない声が光希の口から漏れる。それに晃希はそそり勃った自身が濡れていくのが分かった。

        　グジュグジュと音をたてる光希の後孔は、晃希を誘い収縮を繰り返す。晃希は堪らず、指を一本差し入れた。

        「やっ、あぁ……！」

        　光希は体をびくりと揺らした後、軽く絶頂を迎えたようであった。

        「ここでしょ、光希のいいところ」

        　晃希が光希の指の上から自分の指を重ねると、そこをつくように光希の指を曲げさせた。

        「だめ、そこ。またいっちゃう」

        「自分だと、良すぎてできない？」

        　光希がこくりと頷うなずく。それに晃希は、光希の指の上から激しく自分の指を動かした。

        「膨らんでるのわかる？　凄く堅くなってる」

        　光希は羞恥のためか、枕に顔を埋めていやいやと顔を振った。それでも、快楽からは逃げられないのか、晃希の誘導のままに指を動かし続けていた。

        「もっと欲しい？」

        　光希が頷うなずく。晃希はそこから、光希の指ごと自分の指を一気に引き抜くと、光希の体を仰向けにした。

        「苦しいだろうけど、すぐすむから」

        　光希の足を広げさせ再度指を入れると、光希のペニスを舐め上げた。

        「やっ、それだめぇ、一緒に……はっ……」

        　子宮を刺激しないように、手前で激しく指を動かし、口の中でペニスをねっとりと舐め上げた。

        　光希の下半身は、ペニスから流れ出る精液と、後ろからあふれ出る愛液でぐしょぐしょに濡れそぼっている。

        「あぁっ……ひっ」

        　強く吸い上げるのと当時に内部を刺激すると、光希は体をそらせ絶頂を迎える。

        「あぁ、シーツぐちゃぐちゃだ。水に濡れたみたいになってる。本当にやらしいな、光希は」

        　荒く息をする光希はそれに顔を赤らめたが、晃希の首に腕を回して自分の顔に近づけさせると、小さな声で囁いた。

        「もっと、ぐちゃぐちゃにして」

        「まだ誘うの？　ほんと、やらしい」

        　晃希は、少し乱暴に光希の体をうつ伏せにすると、枕を二つ重ねて光希の胸元に置いた。

        「体勢、大丈夫？」

        「いいから早く……！」

        　晃希は最後まで言わせず、自身を光希の後ろに当ててゆっくりと入れていった。激しく突きたいと思ったが、妊娠中の光希にそんなことはできない。ゆっくりと秘肉をかきわけて内部に自身を沈めていった。

        「凄い柔らかくなったね」

        　出産が近づき、産道の代わりとなる後孔は柔らかくなっている。以前のきつく締め付けてくる後孔も最高であったが、今の緩く包み込まれる感触も最高だ。

        「ゆるい？　気持ち良くない？」

        　光希が聞いてくるのに、ゆっくりと動き始めると光希の前をそっと握った。

        「そんなわけない。柔らかく包まれて、凄く気持ちいい」

        「妊娠終わったら、よくなくなっちゃうかな」

        　晃希はそれに苦笑すると、ゆっくりゆっくりと突き上げていく。光希はそれに身を震わせて、小さく声を漏らした。

        「そんなわけない。どんなでも、光希は最高だよ」

        「だったら、もっと……足りない……ねぇ、もっと……」

        　だんだんと意識が混濁としていっていると思いながら、光希の強くなっていく匂いに、晃希も溺れていった。

        「あっ……ん、あぁ！　あ……」

        　光希の嬌声に頭がクラクラとしてくる。白いうなじが揺れるたびに、それが目前に迫ってくるように感じた。

        　噛みつきたい。晃希は強烈にそう思った。抑制剤を飲むべきだったと後悔しながら、ぐっと歯を食いしばる。

        　一方で、噛んでしまえばいいと思う自分もいる。そうすれば、本当の意味で光希は晃希の物になり、もう逃げることもできなくなる。噛んでしまえ、噛んで自分だけの物にしろ。自分の中に声が響く。

        　駄目だ。それは駄目だ。光希に認めてほしい。誰よりも必要とされる男になりたい。晃希は湧き上がる声を沈ませるように、光希の背中に唇を落とした。

        「こうき……こうき……イイよぉ……すご……い」

        　光希の喘ぎ声が響く。自分の名前を呼び、正気を半分失いながら晃希だけを求めている。

        　そうだ。これで十分だと思ったではないか。体だけでも自分を求めてくれるのならそれでいい。

        「好きだよ、光希」

        　請うのではなく、請われる人間になるのだと思いながら、晃希はゆっくりと光希の中に己を吐き出した。

        　

        ＊

        　

        「光希、起きれる？」

        　情事の後、そのまま眠ってしまった光希の体を拭いて服を着させてやると、晃希は光希の耳元で囁いた。

        「無理……眠い」

        「何かあったら怖いから、今のうちに家に移動しよう」

        　妊娠している光希を、病院から遠い場所にいさせるのが怖かった。そもそも、子どもがいるのにセックスをしているのだ。問題ないと医者は言うが、それでもお互い求めすぎてしまう。何か異変があったらすぐに病院に行けるようにしておきたかった。

        「じゃあ、抱っこ」

        　甘えてくる光希が可愛いと思いながらも、晃希は苦笑する。

        「無理だよ。赤ちゃんいるのに危ない」

        「だったら、伊藤さんにして貰うからいい」

        　晃希はそれにむっとした顔をすると、光希の体を抱き上げた。すると、光希は晃希の胸に頬を寄せてくる。

        　思った以上に光希は軽かった。子どもは順調に育っているが、光希自身はつわりで痩せたのだろう。体重自体は以前と変わらないと言っていた。

        「軽い。痩せたんだね。光希ばっかり大変で、なんか申し訳ない」

        「でも、胎動を感じるよ。これは、晃希には分からない特権だ」

        　そう言って笑った光希が愛おしくてキスをしたいと思ったが、光希を抱きかかえるのに精一杯でそこまではできない。車に乗ったら沢山キスをしようと思った。

        　車に光希を乗せると、光希はお疲れ様と言って笑い、すぐにまた眠りについた。キスをするタイミングを失い、晃希はがっかりとしながら光希の額に口づけると、伊藤に車を発進して貰った。

        　変わっていく景色を窓から見る。海が光を受けて反射をしており、キラキラと光って綺麗だ。

        　そういえば光希は泳げないと言っていた。夏にここに来たときは、それでも嬉しそうに笑い、海で遊ぶのって楽しいんだねと言った。

        　光希は、普段は何もかもを達観してるような様子を見せるのに、たまに驚くほど子どもの顔になるときがある。そのときもそうであり、海に白く綺麗な足をつけて波が寄せてくるのにはしゃいでいた。それはまるで、失われた子ども時代を取り返そうとしているようにも見え、そんな光希が綺麗で可愛いと思うのと同時に、見ていてとても辛かった。

        「今年は、子どもも一緒に来ような」

        　晃希は眠っている光希に呟く。光希がどんな子ども時代を送ってきたのか、考えないようにしていた。考えてしまうと、罪の意識や、離れていた時間の重さに苦しめられるからだ。

        　しかし、子どもを育てるとなると、恐らく光希もそれに向き合わなければならないし、晃希も向き合う必要が出てくるのであろう。そのとき、光希を受け止められるようになっていなければいけない。

        「そうだね」

        　眠っていたと思った光希は、薄く目を開けて答えた。

        「光希が小さい頃にできなかったことも、沢山しよう。子どもと一緒に、沢山しようね」

        「そうだね」

        　光希が笑う。その笑顔は晃希には眩しく、海に反射する光よりも綺麗だと思った。

        　光希はまた眠りに落ちたようであった。晃希は光希の手を握ると、家に着くまでその手を離すことはしなかった。

        　

        完
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        　光希が艶めかしい声を上げる。

        　晃希はそれに興奮して、光希の胸元の飾りをペロリと舐めた。

        「も、しつこい……！」

        　光希が晃希の頭に手を置いて自分から離そうとしたが、晃希は構わず乳首をぐっと掴つかんでこねくり回した。

        　綺麗なピンク色をしていた光希の乳首は、出産を控えて茶色くなっている。生まれた赤ちゃんが、おっぱいの場所がわかるように濃くなるらしい。生命の神秘だ、などと思いながら、その色がやけにいやらしく感じ、晃希を興奮させた。

        　ピンクもいいけど茶色もいい。結局はどっちでもいいのだが、今しか楽しめない色に、より興奮しているのは事実であった。

        「だーかーらー、いい加減にしろ！」

        　光希が晃希の体を思いっきり押す。晃希は不機嫌そうな顔をすると、ベッドサイドに座った。

        「乳首、出てた方がいいんだろ」

        「助産師さんに、合格貰ったからもういいよ」

        　二ヶ月前の定期検診のあと、光希が風呂に長く入っているので、倒れていないか心配になって覗いてみると、そこには懸命に自分の乳首を触っている光希がいた。

        「何してんの。もしかしてチクオナしてる？」

        　晃希は自慰の現場を覗いてしまったかと思い、ラッキーという気持ちと、一緒にいるのにそりゃないだろという気持ち半々で聞いた。

        「アホ！」

        　光希はそれに、怒鳴って晃希を見てきた。

        「助産師さんに胸のマッサージしたほうがいいって言われたんだよ」

        　光希の小さく可愛らしい乳首は少し陥没気味であったので、生まれた赤ん坊に母乳をあげにくいと言われたのだという。

        　それに、思わずにやけてしまう。

        「俺が手伝うよ」

        　そんな役得を逃すわけにはいかないと思って言うと、ニヤニヤ顔が隠せていなかったのだろう。光希が、馬鹿と言って晃希を風呂場から追い出した。

        　しかし、それから毎日、暇さえあれば光希の胸元を探っている。勿論、きちんとマッサージの仕方も勉強したが、それだけではなく、光希が感じるように触ることも忘れない。

        　胸への刺激は子宮の収縮を促すと聞いたので、お腹が張ったらやめると約束したが、光希はお腹が張ると言うことも少なく、子どもも順調に育っており、晃希は心置きなく光希の胸を貪った。

        　乳頭を掴つかむと、すぐに光希はグズグズになる。反応した下半身に、結局はそのままセックスに突入することもよくあった。

        「じゃあさ、お迎え棒はいる？」

        　晃希が言うと、光希が苦笑いをした。

        「お迎え棒って言い方、えぐいよね。最初に考えた人、何考えてんだろ」

        　ベッドに横向きに寝ている光希のこめかみにキスをすると、耳介をそっと舐めた。

        「で、いる？　いらない？」

        　光希は晃希の顔をじっと見上げた後、ふわりと笑った。

        「出産したら、一ヶ月以上はエッチできないんだって。いつ産気づくか分からないしね」

        　光希の言葉に晃希はずるいと思ったが、光希の首にちゅっとキスをした。

        「したい。させて……」

        　晃希が言うと、光希が頷うなずいた。

        　光希の出産予定日は今日だ。しかし、生まれる気配はまるでない。一人目は予定よりも遅れるとは聞いていたが、それでも気が競る。しかし、光希は案外のほほんとしていて、なるようにしかならないと思っているらしかった。

        　光希の服を脱がすと、大きな腹が現れた。臨月なだけあって、いかにも妊婦といった風だ。晃希はそこを何回も撫でると、後ろを探った。

        　そこはすでに濡れている。準備は万端といったようで、晃希は笑う。

        「光希も、したかったんだろ。光希の方こそ、一ヶ月我慢できるの」

        　そう言うと、光希が負けじと晃希のベルトに手をかけ下着を下ろすと、晃希のペニスをゆるりと撫でてくれた。

        「自分だって凄い勃ってるよ」

        「そりゃそうだよ。上に乗れる？」

        　それに光希が頷うなずいた。

        　晃希はコンドームを装着すると、もう一度光希の後ろを探る。出産に控えてなのか、後ろはすっかりと広がっていた。これ以上慣らさなくても、晃希の物は簡単に入るだろう。最近では長い愛撫は体に負担がかかるので、すぐに挿入するようにしていた。寂しいが仕方がない。

        「後ろ向いて、入れて」

        　お腹に負担がかからず、抱き合いやすい体勢が背面座位だ。ベッドに座っている晃希の上に、光希がゆっくりと下りてきて、晃希のペニスを飲み込んでいくのに、晃希はぞくりとして、ゆっくりと腰を突き上げた。

        「あぁ……」

        「気持ちいい？」

        　光希が頷うなずく。

        「俺も、気持ちいい」

        　そう言いながら、少し腰を動かす。激しい動きはお互いできないため、ゆっくりと少しだけ抜き挿しを繰り返すが、それでも感じているようで、光希は小さな喘ぎ声を漏らしていく。

        「ちゃんと、お迎えできればいいけど」

        　晃希が言うと、光希は馬鹿、と小さな声で呟いた。

        　インターネットで、出産間際、もしくは出産予定日を過ぎた時に行うセックスをお迎え棒と言うとあった。子宮を刺激して、出産を促すかららしい。実際には迷信のようなもので、恐らく出産を控えた体でセックスをすることの罪悪感を隠すためにそう呼ぶのだろう。

        「いい、晃希。凄い気持ちいい……」

        　光希の艶めいた声にさらに下半身が熱くなり、光希の肩にキスをしながら、体を揺らす。思いっきり動きたいが我慢だ。出産を終えて落ち着けば、思う存分できる。

        　考えてみれば、光希を思う存分貪ったのは初めの一回だけだ。よく我慢していると、自分に感心をする。そんなことを言ったら、誰のせいでそうなったんだと怒られるだろうが、早く思いっきり、獣のように貪りたかった。

        　次に発情期が来るのはいつぐらいだろう。子どもが母乳を飲んでいる間は、来ないと聞いた。母乳、出るのか。光希に、母乳。やらしすぎる。そんなことを考えていたら、光希が小さな声で、あ、と言って固まった。

        「離して」

        「何、これからだろ」

        「駄目、抜くから離して」

        　一瞬そういうプレイかと思って後ろからぐっと抱きしめると、肘鉄をくらう。

        「お腹が張ってるんだよ。さっさと離せ！」

        　まずい。晃希は光希が本気で怒っていると気がついて、慌てて光希を離すと、光希は晃希の体から離れた。

        「陣痛かな」

        「え？　ほんとに？　ちょっ、どうしよ」

        　晃希は自身が急激に萎えるのを感じた。

        　慌てて晃希は立ち上がると、取りあえずズボンのファスナーを上げてベルトをしめた。

        「えっと、どうすんだっけ。えーと、病院！」

        「落ち着きなよ」

        　光希はそういうと、冷静に服を着て、ゆっくりと歩き出した。

        　居間に行くと、伊藤がいる。妊娠してから晃希以外のアルファの匂いが駄目であった光希は、最近ではようやく平気になってきたようだ。そのため、伊藤は光希のそばにいられるようになった。何も言わないが、伊藤はそれが凄く嬉しそうだ。

        　光希はソファに座り、陣痛かも、と呟くと時計を見た。

        「陣痛ですか。では、すぐ車を出しましょう」

        　光希の腰に手をかけもう片方の手を差し出した伊藤に、光希が苦笑いをする。

        「ちょっと、伊藤さん、落ち着いて。まだ生まれないから。痛みの間隔、計らないと」

        「えぇ、そうでしたね。そうでした」

        「それに、行くときは鞄、持って行くって言ったでしょ」

        　光希は居間の隅に置かれている入院用の荷物が入っている鞄を指さして言うと、伊藤は慌てて鞄を持とうとした。

        「だから、伊藤さん。まず時間、二十分間隔にならないと、受け入れてくれないから」

        　それに伊藤が頷うなずいた。

        　無表情で冷静そうに見える伊藤が慌てているのが分かった。それを見て晃希は、逆に自分が落ち着くのを感じる。

        「時間、二十分なの？　本とかには十分ってあったけど」

        「ハイリスクだから、先生から早めに来いって言われてる。じゃあ、シャワー浴びてくる」

        「え？　大丈夫なの」

        「うん。この後、ずっと風呂入れないし」

        　そう言って、とっとと浴室に歩き出した光希に付いていくと、光希が服を脱いで笑った。

        「一緒に入ろうか。晃希、ずっと付いててくれるんだろ。そしたら、晃希もずっと風呂入れないし」

        　晃希はコクリと頷うなずくと、急いで服を脱いだ。

        「俺洗ってあげる。座って」

        　光希は頷うなずくと、椅子に座った。晃希は光希の頭にシャワーをかけると、シャンプーで洗っていく。

        「痒いところはございませんか」

        　晃希が聞くと、光希は首を振った。

        「気持ちいいよ。晃希の手、大好き」

        　それに晃希はドキリとする。まだ好きと言われたことはない。そのため、手だとしても、好きと言われると凄く嬉しくなるのに、我ながら簡単な男だと思う。

        「出産中、ずっと一緒にいるから」

        「ありがとう」

        　光希の体中にキスをしながら、体を洗っていく。しばらく触れることもできなくなるのかと思うと寂しかった。

        「俺、死ぬかも」

        「は？」

        「しばらく光希に触れられないなんて、耐えられなくて死んじゃう」

        「晃希、ほんと馬鹿だよね」

        　光希はそう言って笑うと、キスをしてくれた。

        「今は子どもが無事に生まれてくるのが一番だろ。余計なこと考えるなって」

        「そうだね。でも俺、赤ちゃんに嫉妬しまくり」

        「馬鹿」

        　光希はそう言うと、風呂場から出て服を着た。

        　居間に行くと、父の達臣と兄の慶太が来ていた。伊藤が連絡したのだろう。

        「まだ産まれてないのに、何これ」

        　光希が呆れたように、苦笑して言う。

        「立ってて大丈夫なの？　座って」

        　慶太は光希の言葉を全く気にせずに、光希をソファに座らせた。

        「痛みは大丈夫？」

        「まだ全然余裕」

        　部屋の中には沈黙が下りたが、皆どこかソワソワしている。落ち着いているのは光希くらいだ。

        「助産師さんが、出産時の男はなんの役にも立たないから、女手か、出産経験のあるオメガに頼りなさいって言ってたけど、今、まさに実感してる」

        　光希はぽつりと呟くと、ふうと大きくため息をついた。それに、部屋にいた男が皆、苦笑いを浮かべた。

        「あ、また来たみたい」

        「痛い？」

        　慶太が背中をさすると、光希はニコリと笑う。

        「それ、楽になる。ありがとう」

        「よかった。陣痛中は背中さすると楽になるって本で読んだから」

        　陣痛の間隔を計ると、二十分間隔になっている。光希は痛みが去ったのかゆっくりと立ち上がり、入院用の鞄を持った。

        「俺持つから」

        　慌てて晃希が鞄を持つ。痛みはあるようだが案外平気そうで、オメガの出産ってそれほど大変じゃないのかな、と安心する。

        「伊藤さん、安全運転でね」

        　車に乗ると、伊藤に言う。今まで伊藤にそんなことを言ったことはないのだが、思わず言ってしまった。

        　伊藤は頷うなずくと、エンジンを入れて車を発車させた。後ろからは達臣と慶太が別の車でついてくる。

        　病院に着くと、すぐに病室に案内された。オメガ専用の産院で、富裕層が使うために、ホテルのような産院だ。

        　部屋は個室で広く、出産中、付添人はこの部屋で待機できる。また、入院中も付き添い一人までなら泊まることができるので、一週間の間は一緒にいられるのだ。

        　費用はいくらかかるのか知らない。オメガの出産を普通の産院で行うのはリスクが高すぎるし、学生だった光希のプライバシーを守らないとと言う達臣の言葉に納得し、親戚のいるこの産院に決めたのだが、今更ながらに、親の力が無ければ出産一つできないのだと少し情けなくなった。

        「お名前、言ってください」

        　看護師がやってくると、まず光希に尋ねた。

        「鳥羽光希です」

        「間違いが無いか、確認してください」

        　看護師は光希にベッドのプレートとリストバンドに書かれている名前を確認させると、リストバンドを光希の手首に巻き、着替えを置いて出て行った。

        　しばらくすると同じ看護師が再度やってきて、光希の腹にセンサーをベルトで固定し、胎児の心拍数のモニタリングをし始める。

        「問題ありません。もうすぐ先生が内診に来ますので」

        　何が何だか分からないうちに、機械的に物事が進んでいく。晃希はぼうっとその様子を見守るだけであった。

        　しばらくすると部屋のドアがノックされ、医師の鳥羽信吾が入ってきた。

        「光希君、どうかな」

        「お腹がぎゅーっと痛くなりますけど、まだ大丈夫です」

        「まだ顔も余裕そうだしね。ちょっと内診をするから、ご家族はカーテンの向こうに」

        　そう言ってベッドの近くから追い出されると、カーテンをしめられる。

        　信吾は達臣の従兄弟だ。優秀な産婦人科医だと言う。それでも晃希は、光希の内診をされるのは正直嫌であったが、そんなことを言えば光希が怒るのに決まっているので心の中にしまっていた。

        「はい、終了です」

        　信吾の声が聞こえた後カーテンが開かれると、信吾は晃希の顔を見てきた。

        「子宮口は３センチだね。まだ先は長いかな」

        　信吾は晃希が父親だと知っている数少ない人間の一人だ。大抵の人間は達臣か慶太に向かって話をするのだが、信吾はきちんと晃希に向かって話してくれる。光希を内診されるのは嫌であったが、医師として信頼はしていた。

        「説明してあるとおりに、何かあればすぐにカイザーにするからね」

        「はい」

        　晃希は頷うなずく。

        「ご飯とか、買い込んだ方がいいよ。もうカフェテリアやってないから。初産だから長丁場になるし、食べられるうちに、光希君にも何か食べさせて上げて。出産は体力いるからね。じゃあ、また」

        「信吾」

        　出て行こうとする信吾を達臣が呼び止めると、頭を下げた。

        「よろしく頼む」

        　達臣が言うと、信吾が笑う。

        「奥さんのときでも、そんな顔をしなかったのに、こりゃ親馬鹿だ」

        　そう言って達臣の肩をポンポンと叩くと、信吾は部屋を出て行った。

        「帝王切開になるのかな」

        　光希が呟く。

        　オメガ男性の出産時の死亡率は、女性の十倍になるという。そのため、近代ではすぐに帝王切開がとられる。

        　日本では女性の帝王切開は全体の２０％を占めるが、オメガの男性の場合は８０％に上る。それは、出産時の死亡率を鑑みて、初めから帝王切開で出産というのが普通だからだ。

        　この病院ではなるべく自然分娩をということで、初めから帝王切開を選択することはない。やはり腹を切るリスクというのはあるため、安易に帝王切開に頼らないという主義らしいが、それはすぐに帝王切開に切り替えられるだけの設備と医師が揃っているからであり、それが実現できるのも、妻のために金に糸目をつけない裕福なアルファが高額な費用を払っているからであった。

        「自然分娩、できればいいな」

        　光希が再度呟く。

        　晃希にはわからないが、出産をする立場からすると、やはり自然分娩にこだわりを持つものらしい。

        　妊娠中の不安定さからか、一時期、帝王切開になりたくないと頑なに言っていた光希に、赤ちゃんが無事に生まれるためなんだから、光希のプライドはどうでもいいよね、と少しきついことを言うと、光希は納得をしたようだった。理論的に考えるのが好きな光希らしい。

        　もっとも晃希にとっては、赤ちゃん以上に光希に無事でいてほしいというのが本音だ。光希は腹に傷が残るのも気にしていたが、それさえも晃希にとってはどうでもよいことであり、一番はとにかく光希であった。

        「陣痛が無いと、暇だね」

        　病院に来てから二時間。初めは焦っていたが、何となく空気に慣れてきて、光希の言うとおり、ある意味暇であった。

        「何か食う？」

        「まだ腹は減ってないかな。あ、来た……」

        　そう言って身をぐっと丸めた光希の背中を、慶太と二人で撫でてやる。三十秒くらいで痛みは止まるようだが、大分痛そうであった。

        　陣痛が終わると、部屋のノックがされる。返事をすると、看護師が入ってきた。先ほどの女の看護師とは違う看護師だ。

        「こんばんは。夜間担当の日阪です。よろしくお願いします」

        　明るく返事をした日阪の声は男性の声であった。ぱっと見はショートカットの女性のように見えるが、よく見ると男だと言うのが分かる。産婦人科で男の看護師など珍しいと思い、思わず晃希はじっとその顔を見た。

        「まだ先は長そうですね。余裕があるなら廊下歩きますか？　その方が早く生まれるかもしれません」

        「そうですね。陣痛が無い間は、結構暇で」

        「じゃあ、お兄さんか弟さんに付き添ってもらって、無理しないように」

        「はい」

        　相変わらずじっと顔を見ている晃希に、日阪が苦笑した。

        「私はオメガですから、大丈夫ですよ」

        「あ、いえ……」

        　考えたことが見透かされたと思い、晃希は思わず口ごもった。

        「どのご主人も、男の看護師は勿論、男の先生も嫌がるんですよ。ほんと、アルファは嫉妬深いですよね。まぁそれだけ愛されているんでしょうけどね」

        　嫌味と言うよりも、子どもに呆れる母親のような口調であったため、嫌ではなかったのと同時に、日阪には一瞬で自分と光希の関係を見破られたと思って、気まずくもあった。

        「どこもそうなんですね」

        　光希は全く気にしないと言った様子で、くすりと笑う。それを見て、晃希が信吾を面白くないと思っていることに気がついていたのだと思い、少し恥ずかしくなった。

        「珍しいでしょうけど、お母さんはオメガの看護師がいると心強いでしょうから、この病院は結構オメガの看護師がいるんですよ。私も出産経験ありますし、できる限りお手伝いさせて頂きます。難しいだろうけど、リラックスして、一大イベントを乗り越えましょう」

        　ニッコリと笑って光希の顔を見た日阪に、光希が頷うなずいた。

        「何かあったら、すぐにナースコールをしてくださいね」

        「はい」

        　日阪が部屋から出て行くと、光希は少しリラックスした様子を見せた。

        「日阪さん、良さそうな人だね。安心した」

        「そうだね。よかった。廊下、歩く？」

        「うん」

        　光希がベッドから下りると、ゆっくりと歩く。お腹が張っているようであったが、まだ歩けるようであった。

        　ベッドに戻ると、また陣痛が始まる。体を丸めて耐えていたが、陣痛が収まると、光希は少し眠そうな顔をした。

        「眠れるなら寝なよ」

        「晃希も眠いだろ。簡易ベッド出して寝てなよ。父さんも、兄さんも、家に帰っていいから。皆起きてて、さぁ本番って時に眠られたら寂しいし」

        　気を使って言っているらしい光希の頬にキスをすると、達臣の顔を見た。

        「俺は若いから、二日くらい寝なくても全然平気。でも父さんは、きついだろ。一回家に帰りなよ。生まれそうになったら連絡するから」

        「年寄り扱いは酷いなぁ」

        　そう言いながらも達臣は少し考えたようで、それに頷うなずいた。

        「確かにこの歳で貫徹はきつい。そうだね。一度帰るよ。慶太も一緒に帰ろうか」

        「いや、俺はいるよ」

        「近くのホテルとったから、十分で来られる。光希の言うとおり、まだ先は長いから休んだ方が良い」

        　どんだけ過保護なんだよ、と晃希は思いながら慶太の顔を見ると、慶太は渋々と言ったように頷うなずいた。ブラコン、と心の中で呟いた。

        「ちょっと寝るね」

        　そう言って光希は目を瞑るが、陣痛が始まると、また目を覚ます。こんなことがまだ何時間も続くのかと思い、晃希はとても眠ることができなかった。

        　

        ＊

        　

        　陣痛が来る間隔も、陣痛の時間も長くなっている。痛みも増したのだろう。光希は、うーうーと唸っている。我慢強い光希がこれほどまでに声を出して呻いているのに、晃希はあたふたとしていた。

        「大丈夫、大丈夫だよ、光希……」

        　光希の背中を撫でながら言うと、光希が晃希をキッと睨んだ。

        「お前に……」

        「え？」

        「お前に何が分かるって言うんだ！」

        「み、光希？」

        「出てけ！」

        　晃希は光希にそんなことを言われると思わず、よたよたと慶太が座っているソファの隣に座った。

        「兄さん……み、光希が……」

        　慶太はニッコリと笑うと、晃希の肩をぽんぽんと叩いた。

        「まぁまぁ、仕方ない。それだけ痛みが酷いんだよ」

        　そう言って立ち上がった慶太は、何故だか自信満々といった感じで光希のベッドに近づいた。

        「背中撫でるよ。さっき、撫でると楽になるって言ってたよね」

        　光希がコクリと頷うなずくと、慶太が背中を撫で始めた。

        「背中押して」

        　光希が言うと、慶太が光希の背中を押した。

        「違う。そこじゃない」

        「え？　ここ？」

        「違う！　そこじゃない！」

        「ご、ごめん。どこ？」

        「もういい！　この下手くそ！」

        　光希が叫ぶと、慶太がよたよたとソファまで戻ってきて、ドサリと座った。

        「下手って、俺、彼女にも言われたことないのに……」

        　慶太にとっては、光希はか弱く守るべき存在だ。兄弟だというのに、どこか幻想を抱いている部分もある。その光希に怒鳴られたことがショックだったのだろう。慶太はがくりとうなだれていた。

        　彼女とか、そんな情報いらねぇし、今関係ないだろ。そもそも、アンタ、彼女いねぇだろ。

        　晃希はそんなことを思いながら、慶太の背中をポンポンと叩いた。

        「何、どうしたんですか？」

        　部屋の中に入ってきた日阪が、慶太と晃希を見て言うと、光希が小さな声を出した。

        「日阪さん、背中押して……」

        「あ、はいはい」

        　日阪が背中を押すと、光希は大きく息を吐いた。

        「日阪さん、ゴッドハンド。楽になる」

        「プロですからね」

        　そう言って日阪は晃希を少し怒った顔で見てきた。

        「出産時の妊婦は獣です。ちょっと何か言われたくらいで、へこたれない。本人はもっともっと辛いんですよ。ほら、横に来て励まして」

        　そう言った後、日阪はしばらく光希の背中を撫でたり、押したりしていた。

        「もうやだ。産むのやめる」

        「無理ですよ。やめられません。ほら、しゃんとして」

        「じゃあ、お腹切る～」

        「そんなこと言わない。お母さんが頑張らないでどうするんですか」

        「じゃあ、イキみたい。もう出したい」

        「まだ駄目です。ほら、息吐いて。弟さんははテニスボールでお尻の辺り押して上げてください」

        「は、はい」

        　晃希は日阪から渡されたテニスボールを光希の肛門の辺りを押してやる。陣痛時のいきみを逃がすための方法として勉強をしていたが、いざ本番になると、どうすればいいのかわからず慌てた。

        「どうですか、光希君」

        　信吾が二人の看護師と一緒に部屋に入ってくると、分娩監視装置のモニターを見て、そろそろだね、と呟いた。

        「もう駄目。産みたい」

        「まだイキんじゃ駄目だよ。じゃあ内診しますからね」

        　信吾は晃希と慶太をカーテンの外に追い出して内診をした。

        「あ、もう子宮は全開だね。じゃあ、移動しようか。ゆっくりでいいから車椅子、乗れる？」

        　光希は頷うなずくと、車椅子に乗った。

        「付き添いは晃希君でいいんだよね」

        　晃希は頷うなずくと、光希と一緒に分娩室に入った。

        　なるべくリラックスできるようにと、部屋の中は暖色系でまとめられてはいたが、分娩台は冷たい銀色をしている。何故だか、晃希はさーと血が引いていくのを感じた。

        「晃希君、大丈夫？　倒れないでよ」

        　日阪が言うのに、晃希は目を瞑って深呼吸をした。

        「大丈夫です」

        「手、握って」

        　光希が言うのに頷うなずくと、ぎゅっと光希の手を握る。

        　光希の顔は汗でぐっしょりと濡れ、苦痛の色が浮かんでいた。唸り声や大きな声が次から次へと吐き出される。オメガの出産は楽かもしれないなどと思っていた自分を殴りたいと思うのと同時に、この苦しみを自分が与えたのだと思うと、光希の苦しんでいる顔を見るのも辛かった。しかし、逃げるわけにはいかないと思ってぎゅっと手を握った。

        「いきんで」

        　信吾が言うと、光希が思いっきりいきむ。それを三度繰り返すと、光希がふっと力を抜いたのが分かった。

        「おめでとう。男の子だよ。ほら」

        　血に濡れた赤ん坊を信吾が見せてきた。最初黙っていた赤ん坊は、すぐに泣き声を上げる。

        　臍の緒を切った後、看護師が赤ん坊を光希の胸元に持ってきた。光希は子どもを抱くと、唇をぎゅっと結んで、じっと赤ん坊の顔を見ていた。

        「初乳、飲ませましょうね」

        　看護師がそう言って光希の上半身をはだけさせると、赤ん坊の口を乳首に持って行った。意外に乱暴だと思って晃希は少し驚くが、開いていない目で一生懸命に乳首を探す様子が可愛い。

        「ちょっとおっぱい搾るね」

        　看護師が、光希の乳首を掴つかんで母乳を出しているのを見て、晃希は、それ、俺がやりたいと思った。

        　赤ん坊にしばらく乳首をくわえさせていると、光希はなんとも言えない顔をした。幸せそうな、蕩けるような顔だ。こんな顔、セックスの時にも見たことがないと思って少し嫉妬をしながらも、その顔に見惚れていた。

        「晃希君にも、抱っこさせてあげて」

        　信吾が言うと、看護師が赤ん坊を軽く拭いて、今度は晃希に抱っこをさせてくれた。

        　信じられないくらいに小さい。抱っこをするのが怖かったが、抱きしめるとふわりとした感触がして、その小さな命に、自然と晃希の目に涙が溢れてきた。この子と光希と、一緒に生きていくのだ。守っていくのだと強く思った。

        「じゃあ、病室で待っていてくださいね。後産が終わったら、お母さんも戻ります」

        　晃希は頷うなずくと、分娩室から出て行った。

        「光希は無事？」

        　慶太の言葉に、変な聞き方だなと思いながら頷うなずき、男の子だったと言うと、達臣と慶太は、体の力を抜いた。

        　病室でしばらく待っていると、ストレッチャーで光希が運ばれてきた。看護師は光希をベッドに移すとカーテンをしめ、何か色々と処置をしているようであった。

        　カーテンが開けられると、ようやく光希と対面となった。ベッドサイドに置かれた椅子に座ると、ぐったりとしている光希の手を握った。

        「ありがとうね、光希」

        　ありきたりな台詞だがそう言うと、光希がぐったりとした様子で、しかし嬉しそうに笑った。

        　達臣と慶太も椅子に座ると、お疲れ様と言って、光希の頭を撫でた。

        「体、大丈夫かい」

        「うん。産んじゃえば、結構元気。若いのと、男だから回復が早いだろうって。若いのも悪くないなって思った」

        「でも、無理をしちゃ駄目だよ」

        　慶太が言うのに、光希は頷うなずく。

        「取りあえず、二人目は無理。痛すぎ」

        　そう言った光希は、疲れた顔をしていても今まで一番綺麗だった。こんなに綺麗な人と子どもを作ったのだと思うと、晃希は不思議な気持ちになる。今更ながら、光希がパートナーになると言うことが、奇跡のように感じたのだ。

        「光希、凄く綺麗」

        「何、突然」

        　光希は首を傾げると、恥ずかしそうに笑った。

        「光希、好きだよ」

        「それも、突然だね」

        「何かわからないけど、凄い好きって言いたい。大好き」

        　そう言って光希の額にキスをすると、慶太がため息をついた。

        「家族の前でいちゃつかない」

        「じゃあ、帰ってよ。俺、今、凄い愛に溢れてるから」

        　晃希がそう言うと、光希はトロンとした目で晃希を見てくる。産後の興奮がまだ残っているのだろう。

        「馬鹿だなぁ、晃希は」

        　いつも言われる言葉に、晃希は笑った。

        「これ、おしっこ？」

        　晃希がベッドの足下に下げられている採尿パックを見て言うと、光希が頷うなずいた。

        「六時間くらいは動けないんだって。尿瓶は恥ずかしいし、呼び出しするの悪いから、カテーテル入れてもらった」

        「何で。俺やってあげたのに。でも、これもエロい。色々想像しちゃう」

        「……死ね」

        　先ほどとは一転して冷たい目つきで見てくる光希に、出産が終わっても辛口だと思っていると、慶太が晃希の頭を叩いてきた。

        「お前、最低だな」

        　冷たい慶太の口調にしゅんとしていると、光希が晃希の手を握ってきて、にっこりと笑った。女神かと思って、晃希もその手をぎゅっと握った。

        「取りあえず、少し寝なさい。父さんたちがいると休めないだろうから、もう帰るよ」

        「うん。父さんも兄さんも、ありがとう」

        　光希が言うと、達臣が光希の頭を撫で、続いて慶太も光希の頭を撫でた。

        「赤ちゃんと、いつ会えるのかな」

        　慶太が言うと、看護師から聞いていたらしい達臣が答える。

        「色々と検査して問題なかったら、新生児室に移動って聞いたよ。明日くらいには同室になるみたいだから、今日は新生児室で赤ちゃん見て帰ろう。また明日来るよ」

        「いいな、俺も早く会いたい。と言いたいところだけど、とにかく疲れた。今は赤ちゃんに会うよりも寝たい」

        　光希が言うと、晃希は光希の頬を撫でる。

        「俺、ついてるから眠って」

        　晃希が光希の唇にキスをしようとすると、慶太が、ストップ、と声を上げた。

        「俺たちが帰ってからにしろ。それ、もう俺、見たくないから」

        　慶太は一度、晃希と光希のセックスを見ている。それは結構なトラウマらしく、晃希と光希がいちゃつくのを嫌がるのだ。まぁ、普通に考えたらそうだろう。弟二人がいちゃついている姿など、普通の神経をしていたら見たいものではない。

        　達臣と慶太が出て行くと、晃希はようやくといったように、光希にキスをした。何度も何度も重ね、舌を入れる。

        「駄目だって」

        「でも、光希不足で死ぬ。陣痛中、怒鳴られたし。寂しい」

        「あぁ、ごめん。でも、あまりにも役立たずだったから」

        「酷い」

        　光希は笑うと、晃希の首に手を伸ばしてきた。

        「でも、一緒にいてくれてありがとう」

        　晃希はそれに笑うと、もう一度キスをする。唇だけではなく、頬、額、首とキスをしていくと、それに光希はクスクスと笑ったが、そのうちに眠ってしまった。

        「本当にありがとうね、光希」

        　眠った光希の唇にもう一度キスをする。

        　晃希も急に疲れが出てきたが、光希と離れたくないなと思い、そのまま光希のベッドに上半身を伏せて眠った。

        　

        ＊

        　

        　光希が寝たので、晃希は慶太と一緒に一階のカフェに移動した。

        「明日は何時に退院？」

        「午前中にはって言ってた。車、チャイルドシートつけた？」

        「勿論。伊藤さんが来るから」

        　そんな会話をしていると、男がこちらに向かって歩いてきた。

        「あれ？　慶太君、久しぶり」

        　そう言った男は二十代後半というところか。恐らくアルファだ。背が高く、堂々としている。

        「お久しぶりです、三輪さん」

        　そう言って慶太が立ち上がると、軽くお辞儀をした。

        「弟さん？」

        「はい。弟の晃希です」

        　慶太が言うのに晃希がお辞儀をすると、三輪は爽やかな笑顔を浮かべた。

        「いい？」

        　三輪が晃希の隣を指して言うのに、晃希は面倒臭いと思いながらも頷うなずいた。

        「今日は誰かの見舞い？」

        「えぇ、そうです」

        　いつも穏やかな顔の慶太だが、その笑顔は明らかに作り笑いであった。仕事用の顔なのだろう。

        「三輪さんは？」

        「俺？　俺は妻が出産したから」

        「存じ上げませんでした。それはおめでとうございます」

        「あぁ、ようやくだよ。一人目も、二人目もオメガだったけど、ようやくのアルファだ。これであいつも、親父にもお袋にも、顔向けできるだろ」

        　晃希が、こいつ何言ってんだと思って三輪の顔を見ると、慶太が軽く足を蹴ってきた。大人しくしていろということだろう。

        「オメガはあっちの方は最高だけど、それだけじゃ商売女といっしょだ。しっかりと仕事もしてもらわないとね」

        「仕事って？」

        　晃希が言うと、慶太が再度蹴ってきたが、晃希は構わず慶太を蹴り返した。

        「勿論、跡取りだよ。オメガは良い駒にはなるけど、跡取りにはなれないからね」

        「アンタ……」

        「三輪さん、是非ともお祝いさせてください」

        　晃希が言おうとした言葉を、慶太が遮るように言葉を重ねてきた。

        「勿論。落ち着いたら出産パーティーをするから、そのときは是非鳥羽さんと一緒に来てくください。弟さんも一緒にね」

        「ありがとうございます。父にお伝えしておきます」

        「もう一人の、美しい弟さんも一緒にね」

        「はい」

        　その後、社交辞令のような会話を交わした後、三輪はカフェから出て行った。

        「何、あいつ。すげぇ感じ悪い」

        「声落とせ。誰が聞いてるか分からない」

        「兄さんもさ、何媚び売ってんの」

        「馬鹿に喧嘩売っても何の特にもならない。同じ場所に落ちるだけだ。適当に付き合っていけばいい。まぁあの馬鹿息子だったら三輪家の将来も見えてるから、徐々に付き合いはなくしていくよ」

        　慶太らしい発言が出たと思い、晃希は苦笑する。誰に対しても優しい慶太だが、ビジネスとなるとまた違う。それは達臣が幼い頃から慶太に対して行ってきた帝王学の成果なのだろう。

        　晃希は特別にそう言った教育を受けていないので、鳥羽家も古い因習である長男第一主義が残っているのは否めないが、それ以上に達臣が、慶太の持っている能力と晃希の能力を鑑みてそうしたというのが大きいのだろう。

        「あそこのお嫁さんさ、一昨年、去年と続けて生んでるんだよ。オメガの場合は、体のために次の出産まで二年は空けるというのが普通なんだけどな。ほんと、胸くそ悪い」

        「何それ。それ、許されんの？」

        「許されるも何も、別に法律で決まっているわけじゃないし」

        　晃希は他人事ながら、酷く苛ついて黙り込んだ。

        「晃希はさ、光希が双子だったし、父さんも、周りも、オメガは大事にしろって言ってきたからね。でも実際には、少数でもやっぱりあぁいう男はいるんだよ。まぁアルファとか関係なく人間性なんだろうけどね。でも、晃希が思う以上にオメガは社会的弱者だ。光希がよく言ってることも、あながち間違いではない。晃希が大人になって、もっと社会に触れるようになれば、さっきみたいなことよりも酷いことは沢山あるんだよ」

        　晃希は納得のいかないまま、それでも頷うなずく。慶太に言われずともそれは分かっていた。それでも実際に目の当たりにすると、酷く気分が悪い。

        「そろそろ戻ろうか」

        　慶太が立ち上がるのに、晃希も立ち上がる。下がってしまった気分は、光希と望のぞむの顔を見て上げようと思った。

        　病室の中に入ると、そこには看護師の日阪がいた。

        「凄いですね。日阪さんは」

        「全然凄くないですよ。もっと凄い人は沢山います」

        「でも、俺にもできるかな」

        「できますよ、絶対に」

        　そんな会話が聞こえてきて、何だろうと思って晃希は近づく。

        「仕事の邪魔をしてしまって、すみません」

        「いいえ。これもきちんとした仕事ですよ。鳥羽さんの不安が少しでもなくなったならよかったです」

        　そう言って、日阪は病室を出て行った。

        「なになに？　何の話してたの」

        　晃希がベッド脇の椅子に座って聞く。

        　光希は望を抱っこしながら、晃希の顔を見てきた。望は新生児用のベッドに寝せていてもいいのに、光希は自分が眠るとき以外はずっと抱っこをしている。抱っこをしていると幸せな気分になれるから、と光希は言っていて、晃希はそんな光希が可愛いと思う。

        「日阪さん、オメガなのに看護学校行って頑張ったんだなって」

        「そうだね」

        「日阪さんは、特に裕福な家じゃなかったみたいで、だから自立しなきゃって思ってたんだろうね。抑制剤飲みながら高校行って、短大行って、それで資格とったんだって。仕事とか、大変じゃないのかなって思うんだけど、持病を持っていようと働かないと行けない人間は沢山いるから、それに比べればどうってことないって言っていて、凄いなって」

        「うん、凄いね。大変なことには変わらないのにね」

        「そうだよね。でも仕事楽しいんだって言ってた。旦那さんの稼ぎは悪くないから働く必要ないんだけど、日阪さんが働きたいなら好きにしたらいいって言ってくれるんだって。家事も分担してるみたいだし、政略結婚とかじゃなくて、好き合ってて、仲良くて、理想の夫婦だよ」

        　晃希は先ほど嫌な話を聞いたばかりだったので、それを聞いてどこかで安堵をした。

        「俺たちも、そうなれるといいね」

        「そうだね。俺は日阪さんよりもよっぽど恵まれてるから、俺も色々とできるんじゃないかって気分になった。落ち着いたら大学行って、勉強したいと思うけど、できるかな」

        「勿論できるよ。光希の好きにしてほしい。俺は応援する」

        「ありがとう」

        　慶太の言うとおり、人はそれぞれだ。三輪のような人間もいれば、日阪のような人間もいる。

        　自分と光希も、自分達の家庭を築いていければいい。沢山間違いを犯し、散々光希を傷つけ、これからも繰り返すかもしれないが、それでも望が誇れるような家族にしようと思って、晃希は光希にキスをした。

        「俺の前では禁止」

        　慶太が不機嫌な声を出すのに、晃希は光希と一緒に笑った。

        


        ２

        　

        　

        　橘がうっとりした顔で、抱っこをしている望の顔を見た。

        「生まれた頃の、お二人を思い出します」

        　晃希と光希が生まれたときから鳥羽家に仕えている橘は、昔に思いを馳せるようにそう言った。

        　光希は退院して家に戻ると、本宅に居を構えた。里帰りといったところか。

        　橘がいるので自分たちの家で生活できると言ったのだが、達臣と慶太が、本宅に帰ってこいとしつこく、出産のスポンサーである達臣に逆らうこともできずに、従うしかなかった。

        　居間の隣には和室があるが、居間と和室の間の壁を取り払い、引き戸で区切るように改装されていた。

        　和室には布団が敷かれ、すぐに居間に出られるようになっている。光希は金持ちのやることは一々凄いなと思い、半分呆れていた。

        「光希に似てるでしょ？」

        　晃希が聞くと、橘は笑う。

        「どうでしょう。お二人は、生まれた時はそっくりで一卵性だと思ったくらいですから。本当に可愛らしかった」

        「でも、俺は光希に似てるって思うんだ」

        「そうかな。アルファだし、晃希に似るよ、きっと」

        　光希はそう言うと、泣き出した望を受け取った。

        「それに、俺に似るってことは、竹山家に似るってことだから、やっぱり晃希に似てほしい」

        　母に似てほしくない、と言うと嫌な感情が湧き出てきそうで、あえてそう言ったが、晃希は光希のこめかみにキスをすると、望の頭にもキスをした。

        「俺は光希に似てほしい。俺にはさ、母親の嫌な思い出なんかよりも、光希との良い思い出の方がよっぽど沢山ある。光希に似たら、凄く可愛いと思うよ。皆に愛される子になる」

        　光希はそれに、少しだけ笑った。

        「おっぱい、あげてきたら。ちょうどお昼ご飯だよ」

        　キッチンにいる慶太が、こちらを見て言う。光希は頷うなずくと、和室に行って服をめくった。

        「やっぱり、まだ上手く飲めないみたい」

        　しょんぼりとして光希が言うと、一緒についてきた晃希が、光希の肩をもんでくれる。

        「もっと、乳首弄いじった方がよかったな」

        　晃希が言うのに、光希は馬鹿、と言って返すが、晃希がわざと冗談を言ったのであろうことは分かっていた。

        「赤ちゃんがおっぱい飲むのが、こんな大変だと思わなかった」

        　生まれたての赤ん坊は、おっぱいを飲むのが下手だ。吸う力が弱い上に、飲んでいるうちにすぐに寝てしまう。

        　くわえて、初産であるため、母乳の出も弱く、乳頭の形もまだ母乳をあげるようにはできていないらしい。病院では母乳をあげた後に望の体重を量っては、ほとんど飲んでいないのに落ち込んでいた。

        「でも、大分飲むようになったんじゃない。ほら」

        　そう言って望の頬をぷにゅぷにゅする晃希に、ご飯の邪魔をしないと叱ると、望の顔を見た。

        　あぁ、可愛いなぁとうっとりとする。天使だ。本当に可愛い。いくらでも見いられると思った。

        「可愛いなぁ」

        　光希が呟くと、晃希はじっと望を見てきた。

        「光希のおっぱいも、凄い可愛い」

        　いや、違った。望を見ていると思ったが、よく見ると晃希は光希の胸をじーっと見ていた。

        「神聖な時間を汚さないでくれる？」

        　光希が言うと、へらりと晃希は笑った。

        「だって、ちょっとだけ膨らんでて、可愛い」

        　光希はそれにむっとした顔で答えた。

        「膨らんだ胸がよければ、女の子と付き合えばいいのに」

        　そう言うと、しゅんとすると思っていた晃希は、何故か嬉しそうに顔を緩めた。

        「光希が嫉妬してくれた」

        　光希は、そういうことかと思って笑う。

        「馬鹿なこと言ってないで、ミルク、作って」

        　光希の言葉に、晃希ははーいと返事をすると、和室を出て行った。光希も胸をしまうと、居間に戻った。

        「はい、ミルク」

        　慶太がニコニコしてミルクを渡してきたのに、光希は大きくため息をつくと、ダイニングチェアに座ってミルクを受け取った。

        「晃希にやってもらわないと駄目だって」

        「でも、俺がやりたいんだよね」

        　慶太がそう言って、じーと望を見てくる。光希は再度ため息をつくと、ミルクを慶太に突き出した。

        「あげる？」

        「うん」

        　慶太は嬉しそうに頷うなずくと、光希の隣に座って望を受け取り、ミルクをあげ始めた。

        「良い匂い。ミルクの匂いがする。幸せの匂いだよね。可愛いなぁ。本当に可愛いなぁ。光希の子どもは、可愛すぎる」

        　慶太がうっとりとしたように言う。孫を可愛がるお婆ちゃんみたいだなと思っていると、晃希も同じことを考えていたようで、ぽつりと呟く。

        「俺の子でもあるっつうの。何か、お婆ちゃんみたい」

        「それ、言っちゃ駄目」

        「酷いな。お婆ちゃんじゃないよ。伯父さんだって。そういえば、何て呼ばせようかな。伯父さんは嫌だし、でも、お兄さんは違うよね。けいちゃんとかどうかな」

        「好きにしなよ」

        　晃希は呆れたように言うと、テーブルの上の置かれたサラダのトマトを口に放り込んだ。

        　望の食事が終わると橘に預かってもらい、お昼ご飯を三人揃って食べる。晃希と二人きりの食事もいいが、慶太も揃って三人での食事も悪くない。一年前と比べれば大分家族らしくなったと思いながら、野菜たっぷりの八宝菜を口にした。

        「母乳作るの、凄いカロリー使うんだろ。沢山食べて」

        　慶太は空になった光希の皿を勝手に持って行くと、勝手におかわりを注いできた。それに光希は苦笑する。

        「ずっとさ、なんで母親って常に子どもがお腹減ってないか気にするだろうって思ってたんだよね。うちの母親はそういう人じゃなかったけど、友達とかそういう話よくするし、世間一般的にそういうイメージあるからさ。でもさ、俺、今はそれ凄く分かる。望が生まれてから、ずっと望におっぱいあげるのに必死で、お腹空いてないかいつも不安で、大人みたいにお腹空いたって言えないし、俺があげなきゃすぐ死んじゃうんだって思うんだ。世の中の母親は、多分こういう経験してるから、ずっと子どもがお腹空いていないか心配なんだよね」

        　光希が言うと、晃希がそっかと答えた。

        「兄さん、ありがとうね。兄さんも、同じだよね。俺たちがお腹空いていないかいつも気にしてくれてて。今は兄さんの気持ち、凄いわかる」

        　慶太が光希の顔を見てくると、肩に手を回してぎゅっと抱きしめた。

        「もう、本当に光希は良い子。お前の何分の一でもいいから、晃希もお前みたいだったらよかったな」

        「ちょ、兄さん、酷い」

        　それに光希が笑うと、慶太も冗談だよと言って笑った。

        「光希君、ちょっとお時間いいですか」

        　食事を終えると、伊藤がすっとよってきて、光希の耳元で聞いてくる。

        　伊藤がそんなことを言うなど珍しいと思いながら光希が頷うなずくと、慶太が晃希の背中を叩いて居間に移動してくれた。

        　伊藤は光希の目の前に座り、じっとこちらを見てくる。表情は全く動かない。いつも見慣れている伊藤の顔は、あまり印象の残らない、平凡な顔立ちである。

        「なんか飲みますか？」

        「いいえ、結構です」

        　伊藤はそう言うと、テーブルの上に両手を組み、おもむろに切り出した。

        「今月いっぱいで、私は鳥羽家の警護を終了いたします」

        「え？　なんで？　仕事辞めるんですか」

        「いいえ。仕事は辞めません。私は警備会社から派遣されていますが、一カ所に長期勤めるというのは、あまり好ましくないんです。代わりの人間が来ますが、優秀な人間が来るはずですから、ご安心ください」

        　光希はそれに、どう答えてよいのか分からなかった。伊藤には光希の恥ずかしい姿も見せている。なんとなく、勝手になのだが、伊藤は光希の理解者だと思っており、正直言うといなくならないでほしかった。

        「そうですか。寂しくなります」

        　しかし、光希に言えるのはそれだけだ。伊藤を雇っているのは光希ではなく、父の達臣であり、光希が何か言える立場ではない。

        「光希君らしい」

        「え？」

        「前にも言いましたが、光希君は誰よりも愛されている。もう少し自分の感情を前に出しても、誰も怒りません」

        「じゃあ、言います。辞めないでほしい」

        「それは無理です」

        　それに光希は思わず笑った。

        「伊藤さんらしいですね」

        　光希はそう言うと、立ち上がって橘から望を受け取った。

        「伊藤さん、抱っこしてみる？」

        「え？」

        「抱っこしてみて。伊藤さんが俺たちを見守ってくれたから、妊娠も乗り越えられたんだ」

        　そう言うと、伊藤が望に手を差し出してきた。

        「赤ん坊を抱っこしたことある？」

        「えぇ、仕事で何度か」

        　そう言いながら望を抱っこした伊藤は、初めて望を抱っこしたときの慶太に比べると、大分ましであった。

        「可愛いですね」

        　そう言って伊藤が笑った。

        「え？　え？　こ、晃希！」

        「何？」

        「来て、来て」

        　晃希が何事かとやってくるのに、伊藤の顔を指した。

        「い、伊藤さん、笑ってる」

        「え？　ほんと？」

        　慶太も走るようにダイニングに来ると、伊藤の顔を見た。

        「すげぇ、望」

        　伊藤はふっと顔を上げると、いつもの無表情に戻った。

        「この可愛い顔見て、笑わない人はいないと思います」

        　それに光希は晃希と慶太の顔を見た後、皆で一斉に笑った。

        「真顔で……」

        「その台詞」

        「さすが伊藤さん」

        　ひとしきり笑った後、光希は望を受け取り、和室に戻った。

        「望、凄いな、お前」

        　光希は望を布団に置くと、そう言って望のほっぺをツンツンと突いた。

        　望は、言われていることが分かっているかのように広角を上げてニコッと笑うと、すぐにスヤスヤと眠ってしまった。

        　

        ＊

        　

        　産後の一ヶ月検診から帰ってきた光希は、ソファで一息つく。望の成長も順調であり、光希の体も問題ないと言われて安心した。

        「もう、できるんだよね」

        「何が？」

        「エッチ」

        　晃希が言いだした言葉に、光希がため息をついた。

        「ほんと、それしかないわけ」

        「そんだけ光希を愛してるの」

        「てきとー」

        「適当じゃないよ」

        　光希は苦笑するが、結局は下りてくる唇を受け止めてしまう。最近、どうも晃希に弱いのは自覚をしている。

        　望はスリングの中でスヤスヤと寝ていた。光希はあまりにも望が可愛くて、四六時中抱っこをしてその体温を感じるようにしている。もっとも可愛いからだけではない。望に愛情を与えることで、失われた子ども時代を取り返そうとしているのだと、自身でも気がついてはいた。

        「はい、そこまで」

        　買い物から帰ってきたらしい慶太が、二人の様子を見て言った。

        「こんなところでイチャイチャしない」

        「そうだね。取りあえず家に戻ってからにするよ。荷物は、また取りに来るから」

        「え？」

        　慶太は驚いた顔をした後、明らかにがっかりとした。

        「もう向こうに行っちゃうの？」

        「床上げしたら戻るって言ってあっただろ。新婚だよ、俺達」

        「結婚してないし」

        　晃希の言葉に光希が冷静に突っ込むと、晃希は少しブスくれた顔をした。

        「兄さん、ありがとう。晃希はさ、俺たちだけでできるだけのことしたいと思ってるんだよ。甘いのはわかってるよ。色々と助けてもらうこともあると思う。だけど、この晃希が独り立ちしようって気になってるんだよ。凄いでしょ。これを逃す手はないよ」

        「この晃希がって……」

        　晃希が拗ねるように口を尖らせると、慶太が笑った。

        「そうだね」

        「兄さんも夏頃から、父さんの会社でインターンシップ始めるんでしょ。いつまでも俺達の面倒見てられないよ」

        　慶太の就職は来年からだが、インターンシップとして、実質、達臣の会社で働き始めるのだ。

        　今までもバイト程度のことをしていたらしいが、光希がこの家に来てからはほとんどしていない。このままいけば、慶太はインターンシップも辞めると言い出しそうで、いい加減けじめを付けるべきだとは光希も思っていた。

        「そんな顔しないで。敷地内なんだからいつでも遊びに来れるし、遊びに来てよ」

        「そうだね」

        　慶太は気分を持ち直したのか、いつもの柔らかな表情に戻った。

        「伊藤さんは今週いっぱい？」

        「そう。引き継ぎしてるから中々そっちにはいけないけどね。今後、光希達の家の警護は誰か他の人に変わるから」

        「警護、いらないよ。警護付けても、やることなくて一日ぼうっとしてるのが大半になるだろうから、それだと警備費用も勿体ないし、警備の人も嫌になるよ。本宅のモニター室で不審者がいないかは監視してるんでしょ」

        　伊藤は、妊娠してる光希に、何かあったときのために待機するというのが名目になっている。出産した今では、その理由もなくなり、また、伊藤以外の人間にプライベートを覗かれたくはないというのが本音であった。

        「まぁ、そうだよね。父さんと相談はしてみる。でも、出かけるときは声かけてよ」

        「なんで。前は警護なんてつけてなかったのに。誘拐とか危ないことなんてそうそうないよ」

        「まぁそうなんだけどね」

        　慶太はそう言うと、少し考えているようであった。

        「伊藤さんいなくなると寂しくなるね」

        　晃希が話題を変えるように言う。

        　晃希は警護がいようがいまいがあまり気にはしていないらしい。幼い頃から家族以外の使用人に囲まれていたため、自分の生活に他人がいることに何も思っていないようだ。光希が望むどおりにすればよいと思っているらしい。

        「うん」

        　考えてみれば、伊藤との付き合いはそう長くない。光希と個人的に接触し始めたのは去年の夏からであり、晃希と光希専用の警備になったのはそれこそ、妊娠をしてからだ。それでも、寂しいのは事実であった。

        　自分達の家に戻ると、何だか酷くほっとした。本宅に帰ったときもほっとするのだが、自分達の家に帰ってもほっとする。何故なのだろうと不思議に思いながら、晃希に望を渡した。

        「ちょっと昼寝していい？」

        　最近母乳の出は良くなったが、二時間ごとの授乳はやはり堪こたえる。晃希はミルクを作るから寝なよと言ってくれるのだが、そう上手くはいかない。常に母乳は生産され続けるので、同じ間隔で飲んでくれないと、胸が張って痛くなる。そのため、一回だけミルクにするわけにもいかないのだ。

        　生まれる前までは、母乳とミルクの混合育児をして、夜は晃希と交代で休んで、などと思っていたがそんなに上手くはいかない。結局は光希が夜中に何度も起きて授乳をしなければならず、昼間も授乳のためにまとまって眠ることなどできない。

        　それでも、晃希や慶太や橘がいるだけましなのだろう。他の母親は、日中は一人で育児をし、夜も翌日仕事の夫のために一人で子どもを見ている。辛いなど言っていられないなと思った。

        「育児って、幸せだけど大変だよね」

        　光希が呟くと、晃希が光希の頬にキスをしてきた。

        「ありがとね。お休み」

        　晃希にありがとうと言われるだけで、もっと頑張れると光希は思う。母と二人で暮らしていたときは何をしてもありがとうなど言われず、時には罵倒された。そのときのことを考えれば、育児の辛ささえ幸福だ。

        「お休み、晃希」

        　そう言って晃希の頬にキスを仕返すと、晃希は顔を緩めて、あぁ、幸せと呟いた。それに光希も笑った。

        　昼寝から目を覚ますと、時間は十九時になっていた。ベッドに入ったのが十四時だったので、大分寝てしまった。久しぶりに沢山眠りすっきりしたと思ったが、望がお腹を空かせていると思って、慌ててリビングに行った。

        「おはよう。すっきりした？」

        「うん。ごめん、いっぱい寝ちゃった。起こしてくれればいいのに。望、お腹空いてるよね」

        　晃希は、何故だかそれに耐えられないといった風に笑いながら言った。

        「実はさ、光希起こしたんだよ。そしたら眠りながらベロリって服をめくって、望を横に寝かせて、おっぱいあげながら寝ちゃった」

        「やばい。本当に？　望潰さなかった？」

        「大丈夫。俺ちゃんと見てたから」

        　そう言って、晃希は今度は声を出して笑った。

        「何？」

        「胸丸出しで大の字で熟睡している姿、さすがに色気ゼロで襲う気にはならなかった。そっと服を閉じておいたよ」

        　光希はそれに苦笑いをする。

        「酷い」

        「それだけ光希が頑張ってるってことだって。ご飯、食べよ」

        「うん」

        　テーブルに着くと、晃希がご飯と味噌汁をよそってテーブルに置いてくれた。おかずは筑前煮と焼き魚とお浸しだ。母乳には和食がいいということで、和食を用意してくれたのだろう。

        「橘さん、ありがとう」

        　食事をとる間、望を預かってくれている橘に言うと、橘は笑って首を振った。

        「私じゃありませんよ。晃希様が作ったんです」

        「え？」

        　光希が晃希の顔を見ると、晃希は照れたように、いただきますと言って食事を始めた。

        「どうしたの、晃希」

        「いや、そろそろ俺もやらないとなって。将来的には三人で生活したいから、そのためには自分で色々とできるようになりたい」

        「ありがとう。凄く嬉しい。いただきます」

        　そう言って味噌汁を口にした光希は、それが慶太の作ってくれる味噌汁の味と同じであることに気がついた。

        「おいしい。兄さんに教わったの？」

        「そう」

        　自分が知らないうちに、慶太に色々と教わっていたのだ。自分のためにしてくれたのが嬉しかった。

        「晃希は、これからどうするの？」

        「これからって？」

        「大学とか」

        「うん、来年受験する。今まで大学なんて適当でいいやって思ってたけど、良い大学入って将来を広げたいなって。まだなんの仕事したいとかないからさ。だから、予備校行こうと思ってる。光希にはちゃんと話さないといけないとは思ってた。そうすると日中光希一人になっちゃうけど、いいかな」

        「勿論だよ。晃希がそういうのきちんと考えてくれて、嬉しい」

        「よかった」

        　食事を終えると、光希は後片付けを始めた。

        「いいよ、俺がやる」

        「ううん、俺もそろそろ色々とやらないと。病院でも、先生から日常に戻っていくようにって言われた。体重も戻さないとね」

        「私がやりますよ。私の仕事、無くなってしまいます」

        　橘が言うのに、光希は首を振る。

        「橘さんには感謝してるけど、そろそろ二人で生活始めてみるよ。大変なときは手を貸してもらうかもしれないけど」

        　橘は少し寂しいといったような顔をしたが、それでも納得はしてくれた。

        「寂しいですけど、よいことですね。では、明日からは一日中は来ないこととしましょう。何かあったらすぐに呼んでくださいね」

        「ありがとうございます」

        「あ、そういえば本宅に、手紙が届いていました」

        　そう言って橘は光希に手紙を差し出してきた。誰からだろうと差出人を見てみると、そこには横浜にいた頃の友人の名前があった。

        　光希は封筒を開けて手紙を取り出した瞬間、それが誰から来た手紙なのかすぐに気がついた。

        　右上がりの女性文字。母からの手紙であった。

        　

        ＊

        　

        　光希は望に十分な母乳をあげた後、晃希に望を渡した。

        「やっぱり誰かつけるよ。伊藤さん、はもういないか」

        　それに光希は苦笑する。

        「いいよ。ちょっと駅前に行くだけだから」

        「でも、何かあったら」

        「晃希は、友達と会うときに警備にいてほしい？」

        「いや、嫌だけどさ……じゃあ俺も一緒に行くよ」

        「それはもっと嫌」

        　シュンとしてしまった晃希の頭をポンポンと叩きながら、嘘をついてしまった罪悪感が沸いてくる。

        　一週間前に届いた母の美佐恵からの手紙は、元気か、寂しい、会いたいと言った趣旨のことが書かれていた。偽名の差出人で来たのは、母の名前であれば廃棄されると思ったからであろう。誰に代筆を頼んだのか、封筒の字は美佐恵のものではなかった。

        　書かれている電話番号は以前のままで、光希は取りあえずその手紙を千切って捨てると、晃希の目を盗んで美佐恵に電話をした。

        　美佐恵の声は酒焼けをしているせいか、かすれていた。その声に、捨てたはずの情が湧いている。十七年一緒に暮らし、時には楽しいこともあったのは事実であり、母の要望どおり会ってみようという気になった。

        　晃希や慶太に言えば、その情とは共依存に過ぎないと言われるのは目に見えている。そのとおりなのかもしれない。しかし、晃希にも慶太にも、共依存の本当の意味など分かりはしない。

        　家庭というのは不思議なもので、その小さな集団に属しているときは、そこでのルールは絶対であるのに、一歩外に出るとそれがいかに奇妙であったのかが分かる。それが生まれてからずっと植え付けられたものであれば、疑えはすれども逃げる術などない。

        　久我山が光希に抱いだいていた罪悪感には恐らくこれがある。光希が苦しんでいても、救い出せなかった。いや、あえて救いだそうとしなかった。だからこそ久我山は己の矮小さに苦しんでいたのだ。

        　では、晃希にそれを説明できるかというと、それはできない。以前達臣が言っていたとおり、晃希は母親に捨てられた子どもなのだ。たとえ光希よりも恵まれた生活をしていようとも、母との話を光希から積極的にする気にはなれなかった。

        「ちょっと会ってくるだけだから。次の授乳の時間までには帰って来れると思うけど、遅くなったらミルクあげてね」

        「わかった。気をつけて」

        　晃希は光希の唇にちゅっと軽いキスをしてくると、玄関までついてきて、もう一度キスをしてきた。

        「ちょっと出かけてくるだけだよ。なんでそんな顔するの」

        　晃希の不安そうな顔に苦笑すると、手を振って玄関のドアを閉めた。それと同時に、光希の心にもう一度罪悪感が沸いてくるが、それを振り払って歩き始めた。

        　友人と会うと嘘をつき、母に会いに行く。もっとも遠出はできないので、光希の家の最寄り駅まで来てもらうようにした。

        　授乳のことを考えて望も連れて行こうかと思ったが、それはやめた。準備が面倒なことと、何よりも母に望を会わせたくないと思ったからだ。

        　一体この気持ちはなんなのだろうと光希自身考える。情はあると思いながらも、望に触れてほしくない。我が子を他人に触れさせたくない母親もいるようだが、光希はそうではない。しかし、母にだけは触れさせたくないのだ。

        　駅前にあるチェーン店のカフェの前で、光希は深呼吸をする。心臓がドキドキとして、逃げたい気分になってくる。母に会いたいという気持ちよりも、義務感で会わなければと思っていることに気がつきながら、意を決して中に入ると席を見渡す。まだ母はいない。

        　光希はアイスコーヒーを注文して開いている席に着くと、十五分ほどして美佐恵がやってきた。

        　五分遅刻だ。それでもすっぽかさなかっただけましだろう。美佐恵は光希を見つけると嬉しそうに笑って手を振った。

        　美佐恵は薄化粧に、白いＴシャツとデニムという格好だ。外出時は、いつもきちんと化粧をし、女性らしい綺麗な格好をしていた美佐恵らしくない。しかし、年の割には相変わらず綺麗ではある。華があるというのだろうか。アルファの冴えた美しさと、オメガの妖艶さを持っている。もう四十を過ぎているというのに体型は崩れておらず、周りの視線が一瞬だけ美佐恵に集まるのを感じた。

        　美佐恵はホットコーヒーを持って光希の正面に座ると、にっこりと笑った。その笑顔は一緒に住んでいたときは滅多に見たことがない。見るときといえば、恋人と一緒にいたときか。

        「元気そうね」

        「うん。母さんも」

        　光希はそう言うと、それ以上何を言っていいのかわからず、ストローでアイスコーヒーを掻き混ぜていた。

        「母さんね、光希がいなくなって凄く寂しくて」

        「そう」

        「赤ちゃん、生まれたの？」

        　何故知っているのだと思いながら、光希は頷うなずいた。

        「今度会わせてね」

        　それに光希は返事せずアイスコーヒーを口にしたが、味はまるで分からなかった。

        「母さんは今、何してるの」

        「地元のお店で働いてるわ」

        「どんなお店？」

        「飲み屋で働いているの。お母さん、特にスキルも何もないからね、凄く大変」

        　そう言ってため息をついて視線をテーブルに落とした美佐恵は、酷く弱々しく見えた。

        　こんな風に男を落としているのかと漠然と思いながら、よくもまぁ、母親相手にそんなことを思えるものだと自分に呆れた。

        「大変そうだね」

        「うん、凄く大変。この歳で飲み屋なんて、お母さん体ボロボロよ。お客さんに付き合ってお酒飲まないといけないし」

        「でも、母さん、お酒好きだからいいんじゃない」

        　そんな言葉が出てくる自分に驚きながら、光希はそう言って愛想笑いをした。

        　美佐恵はそんな光希の言葉を冗談だと思っているのか、フフっと笑うと、光希の手を握ってきた。

        「でも、もう歳だから限界なの。ねぇ、光希、また一緒に住まない？」

        　光希はその言葉に、一瞬頭が真っ白になり、そしてゆっくりと美佐恵の手を見た。

        　年齢を、顔や体型で誤魔化せても、手と首だけは誤魔化せないと聞いたことがある。血管が浮き出て張りがなくなった手は、美佐恵の年齢を物語っていた。

        　しかし、綺麗に手入れをされている手ではあった。爪は長すぎず短すぎず適度な長さでそろえられ、薄いピンクに白い線の入ったフレンチネイルだ。ささくれ一つないその指先は、派手すぎることはなく、男というものを熟知した手だった。

        　それを見て、今日の格好もその化粧も、みすぼらしく見せるためのものだと思い、光希はあぁ、そうだよな、と心の中で呟いた。

        「一緒に住むって、赤ちゃんはどうするの？　俺一人でじゃ育てるのは無理だよ」

        　光希は母の言いたいことが解りながらも、あえて聞いてみた。

        「赤ちゃんって、まだ光希は未成年でしょ。こんな若いのに孕まされて、可哀想に。でも、赤ん坊は鳥羽の家できちんと育ててくれる。あの家は裕福だから、赤ちゃんも幸せよ。光希も人生やり直せる」

        　光希はそれに、声を出して笑った。

        「未成年なのにって、十五で俺を久我山に売っておいて、よく言うね」

        　美佐恵は目を少しだけ見開くと、焦った様子を隠すように、早口で続けた。

        「売っただなんて、あのときも言ったけど、お母さん知らなかったのよ」

        　頭の回転は相変わらず速いと思いながら、そう、と小さな声で答えると、アイスコーヒーを口にした。

        「一緒に住むのが嫌なら、少しでもいいから援助してほしいの。お母さん、この歳で一人で暮らすの、本当に辛い」

        　光希はそれを聞いてよかったと思った。今日ここに来てよかった。この人がどこまでも最低な人であると分かって、ようやく解放されるのだと思った。

        「父さん、俺を引き取るのに凄いお金、払ったよね。残りの人生、暮らせるくらいのお金だって聞いたけど」

        「そうね、あの人はなんでもお金で解決できると思ってるの。昔から仕事ばかりで、お金さえあればいいって思ってて、お母さんのことほったらかしてずっと、仕事仕事。家庭も顧みないで、家庭には向かない人だった。お母さん心配だわ。あの人は普通の家庭築けるわけないもの」

        　美佐恵は話の論点をいつもずらしていく。昔はそれによく翻弄され、理解できない自分が悪いのだと自分を責めたものだが、今では何故こんな破綻している話に惑わされたのだろうかと思う。

        「母さんさ、俺の子どもの名前、聞きもしないんだね」

        「そうね、光希に会えた嬉しさで忘れてたわ。名前は何？」　

        　光希は美佐恵の目を正面から見据えた。今まで、こうやって母の目を見つめたことはない。恐ろしくてそうすることができなかったのだ。

        「一緒には住めないよ。お金の援助も、俺、働いてないからできない」

        「お父さんから貰えばいいでしょう」

        「そんなことできるわけない」

        　昔ならここでヒステリックに叫び叩いてきたものだが、人目を気にしているのか、それとも光希を金づるとしたいためか冷静であった。

        　まだここで怒鳴られればそういう人だと同情もしただろう。しかし、ここで我慢ができるということは、今までだって我慢できるのにしなかったのだということだ。今まで美佐恵にされてきた理不尽な事柄が次から次へと頭に浮かんできて、酷く惨めで恨めしい気持ちになってくる。

        「光希も親になったなら、親の気持ち、わかるでしょう」

        　そして、美佐恵のその一言で、光希の気持ちはぷっつりと切れた。もう、この人は母親なんかではないと、はっきりとそう思った。

        「そうだよ。親になった今だからわかる。あんな小さくて、可愛くて、俺がいないと生きていくこともできない子ども、大切に育てたいって思う。だからこそ、母さんはおかしいんだってわかる。俺が母さんの恋人と話しただけで、煙草を押しつけられた。俺が食べられなくなるのも構わず、金を取っていった。そんな親、異常だよ。親の気持ちはわかるけど、母さんの気持ちはわからないし、わかりたいとも思わない」

        　光希が言うと、美佐恵の顔つきが変わった。怒鳴られるかと思ったが、結局美佐恵は怒鳴ることはなかった。

        「あぁ、あぁ、そう。アンタはずーっとそんなこと思ってたのね。私はアンタのことを思って、躾でやったのに、なんて子なの」

        「躾って、本気で言ってるの？」

        「そうやって、私の気持ちも考えないで、何様だ、アンタは。今まで育ててやった恩も忘れて、アンタを生んだのが私の人生の最大の間違いだ」

        　光希はそれに、怒りどころか、なんとしてもこの人を言い負かせてやりたいという気持ちが湧いてくる。

        　しかし、久我山がよく言っていたナルシストと言う言葉を思い出し、それを留まらせた。久我山の言っていたその言葉は、一般的に使われるナルシストではなく、自己愛性パーソナリティ障害のことだろう。久我山はそうやって美佐恵を決めつけることで、光希の気持ちを軽くしようとしてくれたのだろう。

        　そして今、その障害名が母親にぴったりと当てはまると感じる。弱く、自己承認欲求が高く、否定されるのを極端に嫌い、否定される前に相手を攻撃する。そんな人間を相手にするだけ無駄だ。

        「そうだね。でも生んだのは母さんだろ。人の責任にしないでよ。少なくとも、俺は十分母さんに尽くしたよ。母さんが親の責務を果たさなくてもね。それに、父さんは俺を買ったけど、売ったのは母さんだ。その金をどう使おうと勝手だけど、俺や兄弟に寄りかかってくるのはやめてよ」

        「親になんて口きいてんだ。誰の子かわからない子生んで、汚らしい。やることしか考えない能なしオメガのくせに。アンタたちの世話になんか一生ならないよ。私にだってプライドがあるんだ。馬鹿にするな」

        「怒鳴らないんだ。人目があると、絶対に怒鳴らないよね」

        　そう言って立ち上がると、光希は美佐恵を見下ろした。ずっと畏怖の対象であった美佐恵は自分よりも小さく、恐れる必要など何一つなかったのだと思った。晃希の言うとおり、何故逃げてこなかったのだとも思うが、それは自己の存在価値を認めることができた今だからこそ言えることで、あの頃はとても無理であった。そしてそんな風に自分を認めることができたのは、自分を愛してくれる人間がいるからなのだ。

        「もう会うこともないだろうけど、元気でね」

        　そう言って光希は店を後にした。後ろで美佐恵がブツブツ言っていたが、プライドの高い美佐恵が追いかけてこないとは分かっていた。

        　店から出て家までの道を歩きながら、光希はすっきりした感覚と、これでよかったのかと言う疑問を抱えていた。たった一人の母親だ。彼女を見捨てることは、薄情ではないか。こんな自分が望を育てられるのか、と思いながら歩く。やはり会わなければよかったのだろうかと思った。

        　晃希と幼い頃に遊んでいた公園で足を止めて、じっとその風景を眺めた。ここで遊んでいたときに、母親に連れ去られたと慶太は言っていた。まるで記憶にない。ただ、晃希とこの公園で遊んでいたことは覚えている。

        　光希は砂遊びが好きで、晃希は遊具で遊ぶのが好きであった。お互いがお互いの好きな遊びをしたいと主張したが、橘が上手い具合に調整をしてくれたので、なんだかんだで楽しかった思い出がある。

        　光希がそんなことを思い出していると、白いバンがゆっくりと走ってきた。あまり車は通らない道であるが、安全運転なので気にはとめなかった。

        　車が自分の前に止まったときも、子どもを降ろすのかな、くらいにしか思わなかった。しかし、車の後部座席が黒いスモークの窓のために全く見えなかったのになんとなく危険を感じて、車から遠ざかろうと歩き始めた。

        　バンのドアが開くのを横目で見ながら早歩きで歩くと、車の中から男が次々と出てきた。

        　勘違いでもいいと思い光希は走り始めたが、男の手が手首を掴つかみ勢いがそがれた。

        　やばい。そう思ってその手を強くほどこうとしたが、五人の男に囲まれ体を抱えられた。暴れようとも、体を横にされ、足から頭まで五人の体が支えていたため、逃げることはできなかった。

        　一瞬で車に乗せられ、これは手慣れた犯行だと考える。逆らっては駄目だと判断し、手を後ろ手で縛られ、目隠しをされるのに大人しく従った。

        　拉致されるまでは抵抗をするべきだが、拉致されてからは逆らうなと、よく伊藤に言われていた。そして攫さらわれたら冷静に、なるべく五感を研ぎ澄ませろと言われていたが、伊藤のようなプロでもあるまいし冷静になどいられるわけはなかった。心の中で数を数えても、鼓動が早く、時間の感覚があっているかもわからない。それでも冷静になれと言い聞かせ、数を数え続けた。

        　男達が光希に手を伸ばしてきたのに体がびくりとなったが、持っていた鞄を取り上げられるだけであった。

        「五千円か。しけてるな」

        　男の言葉に、財布を見られているのだと思った。

        「鳥羽光希。本人に間違いないな」

        　光希に確認をするというよりも、財布に入っている保険証か何かで確認をしただけだろう。男が独り言のように呟いた。

        「やっぱあった。ＧＰＳ。金持ちは必ず持ってんな」

        　ＧＰＳなど持っていた覚えはない。スマートフォンには位置情報共有アプリが入っているが、ＧＰＳなど単体では持っていないはずだ。伊藤か晃希に、知らない間に鞄に仕込まれたのだなと思ったが、結局見つかってしまっているのだから役に立たない。

        　ふいに風が入ってくるのを感じた。窓が開けられたのだろう。しかしすぐに風はやんだ。鞄を外に捨てられたのだろうと思い、これでは自分がどこにいるのか、誰にも分からないと絶望した。

        　目的が、身代金目的なのか、それともレイプしたいのかもわからない。殺されることはないだろうと高をくくりながらも、無事に帰れても、晃希がうるさいだろうなと思った。

        　車はかなりの時間を走っていたようだ。途中から一度も止まらなかったので、高速道路に乗ったのかもしれない。もっとも、恐怖心から長く感じたのかもしれないが、車が止まり外に出されると、空気がひんやりとしていて緑の匂いがしたため、ここは最低でも都心ではないとは思った。

        　背中を押されゆっくりと歩いたが、少し歩いた後、止まれ、と言われて止まった。

        　肩を強く押されたので後ろに倒れていまい、背中を打つことを覚悟したが、背中に感じたのは柔らかな布の感触である。ベッドか何かに倒されたのだ。

        「余計な真似、すんなよ。こっちも殴りたくない」

        　光希が頷うなずくと目隠しが取られ、三人の男が光希を見下ろしているのが視界に入ってきた。皆、奇妙なお面を被っている。海外のホラー映画で見るようなお面だ。顔を見られたくないということは、やはり殺す気はないのだろうと、ひとまず安堵する。

        　手は後ろ手で縛られたままだ。自分が横になっているのはやはりマットレスらしき物で、部屋の中はほこり臭く、天井は古い家の雰囲気があった。

        「お金が欲しいの？」

        　光希は余計な事は言うなと思いながらも、聞かずにはいられなかった。

        「そう。あたり。光希君のパパに、ちょっとお小遣い貰おうと思ってね」

        「身代金目当ての誘拐って、上手くいかないって聞いたけど」

        　それに、光希を覗き込んでいる男の一人が笑った。

        「そりゃあ、警察が知っている誘拐は検挙率が高いだろうけどさ、知らない誘拐に関しては、どれだけの検挙率があるかなんて分からないだろ」

        　そう言って男が体をどけると、二人の男が何か作業をしているのが見える。よく見てみると、そこにはビデオカメラが用意されていた。

        　続いて部屋の様子を窺うかがうと、壁は砂壁の古い家の一室らしく、恐らく廃墟なのだろうことが予想できた。

        「ネットのお陰でいいビジネスができるんだよ。子どものエッチな動画、ネットに流すよ、と言ったら大抵の親は金を払う。愛だねぇ」

        「やめろ……」

        「大丈夫。金さえ払えば絶対に流失はしない。この商売、信頼が命だからな。平和的だろ。どっかの国みたいに、耳とか指とか切って脅すわけじゃないぜ」

        　準備をしていた男の一人がこちらに来るのが見え、その男を見ると手に注射を持っている。嫌な予感がしてその男を見上げた。

        「何それ」

        「せっかくだから気持ち良くなった方が得だろ。痛いのは可哀想で見てられない」

        「無理だよ。俺、子ども生んだばかりだから発情しないよ」

        「うーん、そうだね。初めてのケースだ。発情促進剤、効くのかな。どうだろ。試してみよっか」

        　光希が男の楽しそうな声に体をよじって逃げようとするが、三人の男に体を押さえつけられ、それは叶わなかった。

        「暴れると体の中で針、折れちゃうよ」

        「やめろ！」

        　光希の抵抗も空しく、針先が光希の二の腕に入っていく。光希は、久我山孝にレイプされたときのことを思い出し、またあの屈辱を味わうのかと、目の前が暗くなっていくのを感じた。

        「どれくらいで効くの？」

        「うーん、どのくらいだろ。結構早く効くんだけどな」

        「オメガと発情セックス、久しぶりだな」

        「この子、滅多に見ないくらいの美人だからすげぇ楽しみ」

        　男たちが笑いながら言う。それに心の中で死ねと罵倒する。久しぶりに、人に対して殺意を抱いだいた。

        「何これ、すげぇエロい」

        　男の一人が、光希の胸元をすっと撫でてきた。その言葉で初めて、胸が痛むのに気がつく。母乳を出していないので張っているのだろう。母乳が漏れてＴシャツを濡らしていた。

        「舐めてみれば」

        「やだよ。きたねぇな」

        　男達が下卑た笑いを浮かべる。光希はそれを聞きながら体が震えるのと同時に、熱くなってくるのを感じた。

        　あぁ、このまま発情するのかな。嫌だな。こいつらとやったら、晃希怒るだろうな。顔も見たくないと家を追い出されるかもしれない。そしたら望は取り上げられるのかな。望と会えなくなるのかな。

        　あの子は温かかったな。あんなに小さな存在なのに、そばにいると何故だか自分が強くなれる気がした。誰よりも強くなれた気がして、誰よりも必要とされている気がした。久我山や晃希に感じている愛情とはまた別の、しかし地球上の誰よりも強い愛情を持っているように思えたのだ。誰も自分の愛には勝てないと、そう思っていた。

        　望に会えないのなら、死んでもいっかな。そうだ、こいつらにやられるくらいなら、今死んだ方がいい。

        　暴れれば殴られ、殺されるかな。いや、殺せば金は貰えないので、それはしないだろうな。じゃあ、どうやれば死ねるのかな。

        　光希は、薬のせいか自分の思考がまともに動いていないことには気がついていた。それでも、一度頭に浮かんでしまうとその考えが離れることはない。

        「焦点があってない。効いてきたか？」

        　男がそう言って、光希の股間を触ってきた。

        「すげぇバッキバキ」

        「後ろは？」

        　今度は後ろを触られそうになり身をよじるが、大した抵抗にはなっていないのか、易々と侵入を許してしまう。

        「すげぇ濡れてる。暴れるなって。すぐに気持ち良くしてやるから」

        　そう言って、男が光希のズボンに手をかけたが、すぐにその動きをとめて後ろを振り向いたのと同時に、ドサリと音がした。

        　光希も男が見ている方を見ると、部屋の入り口が開いており、知った男が立っていた。

        「伊藤さん……？」

        　伊藤は相変わらず無表情であったが、その変わらない表情には、確かに怒りが浮かんでいた。

        　伊藤の足下には、男が一人横たわっている。ぶらんと下ろした手には、警棒が握られていた。

        「プロだ。三人で行け」

        　リーダーらしき男のその言葉に、二人の男は床に置かれている金属バッドを手に取り、もう一人の男はスタンガンを手に取った。

        「動いたら、このお坊ちゃんの顔、ズタズタになるよ」

        　指示を出した男は、光希の上半身を起こしてマットレスに座らせると、ナイフを光希の顔に近づけた。

        「警棒、下に置けよ」

        　伊藤はその言葉に、眉一つ動かさずに警棒を床に落とした。

        「伊藤さん、ごめん。俺、別に死んでもいいのに……」

        　光希が呟くと、伊藤の表情が一瞬だけピクリと動いた。それに光希は、伊藤がこれ以上ないくらいに怒っていると気がつくのと同時に、何故怒るのだろうかと思った。

        　スタンガンを持った男が伊藤の近くにまで歩いて行くと、頭の悪そうな口調で楽しそうに言う。

        「ちょっと痺れるよ。お坊ちゃまのアナル、ぐちゃぐちゃに犯してやるから見ててね」

        　男はそう言ってスタンガンを伊藤の首元に持って行った。

        　絶叫が響く。一瞬光希は目をぎゅっと瞑るが、目を開けると伊藤はやはり表情も変えずに直立しており、何故かスタンガンを持っていた男の方が耳を押さえながら、体をふらつかせたかと思うと、その場に横たわった。

        「ヘレンケラーは、耳が聞こえないことは、目が見えないことよりも不運なことだと言ったそうです。聴覚は思考を活性化し、人間同士の知的交際を可能にするのに欠かせないものだからです。でも、あなたたちには知性の欠片もない。だから耳はもういらないでしょう」

        　伊藤の左手には、血に染まった太い針のような物が握られていた。それで、男の外耳道を突いたのだろう。しかし、伊藤が動く様子は全く見えなかった。それに、光希は背筋が凍り付く。

        「内耳を壊したので、もう聞こえないでしょうね。三半規管も破壊されていたら平衡感覚も無くなる。残りの人生、地獄ですね」

        　伊藤は相変わらず冷静に、声色一つ変えずに呟く。

        「彼を傷つけますか？」

        　伊藤が光希にナイフを突きつけている男に向かって、静かに言った。

        　男はじっと伊藤の顔を見てしばらく何かを考えていたようだが、光希の体から手を離した。

        　伊藤は、金属バッドを持ちながらどうするべきか迷っているらしい男の胸元を容赦なく拳で打ち、続けてすぐにもう一人の男の膝を蹴った。二人の男が呻きながら地面に伏せると、更に背中に踵を落とす。

        　その冷酷さは恐ろしいが、それでも格好いいと見惚れた。

        　伊藤はゆっくりとこちらに歩いてくると、光希の腋に手を入れて立ち上がらせ、光希の体を抱き寄せる。

        「彼を傷つけなかったので、あなたは見逃しましょう」

        　伊藤はそう言って、誰かに電話を始めた。

        「帰りましょうか」

        　光希の手首を結んでいる縄をナイフで切ると、光希の肩を抱きしめてきた。

        「うん。ありがとう」

        　パトカーの音が聞こえてきて、段々と大きくなってくる。伊藤は、それに小さな声で呟いた。

        「地元の警察ですかね。思ったよりも早い」

        　男がパトカーの音に気がつくと、入り口に向かって走り出したが、伊藤は足をひっかえて男を転ばすと、その顔を見下ろして言った。

        「私は見逃しますが、警察からは逃げたら駄目ですよ」

        　そう言って伊藤はひざまずくと、手に持っていたナイフで、おもむろに男の踵の上を斬りつけた。アキレス腱を切ったのだろう。

        「後は警察に任せましょう。体、何かされました？　息が荒いし、匂いが凄い」

        　男が痛みに声を上げたが、伊藤は何もなかったような様子で光希の体を労るように、肩を撫でてくれた。

        「発情促進するやつ、打たれた」

        　伊藤はそれに頷うなずくと、光希の体を両手で抱きかかえてくれた。

        「なんで伊藤さん……」

        「晃希君が、連絡をくれました」

        「俺の場所……なんで」

        　伊藤のアルファの匂いに、堪らない気持ちになってくる。光希の匂いに当てられたのだろか。伊藤はオメガの匂いで発情しないとは言っていたが、それでも匂いは強くなっている。光希は思わず伊藤の首筋に顔を近づけて匂いを嗅いだ。

        「後で晃希君に聞いてください。抑制剤はありますが、何の薬を打たれたかわからないので、投与はやめた方がよいでしょう」

        「辛い……」

        　光希が呟くと、伊藤は頷うなずいた。

        　外に出ると夜の帳が下りていた。ちょうどパトカーが三台到着し、赤い警光灯が辺りの木々を照らし出した。

        「止まりなさい」

        　警察官がパトカーから降りてくると、伊藤に向かって言った。

        　伊藤は光希を降ろすと、両手を上げて名前を名乗る。

        「ＳＰＰ警備会社の伊藤です。鳥羽龍臣の依頼でご子息を救出に来ました。内ポケットに身分証があります。出しても？」

        　警察官は頷うなずくと伊藤の近くまで歩いてくる。光希は立っていられずその場に座り込みながら、不用心だな、伊藤さんが犯人だったら映画みたいに瞬殺されるのに、と思った。

        「君、光希君だね？　具合が悪いのかな」

        　警察官の一人が光希の顔を懐中電灯で照らして、持っている写真と光希の顔を見比べると光希の背中を撫でてくれたが、匂いに気がついたのかすぐに顔をしかめた。

        「通報したのは、あなたですか」

        　警察官が伊藤に聞くと、伊藤は首を振った。

        「いえ、通報したのは鳥羽のご家族です。犯人は五人で家の中にいます。それよりも、光希君はオメガで発情しています。発情促進剤を打たれたようです。病院に連れて行きたいのですが、よろしいでしょうか」

        「では、救急車を呼びましょう」

        「いえ、結構です」

        「しかし」

        「鳥羽に確認いたしました。私どもで処理いたします」

        「しかし……」

        「鳥羽に確認いたしました」

        　伊藤が強い口調で言うと、鳥羽という言葉に警察官はたじろいだようであった。

        「光希君、救急車、呼ぼうか」

        　光希の背中を撫でてくれていた警察官が言うが、光希は首を振る。

        「伊藤さんと行く」

        「本当に大丈夫？　判断力が無くなっているんじゃないかな」

        「こうなったら、どこにいても危険だと思う」

        　ベータであろう警察官の息が少しだけ荒くなっているのを感じながら言うと、警察官は大きく息を吐いて頷うなずき、光希から体を離した。

        「身元の確認ができました。鳥羽さんとも連絡が付き、伊藤さんに任せるようにとのことです」

        　パトカーから降りてきた警察官が、伊藤のそばにいた警察官に報告する。

        「では、本日はお帰り下さい。後日、お話を伺いたいと思います。そのときは、ご協力をお願いいたします」

        　頼んでいる口調ではあったが、有無を言わせぬ口調ではあった。

        「はい。勿論協力いたします」

        　そう言って伊藤は再度光希を抱き上げると、止まっている車の前まで歩いて行った。

        「ここ、どこなの？」

        「秩父です」

        　伊藤はそう言うと、止まっている車の前に光希を降ろして、車のドアを開けた。

        「スピードが欲しかったので……。狭い車で申し訳ありません」

        　何の車種かまではわからなかったが、黒スポーツカーは鳥羽家の物ではないだろう。伊藤個人の車だろうか。

        　光希が助手席に座ると、伊藤が運転席に座り内ポケットからシルバーのケースを取り出した。その中から注射器を出して自分の腹に打つのを見て、伊藤が抑制剤を打つのを初めて見ると思いながら、光希は目を瞑った。

        「あんな事して、過剰防衛じゃないの。大丈夫？」

        「何のための権力と金ですか」

        　伊藤はそう言うと、エンジンをかけた。

        「それよりも、もう二度とあんなことは言わないと約束して下さい」

        「あんなこと？」

        　光希の問いには、伊藤は答えなかった。

        「最近では落ち着いたと思ったのに、あれでは以前の君に逆戻りだ。あんな言葉は、誰も聞きたくない。君は本当に、愛されることに鈍感で困ります」

        「乙女な伊藤さんパターンだ」

        　光希はからかうように言いながら、伊藤の言葉が嬉しかった。

        「ごめんなさい。ちょっと寝る」

        　安心したからだろうか。異常に体が熱いのを感じて目を瞑る。

        　苦しい。こんなに強い発情は、晃希の匂いで初めて発情したあのとき以来だ。しかし、薬で無理矢理に発情させられているので、あのときよりはまだましだ。

        　大丈夫。耐えられると思いながら、体をぎゅっと丸めた。

        「なんで晃希、いないの」

        　光希が呟く。頭が朦朧として、混乱をしてきた。

        　なんで晃希はいないのだ。一緒にいるって言ったのに、こんなときにいないなんて許せない。そう思った。

        「付いて来たかったと思います。でも、望君がいるから我慢した。晃希君は成長しましたね」

        　分かっている。光希は思ったが、それでも今この状況で晃希がいないことが許せない。何が魂の番だ。運命の番だ。ふざけるなと思いながら、我慢できずにズボンの中に手を入れた。

        　伊藤がいることも構わず己の硬くなったペニスを擦こすった。

        「ふっ……あ」

        　我慢しようとしても無理だ。声が漏れていく。光希は夢中で快楽を探った。ここに晃希の匂いはない。射精はできるはずだ。

        　流れている音楽の音が大きくなった。伊藤が音量を上げたのだろう。うるさいくらいのその音に構わず、光希は小さな声を上げながら絶頂を迎えた。

        　光希は薄く目を開けて、無意識に伊藤の顔を見た。暗くて見えなかったが、伊藤は気のせいか、少しだけ目を潤ませているように思えた。

        　光希は、これ以上は不味いと思ってぐっと耐えた。一度吐精をしたため、体の熱は一瞬だけ引いたが、それでも体は晃希を、いやアルファを求めていた。それが伊藤にも伝わったのだろう。

        「番になっておけばよかった」

        　そうすれば、薬を打たれても発情などしなかったのだろうか。そう思ったが、それでも、まだ決心はついていないのだから仕方ない。

        「子どもまでいるのに、俺って、最低なのかな」

        「番はいつでもなれます。光希君の好きなときになればいい。番になることは結婚以上に重いことです。慎重になりすぎて悪いことはない」

        「うん。俺はさ、晃希が俺だけじゃなくて、きちんと望と向き合って、望を大事に思ってくれて、一緒に生きていけるって、そう実感したら、そしたら番になろうって、そう思ってる」

        「当然です」

        　光希は伊藤らしいと思って笑った。

        「気を紛らわしたい。話してもいい？」

        「光希君がよければ」

        　伊藤が表情を変えずに言う。

        「同じようなこと、昔、あったんだ。そのときは久我山さんが助けてくれた」

        「えぇ」

        「綺麗事言ってるけど、本当はさ、俺、まだ久我山さんのこと好きなのかもしれない。だから、番になる決心がつかない」

        「人の心は、単純ではありませんから仕方ありません」

        「なんでだろうって何回も思った。望の顔を見ながら、今でもなんでだろうって思う。よりによってなんで晃希なんだって。なんで弟なんだって。望が可哀想だってやりきれなくなるときがある」

        　秘密だよ、と言うと伊藤は頷うなずいてくれる。

        「今、頭おかしいんだろうね。でも。伊藤さんにだけ。こんなこと言えるの、伊藤さんにだけだ」

        　伊藤は相変わらず表情を変えることはないが、しかし頷うなずいてくれた。

        「私でよければ、いくらでも話してください」

        「ありがとう。晃希が大切だっていうのは本当なんだ。晃希がいないと、もう、俺は駄目になる。何言ってんだろうね。滅茶苦茶だ」

        「……」

        「伊藤さんは俺のこと恵まれているって言うけど、でも、晃希だって本当は俺のオメガという肉体だけを必要としてるんじゃないかって思うことがあって、そういうときはどうしていいか分からない。妊娠中にさ、晃希と喧嘩したとき、晃希勃たなくなったよね。あのとき、本当は俺、凄く怖かった。番になっておけばよかったって内心思った。晃希は番に憧れがあるから、番になれば捨てられないだろうって思って、それと同時に、そんなことで番になるなんて最低だってプライドと、番になってしまってから晃希に捨てられたら、発情期辛いだろうし、なってなくてよかったとか、色々考えた。久我山さんにも捨てられて、晃希にも飽きられたらさ、俺、どうすんだろうって。最低だ。自分のことばかりで、俺は最低だよ」

        「そんなことはありません。光希君は、自分の考えを主張してもいいんですよ」

        「そうかな。こんなの、伊藤さんに言わせれば、贅沢な悩みなんだろうけど、それでも幸せなはずなのに、時々凄く苦しくなるんだよね。叫んで、何もかも捨てたくなるんだ。自分の中で昇華したつもりなのに、結局はできていない」

        「怖いんですか」

        　それに光希は笑う。

        「そうなのかな。わからない。今日母さんに会って、こんな人母親じゃないって思ったけど、でも、一人で生きて行くこともできないのは、一緒だなって……新型で、オメガとしてではなくても生きていけるって思ってたのに、それも変わっちゃって……って何を言ってるか分からない。でももううんざりだ。オメガなんてうんざりする。誰かに寄りかかって生きていって、こんな目にもあって、何でオメガなんているんだろう」

        「いえ、私も軽率な発言でした。私はアルファですので、どうしてもアルファの目線で話してしまう。君は凄く魅力的で、だからそんな不安とは無縁だとそう思ってしまったのと、君に自信を持ってほしかった。しかし、オメガの立場からしてみたら、私には想像もつかない苦しみがあるはずですよね。当たり前のことに気がつかず、申し訳ございませんでした」

        「伊藤さんらしいね」

        　光希は笑うが、落ち着いた熱が再度湧き出てくるのを感じて、再度目を瞑った。

        「ごめん、伊藤さん」

        　そう言って光希は再度ズボンに手を入れた。

        「生理現象です」

        　伊藤の言葉がおかしかったが、湧き出た熱が光希の体を貫き思考を奪っていったため、もう何も考えられなかった。

        「あと少しです」

        　伊藤が言うが、光希の耳にはもう届いていない。ただ体が苦しい。速く解放をして欲しかった。

        　家につくと、伊藤が抱きかかえてくれた。下半身はしどしどに濡れており、恥ずかしいと少しだけ思ったが、もうどうでもよかった。

        　玄関を開けると、晃希はそこで待っていたのか、すぐに光希を受け取った。

        「望は？」

        「本宅で預かってもらってる」

        「よかった」

        　なんとかそれだけ言うと、光希は晃希の首に手を回して、唇をねだった。

        「伊藤さん、ありがとう」

        　晃希が言うと、伊藤はお辞儀をしたあと、何故か家の奥に歩いて行ったが、光希にはそれもどうでもよかった。

        「ちょっ、危ない。暴れないで」

        　光希は晃希の言葉も構わず晃希の手から降りると、ひざまずいて晃希のベルトに手をかけた。

        「光希、部屋、行こうよ」

        「もう我慢できない」

        　光希は下着ごと晃希のズボンを下ろす。口に含まなくとも、そこはすでに勃ち上がっていた。

        「寝て」

        「だ、駄目だよ。抑制剤は飲んでおいたけど、念のため首輪も付けないと」

        　そう言いながらも、晃希の目の色と匂いが変わったのが分かった。

        「寝て……」

        　光希が見上げて言うと、晃希は操られた人形のように頷うなずき、冷たい床の上に横になった。

        　光希は自分も下半身を脱ぐと、あらわになった晃希のペニスの上に、ゆっくりと腰を下ろしていく。

        「あ……ぁ」

        　漏れた声を抑えることもせず、奥深くに晃希を迎え入れた。

        　首の後ろに冷たい感触がする。見上げると伊藤が光希に首輪を付けてくれていたが、その目が辛そうなのは気のせいだろうか。

        「光希、動いて」

        　伊藤に気を取られていることに怒ったのだろうか。晃希の声が少しだけ低くなった。伊藤は無言のまま、家から出て行ったようだ。

        　光希は頷うなずくとゆっくりと動き出す。ぐじゅりぐじゅりと音が響き、光希は更に奥が疼いていくのを感じた。

        「気持ちい……もうだめ、動けな……」

        　光希が言うと、晃希は上半身を起こして光希の体をぎゅっと抱きしめてきた。

        「俺のが欲しかった？」

        　光希が頷うなずくと、晃希が笑った。

        「なんで来てくれなかったんだよ。俺、晃希が……なんで」

        「ごめんね。でも、望を一人にできない」

        「わかってる。わかってるけど、俺……」

        　何を言っていいのか分からず口ごもると、晃希が光希の体を横たえ、一度ペニスを抜くと、ぐっと奥まで突き上げてきた。

        　肉壁がこすれ、中に分け入ってくるのがわかる。激しく痙攣し、絶頂を迎えた。

        「ごめんね。好きだよ、光希。無事でよかった。本当に、よかった」

        　晃希の声が少し泣きそうだと思うのと同時に、体の熱が冷めていくを感じた。薬が切れたのだろう。

        　冷静になれば、感じるのは晃希の熱だ。それは光希に対する愛情を孕んでおり、ゆっくりと光希を包んでくれる。

        「俺こそ、ごめんね」

        　光希の言葉に、晃希は泣きそうな顔で笑い、そして唇に口づけてくれる。

        　光希は晃希の腕の中で目を瞑りながら、やはり自分にはこの腕が必要なのだと思った。そしてこの男にも自分が必要なのだろうと感じ、一人で生きていけないのは自分だけではなく、もしかすると皆そうなのだろうかと考える。

        「光希、集中して」

        　そう言って光希のペニスを扱きながら再度深く抉ってきた晃希に、光希の頭は真っ白になっていく。この快楽の前には、全てがどうでもいいのではないかと思い、晃希に意識を集中させた。

        「イクッ……」

        　光希は小さな声で呟くと、晃希の手の中に白濁とした液を吐き出し、同時に体の中に晃希の精液を受け止めた。

        


        ３

        　

        　

        　光希は高熱を出して寝込んでいる。病院に行くと、乳腺炎だろうと言われた。誘拐されている間、授乳できなかったので乳管がつまったのだろう。

        「我ながら呆れる……」

        　光希が言うのに、晃希は光希の頭を撫でた。

        「どうしたの？」

        「胸、すっごく痛かったのに、発情中はそんなの気にならないくらいにセックスしたくなるんだなって。もう、関心するよ」

        　他人事のように言う光希に、晃希は笑う。

        「望にいっぱいおっぱい飲んでもらわないとな」

        　隣で横になっている望の顔を見て、光希はふにゃりと笑った。望も可愛いが、光希はとても可愛い。

        「熱は大分下がったかな」

        「うん。胸も痛くなくなってきた」

        　光希はそう言ったが疲れているのだろう。起き上がることはなく、布団の上でゴロゴロとしていた。

        「何で晃希、俺の場所わかったの」

        　光希が聞いてくるのに、晃希は笑って誤魔化そうとしたが、そんなもので光希が誤魔化されるわけはなく、じーっと晃希の目を見てきた。

        「……ＧＰＳです」

        「鞄に入っていたＧＰＳ、捨てられたけど」

        「鞄だけじゃないです」

        　晃希の声が小さくなっていくのに、光希はニッコリと笑う。

        「言って」

        　晃希はコクリと頷うなずく。

        「靴です」

        「は？　どの靴？」

        「全部」

        「全部？」

        「どうやって」

        「秘密です」

        　光希は少し考えるような顔をしていたが、再度晃希の顔を見てきた。

        「伊藤さんでしょ」

        　当たり、だと思ったがそれは言えなかった。しかし、何も答えないのを答えだと理解したようで、光希はため息をついた。

        「鞄のはフェイク」

        「ほんとかよ。晃希、俺のこと信じてないってこと」

        「いや、違うよ。光希はトラブルに遭いやすい体質？　そんな感じだって」

        「伊藤さんが？」

        　晃希は今度は頷うなずいた。

        「プロの勘だって言ってた。でも、光希に言ったら絶対に反対するからこっそり……」

        「じゃあ、出かけたときもずっと監視してたの？　だから攫さらわれたってすぐに分かったんだ」

        「ご、ごめん。でも、結果的によかっただろ」

        「伊藤さんとは、連絡を取ってた？」

        「うん。何かあったらすぐに連絡をしてくれって」

        　光希はぐっと口を噤んで、望の顔を見ていた。心の中で整理をしているのか、それとも怒っているのか。

        「ずるい。それ言われたら俺、何も言えない。でも、やっぱり監視されてるのは凄く気分悪い。晃希はそういうところ異常だと思うし、そういうの俺、嫌だって分かってんだろ」

        「うん。分かってる」

        　晃希が光希の頭を撫でると、光希はそれを払うことはしなかった。それにひとまず安心をすると、光希の隣に滑り込んで、自分も横になった。

        「母さん、掴つかまったの？」

        　光希は晃希に背中を向けたまま聞いていた。あぁ、知っているのかと思い、晃希は頷うなずく。

        「気がついてたの？」

        「外に出るのも久しぶりなのに、あの時間にあの道を一人で通るって知ってるのは母さんだけだ」

        　晃希は光希の背中を抱きしめた。晃希にとって母親は、今ではどうでもよい存在になっている。しかし光希にとっては違うのだろう。だから一人で会いに行ったのだろうし、それを責める気にもならなかった。

        「何も言わずに会いに行ってごめん」

        　光希が謝るのに、晃希は首を振る。

        「大丈夫。わかってる。あんな目に遭ったってことは、光希は母親に決別したんだろ」

        　光希が頷うなずく。晃希は光希のうなじにキスをした。

        「嫌な目にあったけど、一つだけ朗報があるよ」

        「何？」

        　光希はさして興味もなさそうに答える。晃希は耳元で囁いた。

        「伊藤さんが、会社辞めてうちの専属になるって」

        「え？」

        　振り向いた光希の顔は驚いているのと同時に嬉しそうであった。

        「伊藤さんがいるなら、ＧＰＳはもうつけない。その代わり、ずっとストーキングされるけどね」

        「そっか」

        　今度は嬉しさを隠せないといったように笑う光希に、晃希は光希の腰に回している力を強めた。

        「嫉妬するよ。光希、伊藤さん凄い好きだよね」

        　光希は晃希から顔を背けけると頷うなずいた。

        「うん、好きだよ」

        　顔色は見えないため、光希が何を思ってそれを言ったのかは分からない。晃希は酷く不安になったが、それでも光希を信じるしかないと思い、光希の耳たぶに舌を這わす。

        　このまましたいな、と思っていると、タイミングを見計らったように望が泣いた。光希はすぐに晃希の手をはらうと、起き上がって望を抱え、授乳を始める。

        　今度は望に対する嫉妬心が沸いてくるのを感じ、同時に相変わらずの自分に呆れた。

        「母さんとはもう会わない。俺の家族は、晃希と望だよ。それと父さんと兄さんと、それが世界で一番大事」

        　光希はそう言うと、寝ている晃希の頭を撫でてくれた。

        　晃希は起き上がると、光希にキスをする。

        「望が潰れるよ」

        「大丈夫。それに、パパとママが仲いいのは嬉しいだろ」

        「そうだね。俺たちはそういうの、知らないもんね」

        　そう言って、今度は光希からキスをしてきた。

        「ほら、望も嬉しそう」

        　晃希が望の顔を覗き込んで言う。

        「本当だ」

        　望は懸命におっぱいを吸っていたが、晃希の顔に気がつくと、何故かおっぱいから口を離して、にやりと笑った。

        　このかわいさの前には、晃希の嫉妬など太刀打ちできないなと思う。

        　晃希は望のほっぺをつついた。

        　それに望が、もう一度笑った。

        　

        完
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